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13 ， 本文中 確認できた、 確認できた。

14 24 本文中
中央部の凹みの方向へ傾斜するものの、 中央部の凹みに沿って、水平に堆積している。
凹みの部分は水平方向の堆租である。

17 4~,5 本文中 判然としなくなる。 判然としない。

49 2 本文中 面を持つ。 面を持ち、

54 5 本文中 および錐状土製品 および錘状土製品

61 25 註1 横田・森田 横田賢次郎・森田勉

67 1 本文中 比較を行った（註1) 比較を行った（註］）。

67 3 本文中 よって、分類は 為って、分類は

77 38 本文中 （鍔状突帯）を囲撓させる （鍔状突帯）を囲続させる

80 21 本文中 銘刈原遺跡でも 銘苅原遺跡でも

82 
第43固}9

器面に微かに 器面に僅かに
「器而調整」

129 6 本文中 海産種は巻貝88種 海産が巻貝88種

134 22 本文中 本州の中世迫跡では 本士の中世造跡では
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序

本報告書は平成10年度と11年度に実施しました伊佐前原第一遺跡の緊急発掘調森成果
をまとめたものであります。発掘調査は県道宜野湾北中城線道路改築工事に伴うもので、
県土木部からの依頼により、県教育庁文化課が分任事業として実施致しました。出土品
の整理につきましては、平成 12年度に開所しました県立埋蔵文化財センターが引き続
き実施し、報告書を刊行することになりました。

宜野湾北中城線道路改築工事に係る発掘対象遺跡は喜友名貝塚、喜友名グスク、喜友
名泉石畳道、喜友名山川原丘陵古墓群、伊佐前原古墓群、伊佐前原第一遺跡の 6遺跡で、
前 5遺跡の発掘調在成果につきましては、すでに、その成果が報告されており、今回の
伊佐前原第一遺跡の報告が最後となります。

伊佐前原第一遺跡は国道58号と新設された宜野湾北中城線が交差する地域に立地する
遺跡です。発掘調査の結果、幣しい量の柱穴、炉跡、穴を掘って埋葬した人骨、畑跡、
それを区画するような溝などの遺構、グスク系土器、青磁・白磁などの中国磁器、類須
恵器などの遺物が多く出土し、 13世紀頃の躾落・募地・畑地などの様子の一端を知るこ
とのできる成果を上げました。

先人たちの残した貴重な遺跡の発掘調査成果をまとめた本報告書が、多くの県民が埋
蔵文化財に対する認識と理解を深め、さらに、文化財保護思想の普及に活用されること
はもとより、地域の歴史研究などの学術研究資料として、多方面に活用されることを期
待します。

最後になりましたが、発掘調査および資料整理に際し、ご助言・ご指導をいただきま
した諸先生方に厚く御礼申し上げるとともに、発掘調査現場や資料整理作業にご協力い
ただきました関係各位に対し、心から惑謝申し上げます。

平成13年3月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所長 知念勇
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1 . 本報告書は平成10年度から平成12年度にかけて実施した宜野湾北中城線（伊佐～普天間）道路改築

事業に係る伊佐前原第一遺跡緊急発掘調査の成果をまとめたものである。

2. 発掘調杏は、沖縄県土木建築部からの分任事業として平成10・11年度まで沖縄県文化課が実施、平

成12年度は沖縄県立埋蔵文化財センターが行った。

3. 資料整理は、平成12年度に県立埋蔵文化財センターで行った。

4. 本書に掲載した地形図は、国土地理院発行1/2,500を使用し、グリッド設定図は道路改築工事設計

図に加筆した。

5. 本書に表した高度値は海抜高である。表記は「EL」、数値単位は "m"である。

6. 遺構図版のトーンは次のことを示す。なお、図版によって異なる場合は、各々に凡例を記す。・....・地山
7. 層序及び遺構覆土の土色は『新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議事務局監修）』を参照した。

8. 土壌分析等はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託し、同社による分析結果を附編2に掲載している。

9. 発掘調査で出土した各資料の同定及び鑑定、また分析については下記の方々による。記して謝意を申

し上げます。

陶磁器類・・・・・・・・・・・・・・・・・・鈴田 由紀夫氏（佐賀県立九州陶磁文化館）

類須恵器・・・・・・・・・・・・・・・・..新東 晃ー氏（鹿児島県立埋蔵文化財センター）
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人 骨・・・・・・・・・・・・・・・・・•土肥 直美氏（琉球大学底学部）

地質・石質・・・・・・・・・・・・・・..神谷 原昭氏（沖縄県立博物館）

10. 各章の執筆分担は下記のとおりである。なお、本書の編集は安座間充、仲典根ゆかりの協力を得て嘗

銘清乃が行った。

鶴元 寿充・・・・・•第 I-ill章

営銘 清乃・・・...第W章、第V章、第W章（第4・5・11-13節）、第VIll章、第IX章

嘗銘 由嗣・・・・..第W章、第IX章
安座間 充......第VI章（第1・3・6-9節）

新垣 カ・・・・・•第M章（第2節）

中山 晋 ・・・・・•第M章 （第 13節）

片桐 千亜紀・・・・• •第W章（第13節）

岸本 竹美・・・・..第W章（第10節）

石田 肇・土肥直美・譜久嶺忠彦・・・...第＂章

11. 本書に掲載した遺物挿図と写真図版の番号は一致するように配置している。

12. 土器及び陶磁器等の集計は、主に口縁部と底部資料を対象とした。

13. 本書に掲載された現場の写真撮影は裳銘由嗣・裳銘清乃・安座間充が行った。出土遺物の撮影及び現

像焼付は長田剛・宮崎典子による。鉄製品・銭貨のX線写真撮影については青山奈緒（奈良大学大

学院）が行った。

14. 発掘調査で得られた遺物及び実測図・写真等の記録は、すべて沖縄県立埋蔵文化財センターに保管し

てある。
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

伊佐前原第一 集落 グスク時代 掘立柱建物跡 グスク土器
畑跡と考えられる、 4
00余の列状ピ ット群

遺跡 埋葬遺構 類須恵器 が検出。

列状ピ ット群 青磁

溝状遺構 白磁

炉跡 石器

ピット群 滑石製品

獣骨---------------------------------------------------------------------
耕作地？ 近世 溝状遺構 沖縄産陶器

客土中から、沖縄戦

I で使用された米軍
現代 石列遺構 本土産磁器 戦車の砲塔が出土。

中国染付





第I章調在経綽と体制

第1節調査に至る経緯
本土復帰以来、沖縄県内においてはリゾート開発を中心とした大型の開発事業が増加し、これにともない沖縄
本島を縦横に走る国道・県道はもとより市町村道にいたる交通網の整備が急ピッチで行われている。
近年、大型・多様化する諸開発事業に伴う埋蔵文化財の取り扱いについての協議・調整の件数は急増し、それ
に比例するように埋蔵文化財の緊饒発掘調査の件数も増加している。
今回の緊憩発掘調査の契機も同様で、宜野湾北中城線（県道81号線）の拡幅、 一部路線の変更を行う道路改築
事業である。その事業の中で、宜野湾市伊佐から将天間までの工事範囲内に6遺跡が確認され、その取扱いにつ
いての経緯はすでに述べた通りである。（註1)

平成 8 年度の喜友名貝塚の現場調査業務から始まった宜野湾北中城線（伊佐~ に係る緊急発掘調査
事業は、平成12年4月末日の現場引き渡し、今回の報告書刊行で、すべての業務を完了した。
註l.沖縄県教育委員会 「喜友名泉石畳道・喜友名山川原丘陵古墓群・伊佐前原古墓群j沖縄県文化財調壺報告書第137集 200対こ

第2節調査体制
発掘調在から資料整理及び報告書の刊行まで、下記の体制で実施した。
平成10年度

事業・調査主体・ ・・沖縄県教育委員会

教育長 安室肇

文化課課長 大城将保

文化課副参事兼課長補佐 稲嶺靖子

,, 課長補佐 裳填嗣

調査事務

文化課管理係主幹兼係長
,, ,, 主査

” It 副主査
調査総括

文化課埋蔵文化財係長

調査員

大浜節

村山佐代・砂川邦子

霜間清美

島袋洋

文化課埋蔵文化財係充指導主事 比嘉 聡 （現沖縄県立那覇国際高等学校教諭）

” ” ” 鶴元寿充
調査補助員

文化課嘱託員 裳銘由嗣（現那覇市教育委員会文化財課主事）
発掘調査作業員

山畑キミ・小波津夏子・呉屋

真志喜千代子 ・小 濱信子 ・新 垣

桃原隆倍・高江洲朝三• 砂川

浦崎直和・呉屋ヨシ子• 島袋
新川智子

平成11年度

事業・調査主体・ ・・沖縄県教育委員会

光子・小橋川

良子 .EB 場

司・営慎

智之・名嘉真

教育長 翁長良盛

文化課課長 営慎嗣

恵子 ・大宜味

喜久子・上間

寛・城間

朝紀・城間

文化課課長補佐 名嘉政修・千木良芳範
調査指導

文化庁文化財保護部記念物課主任調査官 岡村道雄
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より子・上間

清美・金城

かおり・世持

幸子 ・儀間

チェ

京子

緑

三枝子



調査事務

文化課管理係主幹兼係長

// ,, 主査

主任” 
調査総括

文化課埋蔵文化財係長

調査員

文化課埋蔵文化財係充指導主事

”””  
専門員

” 

” 
調在補助員

文化課嘱託員

” 

安座間

前田

発掘調査作業員及び協力者

山畑キミ・小波津

小濱信子・新垣

常渓 寛・城間

儀間三枝子・新川

岸本竹美・宜保

具志幸姿郎・友利

喜友名 輝• 田場

増泰陥

平成12年度

事業主体・・・沖縄県教育委員会

教育長

沖縄県教育庁文化課課長

” 文化課課長補佐
り 記念物係長

記念物係主任専門員

” ” ” 専門員
調査主体・・・沖縄県立埋蔵文化財センター

所長 知念

調査事務

副所長兼庶務課課長

庶務課主事

調査総括

調査課課長

調査員

調査課充指導主事

” 専門員
調査補助員

埋蔵文化財センター嘱託員

夏子・呉

良子・上

かおり・浦

智子・比

章太•松

美佐江・呉

直樹・大

” 
” ” 

浜

川

山

大

砂

横

島

鶴

西

常

発掘調査作業員

金城京子・友利

桃原隆信・常填

資料整理作業員及び協力者

玉寄智恵子・瑞慶覧 尚

知

上

島

鶴

片

常

城

袋

元

銘

銘

念

原

袋

元

桐

銘

間

節

邦子・嘗

さゆり

洋

寿充

章

清乃•藤

充・ 稲

ー 舟・大

屋

間

崎

嘉

本

屋

城

廣義

浩・城

久美子・新川

寛 ・喜友名

美・池 原

翁

嘗

名

盛

金

仲

勇

洋

光子・小橋川

消美・金城

直和・呉屋

豊•宮城

信光・城間

史彦・松本

安志・遠藤

長

慎

嘉

本

城

座

寿充

千亜紀・新

清乃・天

肇

間

崎

嶺

島

良

嗣ー

政修・ 千木良

勲

亀信

久宜

間

垣

久

智子・上

輝

直 美・ 玉

盛

清 美

京 ・古

真紀江・又

誠・矢

千

朝

間

城

ヵ

恵子・上間チェ・真志喜

京子・桃原隆倍・高江洲

ヨシ子・名嘉貞朝紀・城間

道代・砂川正幸・安里

盛安・友利久美子・嘉陽

義光・小橋川 マサ子・喜屋武

千恵子・金城恵子・荻堂

賀

• 中

海・又

清

芳

屋

吉

沢

山

吉

美・嘉

恵美利・ 比

範

聡

純

秀

晋

純

陽

嘉

田

長
．

．

 

洋

子

雄

子・長

美弥子・吉

孝

里

田

田

子・金

剛

岡

城

寿

剛

千代子

朝三

幸子

美紀

美弥子

盛陽

美香

育

恵

子

子
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良

利

良

山

上

友

平

青

早美・新城 恵• 井
久美子・新川智子・嘉

貴子・玉城照美・高

奈緒・梅田倫代・岸

調査協力

石田肇

土肥直美

池田榮史

黒田登美雄

江上幹幸

高宮広上

田辺昭三

宇田津徹朗

義憲和

新東晃一

鈴田由紀夫

神谷厚昭

呉屋義勝

中村應

東門研治

下地安広

渡久地政嗣

島弘

仲宗根 啓

裳銘由嗣

裳間麻子

譜久嶺忠彦

上

陽

良

本

亜紀・比嘉

美弥子・新垣

三千代・比嘉

竹美・仲典根

公子・仲間

裕子・譜久村

登美子・大城

ゆかり

（琉球大学医学部教授）

（琉球大学医学部助教授）

（琉球大学法文学部教授）

（琉球大学理学博士）

（沖縄国際大学文学部助教授）

（札幌大学先史人類学・人類学博士）

（神戸山手大学人文学部教授）

（宮崎大学農学部助教授）

（伊仙町立歴史民俗資料館館長）

（鹿児島県教育庁文化財課文化財係長）

（佐賀県立九州陶磁文化館学芸課普及係長）

（沖縄県立博物館指導主事）

（宜野湾市教育委員会文化課文化財保護係長）

（北谷町教育委員会文化課係長）

（北谷町教育委員会文化課主事）

（浦添市教育委員会文化課文化財係長）

（浦添市教育委員会文化課文化財係主事）

（那覇市教育委員会文化財課埋蔵文化財係主査）

（那覇市教育委員会文化財課埋蔵文化財係主事）

（那覇市教育委員会文化財課埋蔵文化財係主事）

（那覇市教育委員会文化財課埋蔵文化財係主事）

（琉球大学医学部大学院生）

留

泰

勝

美•島袋

子・幸地

江・典古田

春美

真弓

愛

（順不同）
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第II章謁牡経過

本調査は、第1次 (199剖恣月6日~12月28日）と第2次 (1999年4月148~2の対涛月258)にわたって現地調査を

実施し、延べ19ヶ月の期間を費やした。

第1次調在は、ゴールデンウィーク明けの5月6日から開始した。作業は、事前に造成土（客土）の除去を行って

いたパイプライン東側（さ～つー19~24グリッド）部分の遺物包含層の掘り下げから始めた。梅雨明け間近の6月

下旬からは、調査区の東側に隣接する伊佐前原古墓群（古幕2基）の発掘調査も同時に実施した。遺物包含層の

掘り下げ作業は、台風の襲来や長雨などの天候不順や先述の古墓調査を優先させたことから、 11月下旬までかか

り、その後に遺構の検出作業に取りかかった。翌12月に入ると、柱穴を中心とする遺構の検出と合わせて実測作

業も行った。しかしながら、遺物包含層の発掘に予想以上の時間を費やしたこともあり、時間的な都合により、

今回の調査を終了せざるを得なくなった。そのため、ブルーシートで遺構の上面や遺物包含層などを覆う措買を

施し、 12月28日に現地調査を終了した。

第2次調査は、平成11年4月14日、国道58号線沿いに植えられたキョウチクトウ（調査範囲内）の移植作業の立

ち会いで始まり、ゴールデンウィーク明けには、パイプライン西側（国道58号線との間）の造成土の除去作業を

開始した。この時に、たー27・28グリッドの撹乱土中から、沖縄戦時に米軍が使用したと考えられるシャーマン

戦車の砲塔が出土した（図版1-3)。現在、この砲塔は南風原町文化センターにて保管している。

5月17日、 19名の発掘閣査作業員を投人し、発掘作業にとりかかった。前年度の調査範囲の遺構の再確認と並行

し、新たに客土を除去した範囲の掘り下げ作業を行った。 7月からは柱穴遺構が検出された、せ～つー25~27グリ

ッドの調査を優先して行った。しかし、台風の襲来や大雨が10月まで断続的に続き、発掘中の遺構に土砂が流人

してはそれを取り除くという作業が繰り返され、調査の進捗は足踏み状態となった。

また、入念な遺構の検出作業を進める中で、柱穴遺構群の中に4基の埋葬遺構が確認され、よりいっそう詳細

な観察を行いながらの発掘となった。特に下層から検出された4甚の埋葬遺構については、琉球大学医学部の土

肥助教授の指導により、当時の埋葬の様子を知る手がかりとして大きな成果があった。パイプライン東側（さ～

つー19~24グリッド）の遺構の検出及び実測作業は、 12月末には終了した。

年明けて平成12年1月58から、重機による地山の最終確認を実施した。下層の確認が終了した時点で県中部土

木事務所に対して調査地域の一部（パイプライン東側）引き渡しを行い、中断していたパイプライン西側の調査

を再開した。しかし、新設道路の共用開始まで時間的な制約があり、当遺跡の中心的な時代であるグスク時代に

重点を置いた調査になった。グスク時代の包含層の掘り下げ作業及び遺構の検出作業を進めていったが、 2月・3

月は非常に雨が多く、作業を中断せざるを得ない日々が続いた。検出した遺構の中でも、植物植栽穴と推測され

る列状ピット群は自然科学分野など他分野からのアプローチも必要と考え、遺構内覆土のサンプル採取や遺構の

切り取りを行った。 3月末日を目処に実施してきた調査であるが、その時点で遺構の検出と実測作業を残してい

た。県中部土木事務所と1ヶ月間の調査期間延長を調整して継続調査を行い、地山面において検出された溝状遺

構の実測作業を4月188に終了し、 4月末日には完掘状況の測量を実施した。平成12年4月25日付で県土木建築部に

対し、現地における全ての調森作業が完了したことを報告するとともに、現場からの発掘道具等の搬出や現場事

務所の解体撤去を行い今回の発掘調在を完［した。
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第皿章位骰と環境

宜野湾市は、沖縄本島中部の西海岸に所在する。北から南へ東周りに北谷町・北中城村・中城村・西原町・浦
添市の 5市町村に隣接し、西側には東シナ海が広がる。

東西6.1km・ 南北5.2kmのやや長方形を呈す市の面積は、 19.37km'で、その33%にあたる約6.4km'が、普天間飛行
場やキャンプ瑞慶覧という米軍基地である。普天間飛行場は市の中央部に位置し、それを取り囲むように市街地
が形成される。キャンプ瑞慶覧は市の北西部から北谷町と北中城村にかけて所在する。沖縄本島の主要幹線であ
る 2 本の国道 (58号・ 33~りが市域を南北に貫き、それらと交差するように、市の北側に県道81号（宜野湾北中
城線）、南側に県道34号が走っている。また、沖縄自動車道の西原と北中城の両インターチェンジも市域に隣接す
ることから、南北に長い沖縄本島において、北部地域と那覇を中心とする中南部地域を結ぶ交通の要所となって
しヽる。

宜野湾市の地形は雛壇状の4つの段丘面からなる。海岸線には沖積低地が広がり、イノーと呼ばれる平坦な礁
原を形成しているが、近年の埋め立てによる開発のために、その景観は少しずつ変容してきている。内陸部の段
丘は、クチャと呼ばれる島尻層群がみられる東側を除き、その大部分が石灰岩部層で形成され、段丘縁辺には洞
窟や湧泉が多く分布する。また、湧泉からの豊富な湧水が流れ込む海岸沿いの沖積低地には田圃が形成され、特
産のターンム（田芋）の栽培が行われている。

文献にみえる「宜野湾間切」は、 1671年に浦添・北谷・中城の3間切から割いた13ヶ村に 1村（大川、のちの
真志喜）を加え14ヶ村をもって設立されている。 1908年には 「沖縄県及島嶼町村制』の施行により、「宜野湾間切」
を改め、「宜野湾村」が誕生し、 1943年に字の再編を行って現在の形になっている。去る沖縄戦では、他村と同様
に宜野湾村も壊滅的な被害をうけた。また、戦後には、米軍基地建設を目的とした市域の主要な部分の接収が行
われ、それに伴い集落の強制移動を余儀なくされた。このような状況下で、 1962年には市制が施行され、「宜野湾
市」となる。その後は人口の流入も著しく、現在は8万6千人余を抱える、沖縄県内で4番目に大きい都市とな
った。

伊佐前原第一遺跡は、国道58号と県道81号（宜野湾北中城線）が交差する“メーバルアジマー"と称される伊
佐三叉路（現在は十字路）の北東側で、道路改築工事に係る以前の在沖米軍海兵隊基地キャンプ瑞慶覧の南西端
に所在する。北東ー南西方向に延びる標高12m~28m程の琉球石灰岩段丘の前縁に形成されている遺跡で、南西
側には大山オーグムヤー洞穴を基口とする人り江状の海岸低地（オーグムヤーガーラ）が広がり、北東側には遺
跡の一角に連なる沢状凹地が湾入する。

また、西方にはフンシガー湧泉、北方にはウブガーとウフガー湧泉が位置するほか、北東部には喜友名の七湧
泉と呼ばれる湧水群が散在することから、これらの豊富な水脈が、各時代の当遺跡の在り方に大きな影響を与え
ている。固辺の文化財としては、遺跡の北に隣接する様に伊佐前原第二遺跡、後背部の微高地（カンジャーヌウ
ィー）には先に報告した伊佐前原古蓼群とする亀甲墓が遺跡に向かって連座する。また、基地造成以前には、こ
の微高地の延長である小丘には村落の拝所であるウガン・ウガングヮー・ウカミヤーが所在した。
後背の小丘から見渡す戦前の宜野湾市伊佐は、遺跡地の北側に集落が位置し、それを取り囲むように畑地と原
野が広がり、その西側には東シナ海につづく遠浅の浜辺が広がっていた。牧港から残波岬までが一望できる風光
明媚な場所であった当地は、去る沖縄戦で上陸した米軍の南下）レートに当たり、両軍の激しい攻防が行われた場
所でもある。今回の調査で、基地建設の際の造成土中から戦時中に使用された形式の米軍製戦車の砲塔が、廃棄
された状態でみつかり話題となった。戦後、この地は米国民政府の「土地収用令」 (1953年4月公布）による強制
土地収用により、大規模な基地建設工事が行われ、遺跡地である前原一帯はもとより、その北辺にあった伊佐の
躾落や人々の生活の拠り所であった湧泉や拝所などはその姿を消し、現在の景観となる。そして、県道81号の道
路改築工事により、ロータリー化されたフェンス内に伊佐前原第一遺跡の一部と伊佐前原古墓群の亀甲墓l基が
残存した状況である。この亀甲墓は、中部土木と米軍海兵隊の調整により埋め戻しは行わず、国道側からその姿
を垣間見ることができる。
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第IV章層序

ー

今回の発掘調査区は、米軍墾地の一部として利用されていた場所であり、その際の造成工事に伴う客土が全体

を覆っていた。表士層であるこの客土を甫機により除去した結果、グスク時代の遺物を主体とする遺物包含層及

び近世から米軍に土地接収される直前までの遺物包含層が確認された。調査区全体の地形は東側で高く、西側の

方へゆるやかに低くなる。土層の堆積状況をみると、東側で薄く、西側にいくに従い厚くなる傾向がみられ、地

形の傾斜から考えて訪欠的な堆積層であると考えられた。以下の基本層序の説明で述べる第3-第5層がそれで、こ

の3枚の土層はグスク時代のプライマリーな生活層ではなく、流水等の作用により、この場所に堆積した可能性

が考えられる。第3層以下の遺物包含層は、グスク時代の遺物を主体とするが、新石器時代前W期（縄文後期相

当）や後期（弥生時代～平安時代相当）後半の上器も少量出土している。

米軍の設置した送油管（通称：パイプ・ライン）が調査区内の層序を東西に地山まで分断しているため、東西

の層序の対応関係を判断するのには難があった。今回確認できた層序は概ね以下で述べるように整理できると考

える。

また、調森区の北西部（す・せ• そー25-27グリッド付近）には、地山直上まで近•現代の遺物を含む士層が堆

積する窪地があり、この窪地の地山上面には遺構が確認できた。検出された遺構としては、沖縄戦以後の掘り込

みが数力所で確認されているが、近代以前の遺構とみられる石積み遺構や溝状遺構もある。窪地内の堆積層は、

グスク時代から現代にかけての遺物が混在しているが、沖縄戦の直後から米軍による土地接収直前までに形成さ

れたものと思われる。窪地内の堆積層である第II. 第Ill層には、水田地帯の土層に確認できるラミナ模様がみら

れたが、畦等の水田に伴う遺構は残念ながら検出できなかった。窪地内の堆積層の層序については、調査区全体

の基本層序とは別に分層し、以下で基本層序の次に説明する。

なお、以下の文章中では調査区を次のように区切って述べる。「東側」は19-21グリッド付近。「中央Jは22-

24グリッド付近。「西側」は25-27グリッド付近を指す（第3図• 第5図）。

(A)基本層序（第3図）
第1層表土層。客土。

第2層 茶褐色土層で、石灰岩の小礫を多く含む。調査区北東側と南西側に分布し、溝状遺構1(以下、溝1と

表記）の遺構内覆土でもある。近世から近・現代までの遺物が出土するが、層の上下で遺物の出土傾向

が多少異なる。上部では近・現代の遺物の出土量が多く、下部では近・現代の遺物がみられず、遺物の

出土量も少ない（第5表参照）。

第3層 黄褐色土層。調査区東側から中央にかけてみられるが、溝lによって分断されている。

第4層 暗茶褐色土層。調査区北東側の一部と、溝1より南の中央から西側にかけて堆積する。

第5層 暗褐色土層。第3. 第4層に比べ、含まれる遺物の量は増加する。西側にいくに従って岸みを増し、西

側では層中に赤色土粒が集中する間層がみられ、層が上下に細分できる。

第6層 黒色土層。遺物包含層。調査区東側にみられた。

第7層 黒色土層。遺物包含層。調査区西側にみられた。

第8層 暗褐色土層。遺物包含層。層上面に、炉跡や柱穴と思われるピット群等が検出された。

第9層 地山。調査区東側では第8層との識別が難しい暗褐色土で、西側にいくに従い、徐々に橙褐色土に変化

する。層上面には、柱穴と思われるピット群が検出され、掘立柱建物跡のプランがいくつか想定できた。

その他、埋葬遺構(4碁）・溝状遺構(7基）が確認されている。

(8)調査区北西部窪地内堆積層（第3図）
第I層表土層。客土。
第1I層 茶褐色土を主体に白色砂粒・小礫が混ざる層。

第Ill層 にぶい黄褐色土層。

第W層橙褐色の地山。溝状遺構が確認できる。

-8-
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第V章遺構

本調査では第 6 層中・第 8 層上面 • 第9層（地山）上面において、グスク時代に相当するとみられる遺構が検
出され、また調査区北・北西側で、近世以降のものと考えられる遺構が確認できた。前者を I期、後者を1I期と
して、各遺構の概要について述べる。

なお、遺構番号については、調査中に付けたグリッド単位の通し番号で掲載し、炉跡や埋葬遺構、列状ピット

群、溝状遺構、掘立柱建物跡のプランについては、ピットと区別して番号を付けている。
※第1・3・4表のELは、ピット最深部の数値である。

第 1節 I期（グスク時代相当）

A 第 6層中検出の焼土遺構

第6図は、すー21グリッドで検出したが、発掘中に一部破壊している。遺構は西側に傾斜しながら中央部分が
落ち込む形状を星しており、遺構内には暗褐色土と焼土が混ざる土が堆積し、その下部に赤色化した焼土が確認

できか検出レベルは標高16.74-16.7lmを測る。

第7図は、しー20グリッドで検出された。形状が不定形で、長径は南北方向で約80cm、短径は東西方向で約40cm
を測る。赤色焼土の厚みは 1-2 cm程度、厚い部分では約5cmであった。検出レベルは標高17.20-17.lOmである。

a
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EL=16.770m 

El=16.770m 

a' 

け

b
 

ーー
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第7図焼土遺構2 (第6層中）
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B 第 8層上面検出遺構

ピット群・炉跡・列状ピット群などの遺構が検出された。なお、ピット群の内、第8層上面の検出であるが、

ピットの重複が多く、調査の際に地山のピットまで掘り下げた可能性があるピットを、第9層のピット群と一括

して掲載した。それらのピット番号は下記の通りである。

さー20グリッド・・・pit16-pit29、さー21グリッド・"PitI -pitll、しー20グリッド・・・pit7・pit 9 

しー20グリッド…pit37-pit54、しー21グリッド…pit1 -pit39 

(1) ピット群（第 8図）

調査区の中央から東側に400余のピットが検出された。ピットの覆土は、概ね暗褐色土を呈し、橙褐色土粒（マ

ージ土粒）や炭破片などが混在していた。各ピットの法量などの詳細については、 一覧表（第 1表）に記載する。

掘立柱建物跡のプランとして 1棟を想定しているが、せー21pit7・10の2本を中心柱とした、 3.9mX6.4mの

長方形の掘立柱建物跡が考えられる（第 8図）。類例遺構は、北谷町後兼久原遺跡（註 I)で確認されており、平

地住居と考えられている。縦約 4mX横約 6mの長方形プランで、中央に 2本の太い中柱をもち、周辺に32本の

柱がめぐらされている。この住居には内と外に炉跡を有している。

その他に、せー22pit1では、牛骨破片が数点まとまって検出されており、 獣骨の埋納遺構の可能性がある。こ

のような牛骨埋納する遺構については、大阪市長原遺跡で柱穴に牛の四肢骨が埋ま っていた遺構が数基確認され、

久保和士氏によって動物祭祀の可能性が検討されている（註 2)。追跡の年代が 6-7世紀頃と本遺跡とはかなり

の時代差があるが、 参考例として記載した。せー22pit1は隅丸方形を呈し、東西方向に長軸があり、長径60cm、

短径48cmを測る。深さは12cmと浅い。遺構直下には埋葬遺構 lが埋まっており、またプラン 6のピットせー21pit

1とも隣接し、さらに、南側約 Zmのところには炉跡も検出している。せー22pitIがいずれかの遺構と関連して

いる可能性もある。

(2)炉跡（第10図）

すー22グリッドで検出。形状はほぼ楕円形を呈し、長軸は南北方向、長径67cm、短径40cmを測る。ほぼ中央が

凹み、北側に炭を多く 含んだ黒色土、南側に赤色の焼土が堆積する。堆積土の厚さはいずれも約5cmで、堆積状

況は中央部の凹みの方向へ傾斜するものの、凹みの部分は水平方向の堆積である。遺構検出面では約15cm大の琉

球石灰岩と、遺構北側の縁辺に沿うように類須恵器とグスク土器の胴部破片が出土。その下部には、遺構全面に

2 -5 mmの微細骨片が点々と出土したが、残念ながら種を同定できるほどの大きさの骨は検出されなかった。

(3)柵列状遺構 （第12図）

調査区のほぼ中央23ライン付近で、南北方向に並列するようにピットが検出された。 20cm前後の間隔幅が多い

が、間隔は均等ではなく、 4-130cmと幅がみられる。ピットの直径は10-30cmのものがほとんどで、深さは15-

20cm前後のものが多い。この柵列状遺構の西側に列状ピット群が展開している。

(4)列状ピット群 （第13・14図、第 2表）

調査区の西側にほぼ円形のピットが370余、列になって展開していた。このような列状ピットは植裁痕とも称さ

れ、名護市宇茂佐古島遺跡（註3) や那覇市シーマ御嶽遺跡（註 4) などでも報告例があり、掘り枠による耕作

痕だと考えられている。本遺跡で検出された列状ピット群は、直径約28cmのほぼ円形のピットが等間隔で並び、

間隔は約10cmほどである。柵列状遺構の西側、せー24グリッドでも北西ー南東方向に並ぶ、 4列の列状ピットが

検出された。しかし、送油管によって分断され、西側の列状ピット群との繋がりは不明瞭であった。

国道58号線に平行する送油管の西側にまとまって検出された列状ピット群は、北西ー南東方向が22列（アルフ

ァベット列）、北東ー南西方向が 7列（カタカナ列）確認できた。ピットの大きさや深さについては第4表にまと

めて記す。

ピット内の覆土は基本的に、黒っぽい暗褐色を呈しているが、なかには覆土を分層できるピットもあった。ピ

ットの深さは10-20cmの深さのものが多く、浅いものでは4cm、深いものは27cmを測る。断面図（第14図）にも明

らかなように、ピット群の検出面は緩やかに北西に傾斜しており、また、低地から検出されたピットは直径が小

さく浅い傾向にある。

列状ピット群については、ピット内の覆土内容を探ることと、栽培種を明らかにすることを目的として、今回

土壌分析を行った（試料サンプル： R列13)。植物珪酸体分析の結果、ピット内覆土及びピット周辺土壌からは、

イネのプラント・オパールなど数種類の植物珪酸体が検出されているが、遺構断面を切り取って、軟X線写真撮

影による断面観察（堆積物微細形態解析）等の分析結果では、列状ピット群は稲作によるものとは判断しがたく、

栽培種を解明するには至らなかった。しかし遺構の土穣形態から、人為的に掘り返された痕跡と推測できる状況
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第 1表第8層ピット観察一覧 (1)

グ多ドl 悶追JJ・ド号サ 長径 短径 深さ EL 
出土追物 備考(cm) (cm) (cm) (m) ii 『 Iii 悶 1~悶I:;~ EL I 山土選物 I 備考(m) 

1 16 14 30.5 16,080 カムィヤキ片 29 21 18 13 16.360 

2 21 17.5 22.5 16,120 30 90 64 

3 21 17 46 15.880 

4 20.5 16.5 31 16,110 

5 21 17 20 16,200 

す I30 ． 48 32 42 16.000 
I [ 30 b 56 46 20 16,240 

21 I 30 C 56 45 47 1 s.900 I Iプラン2
ヤ 6 12-5 10 14 16,290 31 37 19 27 I 6.170 

22 7 13.5 13 30.5 16.120 32 13 10 5 24 5 16380 

8 16.5 14 33 16.080 3 50 49 66 1 s 340 I Iプラン2， 18 15 16 16,140 4 26.5 22.5 22 16.020 

10 50.5 48 11 16.300 5 19 14 13.5 16.000 

11 18 14.5 29 16.100 6 55 44 44 15.640 lプフン2
12 16.5 17 12.5 16.360 7 21 20 23.5 16.040 

し 1 44 29 46 15,740 
I 
23 

8 15.5 14 23.5 16,0701グスク系土器片， 20 17 25 16010 

1 62 41 4 17,040 10 11 ， 18 16.140 
2 18 16 26 16.560 11 19.5 16 19 1 s.090 Iカムィヤキ片
3 20 14 21 16.850 12 19 18 20.5 16.060 

4 18 16 17 16,940 13 25.5 20 40.5 15.800 

5 61 39 40 16 790 す I14 17 12 12 16.060 

6 61 40 62 16,610 プラン1

7 36 20 40 16,870 1:-. 部で木根痕らしき

血と重なっている

2I 2 115 23,5 20.5 25.5 15.900 

I 16 52 10 8 16.080 I pitl7とつながる。木
根痕と思、われる

8 26 24.5 39 16.770 17 119 8-5 4 16 070 ， 36 18 54 16.580 18 18.5 14.5 8.5 15 920 

10 53 31.5 55 16.750 19 54 33 4 15.920 グスク系土器

11 IB 14 23 16.840 20 18.5 16 13 16,040 

す 12 
63 59 48 16.530 プラン1

I 13 22 10.5 13.5 16.650 
20 
14 17 11よ5 12 16.640 

21 20 15 12 16.060 

22 20 13 5.5 16.130 

23 20 15 5 18 16.070 

15 20 15,5 17 16,740 24 14 13,5 14,5 16.200 

16 11 10 10 16740 25 60 32 18 16.170 

17 36 33 38 16.670 断面に柱痕を確認 26 13 10 16 16,200 

（杜痕幅15cm、深さ3 27 17.5 17 31 15.990 

6cm)。プラン1 1 35 34 5 16.060 土器片

18 22 14 23 16.770 2 24 17 5 6 16.040 
19 33 19 32 16 680 一部木根痕も重複 3 16,5 12.5 15 I 5.880 
20 20 18 20.5 16 820 4 34 32.5 17 15.860 
21 35 24.5 32 16 650 

22 40 29 87 16.090 
すII s 22 18 31 15.610 

23 I 6 27 14 26.5 15.850 

23 26,5 26.5 37 16.290 7 30 13 6.5 15.920 
24 35 22 28 16.320 8 23,5 12 4 15.750 
1 111 82 27 炭集中 ， 19,5 18 2 15,690 

2 28 17 29 16,220 10 18 13.5 3 16.650 

3 72 11 1 23 16 3 15,630 
3 0 21 20 45 16,260 2 23 18 4 15.510 
3 b 15 16,540 3 18.5 12 5 15 500 
J C 21 19 41 16.250 4 57 32 26 15,280 

4 25 16 21 16 550 5 20 18 9 15,360 

5 11 10 22 16,530 6 23 20 21 15,270 
6 e 31 29 9 16,770 7 16 11 13 15,370 
6 b 14 16.720 8 46 20 11 15.440 
7 18 18 20 16,590 柱痕らしき黒色土部 ， 34 31 21 15,300 

分、幅13cm、深さ17 10 38.5 285 8 15.360 
C凰

8 21 15 24 16.540 ， 16 15 24 16.520 

↑ 0 .. 77 23 ,、1 16.710 
10 b 7 16.640 

11 45 30 34 16.230 

す 12 15 12.5 4.5 16.550 

21 13 26 21,5 22 16.320 

14 23 19 30 16.230 

15 20 17-5 21 16.220 

す， [11 25.5 19.5 19 15,380 

24 I 12 21 16.5 30 15.290 

13 22 18 14 I 5.400 

14 20 18 12 I 5,440 

15 21 19,5 26 15,310 

16 26 17 4 15.3ao Iカムィヤキ片
17 13 10 5 7.5 15,340 

18 50 5.5 6 15.320 

19 104 46 6 1 s.210 I滑石混和上器（鍋 深さ1.5cmから滑石
a-1)、滑石製品（転 粒混和の石鍋模倣

16 16 11.5 6 16.360 用品）、グスク系土 土器
17 14 10.5 7 16,340 器片、カムィヤキ片

18 19 16.5 19.5 16,230 20 I I 24T 221 司 15.140 t器II
19 13 12 17,5 16,200 

20 18 13 9.5 16.300 
s I I 32 I 2a I 24 I t 6 550 1複数pit成合の可

能性

21 25,5 13 12 16.240 6 24 23 24 16.370 1 oitn接する

22 11.s 1 ， 20 16.200 
23 23 14 40 16.000 

24 17.5 15 14 16-280 

せ I7 20 20 33 16,280 

必I8 16 10 7 16.550 ， 31 20 19 16-410 

25 20 16 20 16.160 10 18 13 13 16.510 

26 16 15.5 46.5 15.880 11 39 12(26) 10 16.460 

27 20 13 13,5 16,200 12 46 20 18 16.360 

28 54 40 10 16.160 pit内底血は、いびつ 13 24 I 20 15 16,340 
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第 1表 第8層ピット観察一覧 (2)

fl閑 サプ 長径 短径 I深さ I EL I 出士造物 I 備考ド， 番号 ( cm ) (cm) (cm) (m) 
グリッ 四構 サプ 長径 短径 深さ EL 

出＿十迫物 I 備考ト` 笛号
番号 ( r rn ) (crn) (c田） (m) 

14 

I 
191 
18 29 16.200 

『ばらし百睛色蔀も

打 確認。（柱痕径約12
-13cm) 

20 I 15 20 12 13 I 16.360 I 
16 18 14 10 16.380 

1 56 54 48 15.680 グスク系士器）t Iプラン2
2 I 5.5 5 7 16,180 
3 30 26 27 15 970 カムィヤキ片

4 19 16 9 16110 

5 41 30 10 16110 

6 20 18 15 16040 

7 66 62 s2 1 s.260 Iカムィヤ珀把手付 柱痕の可能性のあ
壺、壺類・有文.I る黒色土の範囲、長

-c)、欧骨片、グス 径42cm、短径27cm、

10 21.5 21.5 9 15.300 

11 24.5 22 18 15_190 グスク穿s±器片
12 27.5 21 15,5 15.160 

13 29 28 14 15.190 

14 23,5 23 5.5 15.300 

15 24 21 11.s 15.240 

16 19 14.5 4.5 15.340 

17 21 17 4 15.360 

¥8 23.5 1B 8 15.380 

19 23 21 s 1 6 I 5,230 
20 25,5 21 26 15.260 

21 I 19 17 2 15.250 

22 25 22 13 15-250 

ク系土器片 深さ32c皿プラン2

8 16 14 7 I 6.060 

せ 23 30.5 27 5(10) 15.240 
I 
24 24 23 8.5 15.240 24 ， 20 19 21 15.900 25 26 24 8 15.280 グスク系士器）i

10 65 58 84 15.430 カムイヤキ（小匈 l 26 22.5 21.5 4.5 15.360 

11 24 22 I 8 16.190 27 29 28 8 15.190 

12 21 19 17 16.100 28 34,5 27,5 7 15,220 

13 10 10 7 16.300 29 28 26 7 15,140 

14 16 11 13 5 16.300 30 57 51 13 15,010 

せ I15 18 1 s 1 17 16,200 31 32 31 8.5 1s.160 I土器）,・ 
2'1 I 18 31 19 10 16140 32 18.5 14.5 4.5 15.420 

19 31 27 14 16,130 33 29 16 13 15.320 

20 I 15 13 4.5 16 270 34 37 30 6 15,、370

21 13 12 4 16,290 35 16 15 23 I 5,220 

22 14 12 13 16,170 36 28 26 7.5 15,200 

23 238 112 29 I 16.Joo Iグスク系士器片 38 36 24 6,5 1s.220 I 
24 17 15 7.5 16.120 39 50 44 9 15,170 

25 14 12 15.5 16.040 40 28 16 16.5 I 5,120 

26 14 12 10 16.080 1 15 ， 18.5 15.810 
27 17 8 12 16.000 2 15 10 5 30 15.730 

2s I 10 5 10 2 16.120 3 13 11 25 15.780 士器片

29 16.5 12 11 16 040 4 18 17 17 15.910 

30 35 19 5 13 10.5 8 15.930 

30 a 19 14 6 23 11 10.5 15呵980

30 b -= I 14 -I  
31 13 11 

7 13 8 13 15コ960

8 23 14.5 10.5 16 070 土器片

32 I 17 15 21 ， 16 13.5 20 15.940 
1 60 48 12 16.100 カムィヤキ片、獣骨

2 ~ 22 20 9 16.090 

2 b 22 21 31 15.aso I 
手
10 19.5 12.5 12 16.070 pit内にニービ塊

11 13 12 6 16120 
21 
12 24.5 10 9.5 16.060 

3 58 41 40 15740 13 16 12.5 5 16.140 

4 19 16 16 16.030 グスク系土器片 14 1 22 s 18 20 15.980 

5 20 18 24 15.970 15 14 13 9 16.180 

6 58 35 45 15.680 16 20 ， 9.5 16.200 
7 32 24 13 16.010 17 18 13.5 23 15,950 

8 20 18 34 15.630 18 25 24 12 16.160 

9 I 38 34 14 15,860 19 14.5 14 18.5 15.990 石灰礫 深さ15.5cmで焼土

せ I10 22 16 25 15760 

I /11 32 27 19 15 780 

22 I 12 44 38 8 15.920 

が混在。

21 12 9.5 18 15.940 

1 22 20 33 15.720 

13 28 26 13 15930 2 29 26 22 15.790 

14 10,5 ， 27 15.770 3 20 18 34 15_690 

15 I 16 15 16 15.900 4 122 96 40 15,520 焼石、炭片、上器 底面付近（深さ39c

16 16 13 12 15.940 片 m)より焼石および炭

17 15 11 12 15.940 片を確認。プラン3

18 23 21,5 13.5 15 920 5 22 18 11 15,800 土器片 深さ9cmで士器片確

19 27 20 15 15,940 認。

20 16 13 22 I 15,090 I 6 23.5 20.5 20.5 15.730 

21 37 36 6 15.860 7 21 18 33 15.650 

1 29,5 24.5 32 15.580 石材 8 26.5 23 14 15.820 

2 21.5 21.5 5 15.780 ， 15.5 14.5 17.5 15.740 
せ I3 81 60 22 15.800 石器

1 I 4 24 5 24 17,5 15.840 
23「5 16 10,5 19 s I 1s.610 

そI 10 
18 16 22 15,610 

22 11 
24,5 22 19 15,720 青磁片、石材 深さ6.5cmで肖磁片

出土。

6 20 18 18 15.400 グスク系土器片 12 14 12 16 15,780 
1 12 10 10 15,610 

13 19 5 18 36.5 15_540 士器J, 深さ24cmで上器片
I 58 49 14 15 410 確認。

2 12 10 16.5 15,290 14 16 13.5 37 15.630 
3 36 26 14 15140 15 25,5 24 22.5 15.6!i0 
4 30 20 21.5 15,260 

叫 5 93 41 36 15.080 
16 22 19 13 15 750 

17 15 13 35 15,560 
24 I 6 24 21 27 15.230 18 27.5 25 23 15.600 士器片 下r,'Iでば赤色士粒
7 24 21,5 29.5 15.200 グスク系土器片 が混在。

8 17 15 6.5 15.410 カムィヤキ片 19 16 14 28.5 15.710 

9 22 1.5 15.4401 1検出面でp1t20と繋 20 28 22 53 15.450 
がっている。 21 19 ， 19 15.700 
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第 1表第8層ピット観察一覧 (3)

グど 可 サブ 長径 短径 深さ EL 
出土造物 備考ド［ 番号 (c田） (crn) (cm) (m) DI i I; I長径 I短径 深さ EL 出士遺物 I 備考ツド 番号 (crn) (crn) (crn) (m) 

22 16 9.5 14 15,690 石、グスク系土器 深さ4cmで石

片

23 21.5 21 25.5 15 500 

24 17,5 15 29 5 15.420 

そI I 1 19 16.5 18 15.240 

I s 16 13 9.5 15.160 
24 I 9 37 26 15 15 260 

25 19 17 28 15.450 十器片 深さ65cmで士器）i 1 27 5 24 33 15 390 

26 20 17-5 20 15.570 2 30 26 24 15.520 

27 24 17 14 15 620 3 15 13 20 15 620 

28 21 14 23 I 5.590 4 33 24 40 5 15 480 

29 24 13 9 15 720 5 言 32 26 11 156301 l覆士は黒色士
30 24.5 12 3 15,820 た I5 b 38 31 13 15.610 

31 46 41[ 78 14.990 プフン3

手
32 12,5 10 5 15 850 

33 17 12 3.5 15.840 

2'2 I 6 17 13 5 16 15.690 

7 21 18 44 15.420 ， 26 23.5 29 15.540 
22 34 17 13,5 33 15,620 十＿器片 10 20.5 15 45 15.320 

35 26 20 13 15.840 11 17 13 16 15.560 

37 16 12 18.5 15.760 12 22 20 44 15.280 

38 13.5 12 15 15.690 13 52 37 a 15,630 Iグスク系土器片

39 16.5 12.5 16 15.700 1 I 24 18 12.5 15.480 

40 24 12 5 15.780 2 26_5 21 16 15_510 

41 12 ， 31 15.570 3 20 5 19 15.420 

42 13 12.5 22 15.770 4 30 30 ID 15.480 

43 16.5 15.5 24 15.780 5 14 10.5 12.5 15.460 

45 19 181 8.5 15.690 6 16 14.5 10,5 15.500 

46 30.5 27 22 15.570 カムイヤキ）f 7 21 16 45 15.500 

1 48 40 36 15.360 プラン3 8 22 11 7 15.350 

2 15.5 11 17.5 15.560 ， 14 12 5 23 15.200 
3 14 11 6 15_620 10 23 19 14 15.290 

4 23 17 27 15.450 土器片 深さ 13cmで十=~片 た I11 11.5 8 15 15300 

出土。

5 26 21 40.5 15.320 
2I 3 I 12 18.5 13 15 15.290 

13 20 15.5 25 15.17可 T pitl4と切り合い
6 17 13 16 I 5.610 14 21 13.5 16 15.2601 I~itl:lと切>J合い

7 28.5 22 37 15.380 土器片、カムィヤキ 底面付近（深さ33c 15 19 15 19 15,120 

片 m)で土器片出土 16 16.5 13.5 18 15.220 

8 22 15 5 18 15,520 

11 50 21.5 6.5 15.560 
17 54 33 36,5 15尋o4oI士器片． l深さ7.5cm、11.5cm

のところから土器片

12 23 12.5 21 15.450 焼石 北西側に赤い焼石 出十:o

が深さ9cmで2点出 18 34 32、5 38 15、040

土 19 38 29 10 15 290 

13 14.5 11 13 15.470 20 19 17 15 15,240 

14 14 11 20 15.400 21 13.5 12 19 15.080 
15 26 21 25 15 380 土器片 土器片l点

手 16 16 12 13.5 15.460 

23 17 53 51 67 14,830 石器、土器 プラン3

18 18 18 20 15 400 

22 25 21 16 15.260 

23 26 20 48 15.080 

1 122 47 3-4 -1炭 」炭の集中

2 29 16 10 15.300 
19 20 18 9 15,570 

3 26 14 16 15.220 
20 15 14 13 15 600 

21 13 13 6.5 15,640 土器片 深さocmで土器片

22 14 13 13 15,620 

たII 4 I 29 21.5 17 15.240 
241 5 21 14 35 15.200 

6 15 12 18 15.170 
23 36 19 5 15 440 

7 16 14 15.5 15.160 
24 20 11.5 3.5 15.410 

25 20 18 19 15.250 

26 12-5 11.5 13 15.270 

27 22.5 20.5 9.5 15.320 

8 19 151 111 15.140 

ち I1 14 13 12 15,490 

1 I 2 23 22 14 15.440 

22 I "3 28 22 22 15300 
28 11,5 8 29 15,140 

I 12 11 11 15.、290
29 11.5 10 20 15,230 

2 12 11 18 15.220 
30 29 27 16 15.220 そー24pit9と切り合い

31 30 22-5 17 15.590 上器片 深さ10cmで土器片
確認

I 18 10 25 15,180 

3 49 46 23 15.190 Iカムィヤキ片 『国とみられる落ち

芹I
込み確詔。複合pit

のaf能性も直

23 I 3 a 20 18 41 15030 

3 22 21 10.5 15.270 4 33 20 20 15,220 

そI 4 30 15.5 18 15240 

24 5 15 13.5 12 15.260 
5 16 14 11 15,380 

6 43 24 6 15,440 

6 20 16.5 11 15.300 

が確認されている。詳細については附編2を参照して頂きたい。

(5)溝状遺構 （第11図）

列状ピット群の南側に走る溝状遺構Aは、さー25グリッドの東から西へ向かって低くなっており、平面検出の

際には第9層の溝C・D・Eと合流していたが、しー26グリッドから西へ行くに従い溝が浅くなり、状況は判然と

しなくなる。溝の北側に列状ピット群が広がっている。列状ピットのイ列 5・6、ウ列 6・7、エ列 6・7、オ

列7・8、U列13-15は溝の覆土下から検出され、溝が列状ピット群より後に形成されたことが窺がえる。また、

溝はさー25の壁面に続きがみられ、今回の調査対象範囲外にも延びているものと考えられる。
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第 2表列状ピット法量一覧 (1)

遺構
長 短 深
径 径 さ 遺物 備考

番号 cm 面i .cm . 
遺構

長 短 深
径 径 さ 造物 備考

番号
-―c_m -- CM 、cm▲ 

A列1 24 16 6 l列9 35 29 12 
B列1 52 18 6 J列10 30 28 22 ゲスク系土器
B列2 20 16 12 分層黒褐色／褐色 J列11 28 27 14 
B列3 25 24 ， J列12 23 22 6 
B列4 24 23 ， k列1 13 - 6 
B列5 20 15 27 分層暗褐色／黒褐色 k列2 12 ， 
c列1 26 26 10 k列3 17 6 
c列2 25 23 5 k列4 10 - 11 
c列3 23 19 2 k列5 II 7 分層暗褐色／褐色
c列4 18 16 2 k列6 16 8 
c列5 30 28 4 k列7 ， ー 12
D列1 24 I 5 7 k列8 17 - 15 
D列2 26 24 8 k列9 15 ー 16
D列3 31 27 7 k列10 15 ー 15
D列4 26 23 ， k列11 14 - 11 
D列5 30 28 5 k列12 8 - ， 
D列6 26 23 11 k列13 11 - 10 分層黒褐色／褐色
D列7 18 18 2 L列1 14 - ， 
E列l 34 20 ， L列2 20 2 
E列2 24 21 7 L列 3 13 ， 分層暗褐色／褐色
E列3 25 22 10 L列4 10 - 8 分層暗褐色／褐色
E列4 23 19 8 L列5 14 - ， 
E列5 25 24 7 L列6 16 ー 10 分層暗褐色／褐色
E列6 26 26 2 L列7 II ， 
E列7 25 23 3 L列8 14 ← 11 
E列8 18 17 4 L列9 18 - 11 
F列1 50 36 19 L列10 15 - 11 
F列2 26 22 8 L列11 15 - 12 分層 暗褐色／褐色
F列3 30 24 ， L列12 12 - 8 分層暗褐色／褐色
F列4 19 16 4 L列13 12 - 8 分層暗褐色／褐色
F列5 62 24 8 M列1 24 22 11 
F列6 62 20 13 M列2 23 21 6 
F列7 21 19 6 M列3 26 23 11 
F列8 18 18 5 M列4 26 25 7 
G列1 27 21 ， M列5 25 23 8 
G列2 26 25 6 M列6 29 25 8 
G列3 26 25 10 M列7 26 25 14 
G列4 26 25 12 M列8 32 28 7カムイヤキ
G列5 27 27 ， M列9 30 27 15 
G列6 26 22 5 M列10 30 28 17 
G列7 27 23 5 M列11 30 29 15 
G列8 20 18 5 分層暗褐色／褐色 M列12 26 24 15 
G列9 26 24 ， M列13 33 32 12 
G列10 30 24 10 M列14 25 24 5 
G列11 24 23 7 N万1]2 25 24 8 分層暗褐色／褐色
G列12 20 18 2 N列3 28 25 20 
H列1 26 26 11 N列4 25 24 6 
H列2 26 25 8 分層黒褐色／褐色 N列5 20 18 11 
H列3 33 31 10 分層暗褐色／褐色 N列6 23 23 5 
H列4 31 31 17 9・ スク系土器 分層暗褐色／褐色 N列7 29 27 8 
H列5 28 28 10 N列8 29 25 18 
H列6 29 24 8 N列9 28 23 10 
H列8 17 16 5 N列10 30 27 16 
H列9 20 19 4 N列11 30 28 18 
H列10 22 21 5 N万lj12 30 30 22 
H列11 26 24 6 N列13 31 30 7 
H列12 29 26 8 N列14 30 28 10 分層暗褐色／褐色
［列1 25 25 6 N列15 35 26 7 
［列2 28 26 11 0列1 19 17 13 
［列3 21 20 ， 0列2 22 18 5 
［列4 31 29 13 0列3 23 22 7 
I列5 30 30 15 0列4 30 24 16 
I列6 29 28 12 0列5 24 23 ， 分層暗褐色／褐色
1列7 30 28 14 カムイヤキ 0列6 27 24 12 
1列8 30 28 14 0列7 30 28 16 
1列9 27 24 8 0列8 27 24 8 
1列10 28 25 11 0列9 27 23 ， 
1列Tl 28 27 4 0列10 30 27 8 
！列12 26 23 11 0列11 29 28 21 分層暗褐色／褐色
I列1 24 22 14 0列12 27 27 23 
J列2 27 23 7 0列13 27 26 15 
J列3 29 26 ， 0列14 30 26 11 
J列4 33 30 ， 0列15 28 26 ， 
J列5 33 30 12 カムイヤキ P列1 24 24 7 
J列6 30 24 10 p列2 29 26 JO 
J列7 30 29 14 p列3 27 26 12 
J列8 30 28 18 P列4 27 J 26 7 
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第2表列状ピット法量一覧 (2)

遺構
長 短 深
径 径 さ 遺物 備考番号 面 面 "CM " 

遺構
長 短深

I 径 喜 さ 遺物 備考番号 面 cm 

P列5 25 22 10 分屈暗褐色／褐色 U列2 22 22 4 
p列6 27 27 10 U列4 26 18 4 
P列7 31 30 10 u列5 25 24 7 
P列8 33 29 12 u列6 26 26 6 
P列9 32 31 16 u列7 28 20 7 
P列10 33 32 18 甘磁 U列8 26 25 8 
P列11 32 30 13 U列9 34 30 8 
P列12 27 25 10 U列10 34 24 12 
Q列1 23 20 12 分屈暗褐色／褐色 u列11 31 26 10 
Q列2 24 20 6 U列12 32 28 8 
Q列3 20 16 7 U列13 23 20 10 
Q列4 31 22 7 u列14 36 26 14 
Q列5 27 26 8 u列15 28 24 ， 
Q列6 32 28 11 v列1 24 21 7 
Q列7 28 26 11 V列2 24 24 8 
Q列8 27 23 10 v列3 22 18 3 
Q列9 30 30 12 v列4 16 14 4 
Q列10 27 27 17 v列5 21 14 4 
Q列11 32 30 ， v列6 20 20 3 
Q列12 32 31 15 分雇暗褐色／褐色 v列7 23 19 12 
Q列13 33 29 20 v列8 26 26 ， 
Q列14 32 9 19 V列9 23 20 6 
Q列16 34 31 12 V列10 29 26 8 
Q列16 37 33 11 V列11 26 26 10 
R列l 29 28 ， v列12 27 26 11 
R列2 28 22 14 分眉暗褐色／褐色 V列13 32 28 16 
R列3 I 9 19 ， w列2 24 21 16 
R列4 20 18 6 w列3 23 22 11 
R列5 24 21 16 X列］ 24 14 7 
R列6 27 26 12 X列2 20 20 11 
R列7 26 25 11 X列3 19 15 10 
R列8 28 27 6 Y列1 18 12 11 
R列9 31 30 16 分層暗褐色／褐色 Y列2 23 19 4 
R列10 33 30 14 Y列3 22 II ， 
R列11 29 28 14 Y列4 23 21 4 分暦暗褐色／暗褐色混褐色
R列12 31 30 12 ア列1 28 28 15 
R列14 33 33 15 ア列2 26 24 11 
R列15 32 30 15 ア列3 25 24 7 
R列16 35 34 12 ア列4 26 25 ， 
S列1 31 27 ， ア列5 21 18 8 吉磁
S列2 27 25 7 イ列1 16 11 分層暗褐色／暗褐色混褐色
S列3 16 15 10 イ列2 13 13 分層暗褐色／暗褐色混褐色
S列4 26 24 8 分用暗褐色／褐色 イ列3 13 6 
S列5 27 25 11 イ列4 16 14 グスク系土器
S列6 30 29 6 イ列5 26 26 15 
S列7 30 28 6 イ列6 30 26 6 
S列8 I 25 23 ， ウ列l 12 5 
S列9 30 26 7 分尼暗褐色／褐色 ウ列2 16 4 
S列10 29 27 ， 分肘暗褐色／褐色 ウ列3 13 7 
S列11 27 27 11 ウ列4 18 6 
S列12 33 29 15 分屈暗褐色／褐色 ウ列5 13 7 
S列13 33 32 16 ウ列6 31 21 10 
S列14 32 32 15 ウ列7 28 27 7 
S列15 33 32 14 工列1 28 28 17 
S列16 32 32 12 工列2 25 24 11 
S列17 32 31 11 工列4 27 26 10 
T列1 31 30 18 工列5 27 26 8 
T列2 34 34 18 工列6 24 23 ， 
T列3 28 28 ， 工列7 32 30 ， 
T列4 24 23 8 分層暗褐色／褐色 オ列1 21 20 5 
T列5 24 22 5 分層暗褐色／褐色 オ列2 29 28 11 
T列6 26 25 2 オ列3 30 27 13 
T列7 26 24 6 オ列4 28 28 11 
T列8 22 22 6 オ列5 28 25 18 
T列9 28 25 12 オ列6 25 25 13 
T列10 32 30 ， オ列7 25 25 10 
T列11 29 28 10 オ列8 27 26 14 
T列12 30 28 ， 力列1 21 20 7 
T列13 32 30 11 力列2 26 26 17 
T列14 27 24 8 ?'スク系土器 力万1J3 32 31 6 
T列15 28 28 6 カ列4 32 30 13 
T列16 33 28 ， 力列5 35 31 10 
,. 列17 34 32 28 キ列2 27 25 8 
T列f8 31 30 15 キ列3 35 30 12 
u列1 26 25 ， 分層暗褐色／褐色
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C 第9層上面検出遺構（第15図）

ピット群及び掘立柱建物跡、炉跡、埋葬遺構、溝状遺構などがある。

(1) ピット群及び掘立柱建物跡

800余のピット群が検出された。特にさ・しー20・21、そー22・23はピットが集中しており、ピットが甫複して
いるものも多い。ピットの覆土は第8層と同様に、暗褐色土を基調とし、橙褐色土粒（マージ土粒）や炭破片な
どを含むものが主体であった。各ピットの法量等については第4表に記載する。ピット番号は第17図（別添）を
参照されたい。

ピット群の中にはいくつかのプランが想定されるが、プランを構成しているピットには、第8層検出のピット
が含まれる場合もある。

まず、掘立柱建物跡フ゜ランとして、 9本柱で構成される掘立柱建物跡プランが3棟確認できた。規模は平均値
4mX3mの長方形を呈し、東西に縦列するように並んでおり、プランの長辺は南北に面している。プランの形
態として四隅のピットは深く大きいという特徴をもっている。各プランの法量は第3表にまとめて記載する。
一番東に位置するプラン 1(第20図）は最もピットが重複しており、幾度かの立て替えや別の建物跡が重なっ
たものと思われる。大きさは約 4mX約 3m (第 3表）で、四隅のピットの直径が約57~73cm、深さは約39~72
cm。中柱（第 9層しー20pit5)は直径約29cm、深さ約35cm。間柱は直径約35~51cm、深さは約38~62cmであった。
プラン 1のピットの内、柱痕幅が確認できたのは 2本で、第 9層しー20pit16が約20cm。第9層しー20pit50a - 3 
が約30cmであった。

プラン 2 (第21図）は大きさ約 4mX約2.9m (第 3表）、 4隅のピットの直径が約47~64cm、深さは約66~82
cm。中柱（第 9層せー21pit21a)は直径約48cm、深さ約37cm。間柱は直径約50~61cm、深さは約44~84cmであっ
た。その内、北側角柱にあたる第 8層せー21pit7と、それと並行する第 8層せー21pit10は、第 8層の平地住居プ
ランの中柱と考えられるピットである。

プラン 3は3棟の中でも若干大きく、約4.7mX約3.lmを測る。プラン 3を検出したせー22~そー23グリッド
はピットが集中し、ピットの重複もいくつか確認された地点である。

プラン 3のピットの法量は、 4隅のピットの直径が約40~80cm、深さは約40~78cm。中柱（第 8層そー23pit1) 
は直径約44cm、深さ36cm。間柱は直径約42~62cm、深さは約41~78cmであった。その内、間柱にあたる第 9層
そー22pit22では、柱を支えるために入れられたとみられる10~20cm大の石灰岩礫が、柱痕と推察できる黒褐色土
の周辺に数個詰められていたのが確認できた。さらに黒褐色土の中心部分で、直径約5cmほどの炭化したかつて
の柱と考えられるサンプルを検出した。分析の結果、広葉樹コナラ属アカガシ亜属（ブナ科）で、年代測定値は
9世紀頃に切り出されたことが推定されている（附編2)。その他に柱痕幅が確認できたピットは、 9層そー
22pit31で直径約18cmを測る。

その他に、 6本柱で構成される掘立柱建物跡プランが2棟が確認されたが、検出面の地山直上にグスク時代の
遺物包含層が堆積していない為、時期は不明である。プラン 4はすー18~せー19グリッドで検出。北東ー南西方
向に長軸を持つ長方形を呈し、大きさは3.2mX2.3mである。ピットの直径は10~18cmで平均値約15cm。深さは 5
~15cmで、平均値約10.5cmである。

プラン 5は、さー19~しー20グリッドで検出された。正方形を呈し、大きさは2.4mX2.4mであるが南側に延び
る可能性がある。ピットの直径は22~30cm、平均値25.4cm。深さは30~50cm、平均値約40cmを測る。

第 3表①～③プラン法量一覧（第9層）

①プラン1 ②プラン2 ③ ブラン3
9陪し20 9暦し20 9図し201e-e'410 

ュニ辛戸i~l
直径 57 51 73 

8層せ21 9層せ21 9/iし21,a-a"、ll8
pit7 ~ pitlO 

直径 64 62 47 

9層そ23I 8恩そ22I 8層そ22 e-e' ,110 
pi128 pit3) pil4 

直径 40 心 80 
深さ 65 52 39 
旦 I16.64 1664 .--16& 
9殴し19 9図し20 8阿す

ュ庄竺 ー匡 一 リ
直径 44 29 35 
深さ 56 35 38 
EL 16.77 - '  

1684 166 
9屑し19 8府す20 8庖す

_ pi巴_l)i芭 己
直径 64 51 61 
深さ 72 62 48 
EL 16.58 1 16.61 165 
f-f'302 g-尺'310h-h'

深さ 82 84 72 
Eb...__ 1芦」15.40 15.60 
暉す22I g□ 8年古戸 下

• ~ ~ 生 旦竿 (460) 
直 50 48 51 
深さ 44 37 47 

EL ユ~間二『rIEL 
pit3 pit! ; pitll ・ 

直径 49 I I 
_I  

55 57 
深さ 66 I 48 81 I 
Eh.____!_5翌匡□―1年
d-d'284 e-e'284 f-£'290 

深さ 52 78 40 
EL 14.92 I 14.99 I 15.52 
9庖そ23I 8園そ231 9層そ22 ]f ~f' 480 
_pit! 7 J pit! I pi戸 (518)

直径 52 44 42 
深さ 41 36 釦

15.211 
9層せ22 ;g-g'476 

pit! 7 I pitl8 pil; 

直径 61 62 -52 
深さ 67 57 78 
EL 14.83 15.13 , I 15.07 
, a-a'30-I b-b'310'c-c'3<J0(372) 

※計測値単位はcm、直径は平均値を表記、（）は最長計測値。
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(2)炉跡

2基確認できた。炉跡1(第18図）はすー21グリッドにあり、形状はほぼ円形、大きさは長径68cm、短径53cm、

遺構中央から小さな巻貝が 1点、土器破片が 1点出土している。赤い焼土は遺構検出面のみで、直下には焼土が

混じった暗褐色土が厚さ約 3cm堆積し、中央部分は凹んでいた。炉跡1の下部からは、掘立柱建物跡プラン 2の

ピットが検出されている。

炉跡2 (第19図）はそ・ たー23グリッドで検出された。炉跡2とその南西側にある溝状遺構G周辺には、木炭

破片の拡がりが確認できた。炉跡2は形状が隅丸方形、大きさは長径約60cm、短径約45cm、遺構内覆土の厚さは

約10cmを測る。炉跡内の南西側で丸い砂岩が検出され、上面は若干赤色に変色していた。炉跡内には、木炭を含

む黒褐色土が北側、焼土面が南側にみられる。更に掘り下げると中心は木炭を含む黒褐色土で、それを囲むよう

に堅い焼土面が検出された。炉跡の中からはグスク土器の小破片や石の剥片などが出土した。

(3)埋葬遺構

埋葬遺構は4基確認されたが、人骨の残存状況は全体的に悪い。埋葬形態は埋綽遺構lと埋葬遺構4は土壊幕、

埋葬遺構 2と埋葬遺構 3は木棺墓とみられ、木棺墓の 2基は埋葬姿勢の頭位方向が一致している。埋葬人骨はす

べて成人で、土堀の大きさや検出状況から埋葬姿勢は屈葬とみられる。

検出状況について以下に述べるが、人骨の詳細については第V[章に譲る。

埋葬遺構 1 (第23図）はせー22グリッドで検出。頭位が北東を向く仰臥屈葬で埋葬されていたとみられる。検

出した埋葬遺構の中では、最も骨の保存状況が良かった。性別は女性のようである。隅丸方形を呈する土堀墓で、

土堀の大きさは165cmX 65.8cm、深さは45cmを測る。

埋葬遺構 2 (第24図）はすー22グリッド検出。木棺に納められていたと推測される埋葬遺構で、埋葬遺構 lに

比べ人骨の残存部分が少ないが、上・下歯骨と四肢骨の検出状況から頭位は東南に位置する。土壊の大きさは200

cmXllOcm、深さ50cmである。

遺構平面検出の際、暗褐色土中に黒褐色上の直線的な幅約3cmほどの筋が長方形を描き、四つ角が交差してい

るのが確認できた。黒褐色土の直線を木棺が朽ちた痕跡と推察すると、おそらく木棺のサイズは140cmX55cmで、

組合式木棺の可能性が高い。観察畦でみる木棺の高さは約20cmであるが、実際の棺の高さはそれよりも若干高い

ものであったと思われる。木棺の蓋については確認ができなかった。また、遺構内から鉄釘や留め具などは検出

されなかった。

埋葬遺構内、木棺の外側にあたる部分から類須恵器の 5cm大の破片が 1点出土したが、これは棺を埋める際に

混入したものと推測される。

たー23グリッド検出の埋葬遺構3 (第25図）は、埋葬遺構2と同様で木棺に納められていたと思われる。埋葬

人骨の残存部位は極めて少ないが、埋葬遺構の方向と検出人骨の歯骨の位置が、埋葬遺構2とほぼ一致しており、

頭位は東南と推測される。土壊の大きさは185cmX95cmで、深さは25cm。木棺のサイズの長辺は判然としないが短

辺幅は66cm、残高23cmである。

埋葬遺構4 (第26図）は遺跡の北側にあり、ち．つー23グリッドで検出。頭位は北西に向く。ほぼ楕円形の土

壊墓で大きさは110cmX6lcm、深さは60~68cmで検出した埋葬遺構の中では最も深い。埋葬遺構4が位閻するち・

つー20~23グリッドは、後世の遺構である溝lが第 3・4層から地山面まで掘り込んで形成された為、凹地状に

なっている。埋葬を行った当時、地山面は現状よりも若干高かったと考えられ、埋葬遺構4はもっと深かったと

考えられる。また、検出した埋葬人骨は他の埋葬人骨と異なり、頭蓋骨と共に大きさ約10~15cm大のグスク土器

破片が出土した。

(4)溝状遺構

溝状遺構は全部で8基検出できた。溝状遺構については第8層検出の遺構から任意に付けた遺構番号で表記し

ている。では、第9層上面で検出した溝状遺構を遺跡の東側からみていくことにする。

遺跡の最も東側さ・し一19グリッドで検出した溝Hは、南北方向に延びている。幅約150cmを測るが、深さは20

cm未満と浅い。溝Hの遺構内には第 2層土が堆積しており、近世以後の遺構になる可能性がある。

そー23グリッド検出の溝G (第19図）は、東西方向を軸に幅20~40cm、深さ18cm、全長は約 2mと細くて浅い

溝で、覆土には焼土や木炭破片が多く含まれていた。

その他の溝状遺構は調査区の西側にあり、全てほぼ平行して南北に走っているが、せ～そー25~27グリッドで、

近代以降の土地利用によって断ち切られている。

その内、最も東側にある溝B (第27・28図）は黒色の覆土中から牛骨やグスク土器、玉縁白磁碗、鏑蓮弁文青
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磁碗、類須恵器、滑石製バレン状製品などの遺物が出土している。溝Bは確認できた全長が約16m、幅1.5-2 m、
深さは約40-60cmである。地山面が北西へ下る緩い傾斜面になるのに対し、溝底面は傾斜がほとんどなく平坦で
ある。

溝C (第27・28図）は、全長約llm、幅約160cm、深さは約70-lOOcmで、今回検出した溝状遺構の中で最も深
く、底面は溝B同様にほぼ平坦である。

溝C内の覆土は数枚の土層に分層可能である（第28図A-A')。遺構内からの出土遺物は、第8層に相当する堆
積土から検出されたものが多く、グスク土器や類須恵器、産地不明陶器、白磁、青磁、牛骨、鍛冶関連遺物の可

能性がある滓類などがある。

溝状遺構D・E・F(第27・29図）の底面は、地山上面の傾斜にあわせて、平行するように高低差を有している。
溝Dの平面上の広がりは、第 8層上面検出の列状ピット群、溝Aとともに検出しているため、第 8層の遺構とも
考えられるが、地山面に掘られた溝なので第9層の遺構として扱った。溝Dは、始点・終点がそれぞれ調査区外
に延びている。確認できた全長は約12m、幅100-130cm、深さ約30cmである。出土遺物は青磁や類須恵器、グス
ク土器破片が得られている。

溝Eは、確認できた長さが最も短く、深度も浅い。溝の続きは西壁に延びている。全長約1.5m、幅12-30cm、
深さ約10cm。遺物はほとんど出土していない。

溝Fは、底面の傾斜が最もきつく、全長約4.5m、幅約40-84cm、深さ約10-40cmである。覆土には焼土や木炭
破片が含まれ、遺物は土器の細破片が出土するのみであった。

(5)土坑

3基の土坑が検出された。せー22の土坑は、第8層上面の炉跡直下で検出、長軸は南北方向にあり、長辺約100
cm、短辺約45cm、深さ約20cmを測る。

たー23の土坑は埋葬遺構3の北側で検出。長辺約230cm、短辺約170cm、深さ約8cm。

こ・さー27の土坑は溝Dの一部を掘り込んでいる。長辺約230cm、短辺約90cm、深さ約52cm。土坑内からは土器
細破片が集中して出土したが、 一個体になるものではなかった。

＜註＞

註1 「後兼久原遺跡展」 北谷町教育委員会 1997年10月30日

註2 「動物と人間の考古学」 久保和士 真陽社 1999年12月1日

註3 「宇茂佐古島遺跡」「名護市史 資料編・ 4 考古資料集」 名護市史編さん委員会 1998年3月

註4 「識名シーマ御嶽逍跡」 那覇市教育委員会 1997年3月
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第4表 第9層ピット観察一覧 (1)

グリッ 造構 サプ
詞 I短径l深さ IEL 出士遺物 佃考

ド 番昂
番号 (cm) (cm) (cm) (m) 

2 25 19 50 16.850 プフン5

亨 3 25 23 42 16.960 

19 4 26 23 22 17.180 

5 18 17 14 17,240 

I 16 15 19 17.170 

2 36 34 33 16.980 表面から石器 柱霰幅12cm.深さ3
3, .. 

3 65 26 38 16,940 すの可ー能20性pit3の一部

4 35 25 31 16,970 5柱rm痕船10cm、深さ3

5 20 17 36 16,990 

6 25 14 JO 17.150 

7 57 27 39 16.880 上勾部tるは．レンス状に
プラン5

8 14 11 14 17160 ， 48 17 8 17 220 

10 37 31 19 17.100 

11 50 24 45 16,820 

12 20 20 30 16,950 

13 36 21 8 17.180 

14 18 13 7 17,170 

15 4 17,190 入調食り込区秤む渭証手に

16 70 ， 複数のpit(/]複合 n

16 a 11 13 30 16,930 

16 b 19 18 34 16.890 

16~ " 10 18 

16 d 20 18 25 16.960 

亨 17 25 23 40 16,780 O柱Clll痕幅10cm、深さ4

20 
18 31 21 9 17.170 

19 29 16 28 16.920 

20 14 13 23 16.900 

21 48 14 卜位のみbの複合

21 a 24 22 26 16.900 

21 b 28 22 19 16,960 

22 78 5 lll数pi¥の複口a
22 a 21 18 22 16,880 

22 b 20 17 22 16.880 

22 C 16 15 14 16.960 

22 d 20 13 19 16,920 

24 23 17 19 16,910 

25 18 15 18 16.900 

26 15 13 10 16.960 

28 20,5 18 36.5 16,850 

少瀬有マー著な．ジい、炭混、焼粒人土も比若粒較干が的

29 17 12,5 21 16.970 
深で度計測は。中マ央ー部ジll!Ji昆み

じびりつ。、pit内かなりい

1 31 24 16.760 ざ 20pit27とは合調併査。
長軸ライン
区南壁面にぶつか
る．

2 14 13 12 16880 

3 16 13 13 16.880 一つか邪るは．南壁面にぶ

4 20 13 21 16.780 pll羽：切っている

5 履 23 19 34 16,650 

5 b 16 IS 31 16.660 

亨 5 C 20 20 29 16.670 

21 6 49 21 石材

6 a 25 23 27 16.710 

6 b 23 17 43 16_570 

7 16 13 13 16.820 

8 17 16 35 16.620 ， 33 24 29 16 610 
10 ~7 ， 
10 a 22 19 36 16.510 

10 b 23 14 12 16 740 

11 38 18 IO.S 

2 II 11 7 17,200 

3 21 19 33 16.960 グスク系土器片

4 74 54 72 16.580 プラン］

5 ” 
11 10 17,200 

6 I 13 12 9 17,200 

ャ7 11 ， 4 17.260 
8 70 18 pltの複合

19 8 a 31 22 32 16.980 

8 b 20 18 16 17.080 ， 22 18 37 16.920 
10 23 20 28 17.080 

11 25 24 34 17.000 

12 24 13 9 17.230 

13 18 15 26 17,080 

長径
(cm) 
短径
(cm) 
深さ
(cm) 
EL 
(m) 

出七遺物 備考

ニ21-13

二
18
-11

二
18
-14
闘

薗
15
-16
-17
-18

＿畠
淮
噂
l23
-24
-25

一尉
26
-27

一蹄＿
29
-30
-31

し
119

16
-15-
60
-16
-16
-20
-国
-25
-91
-13
-37
-団
-15
-14
-16
-46
-25
-21
-37
-25
-14
-14
-10
-m2
 

16
-15
-28
-16-15
-16

＿ー＿
24
-1
-12

＿22
-5
-11
-8
-15
-8
-24
-8
-22
-18
-9
-12
-9
引以ー

35 16,970 

20 17,080 

56 16,770 ヒレジャコ

10 17,250 

16 17,160 石

15 17,170 

29 17.080 
7 17,320 

7 17 290 

31 17.060 

14 17.240 

5 17.310 

12 17.260 

2 17.280 

21 17.160 

4 17,340 

40 16,960 

13 17 240 

10 17.280 

10 17 200 

8 17 240 

40 16.930 

aにより大きくきられ
ている
bをきってい

プラン1

プラン5

プラン5

1
-2
-3
 

15
-15
-35 
ー

12 

15 
26(50) 

12
-45 

n.lfo 
16,770 

（）内ぱ尺軸に対し
て最大幅。中央部
の断面で柱痕確認
（柱痕糾は7-16
四`

日
14 12
-28 
彗36 16 900 

c
 
3
-4
 

24
-48 
ー

22
-20 

64 I t6.600 

4-ぃ-し-4-4-4-〗4
-5-6-7

＂＿19-16
-20
-22

＿16-21
-36
-30
-20
-21 

10
-16
-15
l18
-18
-15
-18
-31
-29
-17
-18 

27-30
-34
-41
-43-27
-47
-46
-35
-17
-33 

隠
雪
隠
一
呻
＿
17
-16

ヲラン1

8
-9
 

19 

49 
18
-17 
坦

断面に柱痕？らし
き黒色士部分見ら

ゑ

紐
正
。』
止
畢
＿2-3
-4
-5

＿6

し
1
20

20
-28
-8
[33

三
二
43
-24-24
-17
-15
-13
160

-23

18[
-7
-22-
13
_

＿
-6
-20
-

ロ

還
一＿＿量
聾
譴
翌
16

禾根痕の可能性

161 a-1 17 45 I 16.720 

161 a-2 26 24 

胴
戸
17

亘
19
-20-

26
-23
-19
-26
-13
-21-
16
-16
-03 
ー

20
-18
-17
-23-10
-20
-15
-15
-54 

翌
＿丑50
-

，-43
＿誓

工竺- 16.990 
16.870 

16.890 

16.740 

17.120 

16,760 

17.160 

17.070 

プラン5
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第4表 第9層ピット観察一覧 (2) 

グリツド 椙辻1Ji!鼻・ 
サプ ば 悶 深さ

EL I 出J這均 (!,'(lf 否g (a,,) (,rt) 

20• 17 13 21 11. 130 

20 b 19 15 22 17,0SO 

20 C 18 18 19 11.160 
20 d 26 28 42 18.9!0 

21 20 14 
?ま"れ20た設呻上のに可限能リ込f1. 

22 15 12 15 17.140 

23 30 28 40 16"870 プラ，，，，5
24 18 13 8 17.220 

25 26 25 40 16,870 

26 邸 54 

26 8 18 ll 17.120 

26 b IS 16 JJ 16.970 
26 C 14 13 33 16.970 
26 d 18 17 27 17,000 

26 0 22 19 49 16.810 

27 4↑ 36 51 16.770 0往cm紅船10..、深さ5

28 23 11 12 17,140 

29 41 15 

29 8 22 18 42 16.810 

29 b 18 17 39 16.860 
29 C 15 23 18.980 

30 26 21 42 16.830 カムヤキ（小~
34 30 22 29 18,890 
37 n複~~opのit3詐1tt'のに集区合で

片）忠、各サ仰を紐ふ）につ11..(!; 
に てい
る

37 II 69 48 1a111-11:.! -』fq)pllJl(恨を
37 a-I 25 24 56 16,560 

37 n-2 24 22 49 16.580 

37 a-3 24 21 41 16,690 

37 s -• 18 14 32 16,790 
37 h ーグスク系上岱片

bふら-し1~さ一LU~郎J//み)にpしi心lを≪J硫. !I/( 
し

＇ 
37 bー1 22 15 29 16,860 

20 37 b-2 29 27 66 16.440 

37 b-3 21 22 48 16560 

37 C ーグスク,f:J::~片
Acl.!. -1さ~一l6llJ部のみにpもi木¥を;ffIllけ. /~ 
らし

37 c-1 24 20 33 16.690 

37 e-2 41 33 62 16.410 即いる知 o-3をさつて

37 c-3 95 so 39 16.600 Iプラン1
37 c-~ 20 17 21 16-800 

37 c-5 29 20 40 16.540 

37 c-6 34 32 27 16.710 

38 33 28 54 16,540 巾収央？況~'準flt部1$(cmII:X! 
3a, 

40 12 11 16 16.800 

41 19 15 19 16.760 

42 37 24 19 16.820 

43 28 16 29 16.720 

44 10 ， 14 17.050 
45 31 23 碑 16.860 
47 23 21 33 16.740 

49 21 19 37 16,540 
50 8 65 60 

aぼ-数eff'I瓜1Iのこ区果別合、群で

50 o-1 21 20 37 

50 u-2 23 49 16.780 

50 o-3 58 45 52 18,640 Ill仕幅30cm.深さ5
le璽．プラン1

50 a-4 30 27 51 )6.660 (•Illの深さ30cm

50 a-5 18 13 29 16.880 o-1でヽる— n暉1込ま
れて1

50 o-6 18 15 22 16.940 
50 a-7 20 18 14 17.020 

50 b-1 48 36 66 16,370 

50 b-2 23 20 37 16.660 

50 c-1 14 13 15 16.860 

50 a-2 21 17 26 16,780 
すと断誼、面M認にl色Alt+.深litIT,)さ状30滓をna込出) 

50 c-3 32 30 50 16.420 
雌をすは、而焦1;;.色tt（上深lJiのさ状落1を3c込且■) 

50 c-4 29 27 30 16.000 

50 c:-5 II 8 

50 c-6 21 19 29 16.780 

51 18 18 29 16.800 

プ
号炉

5
2
-
1
-

5
4＿ー＿
〗
叫
E
-2l3-〗印

14-5-〗
-6一
〗~員

-7-8-9-1
0

-
1
0

グ
リ
ッ
ド

し
，

20

長径
(cm) 出十迫物 備考

27 

20 

應!~I~~I 品
晶I4: I はは1~ ? マージ混入鋲恥

炭粒（炭化物）微凪

13
-37
-
]
]
]
21
-57
-21
-21
-27
-21-35
-23
-]59-□

21

―一こ匡

15,5 17,020 

27 16.600 
25 I 6.660 
17 16,700 

20 16.700 

25 16.690 
20 16.710 

26 16.660 
21 16.670 

40 16,480 
23 16,620 

50 16.320 
37 16.460 

24 16.610 

16 -
24 16,600 

25 16.590 

32 16. 40 
33 16.450 
72 15.600 

17 16.640 , 系堺（芯
文・a-i)、グスク
系土器（底部資
，＇・111

プラン2

し
121

冒
―11屈
12

尉
田13
瓦
尉
14-15
-16
-n
-18
-19
-20
-21
西一
23
-24

16
百
＿23
-20
＿ニ―
-95-22
ーニ

ニ塁＿
28-18
＿14
-25-10
酉
＿25
-32
-16
-16
＿28
-18-26
-18

14-12
-19
-17
一こ―

-23-19
ー
ニ
ニ
54
-22
-17
百
＿21
-9-15
-17
-17-14
-15
-18
＿13
-17-15

26 16.520 

15 16.640 
32 16.530 

27 I 6.580 

15 16.680 

23 16.640 
11 16.780 

13 16.770 

49 16.430 

22 16.760 
18 16.760 

40 16.530 
25 16.680 

20 16.780 
28 16.640 
27 16.630 

24 6.650 
13 16,740 

39 16.530 グスク系

36 15.580 
21 16.700 

21 16.690 カムィヤキ(.類・

・a 

2
 
2
 

し
I

a
 

25
-26
-27
-28
-29
-30
-30
-31
-32
-33
-34
-35
-36
-37-
38
-39
-1
2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
 

14
-38
-54
-22
-39
-35
-22-16
-52
-45
-5-27
-46
-38
-16
-店
＿40
-28
-25
-12
-21

＿31-11
-2

12
-25-44
-21
-24
＿土
22
-15
-44
-25
-
昌一
31
-33
-g
-

＂-30
-19
-12
百＿
20
-22

＿5-囮

5 16.840 

64 16.250右
17 16.420 瑾 11・
14 16,620 
54 16.320グスク系土器片

44 16430 
13 16.760 

57 16,180 
11,5 16.530 

12.5 16.500 
16.5 16.410 

10,5 16.340 
24 16.160 

10 16.680 
10 16.650 
43 16,060 

8 16,350 

10、5 16,320 
14 16,280 
14 16,250 

16 16.180 
19 16,120 
3 16,240 
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第4表 第9層ピット観察一覧 (3)

グリットや 番逍構号 サプ 長径 短径 深さ EL I 出土逍物 I 備考番号 (cm) (cm) (cm) (m) 
グリツド 遠情番呉

サプ 長径 短径 深さ EL 
出士遺物 備考

番号 (cm) (cm) (cm) (m) 

12 10 17 16.080 16 17 12 6.5 16.900 

1~ 10_5 18 16.040 17 17 14 6.5 16、880 十翠

11 23 13 11 16.110 

12 20 18 28 

し 13 14,5 10 19 16.120 

I 14 17 12 25 16.030 

22 16 94 7.5 12 16.210 

19 28,5 19 29 16.480 うiムィヤキ片 9柱cm痕輻!Ocrn、7禾c2

す 20 16 10.5 11 16.780 

I 21 15 12 8 16,800 

20 22 16.5 11.5 9.5 16,750 グスク系土器片

23 13 10 9.5 16,710 

24 37 31 36 16.360 

17 25 20 46.5 25 25 18 26 16.460 

18 64.5 14 11.5 f6.220―I 1 木根紺の •I庇 26 17 15_5 10 木根痕の可能性

20 14.5 9,5 24 16.110 27 33 26 15 16.660 

21 13 9.5 7.5 16.290 1 20 17 28 16.430 

22 27.5 14.5 26 15.950 2 20 14 6 16、670

23 15 10 19.5 16,000 3 27 14 7 16.620 グスク系土器）f

しII 2 11 10.5 11 15,980 

I 3 B.S 7 1↑ .5 16,000 
23 I 4 24 16 32 15,730 

4 '5 14 30 16.300 

5 17.5 14 31 16,280 

6 16 13 10.5 16.460 

5 30.5 20,5 20 5 I 5 950 7 22 18 25,5 16,260 

すi'sI 1 
14 IZ II 17,080 f Iプラン4

1 10 10 5 17.18引 lプデ:,,4
2 la 14 1s 11.120 I I 
3 、14 14 11 11.120 I lプラン4

8 42 36 25 16,250 士器）r， 32 30 30 16.180 

10 15 14.5 14 16.260 

11 60 54 81 15.570 軽石、青磁芹、グI赤炉出跡色プ焼のラ下士ンか粒2ら混検入．スク系土器片

4 18 14 4 17.240 

5 15 11 J 17.220 

6 17 13 6 17.180 

12 40 35 39 15,960 

13 15.5 15 2 16.320 焼石2点 p焼it石中あ央り部。Pに2つの
itl4を切

8 21 19 5 17.130 っている。， 30 13 10 17.080 14 23 20 27 16,020 

10 ， ， 14 11.000 I I木根痕の可能性

11 30 23 14 17.120 

12 ・12 10 4 17.210 

13 10 ， 13 17.110 
14 18 18 12 17.100 

15 29 23 26 16.940 Iクスク系底干部器姿Glif料・
形・c、
b) 

16 31 22 20 17,060 

15 14 10 27.5 16.250 カムィヤキ片 底面からカムィヤキ
JトIH_ヒ

16 21 19 26 16.230 炭化物も若干有。

17 33 29 36 16.140 土器片

20 17 12 5 16.370 

21 29 27 31.5 16.070 

す 22 
34 32 32 16.080 

23 18 12 15.5 16.440 石
21 24 15 14 13 16.220 

17 11 10 ~17.160 26 32 6 12 16.450 

18 16 14 9 17.080 27 41 20 10 16.440 

19 21 18 15 17.040 

20 12 11 8 17.140 

21 19 19 11 11.100 I 

す , 22 17 17 23 16.940 I 

28 t3 II 
不上掘層詳り込のみpiでt2深Iに度よはる

29 46 30 34 15.880 

30 ， 6 9 16.400 
I 

19 '23 19 16 6 17.120 
31 10 8 8 16.410 

32 12 10 8 16.380 

24 18 15 7 I 7.100 33 22 10 8 16.480 

25 20 16 14 17.000 34 22 10 12 16.440 

26 19 18 15 17.010 35 10 10 10 16.380 

27 a 19 17 24 17.010 36 18 16 10 16.470 

27 b 60 ， 7 17.190 38 18 12 16 16,300 

39 18 12 34 16,020 
28 39 23 

28 a 23 21 29 16.970 
40 54 24 36 16,100 8洒¥4検を合出併の。pitl3とp

it 

28 b 11 8 11 17.160 43 24 22 19 16.410 石 柱痕幅12cm、深さl

29 29 28 36 16.840 9cm 

30 14 13 ， 44 46 

31 26 21 25 

32 35 

32 a 16 13 17 16.980 

32 b 22 21 44 16.700 

33 31 18 10 17.020 

34 15 13 11 17,000 I lプラン4

44 a 24 12 16.400 

44 b 22 12 16.380 

47 34 34 38 16.120 
炭る.粒oiがt4若と瓜千複混．ざ

1 36 29 37 15.900 カムィヤキ片□グ 覆士上・赤層色ぱ焼北こ側で
スク系土器片 炭粒 土を

多く含み、南側で
はマージ混入、炭

35 28 25 12 16.980 粒等含まない。下

36 IS 14 16 16.970 

37 23 17 19 16.910 
層的的はマ顕ー著ジ．混入比

38 19 17 12 16,980 2 26 22 23 15.880 

39 11 11 10 16,950 3 49 

1 24 22 31 16.410 3 a 24 35" 15.800 

2 33 26 38 1 s.s20 I土器斤 |±:若片、迫柄而ド

3 22 21 37 

4 33 16 34 

3 b 37 30 15.840 

すI 4 
15 13 II 16,050 

22 5 
20 19 40 15.540 埋込ま葬れ遺て構い2にる掘り

5 15、5 14 4,5 6 18 17 34 15.760 

I 6 
27 18 42,5 

す, I 7 31 18 34 16.f91J 

7 19 18 27 15.840 

8 17 16 17 16.120 

11 19.5 

＂ 
16.5 16.180 貝製玉

20 I 8 23 19 31.5 16.420 12 17 16.5 19.5 16.140 ， 19 13 18 16,750 13 28 11 23 16.050 

10 95 66 10 16,500 14 61 55 19 16 060 

11 23 18 25 16.420 15 7.5 5 6.5 16.240 

13 13 11 14 16.810 17 14 12 23.5 ・15.900 

14 17 14,5 23 16,830 18 28.5 7.5 14.5 15.800 クスク系土器片

15 16 15 25 
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第9層ピット観察一覧 (4) 
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1
1
1
1
1
1
1

1

1

ロば
1
4
9
5
4
7
2
2
3
0

悶：
19
2030

は
2513
登
竺
14

＿ニ
ニニ
6

出士逍物 備考

木根痕の可""
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"
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-40
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16
F
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-10
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-19-14
-10
-14
-13
-27
-25
-13
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一⑳一16
-15
-15
-22-1
-29
-12
-13

ーニ
昔
一12-20
-M
-27
-
―-23
-24
-20
-19
-10
-15
-邸

言
16
_19
-20
-15
_14
-3
-4
-12
-28
-18
-12
-9
-14
-25

戸□

戸
ロ
ニ

ラン4

18 

せ
1
2
1

31 25 30 I 16.250 

19
-20
-21
-22
-23
-24
-25
＿ー
＿2

主
31
-25

一甲
一17-20-43
一⑲
一加

19
-m
-20
-14-15
-18
-34
-37
-m
 

翌一
6
-13
-11
-4
-m
-35
-27-28

置
謳
唱
翌
g

3
-4
-
5下
6
-1

8
＿

17
-18
-18-20
-25
-27 

15
i16
＿竺
17
-23
-25

言土 器片

グリットさ 番逍1R 青
サプ 長径 短径 深さ EL 

出土遺物 備考
番号 (cm) (cm) (cm) (m) 

， 35 28.5 8 !6,100 

10 100 42 5 一 士器片

10 a 67 57 84 15.400 柱ン2痕幅40cm。プフ

10 b 18 16 21 16.140 

11 14 12 18 16.240 

12 15 8 4 16.340 

13 113 67 18 16.200 士器片、焼七― ltl士器:l.片.、深さ3cmで

14 20 5 15.5 34 16.040 カムィヤキ カ下ム32ィ0IIヤでキ出、遺七構面

16 a 12 ， 13 16.220 
16 b 29 24 42,5 15.920 士器片 “士器で出片上、深さ125 

18 34(55) 26 48.5 15,860 カ付ム壺ィ）ヤキ（把手
せ
I 19 22 20 22 16.380 
21 
20 22 18 9 16,200 

21 a 49 47 37 15.870 柱周囲と下に
10cm大の石を詰め
る。柱痕幅14cm、
柱痕深l6crn。プラ
ン2

21 b 38 22 38 

22 17 II 10 16.460 

23 16 14 18 16,360 

24 17 14 29 16.000 

25 14 13_5 11 16180 

27 a 24 21 6 16,460 

27 b 22 8 16.400 

27 C 34 24 32 16 120 

2 34 22 35 I 5.690 グスク系七器片

3 16 14.5 22 15.820 グスク系士器）；

4 16 13 16.5 15.840 

5 13 12.5 19 15,780 

7 56 54 78 15,070 白霰（底部）只製
堀ン不。詳立試。柱堀プ建坑ラ物ンで跡3一プ部ラ'Ee(図48-2)

せI 9 15 13.5 44 
22 12 45 26 7.5 

13 ， 7,5 24 5 
， 

14 11 10 13.5 

15 10 ， 20 5 
16 16 5 15.5 5 

17 57,5 7,5 15 

18 25 15 12.5 

1 17 13 12 15.100 

2 18 11 3 15.180 

3 11 10 2 15.750 

4 14.5 11.5 3 15.740 

5 11 10 5 15 700 

6 14 5 13 5 15.720 

せI 7 「9 15 10 5 lo,710 

23 8 30 23 4 I 5,650 ， 10 8 4 

10 29 5 23 3.5 

11 25.5 17 7 

12 14.5 13.5 13.5 

13 35.5 17 22 

14 30 28 10 

1 39 17 12 15.360 

2 21 17 27 15.200 

3 25 19 19 15.240 

4 10.5 ， 13 15.300 
5 26 18 11.5 15.300 

6 19.5 18 13.5 15.320 

7 19 1B 9 15.060 

8 15_5 13 12.5 15.030 ， 19 23 16 15.030 

10 14 10 8 15.060 

11 23.5 15,5 9,5 一 石

せ 12 35 27 21 土器片、骨片

I 13 25 10 15 

24 14 36 31 21 15.340 

15 37 26 5,5 15.120 

16 19 8 45 15110 

17 14,5 6 8 15,100 

18 18 7.5 7,5 15,100 

20 20 16,5 21.5 15.240 隣部接で繋すがるpるlt，24と内

21 18.5 13 14 15.300 

22 46 20 32 15.070 

23 41 24 18.5 15.200 

24 24 6 12.5 15.300 木ろ~根痕と思われ

25 54 5 10 15.310 

そI 1 31.5 25.5 6 16,020 土器片 土器片、深さ5,5cm
(pit中心付近）で出

21 
七、'
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第4表 第9層ピット観察一覧 (5) 

グiドl 以悶R サプ 長径 短径 深さ El、
出土追物 備考番号 (cm) (cm) (cm) (m) 

そI 2 3 
13 9.5 10 16,060 
17 13.5 11.5 16、060

21 4 16 12.5 17 16.140 

1 36 31 7 15.920 グスク系十．器片

2 13.5 13.5 14 15.840 

3 15.5 13 8 15.920 

4 16 15.5 21.5 15.750 

5 68 31.5 2.5 l 5,920 

6 26.5 18 13 15.840 カ付ム壺ィ）ヤキ（把手

7 21 16 4 15.980 

8 21.5 19.5 7 15.850 ， 16.5 14.5 26 15.680 
10 18 18 4.5 15.740 

12 18 17 5.5 15.780 

14 41 36 15 15暴640

16 37 27 20 15,600 

17 19 16 4 15.760 

18 24 22 18 15.570 

20 28 24 27.5 15.660 

22 50 40 65 15.240 根石
柱る木痕炭IT)サ可ン能プ性）のレ検あ

出。ピット内から複
数の根石の可能性

そ
のある石が出土。

I プラン3

22 23 28 27 42 pit22の上に卜掘り込
まれたピッ

24 22 20.5 13 15.700 

25 37 31 21 15.610 

26 54 6(20) 

27 16 13 15 15.700 

28 27 17 25.5 15.610 

29 16,5 14 11 15.780 

30 52 22 ~15.700 

32 28 22 20.5 15.500 

34 26 21 18 15.580 

35 13 10 16 

36 22 8 7 

37 108 34 35 

38 15 14 3 

39 ” 
13 4 

40 15 9,5 3.5 

41 15.5 14.li 10.5 

42 18.5 10.5 4 

43 32 

43 • 22 19 10 15850 

43 b 27 20 14 15,810 

1 14 12 24.5 15,400 

2 21 19 25 15,460 

3 13 12 3.5 15.640 

4 23 20,5 30 15.360 

5 43 29 42.5 15.160 距 底而中央にレキ。

6 41 41 62 15,060 恨

7 21 18 16 15.470 

8 19 18 26 15.300 ， V 19 15 15.380 

10 21.5 19.5 18,5 15.280 

11 16.5 16 18 15.280 

12 12 8 8 15.460 

13 10 ， 6 15.420 
14 14.5 9.5 14 15.380 土器片

15 20.5 14 10.5 15.380 

手 16 34 27-5 54 14.980 

23 17 58 50 41 15.150 プラン3

18 65 52 57 15.130 ノフン3

19 25 23 24 15.220 

20 17 16 13 15-420 

21 19 17 10 15_500 

22 52 

22 a 24 16 10.5 

22 b 14 11.5 27.5 I 5_360 

25 20.5 16 7 

26 23 5 8 

27 44 20 11.5 
杵cm、穴短痕径幅10、長cm径、深l7 

さ11.5,叫
28 42 36 52 14 920 グ貝ス製ク玉系土器片、 炉出跡。最の下下部かから検ら貝

製玉が出土。プラ
ン3

I 44 26 12 15,230 

3 17 8 9 15.260 

4 17 12 10 15.240 

予 5 55 45 2 15.260 

24 6 12 ↑' 8 15.220 

7 21 19 6 15.330 

8 18 17 10 15.100 

プ
号
サ
酢
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第4表 第9層ピット観察一覧 (6)

r Jツド 坦構番.. fl-• サプ 長径 短径 I深さ EL 出十迫物 伽考
番号 (cm) (cm) (cm) (m) グりド 1 誓遺昂

ち 1 25.5 21 13.5 15,550 

I 2 35 31 21 15.400 土器片
21 3 31 30 7,5 15_260 

12 

13 
14 

I 14 13 4 15.160 仄化物 15 

2 13.5 10.5 27 14750 

4 ， ， 10 15,140 ち 17 
I 18 

6 16 13 12.5 15.190 23 19 
7 15 15 10 15.210 炭化物 よ炭り化検物出は2 中佗以ド
ち
I 8 12 11 41 14.880 
22 ， 43 31 10 

10 44 29 14 

11 42 30 8 

12 12 11 15 

13 13,5 13 7 

14 121 25 22 15160 後世の土地利用に

誼より白半合出栽された状

1 22 17 12.5 15.300 

20 

21 

22 

I 

7 2 
20 3 
4 

っ 1
2I 1 2 
3 

1 

2 11.5 105 15 15.250 

3 20 18 12.5 15_250 I I 
4 15 B 11 15.240 

ち 5 26 14 41 14.940 

I 6 10 ， 36.5 14.990 
23 7 42 31 7 15.240 

8 13 7.5 9.5 15.280 ， 16 11 26 15,000 

10 16 12 24 15.030 

11 42 39 19 15,0B0 

2 

3 

っ 4 
I 5 
22 6 

7 

8 ， 
10 

※① 8 • 9培のピット及び、列れピ J 卜観察一覧の表中で、長径 ・ 短径とも力 J コ内は般大幅、深さはその蚊深部である s
②第8、12、16図で番号があり、表に記栽されていな 1ヽピ J 卜は消域したものである。

第2節 II期（近世以降）

サプ 1長径 I短径 I深さ I EL( 
番号 (cm) (cm) (crn) m) 

出：I: 逍物 備考

12 11 16 15.100 

12 10 24 15.020 

14 11 11 15140 

36 30 14 15.080 カムィヤキ（小壺）

23 19.5 16 ↑ 6.140 

18.5 14.5 10.5 

11 7,5 19 

22 5 20 23,5 16.030 柱痕船10cm"

'15 ， ， 
34 27 31 15.940 

16.5 12 11 15.700 

8.5 8,5 14 15.630 

24 19.5 30 15.520 

17.5 14 24 15910 

21 15 4 

l9 14 ， 
15.5 14 5.5 

15 15 33 14.740 土器片 選で出栖検十;o出面下8cm

16.5 10.5 35 11,720 

↑0 ， 4 15 200 
16 8 5 2,5 15.250 

16 13 20 14.820 

11.5 8 12 14.730 

34 30.5 40 14.340 

13 10 29 14,520 

22.5 17.5 14_5 14.880 

渇 15.5 2 15 240 

近世から近・現代にかけての遺構が、調査区の北側と北西側で検出されている。溝状遺構とそれに伴う石積み

遺構、そして現代のものと考えられる掘り込み遺構が確認できた。しかし、戦後行われた米軍による土地接収後

の造成工事や、送油管の埋設等の破壊により遺構の保存状況はあまり良くない。以下、各逍構についての詳細を

記す。

(1)溝状遺構（第30図）

全部で6基の溝状逍構が確認できた。各溝状遺構について概略を記す。

溝 1は、そー20-ちー23グリッドで検出。グスク時代の遺物包含層である第 3・4層から地山面まで掘り込み、

その底面は東から西へ向かって低くなる。溝輻約 3m、底面輻約20-70cm、深さは約40cm、確認できた全長は約

15m 。第 2 層土が遺構内に堆積し、石列 1-a•b を伴っている。

溝 2は、ち．つー24グリッドで検出。保存状況は悪く溝の底面に近い部分のみが残っていた。底面幅約30cm、

確認できた全長は約 7m。石列 2・3を伴っている。底面は、北から南へ向かって僅かに低くなっている（溝底

面の南北端各々の高低差は約10cm)。溝内には第l層土（客土）が堆積していた。

溝3は、つー24グリッド地山面に検出された溝で、溝幅約90cm、底面幅約30cm、確認できた全長は約3.5m。溝

内には第m層土が堆積し、東西方向へ延びる溝であるが、底面はほとんど傾斜しない。
溝4は、せー26-たー25グリッド、たー25-つー26グリッドにかけて、東側にカーブしながら南北方向に走る。

検出した溝状遺構の中では保存状況が良く、溝内の覆土は砂質の白っぽい黄褐色上を基調に、概ね 3枚の堆積層

に分けられる。ち．つー26グリッドでは、溝4の底面に沖縄産陶器や本土産現代磁器などの遺物が散在する様子

や、小石が一面に堆積する状況が確認された（第32図）。

溝幅は約100cm、底面輻約40-70cm。検出全長は約17m、深さは約100cm。溝底面は南から北へ下がっており、

高低差は117cmである。

溝 5は、たー25グリッドの地山面で検出した。溝輻約80cm、底面幅約30cm、確認できた全長は約 2m。遺構内

には第m層土が堆梢、溝4と撹乱によって溝5の両端は切られている。
溝6は、地山面で検出され、せー27グリッド～たー26グリッド、たー26グリッド～つー27グリッドにかけて、

溝4同様に東側にカーブしながら南北方向に延びている。覆土は第m層土で、ちー26グリッドでは地山面直上に、
大きさ10-20cm大の石灰岩礫が隼中して検出され、沖縄産陶器が共伴出土している。溝幅約1.6-2 m、底面幅約

100cm -150cm、確認された全長は約20m。南から北へ向かって低くなっており、溝底面の南北端の高低差は約24

cm 。せ• そー26・27グリッドで底面が段をなしているが段差は低い。
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(2)石積み遺構 （第31・32図）

すべて溝状遺構に伴って検出され、残存状況は前述したように良くない。溝の内側に面を持つ。石列に使用し

ている石材は、琉球石灰岩が主である。以下、概略を記す。

石列 1 (第31図）は、溝 lに伴う遺構で、石積みには小石と15cm大の石灰岩礫を使用している。石列 1aは、

長さ約3m、幅約40cm。たー21・ ちー22グリッド検出。石列 1bは長さ約70cm、幅約40cm。ちー22グリッド検出。

石列 2 (第31図）は、溝2に伴うように検出され、底面から 2段の石積みが確認できた。積まれている礫は20

-30cm程度の大きさが主体だが、最大長60cm程の大きな石もはめ込まれている。石列 2の南側底面には 5cm大の

小礫の集中が検出されており、石列 2と関連するものと推測される。石列 2は、 長さ約280cm、幅約30-50cmで、

ちー24グリッド検出である。

石列 3 (第31図）は、石列 2と同様に溝2に伴っている。根石から 2段の石積みが確認できたが、石列 2に比

べ、積まれている礫の大きさが小さく、 10-20cm程度のものが主体である。確認できた石列の長さは約2.8m、幅

約20cm。ち．つー24グリッド検出である。

石列 4 (第32図）は、溝4の東側（ち・つー25グリッド）に長さ約6m、幅約30cmで、検出された遺構である。

ちー25グリッドでは、 20cm大の礫を 2・3段積み上げているのが確認できる。つー25グリッドでは、石列が崩れ

ている部分があり、 10cm大の小さい礫が連なっている。

石列 5 (第32図）は、溝4の南側（そー25グリッド）に位置する。送油管埋設によって撹乱を受けており、確

認できた長さは約 1mである。幅約20cm。積まれている礫の大きさは約20-30cm。石列周辺には10-20cmの礫が

散在しており、石列が崩れたものと見られる。

石列 6 (第30図）は、溝4で検出（すー27・ せ• そー26グリッド）。石列 6a・bは、積み石に加工を施すもの

が多く、面を有するものがある（図版 5-5)。積み石の大きさは、約20-40cm大を測る。石列 6aの長さ約7.5

m、幅約20cm。石列 6bは、長さ約5.5m、輻約20cmである。

(3)掘り込み遺構（第30図）

掘り込み遺構はすべて地山面からの検出で、遺構の性格は明確ではない。ちー25グリッドで検出された掘込 1
は、長さ約2.7m、幅約30cm、深さ約20cmで、拳大の石灰岩礫が集中していた。 僅かに、沖縄産施釉陶器や青磁な

どの遺物が検出されている。

ちー27グリッドの掘込 2には、錆びた缶詰と英語で書かれた聖書と思われる印刷物の破片、同じく英語がプリ

ントされているアルミホイル製の薬紙のようなものが礫と共に確認された。長さ約2.5m、幅約30cm、深さ約10cm

である（図版 5-8)。

また、掘込3がそー27グリッドで、掘込 lと同じ方向を長軸として検出されている。石灰岩礫を主体に沖縄産
陶器やシャコガイの破片等が出士していた。

(4) レンガ敷遺構（図版 5-7) 

しー27グリッドで約 2Xlmの長方形に掘り込んだ遺構が検出された。遺構内底面から、計12点の明茶褐色の

レンガを各々間隔をあけて配買した状況で検出されている。配置 されたレンガには、完形品の他、破損品もあ っ

た。完形品は直方体で、大きさは縦23.7X横11.5X高さ6.2cmである。遺構としての性格は不明である。レンガ敷

遺構が埋没した後に溝4が形成されている。
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第M章出土遺物

今回の発掘調査では、 一般に「グスク時代」と汎称される時期および近世～近・現代の遺物が得られており、前

者のグスク時代相当遺物群とあわせて沖縄新石器時代に属すると思われる土器も一定量得られている。確認され

た遺物群は、第w章で既述した堆積土層の様相を反映するように冒頭の 2時期に大別される。グスク時代相当と
みられる遺物群では、中国産陶磁器（白磁•青白磁・青磁）や類須恵器、九州産滑石製鍋の舶載容器類、グスク土器
と呼ばれる在地土器および錐状土製品、石器・石材、玉製品等が検出されている。

以下、本章では出土遺物の主勢を占めるグスク時代相当遺物について（土器についてはグスク土器範疇以外の

資料もあわせて）種類別にその概要を記す。なお、近世以降とみられる遺物群については、諸般の事俯により今

回は本章第13節にまとめ、各種類とも観察表の記述に留めることを予め了されたい。

第 1節白磁
中国産とみられる白磁は216点検出された。該資料を器種別にみると、碗．皿・合子・蓋・袋物の 5種が認め

られる。これまで知られている他の当該期遺跡と同様、碗と皿が量的に主勢を占めており、前者が132点、後者

は48点出土している（第 6表参照）。白磁碗については、金武正紀氏分類（註 1)の玉縁口縁碗や端反碗・ロ折碗、

ビロースクタイプ碗など、概ね12世紀-14世紀に編年的に位置づけられるグループにおさまる。以下、器種別に

分類概要を述べる。本報告では、口縁部形態を主に分類を行い、特に主勢となる碗・皿の 2器種については横田
賢次郎・森田勉両氏の分類案（いわゆる「大宰府分類」、註 2)との相関も付した。なお、個々の残存状態や釉調・

成形技法等の特徴は第 7表の観察表中に記載している。
1 . 碗（第33図1-第34図29)

I類玉縁口縁碗（第33図1-9) 
口縁端側部を玉縁状に肥厚させるタイプで、一般に玉縁口縁碗と呼ばれるグループである。大宰府分類のW
類に相当。口縁部の肥厚形態（玉縁部分）および器体の膨らみ具合などから、下記の a-d類に細分類を行った。

a 器休は直線的で逆「ハ」字状に開き、器肉は薄手。玉縁も厚さ 6-7 mm程度の小さな造り。 (1、2)

b 全体の器形は a類に近似するが、玉縁肥厚部は9mmとa類に比べ大きい。玉縁部形状の断面観から i-
iiiに細分類を試みた。

i . 玉縁の形状が丸みを持つもの。 (3)

ii. 玉縁の形状が略三角形を呈するもの。 (4)

iii. 玉縁形状は丸みを帯びるが外面に稜線を強調するもの。 (5)

c 器壁厚および口縁部玉縁の形状は a・bとほぼ同様だが、器体が若「膨らみ口縁部が立ち上がり気味に

なるもの。 (6、7)

d 器壁は概ね厚手で、口縁部の玉縁状肥厚も大きいもの。(8、9)

なお、 a-cが金武氏分類の白磁玉縁碗I、d類が同じく玉縁碗IIに相当するものと思われる。
II類外反口縁タイプ（第33図10-第34図21)

口折碗・端反碗・ロ禿碗など口縁部形態上、外反させるものを外反口縁タイプにまとめた。口縁部成形およ

び施釉状況から、下記のA-Dグループに群別した。

A 口唇部に丸みを持たせて僅かに端部を外反させる、一般に端反碗と呼称されるグループ。大宰府分類の

v類相当。口縁部形態から a・b種に細分類した。
a 口唇端を舌状に尖らせるもの。 (10)

b 胴部からの器厚を口縁端までそのまま持続させるもの。 (11)

B 口唇部の釉薬を掻き取って露胎させる、いわゆる口禿碗の範疇に属するもの。大宰府分類IX類に相当。
器体の傾き度合で下記の a-cに細分類を試みた。

a 腰部から丸味を帯び、膨らむ器体を持つもの。(12-14)

b器体は a種とほぼ同様だが、口縁部下位で開くもの。(15)

c 腰部から口縁端部までスムーズかつ大きく開くもの。(16)

C 口縁部が外へ短く折れ、口唇上面の平坦面整形や屈曲部の明瞭な稜形成がみられる、一般に口折碗と

呼称されるグループ (17-20)。器体は逆「ハ」字状に開き、概ね器壁厚は薄手となる。大宰府分類のV類お

よびVIII—1類に相当。

D 一般に櫛描文碗（金武氏分類でいう櫛目文碗）と呼ばれるもので、器面内外に櫛描き・箆描きなどによる
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描画文様を持つ(21、22)。基本的には外反口縁タイプで、口縁部形態は概ねAグ）レープ即ち端反碗に近似
するが、 Dグループ（櫛描文グループ）とし区別した。大宰府分類軋類に相当。

m類 直口口縁タイプ（第34図24-27)
薄手の直口口縁碗で逆「ハ」字状に開く器形。口縁端部を舌状成形するものや、逆に外側に肥大させるもの

がある。器面には明瞭な輔輯成形痕が認められる。

W類内彎口縁タイプ（第34図28、29)

一般にビロースクタイプの呼称で知られる、器肉厚手の内彎口縁碗である。本遺跡出土の該資料は口唇部
内端がやや内向し比較的明瞭な稜を伴う特徴から、金武氏分類のビロースクタイプ碗IIの範疇に含められる。
2. 皿（第34図30-40)

.lIIlも前述の碗と同様に口縁部形態や器形・施釉の特徴等から外反口縁皿・直口口縁皿・ロ禿皿および底部資料
に類別し、各々 I-N類とした。
I類外反口縁皿 (30、31)
全体に器肉薄手な外反口縁タイプの皿で、口唇端まで施釉される。端部を舌状に尖らせるもの(30)や逆に

微弱な肥大がみられるもの(31)があり、口縁部成形からさらに細分し得る。

II類直口口縁皿 (32、33)

薄手直口皿で、胴部器厚を口縁端までそのまま保持するもの、口縁端に向かって次第に薄くする舌状成形
がみられるものがある。

m類口禿皿 (34、35)
薄手成形のいわゆる口禿皿である。外反口縁タイプ(ill-a類）と直D口縁タイプ(ill-b類）の両者が認められ

るが、口縁部の露胎を共通する点より本報告ではm類（口禿皿）と扱った。大宰府分類の皿1X類に相当。
W類皿底部 (36-40)

底部形態や高台の有無などから、下記のA-Cグループに類別を行った。

A いわゆるべ夕底状を呈するグループ(36、37)。施釉状況から外底面を露胎させるタイプ(a)と全面施釉
タイプ(b)に細分類が可能である。

B 碁笥底状を呈するグループ (38)。

C 高台を持つグループ (39、40)。高台の形態的特徴から細分も可能かと思われる。

3. 合子（第34図41) 合子の身が 1点出土している。クニンドー遺跡出土の類例資料（註3)と比較すると、ロ
径・底径値など推算法量は若干大きくなるように思われる。

4. 蓋（第34図42) 蓋の庇部破片が 1点検出されている。推算されるサイズから小口径器種（瓶か）と類推される。
5. 袋物（第34図43) 袋物とみられる破片資料が数点得られているが、器種同定および残存部位の図上復元が

できたのは、 43に示す小型の長頸瓶と目される口縁部片のみである。

〈註〉

註 1.金武正紀「沖縄における12・13世紀の中国陶磁器」「沖縄県立博物館紀要」第15号 沖縄県立博物館 1989年
註 2.横田賢次郎・森田勉「太宰府出土の輸人中国陶磁器について」 「研究紀要」第4号 九州歴史資料館 1978年
註 3.金城亀信• 島袋洋他 「クニンドー遺跡」南風原町文化財調査報告書第2躾南風原町教育委員会 1996年

第6表 白磁出土状況
uuこ地

'"' - !Ji!! 2冠 2府・上2屈・1 3屈 4府 5屈 61/} 7屈 8)!'J すー20 漬8 漬c 漬D I屈 D Ill m111 湛I 長2 i,1.3 1ヽ;4
,., .. 心 ぽ Pil8 

..!.-• 
＼ 

一
--' 鳴？ 3 ー｝ ＇ —ニil —l I 二
7 ＇ Iニコ ＇ 

I _ 2 1 

""況，—•.{-.. -~ , 一

-. _-.....2 ~ 

—l ？ 1-----:i. 
1 I - r ， ---, 

1 =・ ＇ 

i二--Y 
_-1 → I 

I ⇒ - .; L-=~ 
＇ -. 1 一＇＇ 伽 1111.-． 
＇ 

記〇～皇-..茫』旦. " . 

-, I 

二 r-'4 ＝ I --1 g _j  -, - 2 
1 一i＿旦 -, -. ニコ I 

二I _, ←一i―’ I ,-1 t-i 
亡 ’二’ 「――i阻祁 U I D 

-, 「 2 二 ＇ I 

"丘"示・仲:-→ 廿忙C — ~ 
I 

＇ 
I 

_J I ___J↑ 1 l 
3 ― l 

皿 _J 3 
I I 

I I 
--1 コ L-1 2 __J_ I --, 

＇ 
J 

＇ ＇ 
—, I 

庶名 1-1 ← |―-、] -.. ＇ 亡コ z l I 
杯

峰¢ 一 ぅ --, I r--; I 
介-,. t ,, I 1 
、冨・ ',7 

合 ii 13 6 29 3 19 20 31 11 10 3 I 4 3 4 4 4 ， 1 3 3 a 
※;~;~ 状遺情．

-55-

溝6 石列2 苓土 覆土 公」こ 視乱 不明 合.II

ー 1 ― ？ ’ 1 

→ ―二二”． 9 ， ' 
-, 

2 
3 

＇ 
19 

I i 
1 .l ←舟

: ， 
~ I 

I I 
I I IC 1 

゜1 l ~ ! ＇ I I ， 1 I& ， I 

I 

一
~ 15 • 

11 

1 1 5 2 12 • 7 216 



第 7表 白磁観察一覧 (1) 単位：cm 

挿回番号器種／分類 i残存 口径

図版番号 種類名称 1部位
器高 I器形・成形技法・文様等の特徴
高台径

素地 釉色・施釉状況・貫入等
出土地区・

出土層／遺構

第33図］碗/I
13. 3 逆「ハ」字状に開く器形。玉緑下部を淡灰白色の細粒子で、やや 灰白色釉を内外面に旅釉。

疇 6 玉縁口貪贔 口緑 ー 箆状工具で袂り、稜を成す。見込部 ！緻密（僅かに気泡痕）。黒色玉縁下部の箆成形部分や内 ！ せー254層
ー に深い圏線を巡らす。 鉱物粒を僅塁含む。 而圏線に釉だまり．

I -

第33図2 碗/I-a 
認 6 全体的に器肉薄手。玉縁状肥厚部は ＇灰白色の細粒子で緻密。微灰白色釉を内外面施釉．

図版6 玉縁口縁碗
i口縁 I ー かなり小さく、中央部に鈍い稜線 細な黒色鉱物粒もごく少址

— 玉縁下に箆削り痕みられる。 含有。

第33図3 碗/I-b-i 
' I 1s. 2 やや下膨れ気味の玉縁肥厚部。器外淡灰白色の微粒子で、黒色 灰白色釉を内外面施釉（外
ロ緑 一 面口縁下を回転箆削りで成形し、明鉱物粒を僅最含有。気泡痕面は器体中位まで鋸胎）。玉図版6 玉緑口緑碗

| — 瞭な段を形成。 も若干みられる。 縁部分に釉垂れ。
14. 7 玉緑形状は口唇端部へやや間延び 淡灰白色の微粒子。微細な 1灰白色釉を内外而施釉（器

ちー24

溝状集石

2号遺構

すー26 9層

溝状遺構c
盛土中

第33図4 碗/1-b-ii 
即版6 玉緑口緑碗

ロ緑 ー しつつ、内端はやや鋭角気味。内外 黒色鉱物粒を僅量含み、気外面は口緑下まで、その下

I 
一 面に輔櫨痕（回転箆削りか入 泡痕も認められる。 位ぱ蕗胎）．一部に釉垂れ

第33図5 碗/I-b-iiil 閲.3 I玉縁中央に明瞭な稜線。玉縁下部に 1灰白色の細粒子で緻密。微 l灰白色釉を内外面施釉。ロ
回版6 玉縁口縁碗

ロ縁 ー ！は、回転箆削りによる微弱な稜。断 細な黒色鉱物粒を比較的多縁部内面に釉垂れ。外面及 しー255層
- I面観察では玉縁成形痕も確認。 く含有。 び内面上端に粗い貫入。

す-25
5附上部

第33図6 碗/I-c-i
15. 1 I腰部から口唇端へ緩やかな膨らみ 白色の微粒子でやや緻密。 灰白色釉を内外面施釉。王 i

せー25 9層ロ緑 一 lをもつ。器外面は回転箆削り整形。 黒色鉱物粒の含有、微細な 縁下部に釉垂れC図版6 玉縁口縁碗 溝状遺構B気泡痕が若干みられる。

認.3 I外斜上にストレートに開口。器外面 1淡灰白色の細粒子で緻密。 灰白色釉を内外面施釉（器 ．
第33図7 碗/I-c-11 
図版6 玉縁口縁碗

ロ縁 ― Iには回転箆削り整形痕が比較的明 微細な黒色鉱物粒を僅兌含体下部より総胎）。器面に I たー27Ill層
- I瞭に残存。 む。 は、あばた状に気泡痕。 I 
器肉は比較的厚手(5llllll内外）で、玉 1淡灰白色の細粒子で、細か 黄色味を帯びた白色釉を内

第33図8 碗/I-d 
16. 0 

ロ緑
縁も大きい。断面観察で玉縁肥厚部い気泡痕が若干認められ 外面施釉。玉縁下部に釉垂 せー25

図版6 玉縁口縁碗 ― の成形過程を示す接合痕がみられ る。 れ。器面内外に細かい貫入 層序不明
る。 及び気泡痕。

見込部に圏線。高台は低く幅広に成白色の細粒子で比較的緻 やや黄色味を帯ぴた灰白色：16. 8 そー24 5層第33図9 碗/I-d 形。断面観察から器外面に回転箆削密．微細な黒色鉱物粒も：：： ＇釉を内外面施釉。内外面に口／底 6. 9 せー23 3層図版6 玉縁口縁碗 , 6. 1 
り痕が認められる。 < I位祇含む。 細かい貫入、外面には気泡

痕。 すー24 4層
•一

12. 9 薄手成形。器外面に回転箆削り痕 淡灰白色の細粒子で緻密 灰白色釉を内外面施釉。 I 
がみられる。 微細な黒色鉱物拉を含有 ＇ しー25 3層

第33図10 碗/IIA-a 
図版6 端反碗

ロ縁~

第33固11 碗/IIA-b 
11. 4 全体に薄手成形。口唇端まで器厚を 白色の細粒子で緻密。微細 I灰白色釉を内外面施釉。両

図版6 端反碗
n緑 ー 保持しつつ、緩やかに外反。断面観な黒色鉱物粒をきわめて僅面には粗い貫入もみられ ちー27 I層

ー 察より口縁内端部に箆削り痕。 量含む。 る。
全体に薄手成形。やや膨らむ器体下 ・灰白色の細粒子で微細な黒一灰白色釉を内外而施釉、ロ

しー25 9層第33図12 碗/IIB-a 14.6 部から口縁へ緩やかにのび、上位は色鉱物粒を若干含有僅か 唇端及び内端部の釉を掻き
即版6 口禿碗 口緑 ー ！回転削り調整でにぶい稜を形成。 に気泡痕も確認。 取っている。内外面に祖い

溝状遠構B

ー 内面に陰圏線をめぐらす。 貫入。 迫構内埋土

14. 5 
9本部薄手で、口縁部の器肉は微弱に白色の細粒子。微細な黒色 1灰白色釉を内外而施釉した

第33回 3 碗/.IIB-a 厚手。口縁端は釉掻き取りで削られ、鉱物粒を若干混入。 後、口唇端から内端部をT
しー25 9層

麟 6 口禿碗 口緑 ー外端部（露胎部と施釉部の境）がやや 寧に掻き取る。 溝状遺構B
—— i鋭角気味となる。 追構内埋士

J. ・—-一. -—--
第33図14 碗/IJB-a 

14. 5 
全体に薄手成形，腰部は若干膨らみ、白色の細粒子で、黒色鉱物 灰白色釉を内外面施釉。ロ
口唇にかけ緩やかに肌口釉掻き取粒を僅かに含有する。 唇から口縁内端の釉をやや

すー26

疇 6 口禿碗 疇 ー りで口緑端削られ、唇部が舌状に尖 l雑に掻き取り、口禿とする。 i溝状遺構c
ー な外面r本部に回転削り底 遠構内埋士

第33図15 碗/IIB-b 
ll. 8 朝顔状に開く器形。外器面の口縁 I白色の細粒子で緻密。微細 灰白色釉を内外面施釉。ロ

図版6 I 口禿碗
ロ縁 一 部直下に回転箆削り痕が認められ lな黒色鉱物粒をごく僅益含唇から口縁内端の釉を掻き i 盛土中

I I ーる。 む。 取る。
I 

器壁かなり薄毛緩やかな外反口縁灰白色の細拉子で微細な 灰白色釉を丙外面施釉した雪i1' I 碗,;;~贔;' 口緑 1り に面ば翌贔雷髯訊誓.'黒色鉱り粒を僅址含む。 附諜翌雷。掻き取 C-25 3• 
- : 形。口緑端の一部欠失．

第34図17I碗/TIC
ー ロ緑端を短く折り口縁上は平坦整白色の細粒子＂薇面石黒色 ややオリープ色を帯びだ灰

固版7 i 口折碗 ロ縁 ー 形だが、施釉匝く微弱に丸みを帯び鉱物粒を若干含む。 白色釉を内外面施釉。 さー20 7層＿ な屈dh部先端は舌状に尖る

第34図18碗/IlC ~ 悶言認塁靡特霊温~~宮」は雷応芯胃塁悶 ~t:.:B~
図版, I 口折碗口4:: 喜［は口：応底iま釉剥ぎ部分の周に気泡痕も饂 岱靡面り星翌霊取る． ；怠霜

そー225屈

第34図19 碗/IIC
16. l 1器壁薄毛口緑端催かに折れる~ー百色の細粒子でやや緻密 灰白色釉を内外面施釉：器 しー2i 9 

図版7 ' 口折碗
ロ縁 一 明瞭な平坦面及び稜を形成せず、一（僅かに気泡痕）一微細な黒 而内外に気泡痕があばた状 溝状追構D内

一 見、 [Ia類（端反碗）に似る. . 色鉱物粒を含有。 に若干みられる。 地山直上

17 3 
叫象端1ま短く折れ、口唇上を平坦に灰白色の微粒子で緻密．徴 1灰白色軸を内外面施柿微

第34図20! 碗/IIC 
ロ緑 一

• (士上げる口縁下端（屈曲部外面）を細な黒色鉱物粒を僅拭含 細な気泡痕僅かに有．口緑
固版7 I 口折碗 箆で快り、口粒下には回転箆削り整む。 部内而には釉垂れ．

しー26 5囮

ー 形痕が認められる｀

第34図21 碗/IID
ー ロ折碗に似た外反口縁だが、稜形 1乳白色の細粒子で緻密だ 1白色釉を内外面施釉。器面

囲版7 櫛描文碗
ロ緑 一 成•平坦面整形は認められない， 器 I が、微細な気泡痕も若干有。 1 内外に粗い貫入。 すー25 5層
- i外面口縁下に斜位の櫛描文。

-56-



第 7表 白磁観察一覧 (2) 川位；CJl 

挿図番号器種／分類残存
口径

図版番号 種類名称 部位
器高 器形・成形技法・文様等の特徴
高台径

ー 底部の器肉厚く、涵台部は細く高 灰白色の細粒子で、微細な i灰白色釉を内面及び外面の
ー い。内底に櫛描き花文（櫛歯単位=9 黒色鉱物粒を比較的よく混体部と裔台境付近まで施釉。
6.9 本単位）。高台露胎部に輔櫨痕。 入。僅かに気泡痕も有り。 高台部外面に釉垂れ。

昼付部内外端を削り出し、尖り気味灰白色の微粒子で緻密だ 器体下部まで施釉（高台脇

第34図23
図版7

碗／底部 底部 ,~ ~ 讐攣゚誓内：占,,I羹界~'.微細な気泡痕も［旦にご讐讐
-'  

第34図24 碗/III
ー かなりの薄手成形。器体下部より直白色の細粒子で緻密。微細 1灰白色釉を内外面施釉。器

図版7 薄手直口碗
ロ縁 一 線的に立ち上がり、口縁断面観は舌な黒色鉱物粒をごく僅籠含内面及び外面の一部に粗い
ー 状に尖らす。 む。 貫入。

第34固25 碗/III . - I薄手成形。器体下部より器厚を保ち灰白色の細粒子で緻密。微 灰白色釉を内外面施釉。
図版7 描手直口碗

ロ縁 ー ながら口唇ヘストレートに移行。 細な黒色鉱物粒を僅最含

素地 釉色・施釉状況・貫入等
出士地区・
出土層／遺構

第34図22
図版7

碗/JID

こ底部
せー25 6屈

つー25ill庖

そー21 7屈
せー21 3庖

む。

第34図26 碗/III
- 1胴部からストレートに開く器形態。 i淡灰白色の微粒子で緻密。 灰白色釉を内外面施釉。

図版7 簿手直口碗
ロ縁 ー ロ縁端部が外側へ微肥厚し、内外端
ー には明瞭な稜形成。ー，
形態は26同様胴から大きく開口。 淡灰白色の細粒子で緻密。

第34図27 碗/III ' ー ロ縁端は外側へ肥大し、丸みを帯び l
図版 7 薄手直口碗 口緑 ー る。内端部は鋭角気味で明瞭な稜を

ー もつ。外面に回転箆削り痕。

第34図28 碗/IV
一 微弱に膨らむ器体。口唇部は丸みを灰百色の細粒4-;--微細な気―灰白色釉を内外面施釉。

図版 7 内彎口縁碗
ロ緑 一 帯び、内端に角をもつ。器外面に輔 泡痕が僅かにみられるも、

←一ーー一 ― 櫨痕を確認。 全体に緻密。 1 

第34図29 碗/IV
一 基本的形態は28と同様]外面の口縁淡灰白色の細粒子。微細な 灰白色釉を内外面施釉．

図版 7 内轡口縁碗
ロ縁 ー 下から器体部にかけて回転箆削り 黒色鉱物粒及び気泡痕が若
ー 整形痕を確認 干みられる。

第34図30し□□ --= 舌状口縁を端反りさせ□器外面頸部白色の細粒子で緻密。
図版7 外反口縁皿

ロ縁 ー に箆削り出しによる稜線（陽園線）

第34図31 Jill./ I ト一三； ;;; 杉。緩やかな外反口縁の外端 I淡灰色の細粒子で緻密。
図版 7 外反口縁Jfil

ロ縁 一 部を如意状に微肥厚。口縁部上面を
一 緩やかな波状に成形。

I 1 1 
第34図32 皿/II

9. 4 断面餓察から口縁内端部に回転箆 淡灰白色の細粒子で緻密。 灰白色釉を内外面施釉。内

図版7I直ロ口縁皿 ロ縁 ー 削り整形が認められる。 外面とも部分的に粗い貰人

I -,- I'ー がみられる。

第34図33 皿/II
8. 1 無底台の腰折皿で、イ本部屈曲部から 白色の微粒子で緻密。 やや黄色味を帯びた灰白色！ せー19

図版 7 直ロロ縁Jfil
ロ縁 ー ロ縁端に直線的に開口。内面屈曲部

I I - Iに明瞭な段形成みられず。
釉を内外面施釉。器面全体 2庖上部
に細かい貰入0 (0~10) 

第34図34
皿／皿a - I緩やかなカープを描く外反口縁。釉白色の微粒子で緻密。 灰白色釉を内外面施釉した

図版7
口禿皿（外反 口縁 ー ！掻き取り整形で口縁端部は若干尖り1 後、口唇端から口縁内端部 しー27覆土
タイプ） ＇ 一 1気味。口縁下に浅い圏線を囲撓。 にかけ釉を掻き取る。

第34図35
皿/III-b 13. 0 体部から口縁端ヘストレートに開 白色の細粒子で緻密。微細 白色釉を内外面施釉した

図版 7
口禿皿（直ロ ロ縁 ー ロ。釉掻き取りで口縁断面はやや舌な黒色鉱物粒をごく僅擾含後、口縁端内外の釉を掻き

c-.- タイプ） ーし――← ― 状を呈す。外面体部は回転箆削り。 む。 取る。 ， 

第34図36 皿/IV A-b 胴
_— 無店台で、器体と底面の境は緩やか淡灰白色の細粒子で、僅か オリープ色を強く帯びた灰

図版 7 ベタ底か 下部
ー なカープを描く。見込の器体屈曲部に気泡痕あるが緻密。微細 白色釉を内外に全面施釉。 たー27不明

第34図37 皿/IV A-b 

I , ー は:~:;悶二竺ご外底面!::::尺閏玉。微細ややオリーブ色を帯びた白
ー 中央部は僅かに窪む。内底の屈曲 な黒色鉱物粒を僅量含む。 色釉を全面施釉。内面及び

図版7 ベタ底 底：二三」部に沈線状の段形成。底部形態・施 外面の一部に粗い貫入。 せー26 6恩
釉等から口禿皿の可能性。

第34図38 皿/IV B 
ー 昼付部から器体下部にかけ微弱に 淡灰白色の細粒子で緻密． 灰白色釉を全面施釉した

図版 7 碁笥底状
底部 ー くびれ、一見碁笥底状を呈す。砂粒 後、外底面外縁を箆状工具 ちー27III屈
5. 0 焙培が顕著。 15・16C頃の可能性。 にて釉を掻き敢る。

ー 厖台部は回転箆削り で成形し、きわ乳白色の微粒子で緻密。微灰白色釉を器体下部（昼付i
第34図39 ― めて低い造り。外底面中央（高台内）細な黒色鉱物粒を比較的含脇付近）及び内底面に施釉。 しー27
図版 7 皿/IV C 底部 ー は僅かに窪む程度。 む。 器外面にやや粗い貫入及び 悦乱層

4. 6 
微細な気泡痕。

オリーブ色を帯びた白色釉
を内底面から高台内に全面 たー22 3陪

5.0 I 施釉（部分的に露胎）。

8. 4 底部の器肉薄手。型成形と患われ 白色の微粒子。僅かに気泡 オリープ色を帯びた灰白色釉 せー26
9. 9 る。器体内部は緩やかな内懐形状。 痕がみられるが緻密。 を器内面及び外面蓋受け部 溝状遺構4号
8. 5 , の下位に施釉。 遺構内埋土

:: よii~宝髯緊ば悶 I
端部から滑り止め外側而部 しー24 5屈
の釉を掻き取る。やや細かい
貫入がみられる。

乳白色の釉を器面内外に施I
釉する。口縁部内外に粗い そー27撹乱屈
貫入。

すー25
2層上部

I 
すー19

I 
2層上部
(0 ~10) 

灰白色釉を内外面施釉。器
外面及び内面の一部にやや

せ—20

粗い貰入c 2暦上部
(10~20) 

ー
第34図40
図版 7

皿/IV C 

第34図41
図版7

合子

底部

身 ー

第34図42
図版 7

蓋

第34図43
図版 7

I せ—23 4屈

せー244庖

戸色釉を内外面施釉。内
外とも部分的に微細な貰
入。

戻を内外面施釉。

ー 昼付外端部を削り出しにより面取 白色の細粒子で緻密に
り．

蓋の甲は緩やかに膨らみ、庇部との 白色微粒子。部分的に僅か

庇外端
境は比較的明瞭に成形されるが、釉な気泡痕がみられるも、全

庇部
5 4 
が溜まりなだらかになる。滑り止め体に非常に緻密。

・ 端部は細く尖り気味の成形。

つー24
溝状造構3号
迎構内埋土

つー25田庖

盛土中

盛土中

I 3. 2声刃訳声ラッパ状に外反． 白色の細粒子。微細な黒色
袋物（瓶か） 口縁 ー ロ縁内端に箆盤形が認められる長鉱物粒をごく僅量含有

ー 頸瓶の器形になるものと類推
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第2節青磁
青磁は量的に白磁の約1.5倍の量（総点数334点）が検出されている。時期的には劃花文碗や櫛描文皿などの12

世紀後半から13世紀前半に相当するものが多数を占め、 14世紀以降に位置付けられるものは少ない。出土状況と

しては遺物包含層からの出土例が圧倒的に多く、遺構に伴う形での出士例は僅かである。器種は碗・皿・盤・瓶

などが確認されている。以下に各器種の分類概念を記し、個々の観察所見は第9表に、各分類の出土状況や点数
については第 8表に記載した。また、最も多く出土した碗と皿の 2器種については、今回実施した分類と大宰府

分類（註 1) との相関関係も示した。

1. 碗（第35図、第36図33-37)

碗は器形や文様の特徴などから、 I類からV類に大きく分類した。この中でさらに細分類が可能なものについ
ては a、bなどに分類した。

I類 内外面に櫛描文を施す同安窯系の青磁碗で、俗に珠光青磁とも称される。器形の特徴から 2種類に細分
される。大宰府分類の同安窯系青磁椀III類に相当する（第35図1-3)。

a 高台からやや内彎気味に立ち上がり口縁端部をわずかに外反させるもので、成形は粗雑。外面に櫛描

きの条線文を施す。内面は無文 (1、2)。

b 全体的な器形は aに似るが、 aに比して丁寧に成形される。外面に丸彫りの条線文、内面に櫛描きの

弧線文を施す。本資料は同時期の白磁碗の可能性もあるが、類例に乏しいため今回は青磁として扱う

こととする (3)。

II類 一般に劃花文碗と呼ばれる龍泉窯系の青磁碗で、高台剖りの浅い底部から腰部を強く張り、斜上方に立
ち上がる器形を呈する。文様の有無及び特徴から 3種類に細分される。大宰府分類の龍泉窯系青磁椀I
類に相当し、細分類は aがI-2に、 bがI-4に、 cが1-1にそれぞれ対応する（第35図4-16)。

a 内面胴部を片切り彫りで 5または 6つに区画して器全体で花弁を表現し、区画の中に飛雲文を施す。
内底は片切り彫りの文様（霊芝文・捻花文）を施すものと、無文のものがある (4-8)。

b 内面胴部に片切り彫りの蓮華文を施す。内底は片切り彫りの文様（蓮華文・霊芝文・放射状捻花文）

を施すものと、無文のものがある (9-11)。

C aやbに比して器高の低いもので、両面とも無文である (12-14)。

II類底部 内底にスタンプによる字款「金玉満堂」を施すものと無文のものがある。胴部の文様との関係が不
明なためII類底部と分類する (15、16)。

I11類 外面に鏑蓮弁文を施すもので、器形はII類に似るが腰部の張りが菊い。施文方法の差異から 2種類に細
分される。大宰府分類の龍泉窯系青磁椀I類に相当し、細分類は aがl-5・bに、 bがI-5・aに
それぞれ対応する（第35図17-21)。

a 外面に箆描きによる蓮弁文を施す。蓮弁の間隔は密で隙間に間弁が確認される。また、蓮弁には鍋が

丁寧に削り出されている。内面は無文 (17、18)。

b 外面に箆描きの蓮弁文を施すが、蓮弁の間隔は aに比して開き、間弁も確認できない。鏑の削り出し

も雑で不明瞭である。内面は無文 (19-21)。

W類 口縁部が外反する大振りの碗。外面口縁部に圏線を数条巡らす（第36図33)。
V類 直口口縁を呈する碗。文様の種類から 2種類に細分される（第36図34、35)。
a 外面に線彫りの細蓮弁文を施す。内面は無文 (34)。

b 外面胴部に弁先を除いた蓮弁文を施し、弁先の部分に波濤文帯を巡らす。内面は無文 (35)。

碗底部 施釉方法や高台造りなどの点で特徴的な資料を図化した（第36図36、37)。

2. 皿（第36図22-32、38-42)

皿も碗と同じく器形や文様等の特徴から I類からW類に分類し、細分類が可能なものは a、bなどに分類した。
また、底部資料のうち特徴的な資料は皿底部として図示した。

I類 一般に同安窯系の櫛描文ill1と称されている平底ill1で、碗I類とセット関係にある。文様の有無及び特徴
により 3種類に細分される。大宰府分類の同安窯系青磁皿I類に相当する（第36図22-26)。

a 内底に櫛描きによる之字形の点綴文（ジグザグ文様）のみを施す (22、23)。

b 内底に櫛描きによる之字形の点綴文（ジグザグ文様）と弧線文を施す (24)。

c 内面、外面ともに無文のもの (25、26)。
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n類 龍泉窯系の平底皿で、全体的な器形は I類に似る。碗1I類とセット関係にあるもので、内底に線彫りの
魚文や櫛描きの花文を施す。大宰府分類の龍泉窯系青磁皿I類に相当する（第36図27、28)。

III類 口縁端部を外側に折り曲げる口折の1IIl。文様の有無により 2種類に細分される。大宰府分類の龍泉窯系
青磁皿III-4類に相当すると思われる（第36図29-31)。
a 外面に鏑蓮弁文を施すもので、鉛は釉が厚いため不明瞭。内面の文様の有無は不明 (30、31)。
b 外面が無文のもの。内面の文様の有無は不明 (29)。

W類 口縁部が外反する皿。内面に箆描きによる唐草文（牡丹唐草文か？）を施す。外面は無文（第36図32)。
皿底部 碗底部と同じく、施釉方法や高台造りなどの点で特徴的な資料を図化した (38-42)。40は袋物の
底部の可能性もある。

3. 盤（第36図43)

盤の腰部と思われるもので、外面に丸彫りの圏線を 1条巡らす。腰部以下は露胎。
4. 瓶（第36図44)

玉壷春瓶の頸部が出土している。外面に圏線を巡らし、直下に片切り彫りの唐草文を施す。内面は無文。

小結

本遺跡出土の青磁を概観すると、劃花文碗．鏑蓮弁文碗・櫛描文皿の出土点数が全体の約82%を占める状況が
認められる。これを本遺跡の後背丘陵地に立地する喜友名グスク（註 2)の例と比較すると、前述の 3製品の割
合が全体の約 2%と対照的な数値が示される。この傾向は白磁についても同様に認められ、 11世紀後半-13世紀
に属する玉縁口縁碗・ロ折碗・ロ禿碗・ビロースクタイプ碗の出土点数が本遺跡では全体の約54%を占めるのに
対し、喜友名グスクでは全体の10%にも満たない。以上の点から、各々の遺跡の盛期に時間差が存在することが
窺い知れる。

また注目される資料として、皿1I類に分類した龍泉窯系の平底皿（第36図27、28)が挙げられる。管見では県
内初の出土例と思われるが、既に櫛描文皿として報告されている過去資料のなかにも混在している可能性は高く、
今後注意が必要な資料である。

（註〉

註1.横田・森田「太宰府出土の輸入中国陶磁器について」九州歴史資料館 1978年

註2.城間 肇 他『喜友名貝塚・ 喜友名グスク』沖縄県文化財調査報告書第134集沖縄県教育委員会 1999年
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第9表青磁観察一覧 (1) 単位：cm 

挿図番号
ロ径

図版番号
器種・分類 部位 益ロロー晶 器形・成形・文様等の特徴 素地 釉色・施釉状況・貫入等 出土地

底径

第35図1
14.6 
外面に輔櫨痕が残る。外面に丸彫りの

灰白色の細粒子 淡黄緑色の釉を両面に施
しー276層下部(50~

図版8
碗/I-a ロ

条線文を施す（破片では3本確認）。
で緻密。わずかに 釉。内面にわずかに釉垂

70) 
気泡痕あり。 れあり。

第35図2 外面に櫛描きの条線文を施す（櫛歯 灰黄色の細粒子
鈍黄色の釉を両面に施釉

碗/I-a ロ するが、口唇部を中心に せー21 7層
図版8 の単位は不明）。 で緻密。

剥落が顕著。

第35図3
16.2 外面に輔櫨痕が残る。外面に櫛描き

灰白色の細粒子 灰黄緑色の釉を両面に施碗/I -b ロ の条線文(5本単位）、内面に陰圏線、 さー261層(0~20)
図版8

櫛描きの弧線文(16本前後）を施す。
で緻密。 釉。

第35図4
16.2 
内面に陰圏線、線彫りの曲線文（区画 浅黄色の細粒子

淡黄緑色の釉を両面に施 8層植栽痕P列―10

図版8
碗/II―a ロ

か？）を施す。 で緻密。
釉。両面に釉垂れや剥落 しー265層
あり。両面に細かい貫入。 さー255層

第35図5
15.8 外面口縁部に回転箆削り痕、両面に

灰白色の微粒子 淡黄緑灰色の釉を両面に すー279層溝状遺構D碗/II~a ロ 輔櫨痕が残る。内面を片切り彫りで区
図版8

画し、その中に飛雲文を施す。
で緻密。 施釉。 内埋土

第35図6
16.0 
内面を片切り彫りで区画し、その中に

灰黄色の細粒子
灰黄緑色の釉を両面に施

す—26 4層(20)
碗/II-a ロ で緻密。わずかに しー259層溝状遺構B

図版8 飛雲文を施す。
気泡痕あり。

釉。
内埋上

第35図7
16.2 
外面に輔櫨痕が残る。内面を片切り 灰黄色の細粒子

浅黄色の釉を両面に施釉。 さー279層溝状遺構D

図版8
碗/II-a ロ

彫りで区画する。 でやや緻密。
ロ縁部に釉垂れや剥落あ し—24 4層
り。外面に細かい貫入。 せー234層

第35図8
外面に輔櫨痕が残る。内面は片切り 灰白色の細粒子

淡黄緑灰色の釉を両面に碗/II-a 胴 彫りで区画しその中に飛雲文、内底に で緻密。黄褐色の
し—25 8層イ・ウ列試掘

図版8
陰圏線、線彫りの霊芝文を施す。 鉱物が混入。

施釉。両面に粗い貰入。 (20前後）

外面に輔櫨痕が残る。内面に片切り 灰黄色の細粒子
灰黄緑色の釉を両面に施

すー27III層
第35図9

碗/Il-b 胴 彫りの蓮華折枝文、内底に片切り彫り で緻密。わずかに せー203層
図版8

の蓮華文を施す。 気泡痕あり。
釉。

そー245層

第35図10
外面に輔轄痕が残る。内面に片切り 灰黄色の細粒子

暗灰黄緑色の釉を内底か碗/II-b 底 彫りの蓮華折枝文、内底に陰圏線、 で緻密。気泡痕あ し—27 5層
図版8

5.9 片切り彫りの蓮華文を施す。 り。
ら高台脇まで施釉。

第35図11
内面に片切り彫りの蓮華折枝文、内

淡黄色の細粒子
灰黄緑色の釉を内底から

碗/II~b 底 底に陰圏線、片切り彫りの蓮華文を施 高台外面まで施釉。両面 しー265層(0~20)
図版8

5.7 す。外底に目跡が付着する。
で緻密。

に細かい貫入。

第35図12
12.0 

灰白色の細粒子 薄緑灰色の釉を両面に施碗/II-c ロ 外面に輔嘘痕がわずかに残る。 そー244層
図版8 で緻密。 釉。

第35図13
14.2 

灰白色の細粒子 淡黄緑色の釉を両面に施碗/II-c ロ 内面に輔輯痕がわずかに残る。 しー24 I層
図版8 で緻密。 釉。

第35図14
18.0 
外面に輔櫨痕が残る。内面に圏線を 灰白色の細粒子 鈍黄色の釉を両面に施

し—25 9層溝状遺構B
碗/II-c ロ 内埋士

図版8 巡らすが不明瞭。 で緻密。 釉。 す— 25 9層溝状遺構B

第35図15 内底に「金玉満常」の字款を施す。外
浅黄色の細粒子 鈍黄色の釉を内底から畳

碗/II 底 でやや緻密。わず 付まで施釉。両面に細か しー275層
図版8

6.9 
底に目跡が付着する。

かに気泡痕あり。 い貰入。

第35図16
灰白色の細粒子 灰黄緑色の釉を内底から せ—26 6層

図版8
碗/Il 底 外底に目跡（？）が付着する。 で緻密。わずかに 高台外面まで施釉。両面 せ—20 2層上部(O~

6.2 気泡痕あり。 に粗い貰入。 20) 

第35図17
15.8 外面に陰圏線、箆描きの蓮弁文を施

灰白色の細粒子 灰黄緑色の釉を両面に施
さー279層溝状遺構D

碗/III~a ロ す。蓮弁は弁先が尖り鏑は明瞭。間 内埋土すー275層
固版8

弁も丁寧に施す。
で緻密。 釉。

(10以下）

第35図18
16 0 外面に箆描きの蓮弁文を施す。蓮弁

灰白色の細粒子 薄緑灰色の釉を両面に施 さー279層溝状遺構c碗/III-a ロ は弁先が丸く鏑は明瞭。間弁は比較
図版8

的丁寧に施される。
で緻密。 釉。 内埋土

第35図19
14.6 外面に片切り彫りの蓮弁文を施すc弁 灰白色の細粒子 灰黄緑色の釉を内底から す—25 5層すー234 

図版8
碗/ill-b ロ・底 (6.3) 先は尖り鏑は不明瞭。間弁はなし。内 でやや緻密。気泡 高台外面まで施釉。全体 層しー27 ill層し—

5.2 底に陰圏線を施す。 痕あり。 に気泡が目立つ。 25 9層溝状遺構B

第35図20
l4.0 
外面に片切り彫りの蓮弁文を施す。弁

明褐灰色の細粒
暗灰黄色の釉を両面に施

図版8
碗/III-b ロ

先は尖り鏑は不明瞭。間弁はなし。
子で緻密。わずか

釉。
すー264層

に気泡痕あり。

第35図21
15.5 
外面に片切り彫りの蓮弁文を施す。弁 鈍黄橙色の細粒 黄褐色の釉を両面に施

碗/ID-b ロ せー235層
閻版8 先は尖り鏑は不明瞭。間弁はなし。 子でやや緻密。 釉。

第36図22
10.6 外底は削り調整でわずかにくぼむ。内 灰白色の細粒子

灰黄緑色の釉を内底から しー265層上部(O~
皿/I-a 口～底 2.0 底に陰圏線、櫛描きのジグザグ文(14で緻密。わずかに

図版9
4.2 本前後）を1対施す。 気泡痕あり。

外面腰部まで施釉。 10) 

※（）内の数値は推定値を表す。
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第 9表青磁観察一覧 (2) 単位：cm 

挿図番号
ロ径

図版番号
器種・分類 部位 器高 器形・成形・文様等の特徴 素地 釉色・施釉状況・貫入等 出土地

底径

第36図23
10.0 外底は削り込みでわずかにくぽむ。内

灰白色の細粒子
明緑灰色の釉を内底から す―212層(0-10)

皿/I~a 口～底 2.2 底に陰圏線、櫛描きのジグザグ文(25 外面腰部まで施釉。両面 ちー24 皿層す—243層図版9
4.6 本前後）を3つ施す。

で緻密。
に粗い貰入。 しー254層すー217層

第36図24
10.2 外底は削り込みでくぼみ目跡が付着。 灰白色の細粒子 明黄緑灰色の釉を全面に すー255層

皿/I-b ロ～底 2.4 内底に陰圏線、十字弧線文、櫛描き で緻密。わずかに 施釉後、外底の釉を掻き せー217層図版9
5.2 のジグザグ文(20本前後）を1対施す。 気泡痕あり。 取る。内面に粗い貫入。 盛土中

第36図25
8.7 
外面に輔饒痕が残る。内底に陰圏線

淡黄色の細粒子 明黄緑灰色の釉を内底か
盛土中

図版9
皿/I -c ロ

を巡らす。
で緻密。わずかに ら外面腰部まで施釉。両

しー275層(15~20)
気泡痕あり。 面に粗い貰入。

第36図26
8.8 

灰黄色の微粒子
鈍黄緑色の釉を内底から

しー258層溝状追構A
図版9

皿/I -c ロ 内底に陰圏線を施す。
で緻密。

外面胴部まで施釉。内面
内埋土しー275層

に細かい貫入。

第36図27
Iに比してやや肉厚。外底は削り込 灰黄色の細粒子 灰黄緑色の釉を全面に施

皿/II 底 みでわずかにくぽむ。内底に線彫りの でやや緻密。気泡 釉後、外底の釉を掻き取 せ—24 4層図版9
5.4 魚文を施す。 痕あり。 る。

第36図28
Iに比してやや肉厚。外底は削り込

灰白色の細粒子
灰黄緑色の釉を全面に施

皿/II 底 みでわずかにくぼむ。内底に陰圏線、 釉後、外底の釉を掻き取 た一233層図版9
6.6 櫛描きの花文(4本単位）を施す。

で緻密。
る。両面に細かい貫入。

第36図29
11.0 
口折皿の口縁部片。鍔上面及び両面 灰白色の微粒子 薄緑灰色の釉を両面に施 そー192層上部(O~Jill/III~b ロ図版9 とも無文。 で緻密。 釉。 10) 

外面に箆描きの蓮弁文を施す。蓮弁
灰白色の微粒子

薄緑灰色の釉を全面に施
第36図30

皿/III-a 底 は鏑が明瞭に残る。内底に陽圏線を 釉後、畳付の釉を掻き取 しー244層図版9
6.0 巡らす。

で緻密。
る。

第36図31 外面に蓮弁文と鏑らしき文様がみられ
浅黄色の細粒子 暗黄緑色の釉を全面に施

皿/ill-a 底 で緻密。わずかに 釉後、畳付の釉を掻き取 盛士中図版9
6.6 
るが、釉が厚く不明瞭。

気泡痕あり。 る。

第36図32
13.0 
外反皿の口縁部片C 内面に箆描きの 淡黄色の微粒子 黄緑灰色の釉を両面に施

閻版9
皿/IV ロ

唐草文（ラマ式蓮弁文か？）を施す。 で緻密。 釉。
す—24 3暦

第36図33 外反碗の口縁部片。外面に圏線を2 灰黄色の細粒子 灰黄緑色の釉を両面に施碗/IV ロ し—26 6層図版9 条巡らす。 でやや緻密。 釉。両面に粗い貰入。

外面に線彫りの細蓮弁文を施す（弁 灰白色の細粒子 明緑灰色の釉を内底から第36図34
碗/V-a 底 先の形態は不明）。外底に目跡や砂 で緻密。わずかに 畳付まで施釉。両面に細 試掘No.3図版9

5.6 粒がわずかに付着する。 気泡痕あり。 かい貫入。

第36図35
16.0 
直口碗の口縁部片。外面に線彫りの 灰白色の微粒子 黄緑灰色の釉を両面に施

図版9
碗/V-b ロ

波濡文帯を巡らす。 で緻密。 釉。
す—19 2層上部

直口碗の底部片。内底に左回転の帷
淡黄色の粗粒子

暗黄緑色の釉を内底から
ちー26溝状遺構6号第36図36

碗 底 纏痕が残り、わずかに砂粒が付着す 高台外面まで施釉。両面図版9
5.1 る。外底は灰色を呈する。

で緻密。
に細かい貫入。

埋士

第36図37 直口碗の底部片である。幾付に面取り
灰黄色の細粒子 淡黄緑色の釉を内底から

つー26I層上部(O~
図版9

碗 底
を施す。外底は鈍褐色を呈する。

でやや緻密。わず 高台脇まで施釉。両面に 5) 
5.2 かに気泡痕あり。 細かい貰入。

内底に陰圏線（？）を巡らす。外底に
灰白色の細粒子

明緑灰色の釉を内底から第36図38
皿 底 でやや緻密。気泡 こ～せー25-278層図版9

3.8 
目跡が付着する。

痕あり。
高台外面まで施釉。

第36図39
内底に線彫りの文様（花文か？）を施

灰白色の微粒子
淡緑灰色の釉を全面に施

せー26溝状追構4号皿 底 すが不明瞭。外底に釉剥ぎ時の削り 釉後、外底の釉を掻き取図版9
5.6 痕が残る。

で緻密。
るが徹底していない。

内埋士

第36図40
内底は削り込みで中央にくぼみ、調照 淡黄色の細粒子

施釉部は欠損しており、残 た—22 2層上部(lo~
図版9 JlIL 底 痕が残る。外底の成形（高台剣り）は でやや緻密。黄褐

存部は露胎。 20) 5.2 粗雑。 色の鉱物が混入。

内底がくぼむ皿の底部。両面に輔櫨
淡黄色の細粒子 灰黄緑色の釉を内底から第36図41

Jill 底 でやや緻密。わず 高台外面まで施釉。両面 し—19·20 1固図版9
6.6 
痕が残る。

かに気泡痕あり。 に細かい貫入。

浅黄橙色の細粒
薄緑灰色の釉を全面に施

ちー222層上部(O~第36図42
皿 底 内底に陰圏線（？）を巡らす。 釉後、外底の釉を掻き取図版9

6.2 子でやや緻密。
る。両面に細かい貫入。

20) 

第36図43
外面に丸彫りの陰圏線を巡らす。両 灰白色の細粒子 薄緑灰色の釉を内底から

盤 胴 面に輔親痕が残り、内底にわずかに で緻密。わずかに 外面腰部まで施釉。内底 グリッド不明 1層図版9
砂粒が付着する。 気泡痕あり。 の釉は剥落する。

第36図44
内面に輔櫨痕が残る。外面に陰圏

灰白色の微粒子
黄緑灰色の釉を両面に施

瓶 胴 線、片切り彫りの唐草文（牡丹か？）を 釉。全体にわずかに気泡 しー278層図版9
施す。

で緻密。
がみられる。

※（）内の数値は推定値を表す。
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第3節青白磁
中国産の青白磁と目される資料が計13点出土している。概して明オリーブ灰色からオリーブ灰色の釉が施され
る。確認された器種は皿・合子・蓋・袋物の 4種で、小破片資料7点を除く 6点を図化した（第37図 1-6・ 図
版17)。

1は、器肉薄手の端反口縁皿である。断面観察から口縁部内端に回転箆削りが認められる。素地は淡灰白色で
緻密、黒色混入物（鉱物粒か）が僅かにみられる。推算口径12.2cm。す-25第 2層上部(0-10cm)出土。

2 は、口縁部•底部を欠く腰折皿の胴下部である。乳白色の細粒子で全体に緻密、僅かに黒色混人物や気泡痕
がみられる。内面の腰折部分は輪状に扶られ、内底面がやや高くなる造りである。器外面の底部脇には回転削り

痕が認められる。せ-21第5層出土。

3は、口縁端部の施釉を剥いだ口禿皿と目される。素地は白色細粒子で緻密、 T寧な薄手成形である。露胎部
には輔轄痕が残る。小破片のため推算口径は不明である。さ21第3層出土。クニンドー遺跡に類例（註1)。
4は袋物（壺？）と目される胴部片である。施釉色調の濃淡および断面観察から、削り痕が容易に認められる。
淡灰白色の細粒子のかなり緻密な造りで、器面にはやや粗めの貫入がみられる。し-22第2層(0-10cm)出土。
5は合子の身である。推算口径3.5cmと小振りだが、成形および施釉・施文など全体に丁寧である。素地は白
色微粒子で緻密。淡青緑色の釉を全面施釉した後、蓋受け部分および器体下部は掻き取りを行っている。器外面
に縦位の連続文がめぐる。内外面には貫入もみられる。せ-24第4層出土。
6は蓋と思われる。素地は乳白色の細粒子で緻密、造りも丁寧な印象を受ける。器外面には縦位の連続文がめ
ぐり、釉溜まりによる釉調の磯淡が目立つ。内面は露胎で、輪状の庫鹿轄痕が明瞭に残る。し-25第 5層。
＜註〉

註 1.金城亀信他「クニンドー遺跡」南風原町文化財調杏報告書第 2集 南風原町教育委員会 1996年
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第4節類須恵器
今回、類須恵器の資料整理を行う際に、実際に徳之島カムイヤキ窯から得られた陶片との比較を行った（註 1)
その結果、器形・器色・素地・器面調整の特徴などで多くの類似点が見出された。本節に分類した類須恵器は、

概ねカムイヤキ窯の須恵器であろうと考えられた。よって、分類はカムイヤキ古窯跡群II (註 2) を参考に行っ
たが、壷の分類は口縁形態を基準に独自に行った。

今回得られた類須恵器は壷を主体に碗．鉢の 3器種が確認できた。出土量は387点を数え（第11表）、確認でき
る個体数は54-100点である。近年の県内における発掘調査報告例では、那覇市銘苅原遺跡（註 3)に次いで多
い出士量といえる。また、隣接する喜友名グスク（註 4)の出土状況と比較すると、本遺跡からの類須恵器の出
土状況は、出土量も多く、器種構成が多様で資料的にまとまっている。以下、出土した類須恵器の特徴を、器種

構成・素地・製作技法の 3つの視点からまとめる。

器種構成：壷を主流に碗．鉢の器種が得られている。器種ごとの特徴を以下に記すが、個別資料の計測値や詳細

などについては第10表の観察一覧にまとめる。また器形のバリエーションが認められた器種は分類を行った。有
文資料の割合は全体の 2割で、壷が主で鉢が僅かに確認された。文様は波状沈線文と平行沈線文があり、両者を
組み合わせるものと、波状沈線文のみを施すものがある。

(1)碗（第38図1-4) 

碗は 2種類の器形があり、すべて無文で還元焼成であった。玉縁口縁 (I類）と直口口縁 (II類）の資料が確
認でき、以下のように分類を行った。第38図4は、口唇が欠損しているため分類からは除外した。
＊口縁分類概念

I類ー（第38図1・2)玉縁口縁碗で、底部はベタ底であるが、内側に凹むような形で碁笥底になる可能性も
ある。内外面は横方向にヘラ調整が施される。

II類ー（第38図3)口縁部は薄く、口唇が方形状に作られる碗。内外面は横方向にヘラ調整を施すが、外面は
ナデ調整されている。

(2)鉢（第38図5-8) 

鉢は基本的に口縁部が外反し、肩が張る器形である。有文は図 6のみで波状沈線文が施される。すべて還元焼
成で、器面調整は 5・6が両面ともにヘラ削りの上ナデ調整を行っている。 7・8は外面に綾杉文、内面には格
子文の叩き調整が施される。

(3)壷（第38図9-18・ 第39-41図）

壷には有文と無文の資料があり、把手付壷（第40図1-3)や長頸壷の可能性がある資料（第39図16・17)が
確認された。また小破片であるがヘラ記号が刻まれていると思われる資料が得られている（第39図20)。
前述したように、壷の分類は、態本的に口縁部の晰面形態で行い I-ill類にまとめた。また、小壷とそれより
大きい壷類としての器種分類も試みた。器形の特徴や口径・ロ唇・器胴・底径の計測結果を基準にしているが、
器高が明らかな資料が得られていないので、カムイヤキ古窯跡群（註 2)での報告資料や他遺跡からの出土例を
参考に、器高が20cm以下になりそうなものを小壷、それ以上の可能性があるものを壷類とした。
口径・ロ唇厚・底径の計測結果は次のようになる。小壷は口径7.8-12.3cmで平均値10cm、口唇厚は0.4-0.9cm
で平均値0.7cm、底径7-15.lcmで平均値9cmである。壷は口径11.2-20.Bcmで平均値15cm、口唇厚は0.7-1.7cmで
平均値1.1cm、底径12.8-19cmで平均値16cmである。小壷は第37図9-18・ 第38図、壷類は第39・40図にまとめた。
文様形態は小壷と壷類に大きな違いはないようである。有文の施文部位は頸部下位から胴部最大径部の範囲に

施されるのが主体であるが、第38図8の小壷は胴部から底部にかけての一面に波状沈線文を施している。文様構
成は波状沈線文のみのもの・波状沈線文と平行沈線文を組み合わせるものがあり、第40図4は胴部に平行沈線文
を施している資料であるが、小破片であるため文様構成の種類の一つとして捕らえるのは差し控えたい。波状沈

線文のみの資料は第38図4・5・8、波状沈線文と平行沈線文を組み合わせるものは第37図9. 第38図6. 第39
図4で、ほとんどが器面を叩き締めた後、外面はナデ調整を行いその上に施文している。第39図4は外面に斜め
沈線の叩き痕が部分的に残っている。波状沈線文と平行沈線文を組み合わせた施文方法は、平行沈線文を引いた
中に波状沈線文を描く手法が取られている。
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＊口縁分類概念

I類ーロ縁部は大きく外反し、口唇は厚みがあり断面形態を下記のように細分類が可能である。
a : ロ唇の断面形が三角形状に肥厚し、中央が凸になる形。（第40図8参照）
b : ロ唇の断面形が上下端もしくは上端か下端を強調した形。 （第40図6参照）
C : 口唇の断面形が玉縁状になる。（第40図4参照）
II類一口縁部は外反するが、口唇には厚みがなく頸部はI類に比べ短い。（第40図5参照）
III類一頸部が直行になる器形で、口唇の断面形態は下記のような種類に分けられる。
a : 口唇端が折れ曲がり、僅かに外面が凸状に肥厚している。（第39図2参照）
b : 直口の口縁。（第39図l参照）

素地：素地は粗く砂粒のような白色粒子を多く含む特徴がある。資料のなかには白色粒子が割合多く含まれるも

のもある（第38図8. 第39図11・12)。器色は黒灰色・青灰色・黒茶色を呈する還元焼成が主流で全体の 8割を
占めるが、残り 2割は触ると手に粉がつくような焼成不良の類須恵器があり、器色は灰色・暗茶色・黒灰色・茶
色・にぶい橙色と多色で、にぶい橙色は土器や陶質土器と見間違うほどである。また僅かだが、焼成不良の資料

の中でもとりわけ焼成が悪く、土器のように脆い土質の資料（第38図4)が1点出土した。

製作技法：器面調整には叩き締めとヘラ削り・ナデ調整などの技法がみられる。成形に伴う叩きや押さえの技法

を一括して叩き締めと表記した。叩き目には綾杉文（第41図6外面） ・格子文（第40図4内面） • 横沈線文（第
41図2外面） ・斜め沈線文（第41図14外面）などがある。輔轄痕が明瞭に残るものでも、器面の成形が施されて
いるものをヘラ削り、器面の輸轄痕や叩き締めを消しているものはナデ調整とした。器種別にみると碗はヘラ削

りとナデ調整が施される。鉢・ 壷は底部から胴部にかけて内外面を叩き締め、胴部の最大径部分で器壁を薄く成

形する傾向にある。底部外面は横方向にナデ調整されるが、底径が大きいものは若干ひずみがみられる。頸部か

ら口縁部はヘラ削りやナデ調整によって成形されるが、口縁部が歪むものが多い。

類須恵器計測値及び観察一覧等の凡例

(1)壷の口唇厚計測部位は図Aに示した部分である。

(2)観察一克の残存部位表記は次のとおりである。

ロ＝口縁部、首＝頸部、胴＝胴部、底＝底部

(3)観察一覧の計測単位はcmで、表記は次のとおりである。

上段は左＝口径・右＝器高、下段は左＝底径・右＝胴部径（頸部片の場合、頸部径）

(4)観察一覧の器色（外・中・内）は図Aに示すとおりである。

(5)観察ー廃の文様表記は次のとおりである。

波状沈線文＝波状文、平行沈線文＝沈線文

(6)出土状況表には他の出土逍物同様、甚本的には胴部は集計に含んでいないが、図示した資料のみ出土状況表に記載した。

口
唇
厚

外

一＄
一

中
戸↓ 内

図A

＜註〉

註1.今回、賓料整理の際に、新東晃ー氏、義 窓和氏、池田榮史氏にご教示を賜わった。特に義 憲和氏のご厚意により、資料の比較を行うことが
できた。記して謝意を申し上げる。

註2.新東晃ー ・青崎和憲他 「カムイヤキ古窯跡群IIJ伊仙町埋蔵文化財発掘讃査報告苔 (5)鹿児島県大島郡伊仙町教育委員会 1985年
註3.金城正紀他 「銘苅原逍跡」那覇市文化財調査報告書第35集那覇市教育委員会 1997年

註4.島袋洋他「喜友名貝塚 ・喜友名グスク」沖縄県文化財調査報告書第134集 沖縄県教育委員会 1999年
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第10表類須恵器観察一覧 (1)

挿図番号 図
焼成 器種 分類

残存
計測値

器色 器色 器色
備考 出土地図版番号 番 部位 （外） （中） （内）

第38図 1還冗焼成 碗 L 口～ 13.2・5.6 黒 大ホ 黒 両面ともにヘラ削りによる調整 す一25 5陪
図版10 底 6.8・ — 
第38図 2 遠冗焼成 碗 I 口～ 14.8・ — 暗茶 大ホ 暗茶 両面ともにヘラ削りによる調整 さー27 溝c
図版10 胴

第38図 3 遠冗焼成 碗 II ロ 16.6・ — 音灰 丑余 青灰 両面ともにヘラ削りを行い、外面はさら すー24 5層
図版10 にナデ調整を施す。
第38図 4 遠冗焼成 碗？ 口～ 11.8・ —- 黒灰 文Aヽ 黒灰 両面ともにヘラ削りを行い、さらにナデ しー27 5展・せー23 3層
図版10 胴 調整を施す。
第38図 5還冗焼成 鉢？ 口～ 16・ — 黒灰 ・茶

塁塁・
両面ともにヘラ削りを行い、さらにナデ しー21 3層

図版10 首 暗茶 調整を施す。
第38図 6 返冗焼成 鉢

旦～
15.6・ — 黒茶 茶 黒茶 外面口唇部直下に波状文が 2本確認 すー23 4層

図版10 できる。

第38図 7 還元焼成 鉾 口～ 17.3・ — 黒茶 茶 黒茶 外面は綾杉文の叩きのあとにナデ調 しー27 溝D
図版10 胴 整を施し、内面は格子文の叩き調整

を施す。

第38図 8 還冗焼成 鉢 底 黒茶 茶 黒茶 外面は綾杉文の叩きの後ナデ調整を せー25 溝B・す 23 4陪
図版10 12.4・ — 施し、内面は格子文の叩き調整を施 そー21 2陪上

す。

第38回 9 遠冗焼成 小 Il 口～ 10. — 黒に近 黒に近 黒に近

内面頚りはflの部格こ沈上'子""線，文文かナのをデら"'拙9波'き本貌状調厖を文整す行5。い本外文を面様施はをしヘ
せー25 溝B

図版10 壷？ 胴 い灰 い灰 い灰 ラ削 施
す 。、
その

第38図 10還冗焼成 小壷 [ C 口 11.3・ — 冑灰 茶 青灰 両面ともにヘフ削りの後、ナデ調整を しー25 5層
図版10 施す。

第38図 11 遠元焼成 小壷 I a ロ 9.6・ 一 青灰 青灰 青灰 両面ともにヘラ削りの後、ナデ洞整を せー24 8磨
図版10 施す。頚部直下に波状沈線文を施す。

第38図 12 還冗焼成 小壷 Ia 口 10.6・ — 黒灰 茶 黒灰 両面ともにヘラ削りの後、ナデ閲整を ちー23 4屈
図版10 施す。

第38図 13 遠冗焼成 小壷 IC 口 12.2・ — 肯灰 茶 者灰 両面ともにヘラ削りの後、ナデ謂整を そー24 4層
図版10 施す。
第38憫 14 還冗焼成 小壷 Ic ロ 11.4・ — 背灰 茶 背灰 外面はヘラ削りの後にナデ調整。内面 そー24 4層・せ 25 2層
図版10 は格子文の叩き調整を施す。
第38図 15 遠冗焼成 小壺 Ic ロ 9.5・ — 青灰 茶 青灰 両面ともにヘラ削りの後にナデ洞整。 しー24 5陪
図版10

第38図 16 還冗焼成 小壷 Il 口 12.3・ — 青灰 茶 青灰 両面ともにヘラ削りの後にナデ讃整。 すー26 5層
図版10
第38図 17 還冗焼成 小壷 II 口 8.8 . — 百灰 茶 青灰 両面ともにヘラ削りの後にナデ開整。 せー22 7陪
図版10

第38同 18 還冗焼成 小壷 I a 口 黒灰 茶 黒灰 両面ともにヘラ削りの後にナデ調整。 すー25 5庖上
圏版10
第391~1 1焼成不良 小壺 皿b 口 8.2· -— 灰 灰 灰 両面ともにヘラ削りの後にナデ閲整。 せー23 4恩
図版11
第39図 2還冗焼成 小壷 皿a 口 7.8・ — 肯灰 茶 青灰 両面ともにヘラ削りの後にナデ凋整。 せー23 4層
図版11

第39図 3還冗焼成 小壷 illb 仁l 8. 一 黒灰 黒灰 黒灰 画面ともにヘラ削りの後にナデ調整。 せー23 4層
図版11
第39悩 4焼成不良 小壷 胴 茶 ザボ 三余圧 内面は叩きの後、ナデ謁整を施す。外 しー25 5層
図版11 面はナデ調整を行い、波状文を 4本施

す。

第図3 9 図 5還冗焼成 小壷 胴 青灰 茶 青灰 両面ともにヘラ削りの後にナデ調整。 すー26 1層
版11 ・17 外面は波状文を 2本施す。
第39図 6焼成不良 小壷 胴 灰 灰 灰 外面はヘラ削りの後にナデ調整。内面 そー22 7層・ せ 20 2層上
図版11 ー・ 15.4 は叩き調整のあとナデ調整。外面の文 せー20 7層・せー21 8層

様構成は、波状文と沈線文の組み合わ しー26 溝c
せ。

第39図 7焼成不良 小壷 底 灰 灰 灰 第39図6と索地の特徴が共通しており、 すー25 5層・す 26 1陪
図版11 15.1・ — 同一固体の可能性がある。 せー20 2層上・すー22 溝 1
第39図 8還冗焼成 小壷 胴～ 青灰 茶 青灰 外面はヘラ削りの後ナデ調整し、胴部 せー25 消B
図版11 底 8.7・ 一 から底部にかけての波状文が 2本施さ

れている。内面は格子文の叩き関整。
第39図 ， 還冗焼成 小壷 肩 脊灰 荼 青灰 両面ともに格子文の叩き調整。 すー25 6層
図版11
第39図 10 遠冗焼成 小壷 首～ 黒 茶 青灰 両面ともに叩き締めた後、ナデ謂整を 盛土
図版11 胴 施す。

第39図 11 還冗焼成 小壷 首 青灰 青灰 育灰 外面はヘラ削りの後、ナデ調整。内面 しー20 9層
図版11 は格子文の叩き調整を施す。

第図3 9 図 12 還冗焼成 小壷 底 青灰 青灰 青灰 外面はヘラ削りの後、ナデ謂整。内面 しー20 9層
版11 10. — は格子文の叩き調整を施す。

第39図 13 還冗焼成 小壺 胴～ 百灰 茶 • 青 肯灰 外面は叩き後、ナデ調整。内面はヘラ しー25 6恩
図版11 底 7.1・ — 灰 削りの後、叩き調整。

第39図 14 還冗焼成 小壷 底 黒灰 茶 黒灰 外面は叩き締めた後、ナデ調整。内面 こー27 溝D
図版11 12.4・ — は格子文の叩き調整を施す。

第図3 9 閲 15 還元焼成 小壷 底 青灰 茶→灰 暗茶 両面ともにヘラ削りの後、ナデ調整。 ちー23 8層 ・しー26 5陪
版11 7. ― →茶

第図3版9図11 16 焼成不良 小壷 底 にぶい にぶい にぶい 外面は叩き締めた後、ナデ調整 C 内面 さー25 9陪
8.2・一橙 橙 橙 は格子文を施す。

第40園 1 還冗焼成 把手 把手 黒• 青茶 黒•青 第40図1-3・5は同一固体の可能性 グリッド不明 8層
図版12 付壺 灰 灰 が高い。
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第10表類須恵器観察一覧 (2)

挿図番号 図
焼成 器種 分類

残存
計測値

器色 器色 器色
備考 出土地図版番号 番 部位 （外） （中） （内）

第40図 2 還冗焼成 把手 胴 黒• 青 茶 黒 • 青 せ 25 1層・す 25 5層
図版12 付壷 灰 灰 せ 24 5層・せー21 8層
第40図 3 還元焼成 把手 胴と 青灰 茶→ 青灰 胴部外面には横沈線の叩き調整。内面 すー268層J列5.すー255層
図版12 付壷 底 14・25 黒・ 茶 には点刻状の叩き謂整が施される。 せ 26 8暦D列4・せ 21 8層pit7
第40図 4 還几焼成 亜士 le 口～ 16・ 黒灰 サ余 黒灰 外面は斜め沈線文の叩き締め後ナデ す 25 溝B・ せー21 8層pit7
図版12 胴 ー・ 27.9 調整をし、文様を施文。文様構成は波 しー21 9層pit25

状文と沈線文の組み合わせ。内面は
格子文の叩き調整。

第40図 5 還元焼成 把手 II ロ 16.8・ 黒• 青 大ホ 黒 • 青 外面は叩き締めた後ナデ調整を施すが、 す 27 II層・しー25 5層
図版12 付壷 灰 灰 内面はヘラ削りの後叩き調整 こー27 溝C・す 26 5層

し 25 溝B
第40図
図版12

6 焼成不良 亜~ Ib ロ 18・ — 灰 大ホ 灰 両面ともにヘラ削りの後ナデ謂整。 ちー23 9層

第40図 7 焼成不良 亜~ Ib ［ゴ 16・ — 
図版12

灰 灰 灰 両面ともにヘラ削りの後ナデ調整。 し 27 II層

第40図 8 還元焼成 亜~ I a 口
図版12

20.8・ 黒灰 茶 青灰 両面ともにヘラ削りの後ナデ調整。 不明

第40図 9 焼成不良 壷 Ib ロ
図版12

17.3・ 大ホ 茶 ゲボ 両面ともにヘラ削りの後ナデ謂整。 す 26 5屠

第40図 10還冗焼成 亜~ Ia ロ 14・ 黒灰 大ホ 焦灰 両面ともにヘラ削りの後ナデ隅整。 盛土
図版12

第40団 11焼成不良 士亜 Ia 口 14.4・ 暗茶 大ホ 賠茶 両面ともにヘラ削りの後ナデ調整。 しー27 9層
図版12

第40筐l 12 還几焼成 亜- Ib 口
図版12

14・ — 青灰 茶 青灰 両面ともにヘラ削りの後ナデ調整。 しー26 不明

第40図 13 還几焼成 亜士 Ib ロ 14.2・ — 黒灰 賠茶 黒灰 両面ともにヘラ削りの後ナデ調整。 盛土
図版12
第40図 14 還几焼成 亜- lb ロ 黒灰 大,Iて 黒灰 外面ヘラ削り、内面は叩き締め後ナデ す 26 4層
図版12 調整。

第40図 15 焼成不良 亜士 IC 口 11.2・ — 黒灰 黒灰 黒灰 両面ともにヘラ削りの後ナデ閥整。 す 26 5層
図版12

第40図 16 還几焼成 長頸 首 黒灰 丑余 黒灰 外面はヘラ削りの後ナデ調整。外面に すー19 2層上
図版12 壷？ 沈線が 1本施される。内面は叩き後ナ

デ調整。

第40図 17 還几焼成 長頸 首 青灰 茶 青灰 外面はヘラ削りの後ナデ調整。内面は しー25 5層
図版12 壷？ ・12 頸部をナデ謂整、肩部は格子文の叩き

調整。

第40図 18 還几焼成 亜~ 肩 青灰 茶 青灰 外面は綾杉状文、内面の頸部はナデ すー25 5層
図版12 調整、胴部は格子文の叩き調整2
第40図 19 還瓦焼成 亜- 胴 黒灰 II音茶 灰 外面は横沈線の叩き調整。内面はナデ す 25 5層
図版12 ・15.6 調整。

第40図 20 還九焼成 亜~ 首 黒灰 茶 黒灰 外面にヘラ記号と思われるものが部分 す 26 5層
図版12 的に残る。外面は叩き調整後、ナデ調

整を施す。
第41図 1還冗焼成 亜ギ 肩 黒灰 暗茶 黒灰 外面には細い格子文の叩き調整。内面 グリッド不明 1層；
図版13 には叩き締め後ナデ調整。

第41図 2還冗焼成 壷 肩 黒灰 賠茶 灰 外面は横沈線の叩き調整。内面は叩き そ 20 2層上・盛土
図版13 締め後ナデ調整。 せー22 3層・し 20 9層

第41図 3還几焼成 壷 肩 黒灰 暗茶灰 外面は横沈線文の叩き調整後ナデ調整、 すー25 5層
図版13 内面はナデ調整。

第41図 4焼成不良 郷~ 胴 灰 にぶい 灰 外面はヘラ削り後ナデ謂整し、沈線文 せー22 7層
図版13 橙 が1本施されている。内面は叩き締め

た後ナデ調整。

第41図 5還九焼成
眠一 胴 黒灰 荼→灰灰 外面は横方向に点刻文の叩き調整、 さー26 6層・しー26 6層

図版13 →茶 内面はヘラ削り。

第41図 6還冗焼成 華ギ 胴 黒灰 茶 焦灰 外面は綾杉文の叩き謳整だが、胴部 たー21 2層上．しー25 5層
図版13 ・22.7 最大径部分はさらにナデ讃整を施す。 す 24 8層・す 26 1層

内面は叩き調整を施す。 す 26 5層・せ 24 5層
第41図 7焼成不良壷 胴 黒灰 黒灰 黒灰 外面は綾杉文の叩き後、ナデ調整を施 しー26 溝C・し 25 溝B
図版13 し、内面は格子文の叩き調整。

第41図 8 還冗焼成壷 胴 青灰 大ホ 青灰 外面は綾杉文、内面は格子文の叩き すー25 6層
図版13 調整。

第41図 ， 還冗焼成壷 胴 黒灰 大ホ 黒灰 外面は横沈線と斜め線の叩き謂整、 しー26 溝C・し 25 溝B
図版13 杓面はヘラ削りの後、叩き調整。

第41園 10 還冗焼成壷 胴 黒灰 茶 灰 外面は横沈線文の叩き讃整、内面は せ 26 8燭
図版13 ー・ 24 ナデ調整。

第41閻 11 焼成不良壷 胴 灰 灰 灰 外面は綾杉文、内面は格子文の叩き調 さー26 6際・ し 26 6層
図版13 整a

第41図 12 焼成不良壷 胴 灰 灰 灰 外面はナデ調整、内面は叩き謁整。 す 255層・し 21 7層
図版13 -・19.8 し 26 8層溝A・ しー259層溝B

溝CEL=14.336 

第41図 13 還元焼成 壺？ 胴～ 灰 灰 灰 外面はナデ調整、内面は格子文の叩き す 27 5層・せー26 5層
図版13 底 ー・ 13.8 調整。

第41図 14 還冗焼成壷 胴～ 灰 荼 灰 外面は斜め線文の叩き締めを施すが、 しー26 6層・しー27 6層
図版13 底 14.2・ — 部分的にナデ調整を施す。内面は叩き し 25 溝B

締められているが叩き目は明瞭では
なしヽ。

第41図 15 還冗焼成壷 底 青灰 茶 青灰 外面上部は斜め叩き、下部はナデ調整。 す 20 7層・せ 20 7層
図版13 14.4・ — 内面は格子文の叩き調整。
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第10表類須恵器観察一覧 (3)
挿図番号 図

焼成 器種 分類
残存
計測値

器色 器色 器色
備考 出土地図版番号 番 部位 （外） （中） （内）

第41図 16 焼成不良 壷 底 灰 茶 黒灰 外面は叩き締めた後ナデ隅整。内面は そー24 !J庖・せー25 1層
図版13 12.8・ 4つの四角が連結した叩き目が入り、 せー25 4層

0.8Xl.4cmを測る。

第41図 17 還元焼成 壷？ 底 青灰 ツボヤ 青灰 外面はナデ調整c たー23 4層
図版13 19・ —-
第41図 18 還冗焼成 亜士 底 黒灰 茶 青灰 外面は縦沈線の叩き後、底部立ち上が すー27 5層・せ 26 5層
図版13 17.6・ —- りは横方向にナデ調整。内面は叩き讃

整。
第41図 19 焼成不良 壺 底 灰 にぶい 灰 外而は斜め叩き後、底部立ち上がりは さー25 9層
図版13 17.2・ 橙 横方向にナデ調整。内面はナデ調整。
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第5節産地不明須恵器・陶器
本節では、グスク時代の遺物包含層及び遺構から出上した、産地不明須恵器及び陶器について紹介する。

1産地不明須恵器

第42図（図版44) 1・2は壷類の胴部片で、還元焼成で叩き調整が施されるなど類須恵器との類似性がみられ

るが、素地や調整技法で特徴が異なっている。器内外面は淡青灰色で、素地は淡桃色を帯びた白色で土質は粗い

印象を受ける。素地には暗褐色と白色の粒が含まれ、 1mm以下-5mm前後の大小の素粒子が観察できる。器面調整

は外面をヘラ等で横方向に成形した後、斜め沈線の叩きを施す。沈線の長さは2-3cm前後で 1本の幅が 2mm程度

である。内面の調整は荒く、縦方向にナデ上げる調整を施しているが、輪積みの痕を完全に消すほどではない。

なお、第42図lは肩部片の可能性も考えられ、その場合、図は天地逆になる。

出土状況は第 5 層• 第8層・ 溝状遺構B・Cから得られているが、溝B・Cから出土したものも、出上レベルか

ら第8層とみるのが妥当で、すべて遺物包含層中からの出土といえる。

2産地不明陶器

第42図（図版44) 3は壷類の底部片で底径が 8cmを測る。器面調整は丁寧で、内外面ともにヘラ削りを施す。

外面は無釉だが、内面には淡黄褐色の自然釉が薄らと残っている。外面が灰色、内面はくすんだ小豆色を呈する。

素地は締りが良く白色と黒色の微粒子を多く含むが、僅かに 2mm程度の小石もみられる。

出土地点は溝状遣構Cに堆積した第8層中 (EL=14.439)からの出土である。

2
 

゜
10cm 

第42図 産地不明須恵器・陶器

2
 

3
 

図版44 産地不明須恵器・陶器
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第6節土器
今回の調査で膨大な数(60X40X15cmの中コンテナで約15箱分：大コンテナを1.5箱、小コンテナを0.5箱に換算）
の土器が出土しており、器種が窺え得る口縁部・底部資料のみでも1134点得られた。該資料の報告に際し、甚本
的に 2つの土器群に区別した。いわゆる「グスク（系）土器Jと汎称されるグループと、それより時間的に遡ると
目されるグループに分けられる。本遺跡出土土器の量的主勢を占めるのが前者のグスク土器（第I群土器）であり、
他の出土遺物とあわせて検出遺構の時期に用いられていたものと考えられる。他方、本遺跡では「沖縄後期土器」
「後期土器」と広く呼ばれる土器群を中心に、グスク（系）土器以外の土器も一定鼠得られており、これを第II群土
器•第m群土器（前期系）として扱った。特に、第 II 群土器は沖縄新石器時代後期の土器と目されるもので、胎土
観察や器形の観点から区別が可能と考えられる。

以下、口縁部・頸部付近および底部など器形上の特徴が現出しやすい部位を中心に、主なものを第43図-45図
に図示した。なお、文中記載の点数は口縁部や底部付近の資料に限定した数量であり、胴部片は除くものである。
第 I群．グスク（系）土器

当該土器については、器種の類別作業を行い、続いて各器種の分類に関して鍋形器種の把手状・疱状突起や羽
釜の鍔状突帯を除いては無文が主勢となるため、主に口縁部形態をもとに分類を行った。本遺跡出土の第I群土
器の胎土を俯轍すると、軟質泥胎の一般に「あばた状Jと表現される多孔質で、赤色土粒・褐色士粒や石灰質粒を
主に滉入するものが多い傾向にある。これは安里進氏の胎土分類における D類（註1)、森川原遺跡報文中のA口類
およびAハ類（註2)に相当すると思われる。なお、上記以外の分類項に相当すると思われる土器も少量だが存在
する。他方、当該期土器の胎土混入鉱物において、特に滑石粒の有無は滑石製鍋の模倣や土器の保温性との関わ
りでも留意される属性である。第 I群土器を観察した結果、滑石混入土器は21点を数える。該資料には、 (I)胎
土中混入と (II)器表面塗布の二者が認められ、前者は混和量の多寡からイ～ハに細分を行った。
(I)滑石粒の胎土混人上器（第43図23・第44図55)
イ．精選されだ滑石粒を多量に混和するグループ。概ね硬質で金属的な光沢を帯びた青灰色を呈し、手触り
も非常にツルツ）レとしたものが多い。第43図23が当該分類に属する。
ロ．滑石粒の混入は明らかに認められるが、 aほど多獄ではないグループ。得られた資料はすべて小破片の
ため図化は省略している。

ハ．ごく微量の滑石粒の混人が認められるグループ。第44図55が当該分類にあたる。
(II)滑石粒を混人せず器面に塗布する土器

器面観察において滑石粒の含有がみられるも、破損面では滑石粒の胎土中混和が認められない土器片が
2点得られている。 2点ともし-25第9層検出の溝状遺構B埋土より出土だが、いずれも胴部小破片である
ため今回はその図化を省略している。滑石粒の表面塗布土器の出土例としては我謝遺跡があげられる（註3)。

過去刊行の報告書において滑石粒以外の混人物の分類を行ったものもあるが、本報文では個々の観察にその記
載を留めることを了されたい。色調の表記は標準土色帳を参考にした。以下に各器種の分類概要を記す。
1 . 鍋形（第43図24-第44図49)

概ね内彎・内傾に広口、広底を基調とした煮沸形態で、量的観点からも当該期土器の主要器種と考えられる。
鍋形については把手・突起部分および口縁部形態から分類を試みた。以下にその概要を記す。
1 -1 . 把手・突起部の分類
鍋形器種において、特徴的な把手・突起部分も編年的指標と捉えられるため、その平面観および成形具合で、
下記の①～⑤類に細分類を行った。①～④類は、滑石製鍋の形態模倣の段階的な推移を示すものと理解される。
なお、広ロ・広底器形で特徴づけられる鍋形において、口縁部下位に鍔状把手（鍔状突帯）を囲撓させる「羽釜」が
存在することが、我謝遺跡や銘苅原遺跡（註4)、糸数グスク（註5)の類例から知られている。本遺跡でも、鍔状突帯
を伴う断片資料（下記分類の⑤類）が複数個体出土しているが、いずれも図上復元が困難な小破片である。
①類：方形状把手 平面観が方形・長方形を星し、重厚感を伴う丁寧な成形が特徴。
②類：瘤状把手 平面観は方形を意識した意匠だが、成形はやや粗雑となり全体に丸みを帯びる。
③類：把手状突起 把手の形骸化が上記②類より進行したものとみられるグループで、平面観もかなりくずれ
ており、円形や長楕円形状（縦型／横型）を呈する。

④類:瘤状小突起 ③類の把手状突起がさらに矮小化した小突起。
⑤類：羽釜・鍔状突帯
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1-2. 器形態の分類

続いて、当該器種の形態について主に口頚部の内門・内傾度合および口縁端部の成形によって分類を試みた。

a類 内飼・内傾度合は弱く、直口気味になるグループ。概して、口唇端部は平坦面を持ち、上述の把手・突起

分類の①方形状把手ないし②瘤状把手を付すものが多い。

b類 内彎・内傾するグループ。付される把手・突起も、上述分類の③把手状突起や④瘤状小突起が多く、また、

それらを持たないものも多数認められる。口縁端部の成形具合から、下記のi-ivに細分類を試みた。

i . 口唇端部に意識的な平坦面の形成が認められるもの。口縁端の外縁を突出させ、口唇面を広くさせるも

のも認められる。屋良グスク（註6)、銘苅原遺跡（註4)などで同様な口縁部資料が得られている。

ii. 口唇端部に面を形成せず、丸みを持たせるもの。

iii. ロ縁部の内端を尖らす舌状成形。

iv. 口唇端部に粘土を補填することで、当該部位を強調する意識が認められるもの。

2. 鉢形（第44図50-57)

最大径の位置や頸部以下の器体様相から、下記の a・bに類別が可能と思われる。

a類 胴部はさほど膨らまず、頸部以下は肩を形成せずに緩やかに移行、最大径が口縁部に位罹するため甕・

深鉢の外傾器形に近似するグループ。銘刈原遺跡報文の鉢形I類に相当。口縁部成形および屈曲部におけ
る稜線の有無等で細分類を試みた。

i. ロ縁部の屈曲度合が緩く、内面の稜線も明瞭ではない。

ii. 外反口縁の意識的な成形が明らかで、内面の稜線も明瞭に見られるもの。

b類 膨らむ胴部に続く頸部は幾分締まり、最大径が頸部以下にくるグループ。概して口縁部は屈曲し、内面

には稜線を伴う。銘刈原報文の鉢形II類（註4)に相当。口縁部の形態から細分類も可能と思われる。

3. 浅鉢形.fill形（第44図58-65)

基本的に広口で、推定器高が鉢形器種より浅く、推定法量（サイズ）も小さくなると息われるものを浅鉢形、さ

らに器高：口径の割合差が大きくなるもの（口径に対して器高がより浅めになるもの）を皿形と捉えた。

4. 碗．杯形（第44図66-68)

推定法量（サイズ）がかなり小さくなるグループで、本報告ではいわゆるIミニチュア土器」も含意している。な
お、グスク時代相当遺跡における碗形・杯形・ミニチュア土器の出土例としては、我謝遺跡や糸数グスク、屋良グ

スク、喜屋武グスク（註7)、阿波根古島遺跡（註 8)、銘苅原遺跡などが挙げられる。

5. 壺形（第45図69-77)

概ね外反・外側する口縁部をもつが、他の器種に比べ口径が狭く頸部も締まり、胴部は膨らんだ貯蔵形態を星

する器形。口縁部から胴部にかけての形態およびその立ち上がり具合をもとに、下記の a-cに分類を試みた。

a類 口頸部の屈曲度合は強く、断面観が「く」字状を呈するもの。口縁部は直線的に外傾し、口唇端から頸部ま

で概して短い。

b類 頸部の屈曲が上記の a類に比べて緩く、口縁部は丸みをもって外反し、ナデ肩を呈する。

c類 口縁部は概して短く、直口状に立ち上がり、頸部から丸みを帯びてナデ肩気味に胴部に移行していく。

他方、第45図77は孔を有する把手状の突起部分で、器部の舟曲度合もあわせ壺形の肩部付近と目される。

6. 底部資料（第45図78-88)

口頸部資料と接合困難な断片的資料をここで総括的にまとめた。概ね当該期土器に普遍的に見られる、底径の

広い平底形態である。外底面の立ち上がり際や胴部への開き具合で分類を試みた。

a類 外底面からの立ち上がり際に明確な稜を伴うグループ。

b類 底面際の立ち上がりが緩やかなカーブを描き、明瞭な稜を形成しないグループ。

c類 底面際の直上付近で僅かにくびれ、胴部へほぼ直線的に移行していくグループ。

第II群．グスク（系）土器以外の土器

本遺跡では、器面胎士の肉眼観察から第 l群のグスク（系）士器とは様相の異なる土器も得られている。概ね泥質

だが第I群に比べ重厚で色調も暗く、いわゆる「後期土器」と呼ばれるものの特徴を持つ。その出上量もあわせて
遺跡外からの流れ込みのみと言い難い点もあるので、本報告では「グスク（系）土器以外の土器」として扱った。

JI -1. 沖縄新石器時代後期（弥t時代～平安時代in頭併行期）に属すとみられるt器
いわゆる「後期土器」と呼ばれるもので、胴部片を除く出土点数は104点と一定鼠の出上が認められる。当該期
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の土器様相は、甕形・深鉢形と壺形の 2器種が主勢との見方が一般的であるが、本遺跡出上資料で器種が推定し
得たのは、概ね前者の甕形・深鉢形である。壺形や浅鉢形・碗形、小型土器の可能性が考えられる資料も数点ある
が、すべて小破片で確実な器種類別には至らなかった。本報告では、口頸部の資料は有文・無文で区別し、底部
資料に関しては、最近の当該期土器研究を意識し、尖底土器様式とくびれ平底様式の二者に類別した。
有文土器（第43図3-7)

有文土器は量的に少ない。横位の粘土突帯を口縁部の下位に巡らすもの(a類）と、口唇部刻目文や沈線文様が
施されるもの(b類）の二者に類別できる。なお、前者の突帯文主体の土器についてはグスク（系）土器の羽釜と文
様形態等で似るが、器面観察から第I群グスク（系）土器と区別が可能と捉え、第Il-1群土器のなかで扱った。
a類突帯文を主体とするグループ（第43図3、4)
口縁部の下位に粘土突帯を巡らせるものである。

b類 沈線文・ロ唇部刻目文を主体とするグループ（第43図5-7)
無文土器（第43図8-12) 

当該土器の大部分を占める。口縁部形態および口縁・頸胴部の移行具合から、下記の a・b類に分類を行った。
口縁部形態において、さらなる細分類も可能と思われる。

a類 外反・外傾する口縁部を基調とするグループ（第43図8、9、11、12)
i. 略「く」字状を呈し、内面に明瞭な稜線を伴う直線的な外反が認められるもの。
ii. 緩やかな弧状外反で、上記iのような口縁屈曲部に明瞭な稜形成がみられないもの。
iii. 直口気味の口縁端部に粘土を充填し、外側へ肥大気味に成形するもの。
b類 直口ないし微弱な内彎・内傾の傾向が認められるグループ（第43図10)
底部資料

尖底と平底が認められる。本報告では伊藤慎二氏の様式区分名称（註9)などを参考に下記の a・bに分類した。
a類無文尖底様式に属するもの（第43図13、14)

無文尖底様式に包摂されると思われる乳房状尖底の底部資料が 2点得られている。いずれも平坦面の形成
が認められることから、くびれ平底様式と編年的に近位置にある蓋然性が高い。
b類 くびれ平底様式に属するもの（第43図15-17)
]I -2 . 不詳士器
ここで報告する土器（第43図18-22)は、器面胎土の肉眼観察では上述の第Il-1群土器（後期土器）に酷似し、第
l群のグスク（系）土器とは明瞭に区別ができながら、形態の観点からはグスク（系）土器の鍋形器種に似る印象を
受ける。いわば両者の特徴を併せ持つグループとも捉えられる。当該土器は、未だ不鮮明な後期土器とグスク
（系）土器の系譜関係を考える上で重要な意味を帯びていると思われることから、本報告では項を設けて扱った。
18は、底部を欠くも残存部の推定器形から第I群土器の鍋形に似た広口器種になるものとみられる。20および
22は胴最大径付近に横位の粘土突帯を巡らせ、羽釜状を呈した器形が窺えるものである。
第][群．沖縄新石器時代前期（縄文時代相当期）に属すとみられる士器

本遺跡では沖縄新石器時代前期（高宮暫定編年前期）に属すとみられる資料も 2点出土している（第43図1、2)。
ともに器面保持が脆弱な砂質の土器で、砂粒・透明色鉱物粒等の露出が目立つ。
1は、その口縁部形態および文様帯構造から、前W期（縄文後期相当）の伊波式・荻堂式系列の型式範疇に含め
得ると考えられる資料である。緩やかな外反口縁で、口縁上端付近に押捺刻文で横位に 3条、その下部に 2条単
位の斜位沈線文が鋸歯状に続く文様構成となっている。最下層（第9層）検出面から得られているが遺跡後背の丘
陵部付近からの流れ込みと類推される。 2は、胴部の小破片であるが、器外面に棒状工具による連続文が認めら
れる。1に近い時期かと思われるが、文様構成については判然としない。
小結

本遺跡出土の土器は、先にも述べたように第I群土器が量的趨勢において主体となっており、また九州産滑石
製石鍋や類須恵器、中国産白磁玉縁碗などの搬入遺物群からみて、グスク時代と呼ばれる時期でも古手の時期に
属するものと類推される。以上の点にいわゆる後期土器（第Il-1群）が一定量出土している事も踏まえると、沖縄
新石器時代の後期後半からグスク時代の初期段階にかけての様相を考えるうえで有益な資料と目される。特に本
報告中の第Il-2群土器は、後期後半のくびれ平底様式群とグスク土器のいわゆる広底様式群、両者の系譜的な関
係を考えるうえで留意すべき資料と思われる。本遺跡の主勢となるグスク土器に、滑石製鍋の模倣以外に、糸数
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グスク出土の鉄鍋模倣士器（報文中の鍋形V類，註5)や稲福遺跡の白磁玉縁碗を模したとみられる碗形土器（註10)、

我謝遺跡出士の中国産磁器皿を模倣したと Hされる皿形士器（註3)などがあり、舶載容器の形態模倣ならびに、

その器種バリエーションの多様化も当該期士器の特徴のひとつといわれる。本遺跡でも滑石製石鍋の模倣とみら

れるグループ（第43図24や同図29、30など）が一定量得られている。第45図77の胴部片資料もあるいは舶載陶器外

耳壷（褐釉陶器外耳壺か）の形態模倣の可能性も考えられる。他方で、胎土混入鉱物と器種の相関関係について、

特に滑石粒混入土器では器種が窺えるものは鍋形にほぼ収束される結果(21点中17点）となった。この傾向は銘苅

原遺跡や森川原遺跡でも同様にみられるようである。

〈註〉

註 1.安里進他「グシク土器の地域色と 「くに」・『世」」 「日本民族文化とその周辺」国分直一博士古稀記念論集編纂委員会 1980年

註 2.呉屋義勝・山里昌次・豊里友哉他 「真志喜森/II原遺跡」宜野湾市文化財調査報告書第18集宜野湾市教育委員会 1993年

註 3.大城慧他「我謝遺跡」西原町文化財閥査報告書第5梨西原町教育委員会 1983年

註4.玉城安明・仲宗根啓他 r銘苅原遺跡j那覇市文化財調査報告書第35集那覇市教育委員会 1997年
註 5.金城亀信他 r糸数グスク一発掘調査報告書」玉城村文化財調査報告書第1集玉城村教育委員会 1991年
註 6.島袋洋他 「屋良グスク」嘉手納町文化財調査報告書第1集嘉手納町教育委員会 1994年

註 7.大城剛他 「喜屋武グスク」具志川市教育委員会 1988年

註8.金城亀信他 「阿波根古島遺跡」沖縄県文化財調査報告書第96媒沖縄県教育委員会 1990年

註9.伊藤慎二「沖縄編年の現状と諸課題」 「史学研究集録」第19号圏學院大學大学院日本史学専攻大学院会 1993年

註10.常顔銅ー・金城亀信他 「稲福遺跡発掘調査報告書」沖縄県教育委員会 1983年

第7節土製品（第45図89・図版16)
土錘に似た製品が 1点出土している。ややいびつな円筒状で長軸方向に孔を貫通させるが、垂飾品など錘以外

での用途の可能性も考えられる。銘刈原遺跡でも類例が確認されている（註1)。計測重量6.9g。し-255層出土。

註 1.玉城安明他「銘苅原遺跡j那覇市文化財調査報告書第35集那覇市教育委員会 1997年
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第15表土器観察一覧(1)

挿図番号
口径

図版番号
群土器分類 底径

器高

第43図 l
第
m 伊波・荻益：

図版14 群 式系列

器形態・成形・文様等の特徴

illl -
第431没12 期 ー 砂質1砂粒主体に弱逗曰：

図J:li14 系 ー 一 粒 ・透明色鉱物粒を混和

・.←

泥質／石灰質粒・細砂粒
ロ:t8.2 ほぽ直口器形だが、口緑部外端は突出器面内外ともに福位ナ

第43図3 後期系 し、項部以下は微弱に膨らむ口緑下デ．
図版14 有文a類 ― ’部に、粘土突術を横位に囲絞貼付．

若干開く口緑部形態ュロ緑端には区画器面保持悪く、調盤痕は
文様帯として横位に連続短沈線文を 不詳。
3条配し、下位に斜位沈線を鋸情状構
成で施文。
ヽ ー・

棒状工具による押引に似た連練点刻 器面保持悪く、調蓋頑仕
文を規則的？に施文。 不詳。

I 

第,13枢I ~

図版14

第43段Is
図版14

第43IJ<I6 
図版14

第43似17
1 

図版14

胎土質

混和材
器面観察

砂質／混和材が器表面露
出．粗砂粒主体に石灰質
粒・透明色鉱物粒を混和

器面調整

後期系
— 泥質石灰質粒 基本的面砥五百ど同様、口緑下に粘土器面ー内外―ともに横位ナデ

有文a類 一一 突帯を鍔状に巡らすが、サイズは小振調整． ①橙掲色 しー25

" . 
り．' ②明赤褐色 5層

・-... .. -
後期系

＿ 泥質／石灰質微粒・黒色鉱 緩やかな外反口緑で、口唇端に刻目を内外面ともにナデ面整、

有文b類 ー 物粒を僅逸混和． 施文。 口緑下部に指圧痕？ ①橙色
ー ②にぶい黄橙色

I • . — 泥質／石灰質粒
後期系

全体の器形態は不詳口緑部はほぽ匝器面内外ともに横位ナデ

有文b類
ー ロ．口ぽ下に豆瘤状の粘土充墳、その調整 ①明赤渇色
一 戟郭を沈線で強調する。 ②灰褐色

砂泥質乃西王粒 •緬韮・ 全蔽祠8形雁匠示詳だ示渭籠：方向~玩面ぱ横位ナデ、内面rcb,cゑぃ面色
黒色鉱物粒 やや粗雑に沈線を施す． は器面保持悪く不訊 ②にぶい橙色（一 すー23

部、橙色）
5層

後期系
有文b類

I I o 

第,t,3図8第 後期系 ー 泥質＇石灰質拉を主体ビ屈7<」学沃る外反石薔をもら.9c端に兵器面内外ともに、横位ナ
図版]4 μ 無文a-i 一 色鉱物粒を!Ut混和。 り気味の断面観を呈す， デロ稔直下に指頭圧痕 ①明赤褐色

類 ②明赤褐色を確認

第43区19群 後期系 — i尼姐微砂粒・赤色土粒を 面酉8と同様、略「<J字状の外反口縁器面内外ともに、横位ナ
図版14

・ 無文a-i 一 少最混和， だが、口緑端は逆に肥大気味となる デ調整 ①明赤褐色
し‘ 類 — ＇ ②暗褐色
ゎ — J

（内端にも微弱に突出）
I 

第13即 oゆ 後期系 ー 泥質I石灰質微粒をごく僅微弱な内蝉器知暉亘の平坦面器外而および口唇上而に
疇 lヽl嚢 無文b類 二 飛混和． 鰯 で、内外端部が略「TJ字状に、特には、比較的T寧な横位ナ①褐灰色

慣l ---"-
叫初内端が突出する。 テ9 ②灰赤色

第43図11t 後期系 (1=18.6泥資7細砂粒・ 黒色鉱物粒・ 若ギ薔百む器面茫]i'(弱ぷ万辰石緑た内外ともナデ調盤器内~否泳火熟
'"' 図版14 面 無文a-i ー 赤色土紘 伴う深件器形と類推．口粒部成形ぱ雑面に植物質調斃具II)痕跡作用で黒褐色に

•- の 類 ー で、粘土接合痕も比較的明瞭．
一 範

とみられる条痕。 ②にぶい黄褐色

第431汝112団 後期系 口 :22.4 泥質7赤色土粒•石仄質微 頑部で若干締まり、緩やかな外反口緑横位ナデ主体，外面に条
図/ll.il4

無文a-ii — i粒を少嚢混和• Iがつづく口唇端部の面整形により、 痕、内面の頭部付近で肖LJ ①にぷい赤褐色
類 外端が微弱に突出している。 り整形痕確認． ②赤褐色

後期系
— 砂泥質／細砂面湧哀色王藉ー卓垣面百もっ咬冠正似た面涌五t面級内面の保弱悪く、調整は

底部a頚
ー を混和器面の混和材露出部は丸みを帯びる内底には明確な面不詳だが、器外面にはナ ①にぶい橙色
底=1.0 もみられる

._一
1の形成みられず． テ・・ ②明赤褐色

後期系
ー 砂泥質／石灰質微粒頂~ 同艮im:.似た、やや誼匝な造りの尖底弱面丙外とも1こ、ナデ9士

底部a類
ー 鉱物粒をごく懺磁混和。 状平底内面には意識的な而形成が認上げ ①にぶい橙色
底ョ． lヽ められる・ ②明赤褐色

第43図15 後期系 ー 砂質／細砂粒•石灰資面苓円盤坂正似た、若干厚手み車函函部か内外面ともナデ仕上げ ①にぶい也色（底ナ
図版14 底部b類

一 色土粒・透明色鉱物粒（石 ら9翡1部が若干くびれ桐部に移行． （器外面には斜位・横位方
底=6.2英か）

面は明赤褐色）

.. . 向）．
I 

②浅黄橙色

後期系
ー 砂泥質／赤色土粒•石灰質 底面緑部が張す出し、くびれた底部か器外面はナデ主体．内面 ―---

底部b類底=-8.6 
一 粒 ら膨らむ器体に移行. II)底部には、削りらしき①にぷい橙色

i②橙色
. - 調整痕．

後期系
— 泥質，縣色鉱物粒・透明色 くびれ度合の弱い平底で、全体に薄手外面はナデ調整および藉

底部b類距lO.4和
ー 鉱物粒を比較的多巌に混 成形だが、殊に底面部は器厚薄い（約 ，圧瓶内面には刷毛目状 ①にぷい黄褐色

5 u1111) ②にぶい黄Ii色
・1 -~---

の条痕みられる

第43図18 不詳士器 口=2•1, 2 泥質／細砂粒•石灰質微粒 微弱な内田を呈する広口器形。口縁内外とも横位ナデ主体、
憶1版14 無文

— 上端は平坦整形され、内端部が若干内口緑端部（内外面）には指①明赤褐色
側へ突出． 圧競形痕が並列・ ②明赤褐色

第431文ll9 . I不詳土器 ― 涌預打細砂藉元灰質亙を一緩べ巧可承漕口訟口唇婿あ平坦面に器面内外ともに横位・斜
図版14 第 無文 一 少批混和濱卿：：微かに小浅い沈線をもっ．口稔外端に粘土を充位のナデ仕上げ。 ①にぷい赤褐色
a - fl認められる。 填し、比較的T寧に仕上げる ②明赤褐色

2 --l-― --泥質／石灰質粒・焦色鉱物 器体下部か
第,13図20血 不詳土器正24.I 

暉緩やかに雁芍臣這形.'器而内外とも丁寧な横位
粒・赤色土粒を少最混和． 口稔上端の平坦盤形で内端部が微弱 ナデ9土上げ内面の口緑 ①大部分はスス

図版14 不 鍔状突帯 二 に突出．口緑下に断面三角枯土帯を鍔部付近には箆削りらしき受け、赤灰色

詳 I
状に貼付。 整形痕みられる ②赤褐色

上 -—--- - I 

第43図21'り 不詳土器• — 泥質／石灰質微粒・透明色 直口に近い器形で、口緑端はT寧に平辟面内外ともに横位ナ
命

デ①灰褐色（口緑ス

図版14 無文
ー 1鉱物粒を僅最混和 坦面を形成している断而観では口唇調整 ス受け黒褐色）

直下部が微弱に薄くなる. 1@にぶい赤褐色
泥質／黙色鉱物粒・赤色土 同図20と同様の器形と類推粘土突帯器面保持悪く、詞整痕は
粒・透明色鉱物粒 を横位に貼付する． 不詳 ①明赤掲色

②赤褐色

第43/啓113

I 
図版14

I 
第43似/14
図版14

第431~116
図1版14
I 

単位： cm 

色詞
出土地C器外面
層／遠構

②器内面

①明赤褐色 そー22
②明赤褐色 9屑検出面

①にぶい橙色 せ-26
②橙褐色 1屈

①明赤褐色
せー2,J

②明赤褐色（外面
5層

より若干暗め）

凶
脳

す
．3

せ—2~

4層

第43図17
固版14

第43図22
図版14

不詳土器
鍔状突帯

第43麟
|― 第滑碑混和一＿ 声ぃ滑宕粒をか芍可磁戸上力直的野霰ヵ—プ面器外面は横位の箆削り薔①明褐色（底面は

I 土器 一 凸に混和（金屈質な光沢帯描き、境部に稜を形成せず．全体にT 形後、横位ナデ内面は器灰褐色に近い）
図版14 群 (I)-1類 底=10.2びる）細砂粒・透明色鉱物寧な薄手成形（底面部で約6皿n) 面状態は良くないが、ナデ②灰黄褐色～灰

粒も少依混入｀ による平滑整形． 黄色

把手・突起 口=26.6泥質／赤色士粒・褐色J:粒 ＇器体下部から緩やかに開き微弱に内内ク面和：も横位ナデ主体

①顛 を多位に混和微砂粒謀 ＇彎口緑上端・把手上面は平坦整形さ 内面（特に口緑部付近）で①明赤褐色

鍋形a頷
二 色鉱物粒もごく僅最混入．れ、外端が突出長方形状の把手緑部 は横位・斜位の箆削り痕②赤褐色

は明瞭な角をもっ

グ
ス
ク
（
系
）

4
 
2

4

 

屈
配誓

ちー23
8屈検出面

さー26
5層l0-20

すも1
3屑

しー21

9附
pit!O-a 

しー27
Il層

せー25
5屑

す-27
9屑

そー23
9層

しー259屈
溝状遺構B

すー259層
演状遺構B

せー24
8層検出酉i

す・せー27
8雇検出面

し-26
9層
淮状遺構c
すー25!涌
溝状遺構13
地山直上

グリッド不明

8屈

すー259層
溝状遺構B
す'-248屑pitl9
検出面直下

そ-24
8層検出面

-82-



第15表土器観察一覧(2)

挿図番号
口径

図版番号
群土器分類 底径

器高

単位： cm 

胎土質
混和材

器面観察
器形態・成形・文様等の特徴 器面調整

色調

①器外面

②器内面

出土地
層／遺構

第43図25
把手突起 口=17.0泥質／赤色土粒を少泣混 胴部より緩やかなカープを描き内閾． 器面内外とも横位・斜位

図版111
④羅ヨコ ー 和器面は僅かにあばた状口緑部断面餓は丸みもち、端部側面にナデが主体．
鍋形b-ii ー を呈す は横形突起を貼付

把手・突起 一 泥質！褐色士粒・黒色鉱物 内閲口縁で、口緑端側面に横形の把手内外とも横位ナデ主体
第4312{126 粒をごく催最混和あ｛また

図版14
R類ーヨコ

状突起口唇上面は雑な平坦整形、外 ，器外面、部分的に箆整形

鍋形b-i
状の器面 端部が突出、 痕みられ、突起部直下に

は指圧痕が並列
~ 一 -- -

口=13.9
泥質透明色鉱物粒・赤色 広ロ・広底器形 底`部からほぼ垂直方向に器外面保持悪いが、体部

第45l'Xl27 把手・突起 土粒をごく微址に混和器胴部が立ち上がり、口緑部は内遵する。口下位に箆削り痕（ナデ仕①明赤渇色
④類ーヨコ 胴最大

図版14 =2'1. 5 
而は多孔質で、あばた状を粒部断iiii観は舌状を呈し、側面部に小さ J:)_内而は横位・斜位の ②灰黄褐色～に

鍋形b-ii 
底=15.0

呈す な横形突起を付す．器全体に歪み力瑚干見刷毛目状条痕が内底面際ぶい黄褐色
られ、 1:部から俯敵するとや空楕円形呈す。までみられる

把手・突起 一 泥質I赤色土粒をごく館紐直口に近い微弱な内傾器形。口緑下部器面保持はあまり良好ー
第43f火128 混和多孔質の器而であばには大きな横形の把手状突起をもつはないが、内外ともナデ ①明赤褐色
図版14

③ ーヨコ ー
鍋形a顕

た状呈す． （先端部欠失） 主似把手部直下に指庄 ②明赤褐色
痕みられる．

I 

ー 泥質細砂粒・透明色鉱物 ほぽ直口器形．口緑端側面に略長方形器外而i・把手面祈士比較的
第431部129 把手・突起 ①橙色
l汝1Jlli14 ①類

一 粒（石英か） • 黒色鉱物粒をの大形把手を貼付口唇上端把手J:-. 丁寧なナデ，内面ぱ器面
一 少釦昆和、 面を平坦に整形. ! 保持悪く、整形不詳- ②明赤褐色
― i尼質,'iffi色土粒微砂拉を直口器形で、U唇上壻把手上面を平器面内外とも丁寧なナデ

第1J3図30 把手・突起 ― 僅最混和するややあばた坦整形口唇内端はわずかに内w.把仕上げ把手の基部で催①にぶい赤褐色 し-20
1文I!慨l4 ①類 ー 状を呈した器而 手1ま規格的な稜形成だが、中央部は岩かに指圧整形痕が残存． ②明赤褐色 3屈

千＜ぽむ．

云似131 把手・突二ご 泥質雇韓紅直汲 口蜘和潤亡内端が葵出．口緑上内外とも比較的T寧なナ①褐灰色 I 
1裟II阪14 (D類

ー 少嚢混和する． 端・把手上面は平坦整形，把手の両端デ主体だが、内而には指
ー をつまみ中央がくぽむ 圧痕も若干みられる ②明赤褐色

泥質I褐色土粒微砂粒£―函切器形で、口緑内端が内側にやや突内外ともT寧なナデ．把 ―-
第431汝132 把手・突起 二 僅最ながら混和．器而r-;tfiii出．賂長方形の把手1ま下方が突き出る手前而にぱ邸き調整（滑 ①にぶい赤褐色
図版14 ①類 かに小孔みられ、あばた状かたち 沢あり），内面に横位の箆②明赤褐色

を呈す 削りらしき整形痕．

第431汝133 把手・突起
— 泥展j赤色土粒を主体に、 口緑端が欠失し、傾き度合などは不群器面内外・把手音IIともナ

I反l版14 ②類
一 微砂粒・訊色鉱物粒を少凪だが、口緑上端は平坦整瓶把手は比デ仕上げ ①橙色

＇ 
一 混和 較的直厚なつくり 9 ②にぶい貨橙色

第 泥質／赤色土粒 •微砂粒を ＇微弱な内旧器形舎 口椋上端はやや雑な外面は口粒部付近に横位
第13園34 I 把手・突起 ― 少虻混和． 平坦盤形で、断面観は丸みをもっ． の箆削りが施され、全体 ①にぷい褐色
凶版14 lit③珊クテ ― 的に邸きに似たナデ仕上②にぶい赤褐色

げ．把手部・内面ナデ
ノ

第'1.41汝135 フ． 把手・突起
ー 泥質＇細砂粒•赤色士粒を 緩やかな内匂器形．把手中央部に指圧器面内外ともにナデ仕上
一 少黛混和 痕がみられ、下部はやや突出してい げ（内而横位ナデ） ①明赤褐色

図版）5 ク ②類
ー る

②明赤褐色

~ 
7, '砂泥質I赤色土粒を主体に微弱な内彎口橡で、内端面が若ギ葵―~トともナデ主体（内面

第441各136 把手・突起 ― 微砂粒•石灰伐粒をごく僅出． 口唇上端及び突起部上面は入念なは横位ナデ）｀ 内面に箆削 ICD明赤褐色（内面 そ-23
図版15 血 ③類ータテ ― 凪混和 より若干暗め）平坦整形突起部の平面殴は長楕円形り整形痕、同じく口稼部 8屑0~5、ヽ ②明赤褐色を呈す． 付近に指圧痕が並列
' -

第44区137 把手・突起
ー 砂質i赤色士粒を少屈混 微弱な内傾口緑＞上端部の平坦整形な器而保持悪く、整形痕は せー259層

l吝l版15 @類 ー 和ややあばた状を呈したく、I祈面観は丸みを帯びる 不詳だが、内面には僅か①橙色 楷状遺構B
一 器面（内面でより顕著）． に横位ナデ痕e ②にぶい赤褐色

. - ... 地山直上

ロ=15.6砂泥笥微砂粒を主体に、 胴部から口緑部にかけては緩やかに器而内外とも比較的T寧で涵狂白色（内面に

鍋形a類 一
赤色士粒も微戴混入あば内傾するが、端部付近で直口口唇上な横位ナデを主体，内面 比ぺ、やや灰黄色Iす-259層

ー た状を呈した器面 面は平坦面整形され、口唇部外端が外の口緑部付近に横位の箆に近い） 溝状遺惰B
側へ微弱に突出 削り痕を確認． ②灰白色

第44!z]39 ― □ 湿質に近い）I赤色直祠Jf多、口唇上面の平坦而釦形によ器而内外とも横位ナデ仕①明赤褐色 1 た2,;-

図版15
鍋形a類 一 粒・微砂粒をごく僅伍ながり、内外両端がやや広がり微弱な肥厚上げ．外面の口縁直下に ②明赤褐色（やや

ー ら混和する を呈す 指頭痕あり 明るめ）
8層

＿ 砂泥質／赤色土粒を主体 ほぽ直口器形を呈す、ごく微弱な内恨器外面は横位ナデ主体 1①1こぶい黄（内面

鍋形炉穎 一 に、微砂粒もごく僅凪混 口緑 で、口縁外端付近に指圧色調ややオリープl しー20
人 痕が並列．内而1ま器而保 色帯ぴる） 7層

' .  
持悪く不詳， ②にぶい黄橙色

泥質石灰質粒・褐色士粒 内喝口紐口録蝠部に意識的な平坦面全面に租雑石整瓶器面 ①明赤褐（部分的
疇 b-i ― をご<I低量混和． 整形が施され、内外両端が拡がり路「 内外とも横位・斜位の箆 にぶい褐色） 1 しー269蹄
類

ー 消状遺構c
TJ字状を呈す． 削り整形後に、ナデ仕上 ，②明赤褐（やや明 — 

げ． るめ）
埋士O~::>

第1411!142 鍋形b-.ii
ー 泥質／黒色鉱物粒をごく僅やや厄手で、緩やかな内辺器形．口緑 ：器面保持悪く｀調整は不
ー 虻混和 端部は平坦面をもたず、丸みを帯び詳だが、内面一部に横位 ①にぶい黄橙色

図版15 類 ②にぶい黄橙色
ー る の箆削りらしき整形痕
泥質甑かだが器而には小 ＇ロ緑下部に最大径を持つ内梵器形．口内外とも部分的に箆削り

第44図43 鍋形b-ii 口"22.4孔みられあばた状を呈す．緑端部に意識的な面整形が窺えるが、痕がみられ、全体ではナ ①灰褐色（口緑部 せ:-259層
図版15 類 ― 細砂粒を混入、透明色鉱物全体に簡賂的で、丸みを帯びる， デ主体． は明赤褐色）

一 粒らしき混和粒も倣歎有り． ②明赤褐色
溝状遺構B

I ・---、
泥質／赤色土粒・褐色土粒 器体下部から口緑にかけ緩やかな力全体にやや雑な整形．外

ロ=21.9を主体に混和し、微砂粒も 一プを描く内田器形口緑上端は雑な面は横位・斜位の箆削り
鍋形a類 胴最大ごく僅かに含む．内外とも、平坦整形． 後、ナデ仕上げ．内面のロ ①明赤褐色

②にぶい橙色=22.8 あばた状の器面． 緑付近にぱ横位方向に刷
毛目状粂痕をもつ

ロ=22.2泥質／比較的粗粒の赤色士内閲器形4全体的に粗雑な成形のため、内外ともナデ蒻整が主体
筍4,1図45 鍋形b-ii 粒を主体に混和器面には口唇端上面の整形もいびつで、丸みをで、指圧整形痕も顕著外

①にぷい橙色～ つー2391w

図版15
胴綾大 にぶい黄橙色 埋粋迫構4
=25.4 

類 小孔もち、ややあばた状を帯びる．粘土接合痕も比較的明瞭2 面では箆削り整形痕も確
呈す 認

②にぶい黄椛色 ）滑頭部に供献

(i)明赤褐色
②明赤褐色

(i)橙色
②にぶい黄橙色
（口緑部付近は橙
色）

しー259層
溝状遺構B

辺
層
す
ー

せ-22
7層

しー259屑
溝状遺構B

す-2-1
4層

第441区138
1文IH/il5

第、14区140
図J坂15

第44図41
l営1版 15

第44図44
図版15

す-259屑
溝状遺構B

ちー26
rr層15~20

し-27
8層

せ→26 
5層

す-22
8層

せー20
7層

さ-20
7層

-83-



第15表土器観察一覧(3) 出位： cm 

口径 ， 胎土質 色調挿図番号 1 

図版番号
群土器分類 1 底径 ＇ 混和材 l 器形態・成形・文様等の特徴 器面調整 ①器外面

出土地

層／遺構器高 器面観察 ②器内面

・ロ=16.2 I 
泥質／微砂粒•石灰質粒を 緩やかな内轡器形口全体的にやや雑な器外面は保持悪く、整形 l

第44図46; '鍋形b-liI ごく僅量ながら混入。やや i成形。 ！不詳だが、指頭痕が顕著
；①橙色 しー25 9層

図版15 , 類 • - あばた状を呈す器面。 ＇ にみられる C内面は横位 ②橙色（外面より 溝状遺構B
幾分暗め） ：埋士15-20・ナデで、一部に指頭痕' ' 

- I泥質，／褐色土粒を僅かに混 1口緑部付近の整形痕の方向等から内 器外面の保持悪く、調整1ま

第44図47 鍋形b-iii
ー 和。あばた状の器面をも 髯器形と類推パ緩やかなカープを描き、不詳だが、口縁部付近に

①にぶい黄橙色
図版15 j 類 ， 

- 'つ' '口縁端部を舌状に尖らす0 ; 横位の箆削りを確認。内
面は斜位ナデ一部に指 '②明黄褐色

圧痕が残存
' '― ー 泥質／褐色土粒透明色鉱 ！比較的薄手の内関器形。口緑先端部を 1器面内外ともナデ調整を ！第44図48 ! 鍋形b-iv 1①明赤褐色
図版15 ! 類 ， 

- I物粒をごく僅呈混和。やや I舌状に尖らすが、外側に意識的な肥厚主体。外面の口縁下に箆
ー あばた状を呈した器面。 成形（断面観は玉縁状）。 I整形痕が僅かに残存。 ②橙色

第44図49 i鍋形b-iv 口=17.6 I泥質＇赤色土拉を主体に、 I胴面~緩やかに内彎口緑端を肥大器面内外とも横位ナデ主 ，
＇ — ,微砂粒も僅量ながら混入 させ 内`端に突出させる外端佃l部に i屯内面は横位の箆削り ! ~ ①rぶい赤褐色

ー ，~ '-- 類 I - Iする。 iは稜をもつ。 蕗形後、ナデ仕上げ． ②明赤褐色
泥質褐色土粒・石灰質粒万廷邑は比較的厚手，福やかな外反口緑外面は横位・斜位ナデ痕 l

第44図50I i 鉢形 ， Iをごく僅量混和すな器面 1で内面部に稜線はみられない。 僅かに残存。内面保持悪 ①にぶい黄橙色

図版15 ' a -i類 l ー には部分的に小孔をもち l Iいが、口縁内端に箆整形 I~明黄褐色
②にぶい黄橙色

ー 一— あばた状を呈す。 I (ナデか削りか曖昧）。 ． 
， 口=22.2 泥質赤色士粒•褐色土粒 微弱に膨らむ胴部に項戸万「く」字1内外とも横位・細位ナデ ―---- ---

しー22
6層

せー24
5層

せー24
8層下部

せー25
4層

すー25第44図51! , 鉢形 ①rぶい橙色ー を僅量混机ややあばた状状の外反口縁。頚部屈曲部の整形によ主体．口頑部付近に横位 ' ~, 送油管溝内図版15 I a -ii類 ②にぶい橙色— を呈す。胴上位に穿孔。 1るのか口録端がやや肥大気眠 の箆削りに似た盤形痕I (撹乱）

口=11.0 
泥質 ＇赤色土粒 • 石灰質粒 器体下部から口緑部へ緩やかな力—プ 1 内外とも箆削り整形絞、

①橙色第44図52 , 鉢形 をごく僅最混入する器面を描<nり口器形で、口縁端部は外側へ横位ナデ内面では刷毛 ！
②rぶい黄橙色 すー259層図版15 a -ii類， は若干、多孔質 短く折れる ，目状条痕も確懃外而頌， し

（一部、浅黄橙色） I 
i溝状遺構B

廊以下に指圧痕並列

第44図s3I 合本形
I .::_ I泥資赤色土粒・褐色土下一微弱に膨らむ胴部からやや内田し、略内外とも基本的にナデ仕 ，①橙色（内面より こ•さー27

図版15 分類不詳
ー を少呈混和cあばた状に似「く」字状を呈す外反口椋がつづく．内上げ夕外面は雑な整形で、＇赤み強め） 9層
ー た器面。 面屈曲部には緩い稜線をもっ 一部に箆削り痕c ②橙色 滞状遺構D

! ; ― Ii尼質／赤色土粒・褐色土粒を微弱に膨らむ胴部から頸部はやや締 内外とも横位ナデ主（本C
第44図54, I正 16.l Iごく僅菫混和，あばた状の頃る。口禄部は内面立ち上がり際に不 1外面頸部に箆削り。口緑心橙色（内面より ！ せー21鉢形b類 I赤み強め）図版15 I ― 器面，胴上位に穿孔あり 明瞭な稜を伴い、外側へ僅かに肥厚 部成形時の指圧痕が明瞭 I 5層

②橙色, I - 1(補修孔か）。 し、口唇端は内側に向く o Iに残存＝~ I r--——-——- - -—-, i尼質／微小な滑石粒の混和 ：球状に似t,::Jj彩らむ胴部に、略「く」字状 I器外面頑部以下、口録部

第44図55 I I 
！第 口=13.0 i認められなあばた状の器 ！を呈す比較的短い口緑部がつづく器 内面とも箆削り痕を確 I①灰白色

図版15 I群
鉢形b類 i胴最大面， 形で、最大径は胴•I•位付近にくる。 認．やや雑なナデ調盤．外

②灰白色, =1s. 6 , I面の口抒屈曲部には成形
1時の指圧痕が並列。 l たー25溝4

iグ I 泥質赤色土粒褐色土粒器壁厚かなり薄手で、丁寧な成形。同内外面とも比較的丁寧な，
口=110 

第44図56i _, ①明赤褐色
，鉢形 b類 胴最大 1

• を比較的多く混入する。 ！図55と同様、球状に近い膨らむ胴部に、整形。箆削りの後に、ナプ すー21 9層
②にぶい橙色~I図版15 , |「く」字状に口縁部が立ち上がる。 ＇仕上げ。口縁部付近に指

1系
=15. 1 にぶい黄橙色噸痕が一部残存,~-' 

第44図s7I土 ＇ 鉢形
ー 泥質／微砂粒をごく僅量混器体下部より口緑部へ、緩やかなカー内外ともに箆削りの後、 1

；①明黄褐色
図版15 器 1 分類不詳 l

＇ 一 和。器面はややあばた状に 1ブを描き開ロロ縁端は微弱に屈曲しJ横位ナデ仕上げ，内面に
- I近い。 口唇上に僅かな平坦面をもつ。 1は指圧痕もみられる。 ②橙色

第44図58
ー 泥質（微砂粒・赤色J:粒を 口唇外端がやや突出し、舌状に近い微内外とも、やや雑なナデ

！浅鉢・皿形 一 僅黛混和器外面ではあば弱な外反口緑，浅鉢の器体は下部が膨 9主体，器外面で部分的に ，'①橙色
図版15 '

1 ー た状呈す』胴中位に穿孔． らみ底部へ移行。 1箆削りらしき調整痕． ②明赤褐色I・-t 
! I (尼~i黒色鉱物粒ごく僅童 l胴部は微弱に膨らみ、口縁端部を外側器面内外とも、横位方向

第44図59! , I浅鉢・皿形，
― 混入。器面は多孔質， へ僅かに突出させる（外端側部は尖り ＇のナデ調整。

麟 15 ! I 二 I i気味）。
- '''  
第44図60I 

①にぶい褐色
！②明赤褐色（口縁
部付近は外面の
色調に近い）

①橙色

pit 3 

せー25 9層

I 
＇ 溝状遺構B
, （地山直上）

＇す ー268層
列状pitK-L列
試掘内

そー24
5層

そー24
I i口=17.8 ; 砂泥質可百土粒・微砂粒微弱に膨らむ胴か了7雨后環に立ち 1全体にやや雑な整形。内

図版15
l 浅鉢形 ，胴最大 を僅星混和。 l上がな平坦面を伴う、略「く」字状の外ともナデ主体、器外面 1

i =18. 1 I 外反口縁。口唇端部を欠失，' ②橙色 ' 2層には指圧痕も割と顕著。・- . - ' 

く」字状の屈曲口縁を ！器面保持あまり良くない①橙色（内面より I たー23第44図61, I 一 泥質／透明色鉱物粒・赤色 I平坦面をもつ「
図版15 I ：＇ 浅鉢形 I - I土微粒をごく僅祉混和。 もち、同図60に似た器形が類推される.:が、外面および口唇上面 赤み強い） I 9層

I - --

160より幾分か厚手。 に横位ナデ痕を確認。 笠②橙色 ＇埋葬遺構 3
＇ 一

第44図62
- I泥質1赤色土粒・褐色土粒 直口に近い器形］口緑部外端が若干肥内外面ともナデ主体だが

斗①明赤褐色 そ―24l 浅鉢形 ー および黒色鉱物粒をーく低厚し、口緑下の袂り（箆削り痕？）で強口縁下部には部分的に箆 ，
麟 15 i , ノ I - . 屈混入あばた状の器面 調される 削りらしき整形痕， ’②明赤褐色 ' 5層

第44図63

|― . . . 
: l口=23.0泥質赤色土粒・褐色土粒 調整痕の方向から皿に似た器形と類外面頭部以下および内面①橙色（底面部は 1

しー25 9層， 皿形 1 ― 1を少量滉和。器而内外とも ：椎。全体に苅手成形だが、口縁部は仮 屈曲部に、横位の飽削り ！にぶい褐色）図版15 • ! . l蒋状遺構B
' 

， あばた状を呈する やかに外傾し、僅かに厚手。 1痕五全体はナデ仕上げ。 ’②にぶい橙色
I .. . - - . 一ー

第44図64I 

図版15 I 

＇ 
第44図65'
図版1s I 
- , 

＇ 

砂泥質I・褐色土粒を主1本 口縁部付近で曲線的なカープを描き、 I器面保持悪く、調整痕は ①灰黄褐色（口緑
！ 皿形 ー に、黒色鉱物粒も少誠混 口緑端部は尖り気味． 不詳． 付近は暗灰黄色）ピ ー 和．外面はあばた状呈す I ②黄灰色- - . 

ー 泥質黒色鉱物粒をごく僅 '64と同様、開き気味の器体から、口緑器外面は指頭痕が比較的
I 皿形 一 嚢混入、あばた状の器面部付近で緩やかな立ち上がりをもっ．目立つ．内面はナデによ

①にぷい赤褐色

ロ緑端までの器原はほぼ一定． る平滑盤形．
②にぷい黄橙色

しー25 8屠
渭状遺構A
埋上5~10
せー215庖

さ-279屑
溝状遺構C
埋士:30~35

砂泥質直色鉱物粒を多砿ややくびれた底部から口唇端ヘスト器面保持ぱあまり良くなIロ=7.•J ①rぶい黄橙色第44図66' に混和し、褐色士粒も僅量 レートに開口．推定法量からミニチュ ：＜披形不詳だが、器外面の し しー24碗・杯形 底吋.8 ＇（ 呵、浅黄橙色），図版15 i ながら認められる、 ア土器に近い杯形と類推。 ，底部付近には横位ナデ痕 ―" 5層高:2.6 ②橙色が残存．
I I 

第44図67i i 
| ― 泥百可南土粒を僅応昆 ！微弱な屈曲外反口緑をもち、砺面匝百t全体に雑な整形。内外面 1①灰黄褐色（内面1
碗・杯形 i 一 入。ややあばた状を呈した略「く」字状を呈すが、内面屈曲部は緩に、部分的だがナデ痕み ，より若干暗め） せ—20

図版15 I 7層器面。 1やか。 lられる。 ②灰黄褐色

-x4-



第15表土器観察一覧(4)

挿図番号
口径

群土器分類 底径

胎＋皆.. ー ・・一
混和材

器面観察
器形態・成形・文様等の特徴 器面調整

色詞

①器外面

単位： cm 

出土地

屑／遮構図版番号
器高 I ②器内面

ロ

第441叉168
— 泥質I微小なあばた状溶解断面載が略げ」字状を主す口縁部c 器外面には、部分的にナ ①橙色 1 

つー25
l没1版15

碗・杯形 ー 痕が僅かに見られる赤色 デらしき整形痕。内面は ，②橙色（外面と比
I層5-10ー 土粒を少最混入言 ！器面保持悪く、不詳。 べ幾分淡め） ！ 

泥質I祖い赤色土粒・褐色 略「<J字状の外傾口縁で、頸部以下は内外とも、丁寧なナデ調
第451~169

壺形a類
ロ=I.J.0土粒を多泣混和し、石灰質直線的に移行， I整 外而の頭部付近には ①にぶい橙色~Iしー259層

図版16 ― '粒も少量含む， は指頭痕が並列内面に 1橙色 溝状遺構B
は削りらしき整形痕 ②にぶい黄橙色 I

-'  
邪15図70
梱版16

第451汝171

ロ=13.9 i尼質／掲色土粒をごく僅凪頚部で「<J字状に屈曲外傾し、明瞭な器：面内外とも、横位ナデ I①にぶい橙
壺形a類 ー 混和、あばた状の器面 稜線をもつ 主体。内面の口縁屈曲部 ！②にぶい橙色～ そー215層

- iに横位方向の箆削り痕。 橙色
砂泥質赤色土粒・褐色土 「く」字状に屈曲外傾した口縁部。陵 全体に器面保持はあまり

壺形a類 一口=ii.4位を少祇混和し、石灰質粒線・闘斃痕の方向等から、同図70より良好でないが、器外面に 1①橙色
固版16 もごく僅かながら含む 若干立ち上がる口緑部形態と類推C 横位ナデ痕＾ ②橙色

l せー219層
pit!O 60-75 

第45図72
図版16

第451図173
図版16

第15伐174
図版lG

第45図75
図版16

第,isl図76
阪I版L6

泥質涌池玉面炉孫色士 「く」字状の尻願口縁だが、屈曲部位の器面保持はあまり良くな
粒を混和器面は多孔質で、折れは緩く、l!ll瞭な稜線をもたない'Iいが、内外とも横位ナデ ①にぶい橙色 し-25壺形a頚 一 ②浅黄也～にぶあばた状を呈する 項部以下は微弱に膨らむ。 主体外而の頭部には指 出土層不詳

頭痕が並列 い橙色

泥質／黒色鉱物粒・褐色土 口頚部の屈曲は緩やかで、膨らみ度合 T寧な整形そ内外とも箆
口=19.I ①にぷい橙色～＇

壺形b類
粒を少批混入する器面にの強い阻部に移行。口唇端部を欠失＂ 削り主体（外＝横位、内＝縦 1 すー269層

-橙色一ーは{!iiかながら小孔みられ 位）器外iliili磨きに似た
ややあばた状に． 平滑閥斃 ②橙色

溝状遺構c

—~ 

J7=13. b 
-i尼質’赤色土粒も比較的混 n類部の屈曲は緩やかなカープ描き、 T寧な整形。内外面とも

せー259層人 ややあばた状を呈した口粒端は外側に開く．頸部以下は削り横位方向の箆削りに、磨 ①橙色壷形b類 一
器而， 並形のためか、若干薄手になる き「似たナデ仕上げ。 ②浅黄橙～橙色 II I髯状遺構B

ロ"'-16.4 
症形c穎 一

壷形c類

埋土0-10

育質／赤色王社・褐色士粒 頭部で屈曲し、面立気味に立ち上がる全体に粗雑な器面整形c
をごく雁伍混入する．器面口粒部．外而IJIII部の内傾度合やや強く、内外とも箆削りの後、ナ ①赤橙～橙色 すー199層
は多孔質であばた状を呈口唇端は尖1） 気味頭部以下は微弱なデ仕上げ。 ②橙色
す． 膨らみをもつナデ府器形 ' 

泥質褐色土拉 •石英細粒 全体に薄手成形。口頭部の屈曲度合は 器面保持が悪く不詳だが、
を混和器iiiirよ多孔質で、 弱く、微弱な口緑部はやや内傾気味, I器外面及び口緑部内面に①橙色
あばた状を呈する＂ ナデ府 横位方向の箆整形痕（削 i②灰褐色

りかナデか不詳）。

pit 15 

しー259層
溝状遺構B
，遺構内埋土

~-- '  
第45図77予 壺肝部 ― 泥質細砂粒•石英粒を主 器｛本部の膨らみ具合及び突起部形態器外面（外耳部分）の調整①橙色
図版Hi 外耳?

一 体に、赤色上粒もご<fill沢から壺形府部の可能性。 痕ぱ不詳内而には横位 盛土中
群 — 混入する ナデ． ②橙色

- I 泥質赤色土粒• 石英拉を 外底面からの立ち上がりが念で、明瞭器外面は雑な整形だが、 ＇ 
第45図78 グ ー 混和，外器面は凹凸が目立な角（稜線）を形成する．底部はやや薄内面は丁寧にナデ仕上け

そ①橙色 しー21
底部a頬 ー .; ②にぶい黄橙色， 9層図版16 ス

底叫.6
ち、多孔質 手な造りで、外底面が佃かにくぽむ。外底の立ち上り 際にはオ日

胴下位は微弱な辺曲をもつ 頭痕が明瞭に残る。
，（底面は褐灰色） p1t!O-a 

第45屈/7!)邑 ー 泥質微砂粒をごく （屈屈混 外底面際に明瞭な角（稜線）をもつ平内外とも横位・斜位の箆 ①明赤褐色 しー259層

,~, 版16 . 底部a類 ー 和する 底器形．微弱なカープを描き、胴部に削り痕が部分的に残る。②橙色（底面部は溝状遺構B
移行 ＇比較的丁寧なナデ。 叶こぶい橙色） ！遺構内埋土

ー器 ー―-- -— 一 泥質赤色土粒・黒色鉱物 同図79と同様、底面側部に明瞭な稜を外面1が取側袖に横位の箆＇
第45/名/80 ①橙色 しー259層底部a韻 一 粒をI/ii嚢混和する器面はもつ平底器形．底部付近は79に似る 1削り、全体にやや雑なナ
図版1G 底=10.0多孔質であばた状を呈す が、器｛本部の膨らみ度合は弱い。 デ内面は丁寧なナデ

②にぶい橙色 溝状遺構B
I ------泥質/微砂粒・黙色鉱物粒・ 底面部から胴への秒存頑苓がで底面内外とも、横位主体の箆 1①明赤褐色

ー 赤色土粒を（舷最混和。 際の境は不明瞭内面も同様に傾斜が！削り痕が認められ、内面 ②にぶい黄橙色 ＇ すー21第45図81! 
図版16 I 

，底部b穎 一
緩やかで、稜の形成はみられず。 ＇には条痕が残る．底部付 ．（部分的に黒褐 ！ 層序不明

近に指頭痕もみられな 色） i 

「― I ~ I砂泥質薇百噌F右英細粒 底部器肛に比して、胴器壁はかなり薄器面保持ぱあまり良くなく①樫色（底面部は；
第45図82I 

1底部 b類 I
を混和し、黒色鉱物粒もみ手底面側部は角をもたずに、微弱に 不詳だが、内而の底面際 褐灰色）

図版16 , , ・ ! られる器面は多孔質で、 くびれ胴に移行内底面際の傾斜も丸に指頭痕 ②黒褐色（内底＝
あばた状を呈ず 底に近く緩やか にぶい黄橙色）

すー21
8層

第45図83
図版16

第15図84
図版16

第45区85
図版16
' I 

第45図86
,~ 版16

ー~ 一

泥質海色土粒・赤色土粒 底部は肉序(2lrrun前後）。底面立ち上が器外面は全体に粗雑な箆 I I 
①橙色 1 しー269層

庇部b類 一 を主体に混和し、黒色鉱物り際は緩く、胴部へ移行。 削り痕（底面には整形時 1

粒も僅かに含む．器面は多 1の袂り有り）。内底面ば丁 '②橙色（外而より ，i麗状遺構c
底=16.2

孔質で、凹凸も顕芍：． 寧なナデで平滑整形． 若干淡め） ＇遺構内埋士

·--—• ・泥質／微砂粒 •透明色鉱物 外底紐部は削られ、立ち上がりは緩や内外面とも横位方向の箆
粒（石英？）・黒色絋物粒を かなカープを描<。 |削りが主体（器外面には

①褐灰色（底面付I すー19
近は橙色）ごく僅凪混入する器面は ，明瞭な削り痕が残存）

9層
底a:]6.0 

多孔質で、あばた状を呈す 内外ともナデ仕上げ
②にぶい褐色 ! pitl5 

底部b.• 

ー 泥質／赤色土粒・褐色土粒 外底緑部でくびれ、微弱な膨らみを帯「底部立ち上り際に指頭痕 ①橙色（器内面よ
底部c類 ー を僅迅混和器面は多孔質び胴に移行、内底面際の傾斜は緩やかが並列・内底面にも部分 り幾分暗め）

しー259層

底=7.6 で、あばた状を呈す． で、底部中央にかけ薄手となる。 i的に指頭痕みられる ②橙色 ， 
, 1羞状遺構B

-
泥質／赤色粗粒 • 褐色土粒 甚本的には、同飼85と同様の底部形態 1全体に器面保持があまり ，①橙色（底面部は

ー を主体に、黒色鉱物粒も僅で、全体に比較的薄手の造り U 良くなく、調挫は不詳會85Iにぶい黄橙色、褐 すー259層
底部 C類 一 釦混和。器面は多孔質で、 ；と同様、底部の立ち上り際1灰色）

溝状遺構B
底"-10.0 遠横内埋士あばた状を呈す iに指頭痕が並ぶ ②橙色

砂泥質／黒色鉱物粒・赤色 外底緑部は指頭圧によりくびれ、胴部器面保持悪いが、底部立 t- -
第45図87

土粒を比較的多く混和し、！へあまり膨らまずに立ち上がる．底部1ち上り際に指頭痕並列． ①にぷい橙色 すー20
1 底部 c類 i - I赤色土粒も少量有り。 の器厚はかなり薄手 内底面際にIi.箆らしき ，②灰黄褐色～に 2屈上部図版16

—, 調整痕が僅かにみられるぶい黄褐色 0~15 
（削りかナデか不詳）

- ,. 

第45図88I I底部分類 i
ー 泥質／赤色土粒・微砂粒を 全体に肉厚だが、内底は底面際から中内底面は比較的丁面豆臼一

①にぷい橙色 せ-259層
図版16 ' 不詳

- ! 少拉混入する。器面は多孔 ： 央部にかけ厚くなる（約17皿n) •外底面デで、平滑に面9咽整して
質で、あばた状を呈す口 に葉茎痕をもつ いる．

②にぶい黄澄色 溝状遺構B
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第8節 石器・石製品・石材
今回の発掘調査で得られた石器および石材は総数54点である。個体数の内訳として、石鏃 1点・石斧状製品 1

点・凹石 1 点・敲打具類 2 点および軽石製品 l 点で、明瞭な加工•使用痕をもたない石材は48点である。本報告
では、軽石製品を含めた「石器・石製品」と「石材」に分け、前者を第46図•図版18に示した 。 以下、その観察事項
を簡述する。

石器・石製品

1 . 石鏃（第46図1)

チャート製の打製石鏃である。先端部を欠失するが、 二等辺三角形を甚調とした無茎・凹基の平面観を呈する。
側辺部の打剥調整（チッピング）はやや粗いが、先端および碁部両端の間に走る稜線も整っており、全体的に丁寧
な整形といえる。現存先端部～基端凹部の長さは17mm、基部両端の現存幅は17mmを測る。こ-26第6陪上部出土。
2. 石斧状製品（同図 2)
略長方形を呈す、小型の半磨製石斧で緑色片岩製。表裏面の大半および側面部に研磨調整が施される。刃部の

裏面は使用に伴う剥離がみられ、基部も一部欠損している 。 現存最大長• 最大幅および厚さは、各々10cm・3.6
cm・3.1cmで、重量は209gを測る。せ-26第9層面検出の溝状遺構4号内埋上出土。
3. 敲打具類（同図 3-5) 

敲打•磨滅の痕跡が認められるものである 。 3 はヒン岩を素材とした凹石で、裏面下半を欠失する 。 表裏面と
も中央部に明瞭な窪みをもつ。側面部にも僅かに敲打痕らしき窪みが認められる。現存重量は748g。せ-23第8
層出土。

4は、敲打具の先端部と目される断片資料で、使用痕が明瞭に残る。材質は緑色片岩。5も敲打具用途の石器
とみられ、裏面下端は敲打に伴う欠損がみられる。側面部中央および上端部にも敲打痕らしき剥離が認められる。
火熱作用で全体に赤褐色を呈する。材質は砂岩で重量376g。いずれも第 9層面検出の溝状遺構B内埋土から得
られたもので、前者がす-25、後者はせ-25である。
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5. 軽石製品（同図 6)

軽石素材。深く挟れた溝が斜位方向に巡る。子供の拳大サイズで重鼠は37.4g。せ-25第9層の溝状遺構B内埋

土。今回の調杏で軽石は数点検出されているが、該資料のように加工痕・使用痕をもつものは他にみられない。

石材

加工痕・使用痕は認められないが、石質観察等より遺跡外からの持込みと類推されるものを「石材」と取り扱っ

た。材質の観点から量的趨勢をみると、緑色片岩が最も多く、チャートや砂岩が続き、閃緑岩• 安山岩も少数認

められる（第16表参照）。緑色片岩と閃緑岩には沖縄本島外の産出（久米島・渡名喜島産出の可能性）の蓋然性が高

いものも僅量ながら見られるようである。

第9節 滑石製鍋・転用製品
今回の調査では滑石54点が出土しているが、大部分(40点余）が 2cm四方未満の小破片である。本報告では、滑

石製鍋の形状を留める資料やその転用品とみられる資料など、特徴的なものを図示した（第47図・図版19)。

1は平坦な口唇面を持ちつつ、口縁部内端を突出させる内傾器形の石鍋である。推算口径26.1cm。しかし、器

面内外および破損面に複数の挟りがみられることから、あるいは二次転用を意識した加工の途中であった可能性

も考えられる。せ-25第6層上部より出土。

2も口縁端の把手部分と目される。せ-25第9層面検出の溝状遺構B内埋土より出土。

3は、残存形状から底面の立ち上がり付近とみられる胴部資料である。し-27第5層出土。

4も器体下部とみられる胴部資料である。器外面には縦位方向に削り痕が明瞭に認められ、内面はかなりT寧
に研磨されている。外面は火熱作用による煤付着か黒色を呈する。せ-27第II層出土。

5は彎曲を帯びる形状から鍋破片とみられ、容器内面部には全体に丁寧な研磨が認められる。す-25第5層出土。

6-10は、滑石製鍋の形状を留めないことから、石鍋破片の二次転用品と類推される資料である。

6は、表面中央付近に長軸方向に扶りがみられる製品で、断面観が分銅に似た形状である。扶りと同方向の削
り痕が認められるが、この形状を意識した調整か、あるいは転用前からのものかは不明。し-20第2層出士。

7は、中央に縦位方向の細い溝が走るもので用途は不明。計測重鼠は3.6g。す-24第8層検出のNu19pit埋土よ

り出士。

8は上端中央部に挟りをもち、左右に穿孔された製品である。片側半部を欠損し全形は窺えないが、用途とし

ては非実用品（垂飾具など）の蓋然性が高いように思われる。ち-22第8層出土。

9は、概報（註1)にて「バレン状製品Jとして紹介した滑石製品である。せ-25第9層検出の溝状遺構B埋土より
出上。

類似例として、県内では銘刈原遺跡（註 2)や伊良波東遺跡（註3)の出土資料などが知られる。

10は、箆状工具に似た形状が窺える斬片資料である。表裏面とも非常に丁寧な研磨整形が施されており、使用

部位かと思われる側部は比較的鋭利である。全体に微弱な彎曲が認められることから、鍋破片からの転用品と考

えられる。す-24第8層面検出のNo.19pit埋士より出上。

〈註〉

註 1.賞銘清乃•安座間充「伊佐前原第一遺跡発掘調壺概報」 「南島考古だより 」 第65号 沖縄考古学会 2000年

註 2.島弘他 「銘苅原遺跡」那覇市文化財隅在報告書第35集 那覇市教育委員会 1997年

註3.豊見城村教育委員会 「伊良波東遺跡」豊見城村文化財謂査報告書第 2集 1987年

第16表 滑石製品・石材出土状況

-種---類-＼出土＼地
s;:,; 81ol 9屈 g陪

1層 2層 4尼i 5庖 6層 8眉 すー24そ—22 9層 さー21 しー20 溝B 溝c 溝D II層 m層 溝4 掘込1
Pitl9 P,tll Pi16 l'itl6--. 

滑石鍋 ~ 1 2 1 
製品転用品 1 1 1 1 ＇ 

合 計

゜
1 1 2 1 1 1 

゜゚ ゜゜
2 

゜゚
1 

゜゚ ゜緑色片岩 __!_ ユ I 3 1 
＇ - 1 " (渡名喜産出？｝

II (本島外産出）

砂岩 ! 1 2 
チャート I I 2 1 7 2 2 4 

一
石材 安山店 1 __! ， 

＇ 閃緑岩 2 
I 

II (久米島産出がJ 1 1 

千枚岩 1 
軽石 1 

鉄石 '1 2 1 1 1 
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第10節玉類

玉製品は 6点出土している。そのうち保存のよい 3点を第48図に示した。材質をみると、ガラス註1が 1点、
巻貝注2が5点である。形態から分類すると、臼形を呈するものが 3点、卵形を呈するものが 1点、管形を呈す
るものが 1点、風化が著 しく、形態の不明なものが 1点となっている。
〈註〉

註 1 神谷厚昭氏の同定による。

註 2 島袋春美氏の同定による。

第17表玉類観察一覧 単位 ：mm  

図版己

番号
臭高孔
さ径

材質 ： 観察事項 出土地
径——-~-半分が欠損した状態である。また、側面も一部欠けている。形ノすー25溝状遺構B第48図

闊版45

l 

第48図
固版45

2 

第48図

12 11 3 ガラス 態は臼形を呈す。表而に螺旋状の筋、内部に黒い斑点が若
-+--口 _'干麟できる。色調は半透明の黄色を呈す。 (9層）I 13 , 10 6 巻貝

形態は臼形を呈す。 比較的保存状態が良好である。 螺旋状 ·~-22 pit 7 
i の筋が明瞭に観察できる。色調は白色を呈す。 1遺構面下45cm(9層）

I 

図版45 8 

3 
11 4 巻貝

形態は管形を呈す。風化して表面に粉をふいたような状態ですー26暗褐色土
ある。色調は白色を呈す。 (5層）

I 

二二jこ4
12 11 

形態は側面が一部演れているため、ややいぴつな臼形を呈
巻貝 す。風化が進み、表面に粉をふいたような状態。アバタが観

すー22pit 11 

察され、数条の筋が人っている。色調は白色を呈す。 ， 
(9層）

I 

I J形態は卵形を呈す。風化が進み、表面に粉をふいたような状 ＇
巻貝 態になっている。また、アバタが顕著に観察される。色調は白

せー21・す 21 
Pit 23③ (8層）

: ! 色を呈す。 I 
' '一 ．― |一，

巻貝
風化が著しいため、形態は不明である。色調は白色を呈す。 そー23pit 28 

炉址掘方底面(9層）

~ ぷ合，
◎ 

I I 

こ） — ⑰ 臼 — 閻
゜

3cm 1 3 

I I 第48図玉類

ぅ） ~--
！ 

、~一 』a-

― .. -`.., ニ,.一．一・.・年r・こ.→台, • J ， ヽ ク1・元" '1 
2 3 

図版45 玉類
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第11節鉄製品
本遺跡では3点の鉄製品と鍛冶関連逍物の滓類の可能性がある資料が出土した。機会があれば成分分析や専門

家の教示を仰ぎたい資料である。図版47の1-3は双泉撮影による写真である。

第49図1 (図版47-1) は鉄鏃で、残存部の計測値は長さ3.7cm・ 上端幅1.2cm・ 中心幅0.8cm・ 厚さ0.4cm・ 重量

3.5 gである。せー21グリッド 7層から出土している。浦添城跡（註 1)やカイジ浜遺跡（註2) などから類似

資料の報告をみることができる。

第49図2 (図版47-2)はX線撮影で確認した形状からは、板状で先端は丸みがあるように見える。刀子など

の刃物類か火打金の可能性が考えられる。残存部の計測値は長さ2.5cm・輻2.3cm・ 厚さ0.3cm・ 重量7.3gである。

ちー23グリッド 9層上面EL=15.385mより検出。

第49図3 (図版47-3) は鉄釘で、残存状況を完形とみると、釘の頭がない角状で下部に向かって若干細くな

る形状である。残存部の計測値は長さ4.7cm・ 幅0.8cm・厚さ0.4cm・

重鼠8.4gである。しー27グ リッド 6層から出土している。
図版46は鍛冶関連遺物の滓類と考えられる資料である。磁気反

応があったので軽石ではないと判断した。表面は暗褐色、中は多

孔質で気泡が凝縮し黒色を呈する。破損しやすく軽量である。残

存部の計測値は横輻11.5cm・ 縦輻8.5cm・厚さ7.8cm・ 重さ180gを

測る。このような資料が他に数点出土したが、本資料を含めほと

んどが9層の溝状遺構Cに堆積した8層からの出土である。

〈註〉

註1.照屋 孝 他 「浦添城跡発掘調査報告書」 浦添市文化財調在報告雷第9槃
浦添市教育委員会 1985年

註2.金城亀信 他 fカイジ浜貝塚」 沖縄県文化財関査報告書第115躾
沖縄県教育委員会 1994年

第12節銭貨
第49図4 (図版47-4)は元祐通宝（鋳造年：北宋1086年）である。

書体は簗書。 銭径2.5cm・ 内径は2cm・ 孔は一辺0.7cmの正方形を呈

する。銭厚0.2cm・ 重さ2.5gである。せー21グリッド 7層からの出土。
o 5cm 

一図版46 滓類

ぃi
f
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2
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第13節近世以降の人工遺物
本節にまとめた遺物は、概ね 1・2層、 I~ ill層などから出
土している。

出土遺物は陶磁器類が主流であるが、傾向として沖縄産陶器

の占める割合が圧倒的に多い。概ね近世の範疇に収まる、中国

や東南アジアを産地とする輸入陶磁器（中国染付、青磁染付、

褐釉陶器など）と、近・現代の日本で生産された本土産陶磁器

（本土産磁器、本土産陶器など）が、同じ割合で出土している。

2 3 

その他の出土遺物としては、近世まで遡る可能性のある円盤

状製品やジーファー、煙管、銭貨（寛永通宝）などが得られて

いる。近・現代の遺物としては、ガラス瓶を加工して作られた

コップ（第 66図 16) や、今回掲載を割愛したが、レールの一

部なども出土した。当時、普天間～喜友名近辺には宜野湾製糖

工場の甘藷運搬軌道が設置されていた経緯がある。戦争遺物と

して銃弾（図版48―1: Mlカービンの弾、 48ー 2:Ml、7.62mm
の弾、 48一 3: ブローニングマシンガン弾）や爆弾の破片、薬

瓶なども出土した。各遺物の詳細については、すべて観察表に

記載する。

0 5cm ---.... 
図版48 薬英

第18表染付(1)観察一覧
挿図 番

遺物 器種 部位口径器高底径 観察事項 出土地図版 号
1 染付 碗 口 11.6 ー中国産。 16-17C。 たー 20 

2層・ 上
2染付 碗 口 ー中国産。 16-17C。 せー 26 

溝 4
3染付 碗 ロ ー中国産。 17-18C。 た一 20 

2層..I:-. 
4染付 碗 口 ー中国産。コンニャク印版技法の可能性。 17-lSC。 さー 27 

1層
5染付 碗 ロ 13 ー中国産。外面に草花文と蓮弁文を施す。 18C。 た一25 

石列 5
6染付 碗 ロ 中国産。 18-19C。 グリッド

不明 1層
7染付 碗 口 12 ー中国産。 18-19C。 ち・つ一

2 6溝 6
8染付 碗 ロ 14 ー中国産。 18-19C。 しー 22 

2層
9染付 碗 底 - 6.2 中国産（福建・広東系）。素成の碗で、見込み蛇の目釉剥ぎタイ ちー 26 

第
プ。 17-lSC。 II層

10 染付 碗 底 - 6.8 中国産（福建・広東系）。素成の碗で、見込み蛇の目釉剥ぎタイ グリッド
50 プ。 17-18C。 不明 1層
図 11 染付 碗 底 ー中国産（福建・広東系） 。素成の碗で、見込み蛇の目釉剥ぎ。蛇 せー18 

凰
の目高台。 17-lSC。 2層・上

12 染付 碗 底 - 5.6 中国産（福建・広東系）。素成の碗で、蛇の目晶台。 17-18C。 ちー 26 

20 m層
13 染付 筒型碗 胴 ー中国産。 18-19C。 そー 21 

2層・上
14 染付 碗 底 ー中国産。 18-19C。 たー24 

構 2
15 染付 碗 底 ー中国産。 18-19C。 た一 24 

溝 2
16 染付 小碗 口 13 ー中国産。外面には口唇部直下に＿本の圏線、胴部に草花文を施す。たー 21 

内面口唇部直下にも―本の圏線を施す。 16-17C。 2層・上
17 染付 小碗 底 - 3.5 中国産。 16-17C。 ちー 25 

溝 4
18 染付 小碗 口 8.6 ー中国産。 17-18C。 ちー 23 

誌乱
19 染f寸 小碗 口 ー中国産。口禿口縁。 17-18C。 ちー26 

lII層
20 染付 小碗 口 中国産？年代不詳。 ちー 26 

II層
21 染付 小碗 底 2.4 中国産。 17-lSC。 グリッド

不明 I層
※法茄の単位はcm。
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第19表 染付 (2) • その他の中国系陶磁器観察一覧
挿図 番

遥物 器種 部位口径器高底径 観察事項 出土地図版 号

22染付 碗 底 - 3.4 中国産（福建・広東系）。蛇の目凹形高台。 17-18C。 け ー27 

第
I層

23染付 碗 ロ 8.8 ー中国産。 19C。 柑ー 26 
50 皆4
図 24染付 小1Ill 口 10.8 ー中国産。年代不詳。 すー 22 

鳳
2層・上

25染（寸 小碗 口 8 ー中国産。口唇部に鉄釉を施す。年代不詳。 つー24 

20 覆土
26染付 小杯 口 4 ー中国産。 17C。 ちー26 

m層
28染付 lIIl ロ ー中国産。16-17C。 グリッド

杯明試掘

飩 3
29 染付 IIll n ー中国産。 17-18C。 けー 25 

観舌L
30 染付 rm ロ ー中国産。 18-19C。 そー22 

2層・上
31 染H Dil 底 - 8.2 中国産。 16-17C。 たー26 

購 6
32 染付 IIIl 底 -11.8 中国産。内面に梵字文様 。 16- 17C~u 半。 たー 27 

llI層
33 染付 小lIIl 底 ー中国産。16-17C。 し一 19 

2 層• 上
34 染付 小皿 底 6.3 中国産。年代不詳。 ちー 25 

石列 4
35 染付 小皿 ロ／ 8.5 2.6 6.5 中国産（徳化窯）。型成形で、口唇部釉剥ぎで畳付施釉。焼成不つー 26 

庇 良で、見込み文様は不明瞭。 17-lSC。 (V暦
36 胄磁染（寸 皿 底 - 4.1 中国産。碁筍底で底部釉剥ぎ。年代不詳。 せー 18 

2層・上

第
37 骨磁染付 llll 底 ー中国産。年代不詳。 すー 19 

2 層• 上51 
38 染付 合子の蓋？ 鉛 ー中国産。 16-17C。 すー 27 
図

客土

鳳
:39 黄釉磁器 碗 底 中国産（景徳鎮）。交趾釉とも呼ばれる磁器。見込みに緑と紫のすー 27 

諒彫り花文。畳付内には呉須で圏線と不詳印が施される。 18C0 客土
21 ,w 11f磁染付＇ 盤 ロ ー中国産。口縁部内面に呉須で文様が施される。 年代不詳。 たー25 

]]J暦
41 瑠璃釉 小杯 口／ 4.2 2.2 1.9 中国産。 18-19C。 ちー22 

底 2層・中
42 瑠璃釉 瓶 頸 ー中国産？ 外面に絵付の痕跡が残る。 ちー 24 

[I庖

43 緑釉磁器 急須 口 3.8 ー中国産。外全面に緑釉を掛けるが、剥落が著しい。胴径=9.1cm。そー 22 
年代不詳。 2層

44 青磁 碗？ 底 - 7.4 中国産（福建系？）。見込み蛇の目釉剥ぎ。年代不詳。 ちー 26 

不明
45 1'f磁 瓶？ 顎 ー中国産？ 年代不詳。 し一 19 

1層
46 青磁 不明 不明 ー中国産？ 年代不詳。 た一 20 

2層
47 白磁 小碗 底 3.2 中国産（福建？）。型成形。畳付内に縮みが見られる。 18-19C。ちー 26 

堀込 1
48 中国陶器 液？ 5.8 ー中国産。紫泥陶器で宜興窯の可能性がある 。年代不詳。 すー 25 

2層・上
49 中国陶器 拙鉢の ミニ 口 5.6 ー中国産。朱泥陶器で宜興窯の可能性がある。年代不詳。 つー24 

チュア 援土
50 黄釉磁器 小碗 口 10.4 中国産？ 年代不詳。 たー 20 

2層・中
1 褐釉陶器？ 急須？ 口 10.7 素地は鈍い桃褐色で、 1mm大の白色粒が混入する。外面に褐釉をせー 27 

第 掛け、口唇部は釉剥ぎする。 17-lSC頃の可能性。 6層

52 2 褐釉陶器 壷 口 17.4 素地は灰色で層を成し、両面ともに褐釉を施す。 すー24 

図 撹乱
3 褐釉陶器 亜士 胴 素地は黒っぽい灰色で、白色粒と暗褐色の粗粒子が混入する。両屯 ー27 

図 面とも褐釉が掛かる。外面に目痕が残る。 客土
版 4 褐釉陶器 壷 底 残存部位最大胴径は 8.95cm、黒っぽい灰色で、白色粒と暗褐色のグリッド
22 粗粒子が混入する。両面とも褐釉が掛かる。 不明

試掘No.3
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第20表 本土産陶磁器・沖縄産施釉陶器 (1)観察一覧
挿図 番

遺物 I 器種 部位 口径器高底径 観察事項 出土地
図版 号

5陶器 壷？ 胴 ー産地不明陶器。外面は青灰色で格子目の叩きが施される。内面はサー 26 
桃褐色でナデ調整。 2層・上

6 本土産陶器 瓶 頸～ —彩唐津で、肩部に鉄釉と銅緑釉で装飾を施す。 ちー 25 
胴 石列 4

7産地不明陶 揺鉢 底 - 10 素地は暗褐色で、断面には白い筋状の層がみられる。沖縄産無釉せー 27 

第
器 陶器の可能性もある 。櫛目は間隔を空けて施す。 田層

8産地不明陶 揺鉢 底 ー内面は暗褐色、素地は黒灰褐色で、断面には白色土粒と白い筋状さー 27 52 器 (1)層がみられる。沖縄産無釉陶器の可能性もある。 I層
図 9本土産陶器 甕？ 胴 一藷摩焼の可能性。残存部位最大胴径13.0cm、両面ともに緑がかっ つー 26 

鳳
た褐釉を施す。素地は黒灰色を呈し、粗粒である。白色粒と黒色不列 4
粒、石英などが混入する。 18-19C。

22 10産地不明陶 Jl]J ロ／ 19.4 3.5 10型造りで、内面口縁部に文様を型押しする。近代。 ちー 26 
磁器 底 m層
11 本土産陶器 碗 口／ 11.2 5.6 4.2 関西系。型造りの外反り碗で胴部に千鳥と波の陽刻文。高台は削 ちー 24 

底 り出しにより、畳付は釉剥ぎする。全面に鉄釉を掛ける。 19C。 溝 2
12 本土産陶器 急須 口／ 6.8 6.7 6.4 関西系 9輔櫨成形後、貼り付けの文様を施す。素地は薄手で灰色すー 27 

底 を呈する。口縁部と外面底部以外に施釉し、灰釉を基調とする。 Il層
釉柴の発色の特徴から沖縄産の可能性も考えられる。 19C。

13 本土産陶器 小碗 ？ 底 一肥前。丸碗の底部とみられる。素地、釉薬ともに乳白色を見する。 たー 25 
全面釉だが、高台内は無釉である。 17C後半~18C。 黄4

14 産地不明陶 皿？ 口 9.6 ー素地は乳白色、両面に艶のある茶褐色の釉薬が施される。 ちー 24 
磁器 1層
15 本土産磁器 碗 ロ 11 一肥即系。焼成不良の碗。素地は灰白色、両面ともに灰色を呈する。せー 27 

畳付内は釉剥ぎ。18-19C。 宏土

16 本土産磁器 碗 底 4第52図15と同一個体。 せー 27 

客土

17 本土産磁器 筒状碗 底 - 3.7 肥前の染付。見込みに圏線と五弁花文、外面に菖蒲文が描かれる。 ちー 26 
18C後半。 m層

18 本土産磁器 llil 口 一磋摩系の染付の可能性がある。 17-18C。 しー 24 
1層

19 本土産磁器 fill 底 8有田の染付。17C末~18C前半。 たー 21 
2層・中

1沖縄産施釉 碗 口 13 一灰釉碗。口縁部は直口で腰部でやや丸くなる器形。施釉技法はフせー 27 
陶器 イガキー。素地は灰色。 II層
2 沖縄産施釉 碗 ロ 14.2 一灰釉碗。直ロロ縁だが口唇部をやや外反させ、腰部でやや丸くな つー 24 
陶器 る器形。施釉技法はフィガキー。素地は灰色。 II層

3 沖縄産施釉 碗 ロ 13 一灰釉碗。口唇部をやや外反させる直ロ口縁で、胴部から腰部にかちー 26 
陶器 けてはストレートな器形。素地は灰色。 描 6
4 沖縄産施釉 碗 胴 駅釉碗。窯で溶若した製品とみられる。 そー 27 
陶器 客士

5 沖縄産施釉 碗 ロ ーロ縁は直口で、やや外反する。外面に鉄絵の図柄が描かれる。素たー 25 
陶器 地は灰白色で、白化粧に透明釉を施す。 石列 5
6 沖縄産施釉 碗 底 7灰釉碗。フィガキー。腰部から胴部にかけてストレートに立ち上tこー 21 
陶器 がる。素地は肌色。畳付に粗い砂が付着する。 構 1
7 沖縄産施釉 碗 底 - 6.6 灰釉碗。フィガキー。素地は灰色。腰部から胴部にかけてストレ不明

第
陶器 ートに立ち上る。 畳付には粗い砂が付着する。
8 沖縄産施釉碗 底 6灰釉碗。フィガキー。腰部から胴部への立ち上がりは丸みを帯びたー 25 
53 陶器 る。見込みに薄っすらとアルミナの痕が残る。 蒋4
図 ， 沖縄産施釉碗 底 7鉄釉碗。腰部から胴部にかけてストレートな立ち上がり。 たー 20 

鳳
陶器 2層・中
10 沖縄産施釉碗 底 - 6.8 灰釉碗。蛇の目釉剥ぎでアルミナの痕が薄く残っている。腰部かせー 27 

24 陶器 ら胴部への立ち上がりに丸みを帯びる n 素地は灰色。 田層

11 沖縄産施釉碗 ロ 鉄釉碗。直ロタイプ。素地は灰色。 そー 19 
陶器 2層・上
12 沖縄産施釉碗 ロ 鉄釉碗。口縁部はやや外反する。口唇部は釉剥ぎされる。素地は ち．つ一

陶器 灰色。 2 6溝 6
13 沖縄産施釉碗 口 ー鉄釉碗。口縁部は外反する 。素地は灰色。 せー 20 
陶器 2層・上
14 沖縄産施釉碗 口 ー鉄釉碗。口唇部は小さい玉縁状になる。素地は灰色。 グリッド
陶器 不明 1層
15 沖縄産施釉 碗 底 6.2 銹釉碗。蛇の目釉剥ぎ。腰部から胴部にかけて、やや丸みを帯び盛土
陶器 て立ち上る。昼付にアルミナが付着する Q 素地は灰色。

16 沖縄産施釉碗 底 6鉄釉碗。下地に銹釉を掛け、蛇の目釉剥ぎにし、その上から内面ちー 26 
陶器 上部と外面に鉄釉を施す。素地は灰色。畳付にはアルミナが残 I層

る。
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第21表 沖縄産施釉陶器 (2)観察一覧
挿図:1 遺物 器種 部位 口径器高底径1 観察事項 出土地図版

17沖縄産施釉 碗 底 - 6.3 鉄釉碗。下地に銹釉を掛け、蛇の目釉剥ぎにし、その上から内面 ち・つ一
陶器 上部と外面に鉄釉を施す。外面の鉄釉は腰部までたっぷり掛ける。 2 6溝 6

素地は灰色。畳付にはアルミナが残る。
18沖縄産施釉 碗 底 - 6.4 掛け分け碗。内面に白化粧を施し、蛇の目釉剥ぎをする。見込み ちー 26 
陶器 に積み重ねの痕が残る。外面のみに銹釉を掛ける。慨付にはアル III層

ミナが残る。素地は肌色。
19沖縄産施釉 碗 底 - 6.6 掛け分け碗。器全面に白化粧を施す。外面には鉄釉を施す。内面 たー 21 
陶器 ま灰釉を掛け、蛇の目釉剥ぎをし、見込みには丸文を描く。素地 溝 1

ま灰色。
20 沖縄産施釉 碗 底 - 5.8 掛け分け碗。外面には鉄釉を施す。内面見込みに丸文を描き、灰 つー26 

第 陶器 袖を掛けている。また見込みには重ね焼きの痕が残る 。素地は灰 I層

53 杷。骰付にアルミナが付着する。

図 21 沖縄産施釉 碗 ロ 12.2 一掛け分け碗。口唇は外反する。内面は灰釉で胴部に白い横線が 2せー 19 

図
陶器 体施される。外面は鉄釉を施す。素地は灰色。 2 層• 上
22 沖縄産施釉 碗 D 一佳け分け碗。口唇部は外反する。外面は鉄釉を掛け、内面は白化 せー 19 

版 陶器 間を施し、口唇部と胴部中央に鉄釉で線を引く。素地は灰色。 2層 ・上
24 23 沖縄産施釉 碗 ロ 一掛け分け碗。口唇部は外反する。口唇と内面に白化租を施し、外 そー26 

陶器 価と内面口唇部に鉄釉を掛ける。内面は透明釉を施す。素地は灰 溝 4

色．
24 沖縄産施釉 碗 ロ 13 一掛け分け碗。口唇部は外反する。口唇と内面に白化粧を施し、外 せー25 
陶器 面に鉄釉を掛ける e 内面は透明釉を施す。素地は灰色。 1層
25 沖縄産施釉 碗 底 - 6.8 卦け分け碗。内面は白化粧の上に、透明釉を施し、蛇の目釉剥ぎ グリッド
陶器 する。外面は全面に鉄釉を掛けるが、畳付は釉剥ぎし、アルミナ 不明試掘

を塗る。素地は灰色。 No_ 3 
26 沖縄産施釉 碗 口／ 13.8 6.5 6.6 白化粧外反碗。全面に透明釉を施し、見込みは蛇の目釉剥ぎ。畳 ちー 25 
陶器 底 付はアル ミナを塗る。 素地は灰色。 溝 4
27 沖縄産施釉 碗 ロ／ 14 6.7 6白化粧外反花文碗。全面に透明釉を施し、見込みは蛇の目釉剥ぎ．つー 25 
陶器 底 畳付はアルミナを塗る。素地は灰色。 溝 4

28 沖縄産施釉 碗 ロ／ 13.6 7 5.7 白化粧外反花文碗。花文が 3つ描かれる。全面に透明釉を施し、 すー 27 
陶器 底 見込みは蛇の目釉剥ぎ。畳付はアルミナを塗る。素地は灰色。 客土
29 沖縄産施釉 碗 ロ ー白化粧外反碗。内外面に呉須で絵付けを施す。素地は肌色。 盛土
陶器

30 沖縄産施釉 碗 ロ／ 12.8 - 6.2 褐釉碗。口唇部が外反し、器晶が浅く腰部から胴部にかけては丸 すー 27 
陶器 底 みを帯びる。全面総釉掛けで、蛇の目釉剥ぎ。畳付はアルミナを I層

途る。素地は灰色。

31 沖縄産施釉 碗？ 口 一皿の可能性あり。両面に緑釉が掛かる。素地は灰色。 つー 22 
陶器 2層・中
32 沖縄産施釉 小碗 口 ー鉄釉小碗？ 直ロ口縁。素地は灰色。 グリッド
陶器 不明 1恩
33 沖縄産施釉 小碗 ロ／ 8.1 3.7 3.8 白化粧小碗。蛇の目釉剥ぎで、畳付にアルミナを施す。 ちー 26 
陶器 底 溝 6

ちー 25 
石列 4

34 沖縄産施釉 小碗 口 掛け分けの小碗。外反口縁。外面は鉄釉、内面は白化粧のうえに つー 27 
陶器 透明釉を施す。素地は灰色。 客士
35 沖縄産施釉 小碗 口 7.6 掛け分け小碗。内面に白化粧を施し、透明釉を施す。外面と内面 グリッド

第
陶器 口唇部に銹釉を施す。素地は灰色。 不明客士
36 沖縄産施釉 小碗 口 7.6 両面ともに白化粧を施し、口唇部の内外面に緑釉を掛け、透明釉 つー 26 
54 陶器 を施す。素地は灰色Q 川層
図 37 沖縄産施釉 小碗 口 掛け分け小碗。口唇部は外反する。器に白化粧を施し、外面は灰 しー 27 

鳳
陶器 釉を掛け、鉄絵の模様が描かれる。内面は白色釉が掛かる。素地 II層

は肌色。

25 38 沖縄産施釉 小碗 口 灰釉小碗。口縁部は外反。素地は灰色。 ちー 26 
陶器 1層
39 沖縄産施釉 小碗 口 9.4 掛け分け小碗。口唇部は外反する。外面と口唇部は鉄釉が掛かる。 せー 22 
陶器 内面は灰色。素地は灰色。 8層
40 沖縄産施釉 小碗 底 “灰釉小碗。晶台内に粗い砂粒が付渚する。素地は灰色。 ちー 26 
掬器 m層
41 沖縄産施釉 小碗 底 3.6 掛け分け小碗。外面は鉄釉、内面は灰釉を施す。見込みは蛇の目 たー 21 
陶器 釉剥ぎされ、積み痕のアル ミナが薄く残る。畳付はアル ミナが付 2層・上

着。素地は灰色。
42 沖縄産施釉 小碗 底 4.1 掛け分け小碗。外面は鉄釉、内面は白釉を施す。見込みは蛇の目 ちー 26 
陶器 釉剥ぎ。畳付はアルミナが付着。素地は灰色。 溝 6
43 沖縄産施釉 小碗 口 9.2 白化粧小碗。見込みは蛇の目釉剥ぎの可能性。口唇部は外反する。 すー 27 
陶器 素地は肌色。 客土
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第22表沖縄産施釉陶器 (3)観察一覧
挿図 番

遺物 器種 部位ロ径器高底径 観察事項 出土地図版 号

44沖縄産施釉 小碗 口／ 8、64.45 3.8 白化粧花文小碗。口縁部は外反する。器全面に釉を掛け、見込みちー 27 
陶器 底 は蛇の目釉剥ぎする。内・外面に呉須で簡略化した花文を描く。 I層

積み痕のアルミナが薄っすら残る。畳付にはアルミナが残る。素

地は灰色。
45沖縄産施釉 小碗 ロ／ 8 4.2 3.9 白化粧小碗。外反口縁で、胴部は多角形を呈する。見込みは蛇の こー 21 
陶器 底 目釉剥ぎ。畳付はアルミナを塗る。 悔1
46 沖縄産施釉 小杯 口 4.6 ー外反口縁。素地は白色。透明釉が施される。 そー 2I 
陶器？ 2層・上
47 沖縄産施釉 筒状碗 底 5全面に鉄釉を施す。素地は灰色。 しー 19 
陶器 2層・ 上
48 沖縄産施釉 IIll ? 口 一両面に灰釉が掛かる。素地は肌色。 せー 27 
陶器 客土
49 沖縄産施釉 1IIl ロ ー鉄絵皿。両面ともに灰釉を施す。素地は灰色。 そー20 
陶器 2層・中
50 沖縄産施釉 fill 口 一恢釉皿。素地は灰色。 ち・つ一
陶器 2 6溝 6
51 沖縄産施釉 皿 ロ 一掛け分け皿？ 内面には灰釉、口唇部と外面には白化粧が施され こー 21 
陶器 あが、釉薬は剥落しているようである 。素地は肌色。 2層

第 52 沖縄産施釉 fill 底 - 8.9 灰釉1IIl? 見込み蛇の目釉剥ぎの可能性。外面腰部から底部は無ちー 26 

54 陶器 釉である。素地は灰色。 黄6

図 53 沖縄産施釉 皿？ 底 7贋付外側に鉄釉の釉垂れがみられる。見込み、畳付は無釉。素地すー 18 

凰
陶器 土肌色。 2層 ・上
54 沖縄産施釉 皿 底 - 8.6 掛け分け皿。外面は鉄釉、内面は灰釉。見込みは蛇の目釉剥ぎで つー 26 
陶器 穎み痕がみられる。畳付は無釉でアルミナを塗る。素地は灰色。 石列 4

25 55 沖縄産施釉 皿 底 - 5.1 灰釉皿？ 見込みは蛇の目釉剥ぎ。外面腰部から底部は無釉、畳 しー 19 
陶器 寸はアルミナを塗る 。素地は肌色。 1層
56 沖縄産施釉 皿 ロ ー白色化。粧皿。波状口縁で、内面は呉須で絵付けされる。素地は肌 グリッド
陶器 不明 1層
57 沖縄産施釉 IIIl 胴 ー白化粧皿。内面は呉須で絵付けする。外面は緑釉が掛かる。素地 そー 21 
陶器 ま灰色。 2層・上

58 沖縄産施釉 鉢 ロ ー鉄釉鉢。口唇部が逆「L」字状に折れる。素地は灰色。 すー 27 
陶器 客土
59 沖縄産施釉 鉢 口 30.6 一掛け分け鉢。外面に鉄釉、口唇部と内面に白色釉が掛かる。素地ちー 24 
陶器 は肌色。 II屠
60 沖縄産施釉 鉢 ロ 16.4 ー内湾する器形。外面は鉄釉。内面は白色釉を施す。素地は肌色。 グリッド
陶器 杯明 1層
61 沖縄産施釉 鉢 口 ー内湾する器形。外面は鉄釉。口唇部と内面は白色釉を施す。素地てー 22 
陶器 は灰色。 1層
62 沖縄産施釉 鉢 ロ 一休の注ぎ口。口唇部と外面に鉄釉を施す。内面は灰釉が掛かる。 つー 27 
陶器 素地は白色。 客土

63 沖縄産施釉 鉢？ 底 -10.2 見込みは蛇の目釉剥ぎ。畳付は無釉c 素地は肌色。 た一 25 
陶器 III層
64 沖縄産施釉 大鉢 底 - 8.8 掛け分け鉢。外面は鉄釉、内面は灰釉。見込みは蛇の目釉剥ぎ もー 21 
陶器 で、積み痕が残る。素地は肌色。 2層・中
65 沖縄産施釉 鍋 口 11.9 ーロ唇部と外面に、銹釉を施す。内面は灰釉が掛かる。蓋と接する ちー 26 
陶器 部分は無釉。素地は灰色。 青6
66 沖縄産施釉 鍋 ロ 14.4 外面と内面は銹釉。蓋と接する部分は無釉。素地は灰色。 盛土
陶器

67 沖縄産施釉 鍋 ロ 14.6 ー焼成不良とみられる。内面は茶褐色、外面は黄褐色を呈する。素すー 27 
陶器 地は赤っぽい肌色。 客土
68 沖縄産施釉鍋 ロ 焼成不良とみられる。内面は茶褐色、外面は黄褐色を呈する。素た一 24 
陶器 地は赤っぽい肌色。 II層

第 69 沖縄産施釉鍋 口 口唇部と外面に鉄釉が掛かる。素地は灰色。 つー 27 
55 陶器 客土

図 70 沖縄産施釉 鍋？ 口 小破片のため、別の器種になる可能性がある 。残存部全面に鉄釉そー 21 

鳳
陶器 を施す。素地は灰色。 2層 ・上
71 沖縄産施釉 鍋 口 鍋の口縁部に取手が付く部分。白化粧を施した上に鉄釉を掛け グリッド
陶器 る。蓋が付く部分は白化粧が露出している。素地は肌色。 不明撹乱

26 
72 沖縄産施釉 火炉 口 ロ縁部外面に 2本の沈線を施す。口唇部上面は無釉、外面と内面 しー 19 
陶器 に鉄釉が掛かる。素地は肌色。 2層・ 上
73 沖縄産施釉 火取？ 口 鉢の可能性も考えられるが、内傾が著しいため、火取に分類し ちー 26 
陶器 た。残存部分は鉄釉を掛ける Q 素地は肌色。 髯6
74 沖縄産施釉 火取 耳 火取の取手部分。獅子の顔の装飾。鉄釉が施され、 素地は肌色。 たー 20 
陶器 2暦・上
75 沖縄産施釉 火取 ロ／ 9.2 7.7 6.8 外面と口唇部は鉄釉を施す。底部と内面は無釉。素地は肌色。畳不明
陶器 底 付にはアル ミナが薄く残り、 商台内面には「村」という字が墨で

書かれる。
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第23表 沖縄産施釉陶器 (4)観察一覧
挿図 番

遺物 器種 部位口径1器高底径 観察事項 出土地図版 号

76沖縄産施釉 火取 胴 ー内面は無釉で、外面は白化粧の象嵌で、千鳥格子のような文様を ちー 22 
陶器 施し、灰釉を掛ける。 2屑・中
77沖縄産施釉 筒状碗 胴 ー白化粧筒状碗。内面は透明釉、外面は瑠璃釉を施す。素地は肌 すー 27 
陶器 色。 I層
78沖縄産施釉 火取 底 - 5.7 白化粧を全面に施し、外面は透明釉を掛け、内面は無釉。昼付はそー 26 
陶器 腺った痕がみられる。素地は肌色。 I庖
79沖縄産施釉 火取 ロ 9.5 ー全面に白化粧を施し、口縁部は呉須で縁取られている。素地は灰せー 27 
陶器 色。 客土

第 80沖縄産施釉 火取 口 10 ー外面に横方向の沈線文を入れ、口唇部から外面に褐釉を施す。内つー 27 
55 陶器 面は無釉。素地は肌色。第55図81と同一個体。 不明
図 81沖縄産施釉 火取 底 - 8.3 外面に横方向の沈線文を入れ、外面は腰部まで褐釉を施す。内面 グリッド

鳳
陶器 は無釉。見込みは帷纏痕が残る。素地は肌色。第55図80と同一個不明撹乱

体。
82 沖縄産施釉 甕？ 頸 一頸部内面は白釉、外面は鉄釉を施す。頸部径は31.6cm。素地は暗そー 27 26 
陶器 諒褐色で層を成す。 客土
83 沖縄産施釉 小壷 口 7.2 ーロ唇部上面は白化粧。外面と内面には鉄釉を施す。素地は灰色。 つ ー 21 
陶器 1陪
84 沖縄産施釉 亜- 胴 ー油壷。縦耳で、両面に黒釉を施す。素地は灰色。最大胴径が 12.8せー 27 
陶器 耳 cm ~ 客土
85 沖縄産施釉 壺 底 8.4 壷類の底部と思われる。内面には銹釉を掛け、外面と畳付内に鉄つー 27 
陶器 釉を施す。畳付にはアルミナを塗る。素地は灰色。 溶土
86 沖縄産施釉 壺？ 底 -10.9 外面と丑付内及び内面に鉄釉を施す。昼付に石灰分が付着していたー 20 
陶器 る。素地は灰色。 2 層• 上
87 沖縄産施釉 瓶 「1/ - 6.6 外面に褐釉を掛ける。素地は灰色。 ちー 25 
陶器 底 II層
88 沖縄産施釉 瓶 肩 ー外面に褐釉を掛ける。素地は灰色。 ちー 25 
陶器 客土
89 沖縄産施釉 袋物 胴 一器種不明。外面は灰釉、内面は透明釉を施す。素地は灰色。胴部ちー 27 
陶器 最大径=9.5cm。 [V層ち —

2 6 III層
90 沖縄産施釉 瓶 頸 ー外面は鉄釉、素地は肌色c しー 27 
陶器 不明
91 沖縄産施釉 瓶 頸 ー外面には白化粧土を施した上に、線彫りで、横方向の沈線と崩れす ー 27 
陶器 た格子文様を描き、灰釉を施す。内面は無釉。素地は灰色。 客土
92 沖縄産施釉 瓶 胴 ＿外面は褐釉、素地は灰色。 たー 25 
陶器 溝 4
93 沖縄産施釉 瓶 胴 ー外面は白化粧し、透明釉を掛けた後、胴部縦方向に暗茶褐色の紐つー 27 
陶器 状の貼り付けをする。素地は灰色。 客土
94 沖縄産施釉 瓶 底 - 4.4 外面は鉄釉が掛かるが、底部は無釉。昼付は薄くアルミナの痕が しー 27 
陶器 残る 。素地は肌色。 覆土
95 沖縄産施釉 瓶 底 6.3 外面は鉄釉を掛け、畳付は釉剥ぎされ、粗い砂粒が付着してい つー 25 
第 陶器 る。素地は灰色。 lil暦
56 96 沖縄産施釉 瓶 底 - 7.6 伺部から底部にかけて筒状になる器形。外面は褐釉が施され、畳すー 19 
図 陶器 付は基本的に無釉。素地は肌色と灰色の部分がある 。 2層・上

鳳
97 沖縄産施釉 瓶 底 - 5.9 胴部から底部にかけて筒状になる器形。外面は縦方向に削り文様ちー 20 
陶器 が施される。外面は畳付以外、灰釉が施釉される。素地は肌色。 2層・上
98 沖縄産施釉 瓶 底 一台付瓶の底部。外面は灰釉。素地の表面は肌色で、断面は灰色。 すー 18 

27 陶器 2層・上
99 沖縄産施釉 瓶 底 - 8.2 台付瓶の脚台部分。素地は白化粧を施し、外面には緑釉。脚台縁そー 27 
陶器 と内側は銹釉が塗られるが、畳付は釉剥ぎされアルミナが付箔す客土

る。素地は灰色。
100 沖縄産施釉瓶 底 9台付瓶の脚台部分。外面は褐釉が掛かる 。 内面は無釉。素地は灰 しー 27 
陶器 色。 m層
101 沖縄産施釉瓶 胴 台付瓶の脚台部分。外面は白化粧を施し、線刻で絵付けし、絵付 しー 27 
陶器 け部分は緑釉を施す。内面は灰釉が掛かる。素地は肌色。 田層
102 沖縄産施釉 瓶 底 9台付瓶の脚台部分。全面に白化粧を施し、コバルト釉と透明釉を ちー 24 
閾器 途る。 素地は灰色。 II屈
103 沖縄産施釉版 底 4酒器（カラカラ）？ 内外面ともに鉄釉を施す。底面は無釉。素たー 21 
陶器 地は灰色。 2 唇•上
104 沖縄産施釉瓶 底 3.7 外面に褐釉を掛ける。腰から底部は釉剥ぎする 。素地は灰色。 そー 21 
陶器 2庖・上
l05 沖縄産施釉瓶 底 4.8 外面は灰釉を掛ける。底部は無釉。素地は肌色。 そー 19 
陶器 2層・上
106 沖縄産施釉瓶 Ji( 7.2 外面は白化粧に象嵌し、灰釉を施す。素地は灰色。 ちー 24 
陶器 1庖
107 i 巾縄産施釉瓶 口／ 白化粧瓶。口～頸の素地は白土の陶土で、胴部は肌色の陶土を使つー 24 
掏器 胴 っている。 構 3
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第24表 沖縄産施釉陶器 (5) ・沖縄産無釉陶器 (1)観察一覧
挿図 番

遺物 器種 部位口径器高底径 観察事項 出土地図版 号

第 108 沖縄産施釉 瓶？ 底 - 9.2 白化粧瓶。外面に絵付けが施されるが、不明瞭である。内面は肌すー 25 
56 

陶器 色。 素地は外側が灰色で内側は肌色。 撹乱

図 10 9沖縄産施釉 瓶 底 - 8.2 外面は鉄釉を施し、底部と内面は無釉。素地は灰色。 つー 22 
陶器 2恩・上

図 11 0沖縄産施釉 急須？ 底 - 6.6 外面全体に白化粧を施し、透明釉を施す。 素地は肌色。 しー 24 
版 陶器

1屈
27 

11 l沖縄産施釉 急須？ 口 4.8 ー外面に鉄釉を施し、口唇部は釉剥ぎ。素地は肌色。 たー20 
陶器

2層・中
112 沖縄産施釉 急須？ 注口 一急須か酒器の注口。外面は鉄釉。素地は灰色。 ちー 22 
陶器 2庖 ・下
113 沖縄産施釉 急須 注口 ー外面は鉄釉。素地は肌色。 せー 27 
陶器

店明
114 沖縄産施釉 急須 口 5.9 ー白化粧急須。口唇部は釉剥ぎ。外面は呉須で絵付けを施す。内面そー 20 
陶器 も透明釉が掛けられる。素地は黒っぽい灰色。 1庖
115 沖縄産施釉 急須 口 5.9 ー白化粧急須。胴部に線刻で絵付けされる。内面は白化粧土が露 ちー 26 
陶器 出。 素地は肌色。 悔6
116 沖縄産施釉 悠須 注口 ー白化粧急須の注口 。素地は注口部分が白 色で、胴部は肌色であ 盛土
陶器 る。
117 沖縄産施釉 急須 底 - 8.4 底が足付きになる器形。外面腰部までは鉄釉。内面は無釉。素地けー 27 
陶器 表面は暗褐色だが、断面では灰色。 客土
118 沖縄産施釉 急須 取手 ーアンビンの取手。鉄釉が掛かる。素地は灰色。 たー 20 
陶器

2 恩•上
119 沖縄産施釉 急須 lコ ーアンビンの口縁部の可能性。口唇部は釉剥ぎ。外面は鉄釉。 せー 27 
陶器

芥明
J20 沖縄産施釉 蓋 盃~ ~ 9.8 一壷類の蓋？ 外面は褐釉、内面は無釉。素地は赤褐色で白色粒が世ー 19 
陶器 混入する。 2層・ 上
121 沖純産施釉 蓋 蓋 10.5 急須の蓋？ 外面の上部分のみ鉄釉を施す。素地は肌色。 しー 19 
陶器 2恩・上
122 沖縄産施釉 盤 蓋 10 一急須の蓋？ 外面の上部分のみ褐釉を施す。素地は肌色。 ちー 24 
第 陶器 2屑・上
57 123 沖縄産施釉 蓋 蓋 壷の蓋？ 外面は鉄釉。素地は灰色。 つー 23 
図 陶器 2暦
124 沖縄産施釉 蓋 蓋 11.5 一壷の蓋。外面の上部分は褐釉を施す。素地は肌色。 そー 20 図 陶器

2阿・ 上版 125 沖縄産施釉 蓋 蓋 5.1 一茶器類の盗？ 外面の上部分に、幽線と草花の鉄絵が描かれ、透ち・つ一
28 陶器 明釉を掛ける 。素地は灰色。 2 6溝 6
126 沖縄産施釉 芸~ 蓋 5.9 一茶器類の蓋？ 外面の上部分に、飛飽で文様が描かれ、透明釉がせー 19 
陶器 掛けられる。 素地は灰色。 2暦・上
127 沖縄産施釉 益 蓋 7.6 一茶器類の蓋？ 外面は白化粧に象嵌し、透明釉を施す。素地は灰つー 24 
陶器 色。 援土
128 沖縄産施釉 蓋 蓋 12.1 茶器類の蓋？ 外面は白化粧を施し透明釉を掛け、鉄絵で絵付け ちー 21 
陶器 される。素地は灰色。 2層・中
129 沖縄産施釉 語 蓋 8.3 ー白化粧急須の蓋。上面に線刻の格子文様が描かれ、絵付けはコパつー 26 
陶器 ルト釉で彩られる。 素地は肌色。 溝 4
130 沖縄産施釉蓋 蓋 6.6 白化粧急須の蓋。上面に線刻の格子と丸の文様が描かれ、絵付け ちー 27 
陶器 はコバルト釉で彩られる。素地は灰色。 m磨
13] 沖縄産施釉盃 益 11.5 一壷類の蓋。全面に白化粧を施し、外面に圏線と飛飽の削り文様を そー 26 
陶器 施す。文様はコバルト釉、緑釉、銹釉で彩られる。つまみ部分は I暦

粘士帯の貼付。素地は灰色。
132 沖縄産施釉薔 つまみ ー白化粧急須の蓋のつまみ。外面はコバルト釉が掛かる。素地は白すー 18 
陶器 色。 2層・ 上
133 沖縄産施釉蓋 つまみ 急須の蓋のつまみ。外面は鉄釉。素地は灰色。 すー 25 
陶器

柑乱
134 沖縄産施釉 樹子甕 蓋 伊佐前原古墓、 2号墓出士の陶製家形厨子甕（第45囮 3) と接合 グリッド
陶器 可。蓋・正面の角部分。外面白化粧の上にコバルト釉を施す。素不明客士

地は淡い赤褐色で、白色や黒色の粒子が混ざる。
135 沖縄産施釉 屈子甕 蓋 ー伊佐前原古墓、 2号墓出土の陶製家形厨子甕（第45図 3) と接合 グリッド
陶器 可。 蓋 ・上屋根のシャチホコの尾部分。外面白化粧の上にコバル不明客土

卜釉を施す。素地は淡い赤褐色で、白色や黒色の粒子が混ざる。

第 1 沖縄産無釉碗 口 ーロ唇部は舌状を呈する。外面は暗橙褐色、内面は暗灰褐色。素地そー 20 

58 陶器 は暗灰褐色で、微粒の白色と黒色粒が混入する。 2屈・上

図 2 沖縄産無釉 碗？ 口 杓面に横方向の沈線がみられるが、調整痕の可能性がある。口唇たー 21 
陶器 部上面は平坦に作られる。内外面は暗茶褐色、素地は暗褐色で、 2層・上

鳳 白士が薄く筋状にみられる。
3 沖縄産無釉 1lll ? 口 ーロ唇部は舌状を呈する。内外面は暗橙褐色。素地は暗褐色で橙色せ ー 26 

29 陶器 の微粒子が混入する。 溝 4
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第25表 沖縄産無釉陶器 (2)観察一覧
挿図 番

遺物 器種 部位 口径器高底径 観察事項 出土地図版 号

4 沖縄産無釉 碗か皿 底 - 5.4 高台は削り出しによる。内外面は暗桃褐色。素地は暗橙褐色で、 そー 20 
陶器 卸かい白色粒が混入する。 2層
5 沖縄産無釉 ,jf, ? 口 14 ーロ縁部は逆「L」字状。内外面は暗褐色。素地は淡桃褐色で、 白 そー 20 
陶器 士が筋状にみられる 。 2屈
6 沖縄産無釉 鉢 ロ 14.2 ーロ 縁部は逆「L」字状で、頸部で一旦くびれ、胴部で張る器形。 たー 22 
陶器 ロ唇部上面と内面は淡桃褐色で、外面と素地は暗褐色。素地には 2層・上

白色の微粒子が混入する，
7 沖縄産無釉 水鉢 口 21.1 ーロ唇部端が下がる。胴部最大径部分には波状文が施される。内外そー20 
1淘器 面は淡橙褐色だが、口縁部は素地が露胎している。素地は暗赤褐 2層・上

色で、微細な白色粒が僅かに混入する。
8 沖縄産無釉 水鉢 ロ 22.4 ーロ唇部は平坦に作られる。胴部最大径部分には波状文が施され グリッド
陶器 る。内外面は暗褐色、素地は暗橙褐色で、微細な白色粒が僅かに 不明 1層

混入する。
9 沖縄産無釉 水鉢 ロ 29.5 ーロ縁部は舌状を呈する。口縁部直下、胴部の最大径部分で、沈線たー20 
陶器 と波状文が施される。外面に一部煤が付着している。内外面、素 2層・下

第 地ともに橙褐色。
58 10 沖縄産無釉 鉢 口 27.2 ーロ唇部は逆「L」字状を呈し、外面胴部に 2本の凸帯が施される。 せー 19 
図 陶器 内外面は暗褐色。素地は灰色で、白色や黒色の細粒子が含まれる。 2暦・上

鳳11 沖縄産無釉 鉢 ロ 29.8 ーロ唇部は逆「L」字状を呈する。口唇部上面と内面は暗褐色で、 すー 19 
陶器 外面は橙褐色。素地は暗赤褐色。 2層・ 上29 12 沖縄産無釉 鉢 ロ 31.4 ーロ唇部は逆「L」字状を呈し、胴部に凸帯を 1本施す。内外面、 そー 27 
陶器 素地ともに暗赤褐色を呈する。 田庖
13 沖縄産無釉 鉢 lコ 28.8 ーロ唇部は逆「L」字状を呈し、胴部に凸帯を 1本施す。口唇部と たー 25 
陶器 内面は暗橙褐色、外面は暗褐色を呈する。 素地は暗赤褐色。 I屈
14 沖縄産無釉 鉢 口 24.6 ーロ唇部は逆「L」字状を呈する。内外面ともに暗橙褐色、素地は ちー 24 
陶器 暗赤褐色。細かい白色粒が僅かに含まれる。 石列 2
15 沖縄産無釉 鈴 口 31.2 ーロ唇部は逆「L」字状で、口唇上面に沈線が入る。外面は暗褐色、 せ ー27 
陶器 内面は暗橙褐色、口唇上面は部分的に灰色を 呈 している。素地は 客土

暗赤褐色で、細かい白色粒が僅かに含まれる。
16 沖縄産無釉 鉢 口 27.7 ーロ 唇部は逆「L」字状で、口唇部上面には沈線が入る。口唇部端 ちー 26 
陶器 は上下に強調される。内外面、素地ともに橙褐色。 I層
17 沖縄産無釉 小鉢？ Iごl ー小産の可能性もある。外面胴部に横方向の沈線が入る。外面は暗 ちー 22 
陶器 褐色、口唇部及ぴ内面は暗赤褐色。素地は暗褐色で、白士が筋状 2層・上

にみられ、白色の細粒子も含まれている。
18 沖縄産無釉 鉢 底 -13.9 外面は横方向にヘフ削り成形。外面底部は橙褐色で、胴部は暗灰すー 27 
陶器 褐色。内面は橙褐色。素地は橙褐色で、中心部分は暗灰褐色、赤客土

色と黒褐色の細粒子が含まれる Q
19 沖縄産無釉 揺鉢 胴 ーロ唇部は逆「L」字状で、胴部に凸帯が 1本施される。内外面、 た一 26 
陶器 素地ともに暗橙褐色。素地には微粒の白色粒が含まれる。 溝 6

20 沖縄産無釉 揺鉢 口 28 ーロ唇部は逆「L」字状で、胴部に微弱な凸帯が 1本施される。ロ つー 26 
陶器 唇部上面及び内面は暗橙褐色。外面は暗褐色、素地は暗褐色で細 I層

粒の白色粒が含まれる C
21 沖縄産無釉 揺鉢 口 25.2 口唇部は逆「L」字状で、胴部に微弱な凸帯が 1本施される 。ロ ちー 25 
陶器 唇部上面及び外面は暗褐色、内面は暗橙褐色。素地は暗褐色であ II層

る。内面の櫛目は斜め方向に間隔を空けて施される。
22 沖縄産無釉 揺鉢 口 26.4 ーロ唇部は逆「L」字状で、口唇部上面に 2本の沈線が施される。 そー 27 
陶器 内外面は暗褐色。素地は暗赤褐色で、白色粒が僅かに含まれる。 客土

第 櫛目は口縁部を除き内面全体に施される。
59 23 沖縄産無釉 揺鉢 口 25.8 ーロ唇部は逆「LJ 字状で上下端は強調される。口唇部上面に 2本 けー 27 
図 陶器 の沈線を施す。口唇部上面及び外面は暗褐色。内面は橙褐色。素客土

図 地は暗赤褐色で、白色粒が僅かに含まれる。櫛目は斜め方向に入
る。

版
24 沖縄産無釉 揺鉢 口 23 ーロ唇部は逆「L」字状で上下端は強調される。口唇部上面に 1本 たー 20 30 陶器 の沈線を施す。口唇部上面及び外面は暗褐色。内面は橙褐色。素溝 1

地は暗赤褐色である。櫛 目は口縁部を除く、内面全体に施される。

25 沖縄産無釉 揺鉢 口 22.6 ーロ唇部は逆「L」字状を呈する。口唇部上面に 1本の沈線を施す。 せー 27 
陶器 口唇部上面及ぴ外面は暗褐色。内面は橙褐色。素地は暗赤褐色で客土

ある。
26 沖縄産無釉 揺鉢 口 27.4 口唇部は逆「L」字状を呈する。口唇部上面に 1本の沈線を施し、 そー 25 
陶器 口唇部端は丸く成形される。内外面は暗褐色。素地は暗赤褐色で、 客土

細粒の白色粒と貝破片が混入される。櫛目は口縁部を除き、内面
全体に施す。

27 沖縄産無釉 揺鉢 底 14.8 杓外面・素地ともに橙褐色を呈する。素地には暗褐色の細粒が混グリッド
陶器 入される。 不明撹乱
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第26表 沖縄産無釉陶器 (3)観察一覧
挿図 番

遺物 器種 部位口径器高底径 観察事項 出土地図版 号

28沖縄産無釉 火炉 口 11.8 肩部で逆「く」の字状に屈曲する器形。外面の屈曲部分は、上下すー 21 
陶器 に沈線が施され る。 内外面は暗褐色で、素地は中心部分が暗褐色不明

で、器面側は青灰色。
29沖縄産無釉 火炉 口 15.6 一屑部で逆 「く」の字状に屈曲する器形。内外面は暗褐色で、素地ちー 26 
陶器 は暗赤褐色。 I庖
30沖縄産無釉 火炉？ 口 12.2 ー外面は暗褐色で、内面、素地は暗赤褐色。 たー 20 
陶器 2暦
31沖縄産無釉 火炉？ 口 12 ー内外面ともに暗赤褐色、素地は橙褐色。 ちー 26 
陶器 不明
32沖縄産無釉 火炉？ 口 ー内外面ともに青灰色、素地は暗赤褐色。 つー 26 
陶器 I尼
33 沖縄産無釉 火炉？ 口 ー内外面、素地ともに橙褐色。素地には微粒な白色粒を混入する。 そー 20 
陶器 2恩
34 沖縄産無釉 瓶 ロ 6.2 ーラッ パ状に開く口縁c 口唇部はやや方形状を呈する。素地は暗褐 ちー 24 
陶器 色で、僅かに微粒の白色粒が混入する。 撹乱
35 沖縄産無釉 瓶 口 5.4 ーフッパ状に開 く口縁。 口唇部は舌状を呈する。内外面は灰褐色。そー 20 
陶器 素地は暗褐色。 2暦・ 上
36 沖縄産無釉 瓶 ロ 6 ーフ ッパ状に開く口縁。口唇部は舌状を呈する。内外面は灰褐色。 盛土
陶器 素地は青灰褐色。

第 37 沖縄産無釉 瓶 ロ 8.2 ーフッパ状に開く口縁。口唇部は方形状を呈する。口縁部と外面はサ ー 19 
60 陶器 灰褐色。内面は淡黒褐色。素地は暗褐色、細かい白色粒が混入す 2庖・上
図 る。

図 38 沖縄産無釉 瓶 口 8.6 ーフッパ状に開く口縁。口唇部は丸く成形する。内外面ともに灰黒世ー 19 

版
陶器 褐色。素地は暗赤褐色。 2 屈• 上

31 39 沖縄産無釉 瓶 底 - 6.8 外面は暗褐色、内面は青灰色、素地は暗橙褐色。 た一 24 
陶器 ［屈
40 沖縄産無釉 瓶 底 - 8.1 外面の底部は橙褐色、胴部は暗褐色。内面は暗黒褐色。素地は暗すー 27 
駒器 赤褐色。 黄4
41 沖縄産無釉 瓶 脚 -13.4 台付き瓶の脚。内外面ともに暗褐色。素地は青灰褐色と暗褐色。 甘 ー 20 
陶器 2庖・上
42 沖縄産無釉 壷 脚 小壷の可能性。 口唇部上面は平坦。内外面は暗褐色。素地は青灰 しー 27 
陶器 褐色と暗赤褐色。 II層
43 沖縄産無釉 'll1 - ロ ー小壷の可能性。口唇部上面は平坦。口唇上面と外面は灰褐色。内た一 25 
陶器 面は青灰褐色。素地は暗橙褐色。 惜 4
411 沖縄産無釉 箕士 口 ーロ唇部は丸く成形。内外面は黒褐色。素地は暗褐色。 し一 19 
陶器 2層・ 上
45 沖縄産無釉 長頸壷 ロ ， ーロ唇部は丸く成形。内外面、素地ともに暗褐色。素地には橙色の世ー 18 
陶器 髄粒子が含まれる。 2恩・上
46 沖縄産無釉 長頸壷 口 10 ーロ唇部は逆「L」字状で、口 唇部端は丸みのある方形状を呈する。 た 一 21 
陶器 内外面ともに灰色がかった暗褐色。素地は暗赤褐色。 2屈.J:: 
47 沖縄産無釉 長頸壷 ロ 9.4 ーロ唇部は丸みのある方形状を呈する。内外面は灰暗褐色。素地はせ ー 19 
陶器 暗橙褐色。 2庖・上
48 沖縄産無釉 瓶 胴 一顕部に沈線を 3本廻らす。外面は暗灰褐色。内面は青灰褐色。素そー 27 
陶器 地は暗褐色。 IV恩
49 沖縄産無釉瓶 胴 一屑部に 5本の沈線を廻らす。外面は灰褐色。内面は暗橙褐色。素たー 25 
陶器 地は暗褐色。 溝 4
50 沖縄産無釉 壷類 耳 一壷類の耳。外面は灰褐色。素地は暗褐色。 せー 27 
陶器 客土
51 沖縄産無釉壷 ロ 13 口唇部は丸く成形。内外面は暗褐色（泥釉？）。素地は橙褐色。 すー 27 
陶器 撹乱
52 沖縄産無釉壷 ロ 18.2 口唇部は逆「L」字状で、口唇部上面は沈線が入る。内外面とも ちー 26 
陶器 に黒褐色。素地は暗褐色。 [Il庖
53 沖縄産無釉 長頸壷 口 13.8 ーロ 唇部は逆「L」字状。内外面、素地ともに橙褐色。 し・す・
陶器 せ ー 27 

第 不明

61 54 沖縄産無釉壷 口 11.4 ロ唇部は縦長の玉縁状。内面頸部には一部、調整の際に入った擦たー 25 

図
陶器 痕が残る。口縁部と外面は暗褐色（泥釉？）、内面と素地は橙褐 II屈

色。素地には白色の微粒子が混入、り
図 55 沖縄産無釉壷 口 14.6 い唇部は縦長の玉縁状。口縁部と外面は黒褐色。内面は器面が剥せ ー 27 
版 陶器 落している。素地は暗褐色。 客土
32 56 沖縄産無釉壷 口 18.8 口唇部は逆「L」字状。頸部直下には 2本の沈線と波状文が施さ たー 24 

陶器 れる。口唇部と外面は黒褐色。内面は暗赤褐色。素地も暗赤褐色 I屈
で、白色の微粒子が含まれる。

57 沖縄産無釉 壷 ロ 9.6 ロ縁部がラッパ状に開く。内外面、素地ともに橙褐色。 ちー 24 
陶器 石列 2
58 沖縄産無釉 長頸壷

゜
10 口唇部は逆「L」字状。内外面は暗褐色で、素地は青灰褐色。 つー 27 

陶器 不明

-113-



\—丁□三[
51 

O 10cm 

第61図沖縄産無釉陶器(4)

-114-



第27表 沖縄産無釉陶器 (4) ・陶質土器 (1)観察一覧
挿図 番

遺物 器種 部位 口径器高眠径 観察事項 出土地図版 号

59沖縄産無釉 長頸壷 口 17,6 一口唇部は逆「L」字状。口 唇部上面と外面は暗褐色で、内面は橙 盛土
陶器 褐色。素地は暗褐色。
60沖縄産無釉 長頸壷 口 14.5 ーロ唇部は逆「L」字状。口 唇部上面と内面は橙褐色。外面と素地 ちー 26 
陶器 は暗褐色。 I庖
61沖縄産無釉 長頸壷 胴 ー内外面は黒褐色、素地は暗褐色。 ち・つ一
陶器 2 6溝 6
62沖縄産無釉 甕？ 口 一口唇部が逆「L」字状で、頸長の甕になる可能性。頸部は 1本の つー 23 
陶器 凸帯と 3本の沈線が施される。外面は灰褐色、口唇部上面と内面 1庖

第
は暗橙褐色。素地は暗赤褐色。

63沖縄産無釉 甕？ 口 ーロ唇部が逆「L」字状で、口唇部外面下部は段状になる。口唇部 つー 25 
61 陶器 を除く、内外面は暗橙褐色。口唇部と素地は暗赤褐色。 田層
図 64 沖縄産無釉 甕 口 ーロ唇部が逆「L」字状で、口唇部外面下部は段状になる。口唇部 そー 20 

図 陶器 と内面は暗茶褐色。外面と 素地は暗赤褐色s 1屈

版 65 沖縄産無釉 甕 ロ 31.4 ーロ 唇部が逆「L」字状で、口唇部外面下部に 2本の沈線が施され たー 26 

32 陶器 る。内外面は淡橙褐色。素地は暗赤褐色で白色の微粒子が混入す II屈
る。

66 沖縄産無釉 甕 胴 ー上位に波状文、その下位に横方向に沈線が間隔を空けて施され ちー 25 
陶器 る。内外面は淡赤褐色、素地は暗赤褐色。 蒋4
67 沖縄産無釉 甕 胴 -2本一組の波状文と横方向に 1本の沈線が繰り返し施される。内そー 19 
陶器 桝面、素地ともに橙褐色。 2層・上
68 沖縄産無釉 甕 頸ー 一顕部に横方向に 5本の沈線、胴部には 2本一組の波状文と横方向 ちー 21 
陶器 胴 に 1本の沈線が施される。内外面、素地ともに橙褐色， 2屈
69 沖縄産無釉 甕 ロ 41 一頸部に窯印あり。口唇部は逆「L」字状で、口唇部外面に横方向 つー 25 
陶器 の沈線が2本施される。胴部上位にも横方向に沈線を数本施すが、購4

不明瞭である。内外面ともに暗茶褐色で、素地は中心が黒褐色。
70 沖縄産無釉 壷類 胴 一顆部に窯印あり。肩部に 2本の沈線が施される。底部には焼成時つー 26 
陶器 の膨張がみられる 。外面は灰赤褐色、内面、素地は暗橙褐色。 I恩
71 沖縄産無釉 壷類？ 底 7内外面ともに淡暗褐色。素地は暗橙褐色。 たー 25 
陶器 lll庖
72 沖縄産無釉 壷類？ 底 -10.2 外面胴部に 2本の沈線が施される。外面は暗茶褐色、内面は淡橙 しー 27 

第
陶器 褐色、素地は黒褐色。 客土
73 沖縄産無釉 瓶か壷類 底 - 9.4 内面は黒褐色、外面と素地は暗褐色。 たー 24 62 陶器 II層
図 74 沖縄産無釉 壷類？ 底 -11.3 内面は輔輯の凹凸が明瞭である。内外面は黒褐色、素地は暗橙褐たー 26 

鳳
陶器 色， I暦
75 沖縄産無釉 壷類？ 底 - 11 外面は暗褐色、内面と素地は淡橙褐色。 たー 24 

33 陶器 1階
76 沖縄産無釉 壷類？ 底 -12.2 外面は黒褐色、内面と素地は暗赤褐色。 ちー 26 
陶器 m恩
77 沖縄産無釉 甕か壷 底 -15.2 外面胴部は黒褐色、底部と内面、素地は暗橙褐色。 つー 26 
陶器 I厄
78 沖縄産無釉 甕か壷 底 -15.4 外面は灰暗褐色、内面と素地は灰橙褐色。 た一 24 
陶器 不明
1 掬質土器 鉢 ロ 13.8 一肉湾する鉢。口唇部は舌状を呈する。内外面は肌色。素地中心は グリッド

灰色。 不明 1層
2 陶質土器 鉢 口 ー内湾する鉢。口唇部は丸く 厚みのある方形状を呈する。外面に波たー 21 

状文が施される。内外面は鈍い肌色。素地中心は暗茶褐色。 2恩 ・中
3 陶質土器 鉢 ロ 20.6 一肉湾する鉢。口唇部は丸い方形状を呈する。外面に波状文が施さ そー 20 

れる。内外面、素地は橙褐色。 2屈・中
4 陶質土器 鉢？ 口 16.8 ー内湾する鉢か。口縁部の内湾が強い。内外面、素地は肌色。 つー 25 

不明

第
5 陶質土器 鉢 口 21.2 ー内湾する鉢。口縁部外面は横方向に沈線を 1本廻らす。外面、素たー 25 

地は肌色。内面は橙褐色。 溝 463 
6 陶質土器 鉢 ロ 25.8 ーロ縁部は逆「L」字状を呈し、口唇部上面に沈線を施す。内外 つー 21 

図
面、素地ともに橙褐色Q 1陪

図 7 駒質土器 鍋 ロ 18.2 ーロ縁部は逆「く」の字状で、胴部へと膨らむ器形。外面、口唇部 さー 20 
版 は橙褐色、内面、素地は肌色。 不明

34 8 陶質土器 鍋 口 22.1 ロ縁部は逆「く」の字状で、胴部へと膨らむ器形。外面は肌色、 屯 ー 20 
内面、口唇部は橙褐色。 2庖・上， 陶質土器 鍋 口 21.6 い縁部は逆「＜」の字状で、胴部へと膨らむ器形。口縁直下に取 グリッド
手が付く 。 口縁部外面に一部煤が付着する。内外面、素地は肌 不明 1層
色。

10 陶質土器 鍋 口 ロ縁部は逆「く」の字状で、胴部へと膨らむ器形。口縁直下に取 しー 27 
手が付く。内外面、素地は肌色。 不明

11 陶質土器 鍋 取手・ 取手。内外面、素地は肌色。 けー 20 

2暦
12 陶質土器 鍋 取手 口縁部と取手。内外面、素地は橙褐色． 盛土

-115-



,,----
- . 

74 

75 

1

0

 

7
 

76 
I 

年～

翠索亨禽翠唸ぷ．『％令ゞ函． 茂翠，如り翌苓．タ・ く•'.. .'. ヽら"•、 知・ク・ぶ＇，． 舛:_:-・噂汰克―,;.パ~.. ...、●＇ヽ.-~ ・.,・..・-:: 

｀ 
, 9 「.., .. .. ・
； ., い^`ヽ,•: , 

＇^ ,．． 
~, . ・. ,_. ~,· 

:-;:..I没:,,., • 
,, ・,,. ，ヽ' -J..'•\ 

r 、"・..'>-: う・.
I • :・-・. ----,.. , '• . ・,.,.--
'• ――_,、--
I 

71 

72 

;-・,:. ー'.=~-~ ' .,., ......' ・一 ， . ・・-が_. . : :. \— ．．．． — I ! ヽ，・・;".-.::・・．●: ー
ー・ご．． .・・ . - 心. . . ('  
.. - •,,;.:,;、', \-, -• . ...,,, .. ·, •.·.,, 、

•一 ,.. , .. ・.... •. ・-
:・ . . ● • 

•'ダ・·- · ~,,: •_;. :-・・'">;・,.:... .. 
ヽ

n 
、:i'-"-・--, • 杞,,;,-,・,.・.ぶ.'--••そ硫も刷霰' _.,、

'\A5;,,~: 會←;、、オ・ヽヽぶ ・：玲:・忍誌fu.・、-..,. •• 怒'"合¥'., ... ・,, ギ，；~....や．． • :.'< .・., . 
鳴:，，、-'、r・.,.. .,;·!.~,.~t.. 

;/• , ,.·• ~- ., .. ・., .. ,• •,e ... ,-
I 'l. な:_,, , .• -;~ ~--' 
¥,;. 悶・・ :;-~胃J.、• ジ,,.....--

73 

n"k 

tern 78 

第62固 沖縄産無釉陶器(5)

~116-



第28表陶質土器 (2)観察一覧
挿図 番

遺物 器種 部位 口径器高底径 観察事項 出土地図版 号

13陶質土器 鍋？ 口 11.3 ー小型の鍋か？ ロ縁部が逆「く」の字状になり胴部へ膨らむ器 けー 25 
形。内外面は橙褐色、素地は灰色。 2 層• 上

14陶質土器 フライパン 取手 ーフライパン状製品の取手。焙烙か？ 内外面は鈍い肌色。素地中つー 27 
状製品 心は灰色。微粒の白色粒や光沢のある鉱物が含まれている。 客土

15陶質土器 火炉 口 21 ーロ唇部が内側に屈曲し、胴部から口縁部にかけて、逆「ハ」の字たー 26 
状に開く器形。内外面ともに橙褐色で、素地は灰色。細かい白色III層
粒や光沢のある鉱物が含まれる。

16陶質土器 火炉 口 14.4 ーロ縁部が逆「く」の字状を呈し、胴部から口縁部にかけて逆「ハ」 せー 27 
の字状に開く器形。口唇部外面には 2本の沈線を廻らす。内外面、 2層
素地は鈍い肌色。

第 17陶質土器 火炉 口 13.2 ーロ縁部から胴部にかけて丸く膨らむ器形。外面には横方向に白化そー24 

63 粧の縞模様が施される。外面は橙褐色。内面、口唇部は肌色。 2層・上

図 18陶質土器 火炉 口 15.6 ーロ縁部から胴部にかけて丸く膨らむ器形。内外面は鈍い肌色。素つー24 

鳳
地は灰色。 客土

19陶質土器 火炉 取手 15 ーロ縁部が逆「く」の字状になり、取手が付く。胴部から口縁部につー 25 
かけて逆「ハ」の字状に開く器形。口唇部は煤けている。内外 III層

34 面、素地ともに橙褐色。
20 陶質土器 火炉 取手• 一胴部が丸くなる火炉とみられる。取手が付く 。内外面、素地とも 盛土

に肌色。
21 陶質土器 火炉 口 24.8 ー大型火炉の口縁部とみられる。口縁部内面が特に煤けている。内そー20 

外面、素地ともに鈍い肌色。 2 層• 上
22 陶質土器 火炉 口 ー大型火炉の口縁部、突起部分とみられる。内外面、素地ともに鈍たー20 

橙褐色。 2 層•上
23 陶質土器 火炉？ 口 17.6 ー火炉か竃と思われる。内外面、素地ともに鈍い橙褐色。 すー27 

撹乱

24 陶質土器 不明 底 - 8.6 器種不明の底部資料。底外面には糸切りの痕が残る。内外面、素 ちー26 
地ともに橙褐色。 m層

25 陶質土器 火炉？ 底 -11.2 大型火炉の底部資料とみられる。内外面、素地ともに橙褐色。 ちー 24 
撹乱

26 掏質土器 碗？ 口 13.1 一碗か皿の口縁部。内外面、素地ともに橙褐色。 さー 20 

不明
27 陶質土器 碗？ 底 - 9.6 碗か皿の底部。内外面、素地ともに橙褐色。 すー 19 

2層・上
28 陶質土器 碗？ 底 - 6.4 碗か皿の底部。内外面、素地ともに橙褐色。 そー20 

2層・上
29 陶質土器 不明 底 ー区夕底で深い器物。内外面ともに鈍い橙褐色で素地中心が灰色。 たー 20 

焼成が良い資料である。 2層・上
30 陶質土器 不明 底 - 8.8 鉢の可能性がある。見込みに圏線のような沈線が 1本施される。 ち・ つ一

内外面、素地ともに橙褐色。 2 6溝 6
31 陶質土器 不明 底 - 9.2 1IlLの底部か。内外面、素地ともに橙褐色。 たー26 

II層
32 陶質土器 蓋 口 ー内外面、素地ともに橙褐色。 ちー 21 

2層・中
33 陶質土器 蓋 ロ 一蓋縁の直径7.8cm。外面、素地ともに鈍い肌色。内面は鈍い橙褐 しー 21 

第
色。 1層

34 陶質土器 蓋 つまみ 一蓋のつまみ。内外面、素地ともに橙褐色。 せー 19 64 
2層・上

図 35 陶質土器 蓋 つまみ 一蓋のつまみ直径3.Bern。内外面・素地ともに鈍い橙褐色。 しー27 

図 II層

版 36 陶質土器 蓋 つまみ 一つまみ部分の直径は6.2cm。内外面、素地ともに肌色。 そー 19 

35 ～口 髯1
37 陶質土器 器？ 一直径15cm。外面、素地は肌色。内面は橙褐色。 つー 27 

I層
38 陶質土器 急須？ 取手 内外面、素地ともに橙褐色。 しー 24 

2層
39 陶質土器 急須？ 胴 内外面、素地ともに橙褐色。 不明
40 陶質土器 瓶 脚台 6.9 内外面、素地ともに赤褐色。 せー 20 

2層・ 上
41 陶質土器 瓶？ 脚台 8外面は灰色、内面と素地は鈍い肌色。 ちー 26 

？ m屈
42 陶質土器 急須？ 胴 肉外面は肌色。素地中心は灰色。 しー 27 

Il層
43 陶質土器 器種不明 ロ ミニチュア陶器か？ 内外面、素地は橙褐色。 たー 20 

2層 ・上
44 陶質土器 器種不明 内外面、素地ともに鈍い橙褐色。 盛土
45 陶質土器 器種不明 内外面、素地ともに橙褐色。 すー 19 

2層・上
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第29表 近・現代本土産磁器観察一覧 単位： cm 

図版 1番号 1器種部位口径1底径器高素地・釉色 施釉 1 文様等の特徴 技法 1 備考 1 産地

I'I碗 口～底I"'[ ,,: ,. 心雪ぷ冒付けをr亨攣》庄誓り誓：さ聖紙届1り直ね焼きの跡力なしピ ニ 戸 □二
I 外反口緑。文様は胴部中央に波線で円形の窓を

I'蝉 1"~底 "・' '・' '・ 噂霞霜冒嘉什けを悶濯誓喜く汀贔鸞ば雷はり ＇翌紙珈 ぃ l罷郎 門贔紀後平） I盛土

！ 明大正 1せ陪8
I 5 I小皿 1口 ll.21 -: -1門□竺~~ti隣儡ぽり試花文を描く。口唇部にオ
I 6 I)直 底 l ― 6.4 ← 白色の微粒 1総釉、 妊付けを

麟は緑色の花文を描く。外面畳付けの外側脇 I
子・白色 掻き取る

に2条、内側脇に2条の似線が青色で巡ってい 年版転写

I i ・ ・ -,:・ 部卜方と下方に設線で1条のll!I線を巡らし中 1

□三は口唇部'~:;;:!叫蘊ぞ誓喜陛紙刷り 1外型により成形 I瀬戸美濃 I朗治後＋

" ,, 皿口底 ''.1~~二こ喜三
冒＇如口 s: J~ 口:: :・: □書喜璽t誓 1 ::: 
二□~I斗,.,1暫誓9色悶認,.,けを悶腐芯ビは。面に菊文を描く。花はヒ"ク色。葉 銅版転写 l瀬戸・美濃 ＇大正 せぷ

I 白色の微粒総釉、畳付けを内向口緑。内面に茅葺きの家・梅の木・山・タ日？ 正円子＝ピンク色、コ さ～す一
14 [IDI. ロ～底 l2.1 7.•1 2.71 Iといった田舎の風般を描く。梅の木は正n子であ糾版転写 ：瀬戸・美濃期治末～大正頃 27・28 

子・白色掻き取る バルトの青
l_  ＇る。口唇部直下に1条の函線が巡る。 ， I I屈

年代 出土地

そー26
l屈

I 盛土

瀬戸・美濃 I~治～大正
すー27
U尼i

すー27
客土

15 11Ill 口～底 12.6 ！瀬戸・美i!"!I期治末～大正 すー27
1]層

碗ヽ
，
 

l

ー

6
 

ー

I 

口～底 8.2 3.1 

17 , lヽぷ］ 口遠 s.2, 

←―― 
↓_j 

I 

二19 ,Jヽ碗 11-底I 7.6 

'I :: こニピごナを !~!~!予誓ご心ご二塁］ 鉗版転与 Iクロム
3.l 4,8 灰白色の微 稔釉、昼付けを 1直ロロ緑。昼付け外側緑に2条の困線が巡る。体

-1 - 白色の微粒
粒子・灰白色掻き取る 部上力には菊又ここ二ロ―]― l 
I子・白色 総釉、底部欠損誓はば試9悶贔寄冨贔霊1条

面ロロ民口唇部直下と胴部下方にそれぞれ1条3-1 4,6白色の微粒 総釉、昼付けをの困線を巡らし、その中に菜の文様を幾何学的にゴム版
f・白色 掻き取る 施す口また、昼付け外側に2条、内側に1条の国線

_, -1り誓:粒給釉版部欠損；；三塁雲は9五正戸口
o.s) o二 1 三二［二1青磁の上I絵 tt
―'J;: ご旦ここ部裂ここここ口こご□こご：

I つー26
石列4

！
 

そー26
不明

了 ll

ヒ n-底

22 e贔 ,~

工三

ー

6

-~

「
ー一

【

I

6.9 -

そー26
1層

瀬戸・美涙 l昭和（戦前） せー26
溝4

瀬戸・美濃 1大正～昭和

肥前 1昭和（戦前）

25 皿 8
 

l

|

―
□

_
心

n-

+,3.2 ,1u :: 雲嘉腐轟罰ナを打ば。口緑。饂下半は柁円形の凹部を幾つか設 I

―I ―I ー記・誓:総釉 1111日文

—. 一' -灰色の微粒 I 
子・灰色

総釉 2条の固線

灰白色の微
粒子・灰白色

給釉

I白色の微粒 1総釉、畳付けを飢ロロ緑。内面に桜花を5-6巡らし集も描く。ま j 

2.1 
子・白色 掻き取る

た、中央にも丸の中に同種の桜花を描く。口唇部俎版転写
, 1土茶色を途る。 1 

百磁

瀬戸・美濃大正～昭和

し

~ 瀬戸・美濃大正以降

肥前 111世紀

肥前 111世紀

そー26

」二
l 客土
..I. 
すー27
客土
I 
せー27
客土

しー24

← せー192屈・上
そー27
客土

l•iiR 又
I 

肥前 117世紀 たー21
2層・中

瀬戸・美濃 I大正前後
（大正中心）

盛土

12(}-



第30表 円盤状製品観察一覧

挿図版図 1番号 l素材 器種
部位 長径短径 厚さ l重さ
(mm) (mm) (mm) (g) 

観察事項 出土地

1 I 沖無釉 壺 1胴部 341 32! 71 10内面から外面に向けて剥離調整。外而に自然釉。
たー21
2層・中

版腐図第 「I 「4 s 2 
沖施釉 瓶 胴部 37 33 5 10内面から外面に向けて剥離調整。外面に鉄釉。

つー25
溝4

沖無釉 一宰 胴部 44 I 4 I 8 1 . 20I 内面から外而に向けて剥離調整。外面に自然釉。 たー20
2暦・上

沖無釉 壺 胴部 52 42 101 401線内。面から外面に向けて剥離調整。外面に2条の画 つー26
I III暦

36 沖畑紬 帯 l胴部 1 64, 56 ！ ， 50, 内面から外而に向けて剥離調整。外面に自然釉。 ち・つー26

I 溝6

胴部 1 641 621 101 sol内面から外面に向けて剥離調整。外面に自然釉。 せー26
溝4

※沖無釉＝沖縄産無釉陶器、沖施釉＝沖縄産施釉陶器。

第31表煙管・貝製品・ガラス観察一覧
挿図 番

遺物 器種 部位 口径器高底径 観察事項 出土地図版 号

1沖縄産無釉 煉管 雁首 火Jil1内径 1.2cm、外径 1.9cm。外面は暗黒褐色、素地は暗赤褐色。 しー 22 
陶器 2層・上
2沖縄産施釉 煙管 雁首 火皿内径 1cm、外径1.2cm。羅宇接続部分内径1.1cm、外径 1.4cm。せー 24 
陶器 外面は透明釉で、羅宇接続部分で釉剥ぎ。素地は灰白色。 1層
3金属製品 煙管 雁首 火皿内径 1cm、外径1.2cm。謹宇接続部分内径0.8cm、外径 1.0cm。ちー25 
第 火皿側に金属の溶着部分がある。 I層
65 4金属製品 煙管 雁首 火皿内径0.9CIII、外径 1.1CIII。羅宇接続部分内径0.7 CIII、外径 0.8crn。そー 27 
図 側面に金属の溶着部分がある。 客土

図 5金属製品 煙管 雁首 火皿内径0.9cm、外径1.1cm。羅宇接続部分内径0.9cm、外径1.1cm.せー27 

版 羅宇接続部分胴部、上面に貼付けあり。内部に羅宇が残っている。

36 6金属製品 煙管 吸口 羅宇接続部分内径0.9cm、外径 1.1cm。吸口内径0.5cm、外径0.6cm. すー 26 
2暦.J:: 

7金属製品 煙管 吸口 羅宇接続部分内径0.8cm、外径1cm。吸口内径0.3cm、外径0.4cm。そー25 

不明
8 金属製品 煙管 吸口 羅宇接続部分内径0.5cm、外径0.6cm。吸口内径0.2cm、外径0.3cm。そー 24 

1庖
12 貝製品 イモガイ製 直径2.3cm、:fl直径0.2cm。表面は風化している。 屯 ー26 

第
品 溝 4

13 貝製品 ヒメジャコ 貝刃か？ 腹縁部分が摩耗している。長幅 8cm、短幅 4.5cm、高 もー24 66 製品？ さ2.3cm。 客土
図 14 貝製品 貝錘？ ハナマルユキ。全体的に摩耗しているが、手触りが滑らかである。 ちー 20 

闊 長幅 3CID。短幅2.2CID。高さ 1CID。 2層・上
15 貝製品 ボタン 直径1.5cm。孔は 2つともに0.2cm。貝種は不明。 た一26 

37 I層
16 ガラス コップ ロ／ 5.8 8.5 6飲料水の瓶をコップに加工した製品。戦後の資料である。色は透グリット

底 明。 不明客土

※法屈の単位はcm。
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第32表籍（ジーファー）観察一覧
挿図

番号 形状 材質
長さ 重量

観察事項 出土地図版 (cm) (g) 

1 匙形 青銅 6.7 5.,J 完形品。首部、竿部の断面形態はともに六角形だが、首部の稜線ははつきりしな せー19
い。長さが短いことから男女児用と思われる。 2屡・上

2 匙形 青銅 11.4 5.4 
完形品だが、竿部で折れている。首部、竿部の断面形態はともに四角形。竿部 そ一21
に3箇所の曲折が確認できる。女性用本答。 2防・上

完形品。花部の花弁数が六枚で、花弁先端はやや丸みを帯びる。首部の断面
ちー24第 3 花形 青銅 9.8 19.1 形態は六角形、竿部の断面形態は四角形。ムディ部のねじりは銀察できるが錆
I庖

66 のため明瞭でない。男性用本管。

図 4 花形 青銅
花部は欠落する。首部の断面形態は六角形、竿部の断面形態は四角形。ム

つ―-2210.3 9.7 ディ部で曲折する。ムディ部のねじりは鋭察できるが、錆のため明瞭でない。全

鳳
体的に細身である。男性用本管。

2恩・中

花形 青銅
花部は欠落する。首部の断面形態は六角形、竿部の断面形態は四角形。竿部 つー27

37 5 11.7 16.1 
で曲折する。ムディ部のねじりは明瞭に観察できる。男性用本密。 I庖

6 花形 青銅 2.5 1.6 花部のみである。断面は0.4mm以下と非常に薄い。男性用本笞。
し一19
1屈

7 耳かき形 青銅 10.6 5.1 
完形品。首部の断面形態は円形、竿部の断面形態は六角形だが、稜線は不 たー25
明瞭。男性用副笞。 溝4

完形品だが、全体が波状に曲折する。劣化が著しく、首部と竿部の断面形態が
た一248 耳かき形 青銅 13.2 3.9 はつきりしないが、おそらく7と同様であろう。カプ部は潰れており、原形を留め
3恩ていない。男性用副智。

第33表青銅製品観察一覧

挿図
番号 種類 材質

長さ 重量
観察事項 出土地図版 (cm) (Q) 

， 鉤？ 青銅
竿秤の、荷をかける鉤の部分であると思われる。全長約5cm、太さは0.4cm前 さー19

第 8後で、穴の直径は0.3cmを計る。鉤の大きさから、竿秤は小型であったと思わ

66 れる。
客土

図 何かの飾りと思われる。復元すると直径は4.5cm、厚さは約0.4mmをはかる。

10 不明 青銅 8孔雀の羽を想起させる文様は10ある。中央部の穴には、文様のない面（衷面） そ―27

鳳
から穿孔された後、鑢様のエ具で削られた痕跡があり、直径は約0.4cmであ 客土
る。

37 11 銭貨 青銅 3.0 
銭径2.4cm、内径2cm、孔は一辺約0.5cmの正方形。銭厚0.1cm。銭造は たー20
I期： 1636-1659年（註1)。 2府・中

註1: 永井久美男「日本出土銭総覧」 1996年版 兵庫埋蔵銭調査会
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第VII章人骨

1 • はじめに
沖縄県教育委員会の平成 11年度伊佐前原第一遺跡の発掘調査により、 4基の土城が確認され、それぞれ 1体

ずつの埋葬人骨が出土した。人骨の年代は 13世紀頃と推定されており、数少ないグスク時代の追加資料である。

しかし、残念ながら人骨の保存状態は非常に悪く、 4基の土城墓のうち 2基では、歯以外の人骨部分はほとんど

消失していた。残りの2基も人骨だけを取り上げることができない状態で、所見の大部分は現場での情報による

ものである。以下に、得られた所見を報告する。

2. 人骨所見
・埋葬遺構1出士人骨
4基の埋葬人骨のなかでは最も保存状態が良かった人骨で、埋葬姿勢も良く保存されていた。頭位は北、左手

を胸の上に置き、軽く曲げた膝を右側に倒した仰臥屈肢位である。顔面部を欠く頭蓋骨、 頸椎片、胸椎片、腰椎、

仙骨、左肋骨片、左右寛骨、左前腕骨片、左右大腿骨近位部などが検出されたが、保存状態は悪い。残存歯の歯

式を下に示す。性別は寛骨の特徴から女性、年齢は歯の咬耗度 (Br o c aの1~ 2度）から成年の後半 (30 
歳代）と推定される。

/M2Ml日 p1cr2r1I r1r2cp1戸 Ml記 ／

M3恥 M1P 2い CI2I1I IiI2CP1い M1島 M3

頭蓋骨のサイズは全体的に小さい。また、大腿骨も細いが、筋付着部（註 1)の発達は良好である。上顎の中

切歯と側切歯にシャベル状形質（註2)が認められた。

・埋葬遺構2出土人骨

保存状態が悪く、上・下顎歯のほか、腔骨と思われる四肢長骨片が検出されたが、他はほぼ完全にt肖失していた。
歯の出土状態から頭位は東南、下肢を軽く曲げた仰臥屈肢位の埋葬姿勢だったと思われる。性別は不明。年齢は

歯の咬耗度 (Br o c aの1~2度）から成年の後半と推定される。残存歯の歯式は下に示すとおりである。

/ M2紅 p2plC//I/ ///P2Ml炉 M3

M3恥 M1P2い CI2/I/ I2CP1P2M1M虚 3

・埋葬遺構3出土人骨

検出できたのは歯だけであるが、歯の保存状態も悪い。左右の小臼歯から大臼歯にかけての下顎歯と、右上顎

の大臼歯部が残っていたが、大部分が取り上げた後に壊れてしまい、詳細な同定はできなかった。歯の出土状態

から、埋葬姿勢は頭を南東にした仰臥位である。性別は不明、年齢は歯の咬耗度 (Br o c aの2度）から成年

後半から熟年前半程度 (30歳代~40歳代）と推定される。

・埋葬遺構4出土人骨
頭を北西にした仰臥屈肢葬である。右手を胸の上に置き、きつく屈曲した膝は右側に倒れている。頭蓋骨の周

りからは土器片が出土している。骨の保存状態は非常に悪く、土と骨の識別が困難な状態だった。識別できた人

骨の部位は、頭蓋骨片、肋骨片、右前腕骨片、右大腿骨片、右頸骨片、右排骨片等である。歯は上下顎ともに中

切歯から第3大臼歯まで完全に残っている。上顎の中切歯と側切歯にはシャベル状形質が認められた。本人骨の

性別は大腿骨が華奢であることから女性、年齢は歯の咬耗度 (Br o c aの1~2度）から成年後半程度と推定
される。

• その他

さー 27から 2片の人骨小片が検出された。 No.l 7は部位不明の人骨小片、 No.2 0はおそらく成人のものと思
われる四肢長骨片であるが、詳細は不明である。
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3 . 歯冠計測値
本遺跡出土人骨のうち、比較的保存良好だった歯の形質について報告する。歯冠計測値を第34表に示す。左右
とも計測可能だった場合はその平均を、一方だけの場合は直接その値を示している。特徴を知るために、性別が
判定できた女性について周辺の集団と比較した。用いた集団は、縄文人 I)、北部九州弥生人2)、京都現代人2)で、

関東現代人 I)を基準にした偏差グラフによる比較を行った（第68図）。

本遺跡出土人骨の歯冠測計測値はいずれも正の側に偏れており、サイズが大きいことを示している。サイズの
点では弥生人よりさらに大きい傾向を示しており、シャベル状の切歯が見られたことからも、本遺跡人骨の特徴
は縄文人的ではないようである。これらは、グスク時代前後における形質の時代変化が、歯の特徴からも支持さ
れる可能性を示すもので、貴重な結果と思われる。

また、埋葬された人骨の関係 3)を推定するために、 Q相関係数を求めた（第35・36表）。基準化は関東現代
人 I)のデータを用いて行った。結果は、埋葬遺構1と埋葬遺構4の女性同士の相関が低く、埋秤遺構1女性と
埋葬遺構2 (性別不明）の相関がやや高い傾向を示した。被葬者間の類縁関係を示すと考えられる Q相関係数は、
社会構造を反映する貴重な情報であるが、いずれの結果も血縁関係に言及できるほどの高い値ではなかった。し
かしながら、このような事例の蓄積は、今後の議論のために、貰重な意味をもつものと思われる。

〈註〉

註 l.筋肉が付く 骨の部分。この部分の発達は、その部分の筋肉も発達していたということを表している。
註 2.切園の辺縁隆線が発達して舌側面が深く凹んだもの。この形の切聞は、南方アジア系集団よりも北方アジア系集団に多く見られるといわれて
しヽる。

上顎骨
Cranium頭滋骨

I' 

`• 
，
 

上顎骨 Maxilla

下顎骨 Mandible

鎮骨 Clavicle

肩甲骨Scapula

M, 

F
●
 

尺骨Ulna

手根骨 Carpus

中手骨 Metacarpals

手指骨 Phalanges

Sternum胸骨

Ribs助骨

TI1oracic胸椎
vertebrae 

Lumbar腰椎
vertebrae 

Hip bone党骨

Sacrum仙骨

Coccyx尾骨

Patella膝蓋骨

下顎骨

I', I I中切歯

I', い側切歯

c 犬歯
P', P, 第1小臼歯

P', P, 第2小臼歯

M',M, 第1大臼歯

M',M, 第2大臼歯

M',M, 第3大臼歯

第67図人の骨格

-126-



第34表 伊佐前原第一遺跡人骨の歯冠計測 (mm)

埋葬遺構1辛埋葬遺構2? 埋葬遺構4早
上顎

近遠心径11 8.6 8.0 第35表歯冠計測値22項目のQ相関係数
12 7.7 7.6 

埋葬遺構1辛埋葬遺構4辛
C 8.2 8.2 7.6 

埋葬遺構1早 1 
P1 7.3 7.9 

埋葬遺構4早 0.088 
P2 7.0 6.8 7.3 

M1 11.2 9.6 9.9 

M2 9.9 9.9 9.2 

頬舌径P1 9.8 10.9 

P2 9.4 9.6 10.1 

M1 11.6 11.2 10.9 第36表歯冠計測値16項目のQ相関係数

M2 11.5 11.4 11.5 埋葬遺構1i埋葬遺構2? 埋葬遺構4早
下顎 埋葬遺構1早
近遠心径11 6.1 5.6 埋葬遺構27 0.430 1 

12 6.3 6.0 埋葬遺構4辛 -0.261 0.172 1 

C 7.2 7.4 6.5 

P1 7.0 7.0 7.3 

P2 7.2 7.5 7.4 

M1 12.1 11.4 11.2 

M2 11.9 10.5 10.8 

頬舌径P1 7.6 7.5 7.9 

P2 8.0 7.8 8.3 

M1 10.7 10.7 10.6 

M2 10.7 10.3 10.8 

4
 

3
 

2
 

<JO 

・1
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I ¥ 
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9硲 ◊ c., q" q'1, ~.... 遺蒼 q'l, ,$-へ心パ繁，硲 ◊ c., qへq'l, ~"~'1, '硲" q'l, ~.... ~'1, 

多吠 絡 、各ぷ 岱

第68図 歯冠計測値の偏差グラフ（関東現代人基準）

一埋葬遺構1早 ＿＿—埋葬遺構4 早 ーー一縄文 —---—弥生 京都
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図版49 伊佐前原第一遺跡 埋葬遺構2人骨
上段：上顎の歯 下段：下顎の歯
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第VIII章自然遺物

第 1節軟体動物遺存体（貝類）
本遺跡での貝類の出土量は中型コンテナ（長60cm・幅40cm・ 高15cm)で2個と少なく、資料の残存状況も悪

い。貝類の出土はほとんどが近但以降の包含層や溝状遺構からで、グスク時代の包含層や遺構からの出上は少な

し‘

貝類は156種1383体が確認され、棲息域別に見た場合、個体数の割合は海産が全体の53%、陸産が37%、淡水産

が10%で、海産種は巻貝88種、二枚貝56種と多様なのに対し、陸産は 5種、淡水産は 5種と種が限られる。

貝類の出土状況は、海産貝では巻貝が88種377体で、なかでもマガキガイが多く出土した。二枚貝は56種361体

で、その内マスオガイ、リュウキュウシラトリの出土量が多い。マガキガイ・マスオガイ・リュウキュウシラト

リは、いずれも遺跡の西方に広がる伊佐浜で採取されるものである。

陸産貝は 5種511体得られているが、パンダナマイマイとオキナワウスカワマイマイが圧倒的に多い。

淡水産貝は 6種132体確認されたが、カワニナの出土量が目立っている。遺跡周辺にも湧水などの水源がいくつ

か認められることや、遺跡が立地する場所が、戦前までは水田などの田畑として利用されていたこともあり、田

畑にともなう溝が棲息地となっていたことが想定される。

＊貝類個体数の算出方法

・巻貝は、完形、殻頂、破片に分けて集計し、前二者の合計を個体数とした。

・ニ枚貝は、右殻と左殻に分け、さらに完形｀殻頂、破片に分けて前二者を合計し、多い方を個体数とした。

＊貝種の分類方法

・貝種は近隣逍跡である喜友名貝塚・喜友名グスク（註 1)、喜友名泉石鐙道・喜友名山JII原丘陵古墓群・伊佐前原古墓群（註 2)出土の貝類、

図鑑等と照合しながら分類を行った。

第2節脊椎動物遺存体
本遺跡から出土した脊椎動物遺存体は、出土量が中型コンテナ 4個と少なく、骨の風化が著しいため残存状況
が悪かった。遺物は客土、近世以降の包含層及び溝状遺構から88点、グスク時代の包含層及び遺構等から71点出

土しているが、発掘作業中に確認できたものを取り上げたため、魚骨などの細片は見逃している可能性もある。

客土、近世以降の包含層及び溝状遺構から得られた種は魚類のハリセンボン、獣類のイノシシ、ウシ、ヤギ、

ブタ、ニワトリ、 トリ、ネズミなどがある。

グスク時代の包含層及び遺構等から出土した種は魚類のベラ科、ハリセンボン、獣類のイノシシ、ウシなどが

あり、また検出時に骨が風化していたが、ジュゴンの可能性がある資料が溝Bから検出された。

遺構から検出した資料を概観すると、柱穴遺構からの出土は、第 8層せー22pit1でウシの下顎骨・右・下顎枝

1点、肩甲骨・右・遠位端 1点、上腕骨・右・遠位端 1点が、まとまった状況で検出された。第9層せー20pit5 
でイノシシの寛骨破片が製土中より 1点出土している。

溝状遺構では、溝Aでウシの歯骨・右 ・Mlが1点出土。溝Bからはウシが目立って検出し、出土資料はウシ歯

骨・左 ・Mlが2点、やや若い成獣のウシの下顎骨・左 (M3未萌出）が 1点、椎体類が 8点、その他四肢骨が

9点であった。僅かだがイノシシ上顎骨破片が 1点得られ、種不明の骨片も数個確認されている。溝Cからの出
土は、成獣のウシ・上顎骨・ 左 (M3萌出）が 1点、歯骨・右 ・Ml が1点、種不明の歯骨破片 1点が出上して

しヽる。

近隣する喜友名貝塚・喜友名グスク（註 1)では、種・ 量ともに本遺跡に比べ多く、遺物の残存状況も良いが、

獣類の検出種は概ね同じ傾向にある。しかし魚類については本遺跡では種・量ともに各段に少ない出土状況であ

った。

＊脊椎動物遺存体の分類方法

・当センター所有の標本と照合して、分類を行った。

＜註＞

註 l 上原清乃他［喜友名貝塚・喜友名グスク」 沖縄県文化財調査報告書第134集 沖縄県教育委員会 1999年

註2 沖縄県教育委員会 「喜友名泉石畳道・喜友名山川原丘陵古墓群・伊佐前原古藻群j 沖縄県文化財調査報告書第137集 2000年
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第39表魚類出土量

合計

第41表ジュゴン？出土一覧 第49表 ウマ出土一覧

I 破片~:不明1り：B地Ifi~1~I I門］鮨声上顎~1立 出］回地 佃1数
B
-
1
 

ニワトリ、トリ、ネズミ出土一覧 第50表 ウシ・ウマ出土一覧

第44表 ブタ出土量
.___  "' し 心 I 

缶 l層悴 士1盛
I ' ., 

く1》, く1>

1 

合計

※〈〉：切痕有

11 11 <1 > 2: 111 <1>5 

第42表 イノシシ歯出土量

種不明出土量

撓骨？・骨体・左右不明j___!
歯破片・左右不明

1
-3
 ＇ 

i
 
3
 破片・左右不明

11層 1客士1 合計

~
 '" n
 

合 11 :: ~: :'3: :1 1~ 

-'l-1・ロ・ 1!---2_ 8'1·-'1-~ 

1 1 

I 1 2 
11 1 

8'1・1-'/-1・2' 1 ,1 18'1 •-'l-1 · 6 

第47表 『ウシ歯出土量

澤 2層 LZ層・吋2層 • 『'' I 5層 7叫8層溝A 溝B 溝Cl詞 II合Ut
J ! j _ 2. j_ .! , -!-l. 7 

第43表 イノシシ出土量

合計 A
11
 

j i 

'-21 
4
 

11 1j 11 11 1 

~
 

H
 

1 

2 
1 
11) 

1 

1 

,2 
合計 Iが 11 3 ,, Bl 1 11 111116 6 2111132 

※（）：未萌出、上顎•左のP4·MJ-M3は上顎骨と、下顎・左のP2.3•Ml .2.(3) は下顎骨と共に出土。

第46表ヤギ出土量

1 1 
＿ー1-
8

第45表ヤギ歯出土量

~固番I郎位 j也 1層lz層.J-. 環 Irr層1溝4 撹乱1不明 合計

~舟 I右筐~-・,r ピ
1 1 

I 1 1 

＇ 
1 1 

1 1 

一 上I I 2 L...±!_顎 1 1 

畠 左言

I 1 1 

11 1 2 
I 1 1 

11 1 2 

1 1s L坦塑 1 1 2 

Lユ
下左

dm4 

生一
1 

49・50 
顎
Ml I 11 3 

一
M2 I 1 1 2 

51 M3 I I 1 1 

合計 1 2 21 7J 21 sJ 2 21 

※上顎・右のdm3.4MJ-3は上顎骨と、下顎・左のdm4Ml.2は下顎骨と共に出土。

第48表 ウシ出土量

|即； 渕 2層巨 2 屈 s I暉せ 2211髯BlI mj11叫 溝41不珂 合計I 111・下層 即 1

F顎骨且破夏）.... 玉~右ふ＿＿不一明 I I I I こ l I I 
1 

匡 j I 1 

I —+ 1 

椎体 I I I ＇ ＇ 2 I 2 
30 顕椎 I I I ＇ 1 I 1 

一3321 椎体
顛面片 I I I I I 

1. ＇「 I I 1 

胸椎 I I I I I I I I 
突起片 I I I I I 21 ! I 2 

破月 I 1 I I I 11 I 2 

叫 肋骨
＂汁f 1<1>1 11 I I I 1 く1>2 

破片 I I I I I I I 
＇ 
I ， 1 

当叩•沖＇遠位溢 I I I I I 11 1 
く1> I ぐ!>右・破1ヤ口 右・追i匹 I I 1 I I I 1 

上腕骨臆達・跛他片粧 I I I I 11 I I r-1- I 
I I I 21 I 2 

36 I経竹 1右・近位蝠 I I I 11 1 

IR骨 1右・破片 I I I ,1 > I I I <1> I <2> 

37 I手根骨1れ・撓側 I I I I I I 11 1 

38中手骨1右・近位片 I 1 'I I I I I 1 

右・骨体 I I I I 11 , I 
左・骨体 I I I I 11 I I 1 

大腿骨倖左邁・遠泄位1部t細 I I I i I 1 I I 1 
39 I I I I 11 I 1 

左・破片 I I 1f i 1 

4o r距1~ I左・破n- I I 1 I I 1 

紺 悴屈節介 1 I I I 11 I I 1 
指骨 ・左.,,惰~fl· I I I I 11 I 1 
破片•左右不明 t<nl <1>l I I I I I <2) 

合計 く2><1り(1〉31<1>1 1 2, 31 1s1 <1> 1 I 1 2 <6>31 
※〈〉：切痕有
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第37表 貝類出土状況（巻貝）
--------------出土地 l吊 2雇 2層・J: 2!11・ 中 2屑・下 3層 4 屈 5 lil 6届 7層 8層 溝A 溝 c I 層 ＂扇 rn屑 w 層 漬 l 漬 2 溝 3 .~4 漬 6 石列2 石列4 石列5 掘込1 客土 覆土 盛土 撹乱 不明 合計

位

憬貝
体

~'I' 科名 貝積名 生息地 完殻破 完殻破 完殺砧 元殻磁 完殻餃 完鮫殻 完； U 霞 王鯰 誼 完 B 破 碩It 売 紐茶 む:ir主殻破 ;!,'ti tf 完殻破 哀殻破 完殻破 完唸破 ,'c tt Id 完 ，殻硲 完殻 !fa 完 t2Ill 餃" le~ 駐 如 元餃 G 完 ｀“ 'i¥! cg 骰 完 舷は 完殻破 完娩破 元形殻頂破片
数

＇ 
ニシキウス・ 1-h  I ？ I 3 21 2 I 2 I I I 

＇ 
2 I ＇ 

I I 
＇ 
5 
0 " • 

z: シキウス科 1-¥"ンクカハマ 1-4-o, I 

゜゚
1 -

l 朽サハ』テイラ I -4-• • I 6 ＇ 
3 ＇ 

2 I 1 2 ＇ ゜
3 22 0 

• 9ョウセンサがェ 1-h贔 1 I I I I I 2 l , 
5 9ョウセンササ＇ェの蓉 I -3•n. 2 1 3 0 ( J 

6'ュりテン科 ユシタ＇カササ＇ェ 1-2-. 1 ＇ ＇ I ＇ ， 2 

, ， がキ9ク U-1-b 3 5, 4 I 
＇ 

， 2, 1 I 2 I I 1 1 2 3'  1 
＇ 
,, I ＇ 

,, 21 8, ,, 2i 

8 nンt'がり蒼 ＂ー1-b 2 r I I • 0'  ヽ
， aシク＇ヵアマがイ 1-1 . 1 1 ＇ 

， 2 2 

゜
， 

10 亀9ヽ・アマカ { I o-a I I I 
I 

゜゚
I 

LI 9ルアマオフ・キ D- l• b I I ＇ 
I 2 O C 2 

12 Iマオプネ科 Tマオ7・ネ 1-1-b I I I, 2 O C 2 ,, ,, りキュり7マがイ I -O・n I 
I I 

＇ 
O C I 

I• 力/a:がイ w-1-,. 
＇ I ゜

I I I ·~ Tマオ7・ネ科不明 I ゜
1 ( 

＇ 

H ヤマクニ・ン科 キ`ナりヤマクーシ V-1 ， 2 I ＇ 2 I ＇ 
2. I 13 2 15 

17 Jづ,n ~, .. ニシ IV-5-e 3; I'2 I I I I I ， 4 1 5 

18 約が9カ9ニナ 1'"-5 ＇ 
'2 31 I I I I 1 1 • I 2 I I I I I 1 i. I 5'  15 ,, ． 2● 

2( 19 約がクカりニナ科
や/tダカ9ニナ 川一c I I 2 I 

＇ I I I 2 I 2 

Aクカり：：ナ IV-6 
＇ 

I ＇ 
I 1 2 3 01 01 II 

21 :,.1かり二十 IV-c 1 ＇ 
2 1 1 1 I I I 5 I l lヽ

ね貪9ニナ科 bり二t JV-5. 6 3! な 3 2 2 3 l!:i l!i 11 2 2 ' 1 1 I I 31 I :1 2.1, -4 9: 3 -4 I e I J 2 I 2 I 1 ●I 21 I 1 73' 20' 4'1 9~ 

,J え二／ツ／がイ 1-2-c 1 I ' 2 20 j ＇ I 5 ， ． 2 G 2 I ， I 
0 1 引゚ 4 4 

lヽ

21オニJj/がイ科 ゴゲッノプ・エ Ill-1--c i, 2 I a 

25 '71泣ニ<'I I -1-111 1 I 1 3 2, 1'  I ， 
＇ 

ヽ 6; 1 2' 2 1 81 t 2 I 2 '' 30 41 21 ).I 

" 
11'17イ m-1勺： l'I I 3 2 I 1 I'I " 

？ 

27り；ニナ科 9ミニナ D-1ベ 1 1 ＇ 
2・ J 0 I C ， 

2! 仕..ミニt 凪-1-c 2 a l I o, ●I 
｀ 

29 じ点がイ I -2-c ＇ 
ol 1 I 

3( オハ9'0ガイ Il-2-c 1- I ＇ 
I I 1 l 3 

332 1 ”・ぷう科
ムカシクモト 1-2-c I ＇ ＇ 

I 
＇ 
I 2 

▼力、キがイ 1-2-c I Ji J 2 2 21 19 I 
｀ 
I I 1 

＇ 
1 I 11 2 1 1 l I 3 I 

＇ 
I ， l s 1 4』 ＇ 

I I I J I I 1 II H 其 70 

Jl じゾマカ・キガイ 1-2-c I 1 1 I I I I I ， I I 3; 61 , • 
3ヽ 9モがイ 1-2-c 31 11 2 2, 21 5 • I z I I J &1 II I ll I S ? I I 1• Z I • I I I 2 JI、 1 • 1 • 6 I 201 151 21 

3~ 9バ,・M 1-1 ... I 01 I 

゜
I 

36 Eメハラダカラ 1 I ＇ I C ？ 

37 ヤクシマク・カラ I 2-a ＇ ＇ 
I I I ， 1 I I I ＇ ゜

~I J 

31 コモンダカラ I .. 2~• 
＇ ＇ 0 C 

I 

3!! ＂ナマルユキ I・3-.i I I I I 
＇ 

I I 
， 

1 1 I I I 3 3 • ' ,o'カラカ’イ科 7シダカキイロダカラ I .. , • • 
＇ ゜゚

I -

11 fイ0ダカラ 1-,-. I ＇ ゜゚
I 

42 1,tt'ラクカラ I .. , ... l I 1 2 2 -4 
＇ 

I 日I I 3 S; 3 4 ＇ 
5 I 1 • 3] ， ↑ ， I 31 6 I JI 

43 ゃ汽ヌ9 I •2•• 1 ． ~J I I I I ＇ 
2 I 

＇ ,. 9ヽラタ・カラ r .. 4,... ＼ ＇ I ゜
I ＇ I 

41 9カラがイ科不明 I 

゜゚
I -

4~6 1 クマがイ科 ＇スがイ I --2~c 
＇ 

I I ＇ '' ＇ 3 I ， ヽ
約シコ）タマカイ II+, I ＇ 

I I I 2 

“ヤI沢］が｛科 ,,・ う •·-1 1-2-, ＇ 
O• 
＇ ｀ 

40 iツカトホ・ラ lー2, I 1 ＇ ＇ 
1 ＇ 

I I 2 I 5 ＇ ヽ ． 
50'1シツがイ科 ”ぷう 1-2-. 1 I 

゜
I 1 I 

51 わがイ I•4•• ＇ ゜゚
I -

si とショりラクカ・イ I -1.-. I I 

゜
OJ I 

””キカ・イ科 '11テルイシ I .. I• 轟 I 

゜゚
1 -

s, r,u1科不明 I I 

゜
o' I -

55S 6 ？トコpヵ＇イ科
7ドコPがイ I - t~a I 

I 

I 2 0'  ？ 

ムシエヒ・ 1 1 o I 1 

57 rポ-n,ヽイ n .. ,.c I I 

＇ 
I I 

1 

゜＇ 
1 

5暉1 :tリイレヨ7バイ科 h二）テム
シロガイ m~l• r ， 

゜゚
I -

87バイそドキ I i 
I 1 

゜
1 1 

糾 ,,tムシロ l•ll ,: I 1 O I 1 

61 l~H I .. IN● 1 o1 l 0 。 1 

66? 3 ~,· パイ科
ホラク＇マシ I .. 2 .. c I 

'I I 
＇ 1 ・ 2 -

JIマクがイモドキ 1- 1• 鳥
I ゜゚

1 -

“ 
切＇，、 Jイ科不明 I I 

'I  ＇ 
L 

゜＇ 
I 1 

応 イトマキがラ I •2・ ・ I I : 1 I I I 

I ！ 
l 

゜
3 a 

66イトマキ点う科 リュウキがケッ／マタカイ I •3- i, 1 ＇ I I 
I 1 

゜
I 
＇ 

67 チトセホ＇ラ I•2-c ＇ 
I 

゜
D 1 -

6,a9 • Jテ＇がイ科 イモ7デがイ I -1-c ， 

I I 
I 

， 0 ' ＇ 
オオミ1ムシカ’ィ I, I 1 I I I ＇ I 2 I 3 

70 1=,・ シカ’イ科 コオニコプシがi I .3 .. 馳 I I I II 

゜＇ 
， I 

71 71 wマキカイ科 :, ク・ぷぅ , ... ~ 
I 

1 I' o; O I 

砂れ：’トラ7ゲ~-叶• t - l•c I ゜
1、 《 I 

73 1/Pミナシ 1-2-, 1 ， 1 

I ! 

I I I 
＇ ＇ 

I 2 3 ヽ s 
74 !'JPサメモドキ？ l -2-c I 

I ゜゚
I -

75 コモンイモ？ I -1-c 
I 

I I 
I 

゜゚
I -

78 ミカドミナシカ‘ィ I -2-c ＇ 
I I I I I 

゜
O l 

77 マク・ライモ I -1-a I I ＇ 
I 

＇ 
， 2 

ヽ I ， 2 

゜
I 
＇ 

78 サヤガクイモ 1-1-a 2 1 21 1 ＇ I 

I 
， 

＇ 
I 

I I 
I'  • I 

＇ 
1 I 7 2'  ， 

79 アカシマミナシ I -2-c ＇ 
I I I , o, 0 '-

SC サラサミナシ I -2-c I 
I 

I 

． ＇ 
I I ＇ I 1'  I 

゜
I ! 1 

81 イモカ・イ科 ヤィそ I -2-c I 5'' I~ I 

I 
I '1 

I I 
＇ ＇ 

I I 
I 

I 1 I I I 6 7 " 
13 

82 カハ＇ミナシ I -2-c 
, 
゜゚

I -

83 ャtキ・シ＊＇リイモ I -2-a 1 I 1 l 

I 
I I ' 

2 ， 3 I 

゜
2 10 2 

84 サラサミナシカ＇ィモト＇キ I -2-a I 

I 

＇ ゜゚
I -

BS イホ＇、ンマイモ I -2-a ， ！ I ， I I 2 I 1 2 ， 1 3 2 11 • 
86 コ＇マ7イモ J -l-c 

I I ＇ 
• I 

゜゚
I -

87 了シロイそ Il-2-c ， I ＇ 
2 1 C 3 

BB 奴カプキ' l -2-a 1 
， 

I ＇ 
2 O C 2 

1/9 イモがイ科不明 I t I 31 IS i 3 • I 1 I ＇ 2 I 1 '33 5 

99D 1 9ケIコがイ科
9ケJコがイ m-z-., I 1 01 0 .I 1 

さソニククケ？ I -2-;: I I 0 I 

四切ヵ’クがイ科 " ''そりがイ n-t--c ＇ 
I I ＇ ＇ ゜

l 

9J t?)がイ科 ヤ11hイ 1・2・c I ＇ ゜゚
I 

91 1-r.>"カ・イ科 ・やがイ IJ--1-c: ， 
' 

I ！ I I 

゜
2 I 2 

郎 .. mがイ科 ¼Iアラがイ I I ， I l o; o I 

96 77~ カマイマ1科 11似カマイマイ ・ヽ 7 21 10 I I 1 5 ,: I 8 2' 11 』0
g7 tンハ―ンマイマイ科 シュリマイマイ V-7 l e 2 I I 4 I 3 ヽ 21 I I ヽ I ヽ 1, 2 2 2 5 t I 3 • 22 . ~· ,o 
I＇ l 飼が9宜1!1 • .,.-(,. lff 

,. ヽンタ'tマイマイ ‘’ 241 71 lrl TO; s, n 1 l I 1 I 1' 22, 4 3 401 ,s 10 II 6「 g 4 2 9 I I I so・ B lllil I 2 ' 
L2 1 2 16 1 121 l'. 1 11' 4 217 51, 12::i! 27• 

tttヮウスカワマイマイ V-7 9;'I 5 1 5 lヽ ↑ 1 I i 1 • 12 6 IS 2.:1 5, 11 gi" 21 7 21 ， I~ 5む 7'19 3 2 3 ＇ 
I I I 2 I 6[ ? 5, 4~ 12 2 150 32i SJ 182 

LOO ～口、明 J I 2 n I I I 3 3 ＇ 
， 

＇ 
2 ¥ I 01 3i ~ l 

合 計 83) 331 82 3! 5 1,S 52 75,201 5, 7 20 ol , , 2: 2 2 1 31 !5 4, 3 日 3, 3! 1 1 2 I I 31 I I I 7 681 39, 61 114t 35, 611 44, 16 51 31 I O 4 4 18 Oi 3, 3 0, 2 l 148, 34＇ ; 91 7 10 19 'J 6 I 2 1 1i o a 36i 11 39 O' t l 39'a, 21!1 24 16, 30 40, 17'3e 6901 331 87& 1011 

個体数 116 B 127 12 I ' ． J 6 3 2 107 149 60 “ 8 3 2 182 17 J ＇ 
47 I 47 40 57 1022 

※完 ：完形、殻 ：殻頂、破 ：破片、 i像：溝状選構。
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第38表 貝類出土状況（二枚貝）呻-I 膚~ 2 患 2 0・.I: 211 .,,, 2湯・下 3 層 5 層 6 璽
nl tllll磁 ~n1ll 置 て田 1111 ill 片 寛111 Iii頂績 訂片

芦穀m 霞 元l!! fl頂舷 定,r,Bill) 釈1・ ~II fl名 只偵名生a抱 LRLRlt l R L R >I L R L R L It L R 片 L R t. R It L,R L R lt t R L R 
I ,.~11-,二.11ニ,●,●イ~H' 

I •h 
， 3 • 7h"Cfl '・t-. i 

11I -·2~~ • 2 I $, % ~ 1 I 
~ ~,_,. 舟~,,,..,.が9 I I I 12 
<Om ,>'J,1.i,".ttr, ,11 I I a 

＇ .゚＇ ,nスがrn 1r叶.~f,~,H.ヽI¥下町 1-. っ 1 

!••>'ff! 
..,:, ( 

I1 -•21, , I 1l 
t'-:,.T1~t ,( 

10 ¥. ふ't''>'ffl •i,,t,.1,';~.; I .. 1..,. 

;; i,u・,μ ,け....,キン,.チ,'. ャクがイ
u I・2 0 
-1-. ． 

l4 13 1 ~1,9ヤuカイIll I'剛 I 1-r I II 1 

＂ •,”,.ttが'.•,（11の-y:―明’‘ I ・2・・ I : ＇ ． 

＇ \6!~ 1袴')U ヽ I 3 

＇ fl•!.,: ―fJ.l さ 9●● 1-, .. 

ョ19 1,~,·•11 ,H  P "'l・c 1 /f:;0UHT-関

＇ ＇ 
｀ 

＇ 
I I 

21 n~t?oVotィ¥、hイィ I •:-c 

が” I・Iパ9ヽ fl
IH-. I 
1-Z~ 3 I 

6"r,'/皐が1 It •!"(' I I I 2 .' ~ l I I 
:i.; 

鳥3~~•.o1l,ィ•.l'lt;·.'·• r, ~. ●u-I ー1r. 剛

1 • , .... 
芯 I 2·• 

＇ za:t・-.i1 I :l• 量
お I -.l・・
'.!ll 
窯'Tャ，＂ fa] ,.,. .. .,f -h  

＇ ＂ 3'l •• , じm h”が•’~’..~‘ • ~~r II11・ -ょ2.. .. 1 • I 

＇ 
I 

I • I 

i四 fl シf>h 1-,~ 

＇ 
I I 

t:.~'-r::t I 2 < 10 I 2 3S t • I 

t, .W...,. : {flT-叫 1-2·• • I I I " 

｀ 
2 

＇ ぷ m ミFl-I ; ... ,., 1--c I < 

＇ 
I 

.'U 1'y 9ヽ , .. 今,,.,、コ I・1'""' 

＇ “ 10 <1H:i,',! en  111 -1・t ＇ I ＇ ＂二、吟 .-Cl↓ ？ュtt-"~~f D I< I 7 1 I~ 3, 1 

“ 
5 

＇ 甘 二”：,,’’ ~IH1'11 
I -%-e 

彬村サ・ナミ科 1~!,? ·• 号が,'1V（:<O'{ 
n -1.,.. 1 ， I :' I I IIーI"'C' 5 ？ 

、II!,,~! が，＂ ~"キシクヽ W-0-t 
I, 1n'"•が1I（H I゚ ·Z•c IS -1-. 

" I I 2' l2 3 
” ~IW! ベ;'{ 0 •}'"'( I I が 1 I 
” 

, ... ・しマ,II"( W·l~ 2 1 3 ； I I ● IC 
＂ I I I 

＂ 
,w:・u ＂・l-<

~'!If. I.:, 畠¥-o・-<n ”が『・心,., 11-1 ""<r I I I I 6 t I 
ぶり ti,: こ~r,?:"t Uり ・•Ij...: 0 1 ＇ “ 

.t!lbがよt・J I 

“ 
t』 U 2-c- 1 

“ I“'・"‘ '"''' o -1~c I 3 l I 

"' り！ m 1-. 

｀ 
.. 
合 rt 1 9 • a $I I I <'l 12 19-IO ”』2 119 2~ 5 1 18 1 Ol 0 0 ; I O I 0 1 2 I 0 o< I 1 
II ,~n " ~ 

“ 
IQ I 3 1 

出土地 古 L 弓土 底土 撹乱 不りi 合計 傍l
牧貝 元” EDI 悶元形 殻頂 冠)!' 元形

殻lli)`； L 元形R mtt I`t L 完形It 伝＂ 砧元も 紋頂 粒体
名I} 科名 貝樟名 生rt~ L R L It 片 I R L R L R L R L R L K 片 L K L R 片数
I ~1'1'1''" ,f? 1-z-, I 0 0 2 0 0 2 
• J ", ネがイ科 ュヵ＇ィ I 1.-._ 1 ？ ! 01 0 C 2 

...'::.. エカ＇ィ
II1-2-•3-< , 1 1 ' 2 2 I I 1 1 11 8 4 ~ 22 ， • 9ウキュウサルぷウ 3 ， • 5 

゜
3 ,, , . 

が~.,1.?ビ.,,llfl ,f ―" I O 0 0 0 1 -
& • "・イスカ・イ科 I ~'ロ,.チ、•入ウがが'イ• ,-.-. 0 0 0 • 0 f I I 

I 0 I 
; .. クカイ科

"'T1がf I -2・ • 0 0 ' 0 I i .e (刃7-1、,・.f I ·I~ ● 0 O I 0 0 I 
I :..~~? カイ科 や：云tン • ・0 《l o a I -
II 

韮"ヤ笠.., 科クがイ明

1-1-b 

＇ ゜゚
o a I -

IIQ J .. イクヤがイ科 0-l・C' 0 

゜
O 0 I( -

1• 1-< 

゜
0 0 0 I -

II 

＇ I O 0 0 0 .. -
I> ,.,, ガイ I・2←‘’ 2 2 I I I I 1 I 7 I 10 

218 1 11 6 ,u, キ・,科
か！ン.カ.＇, ィ科の不一阻項 I 1 I 2 3 

＇ 2 l 0 • , 0 2 • 
r 1 n O 
18i'令9羽 りがイ J-2-皐 I D 0 0 0 1 -
2＂ 0 ｛クボ’ヵ＇キ科

.. キ 0-l-c 1 1 0 0 0 

＇ 
I ,,c;: ヵ＇キ科石昼 ~ I I I I I I 'I  ＇ 

• 9 2' I ヽ II
21 9令令イ I・Z.. 0 0 O; 0 

＇ 221 1 代が9科
9ぅ＊•ノキカ・イ 0-2-t. I 1 1 

｀ 

0 0c I ， I 
1i6n7'7w/'¥1 カ・,

1-2-c I I 
1~0 II , 

O, 0 I < ?I In+, •• I 1 ， I I I 6 ' II 2' 21 ぃィンコがf I -ヽ,_・ ， I 0 0 0 0 1 -
26 ”トウがイ 1-2-• 

゜
I 0 0 I 1 

2; ヤクサ'"科 いがドル 1-2一員 I 

＇ ゜
I O, 0 I I 

2，8 ． 
會9サ・,レ I •3 属 1

＇ 
I 0 0 I I 

鳥9サし科石 0 ( 

゜
I 
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第爪章総括

本調査は、 1996年から継続的に行われてきた宜野湾北中城線（伊佐～普天間）道路改築事業に伴う一連の緊急

発掘調査に含まれるもので、今回が最終調査となった。

これまでに、本遺跡の東南側： 1992年調査（註 1) と北西側： 1995年調壺（註 2)の2ヵ所で、宜野湾市教育

委員会を調査主体とする発掘調査が行われている。遺跡東南側では、グスク時代の集落跡と近・現代の遺構群が

検出されている。北西側では、沖縄貝塚時代後期後半から近世までの遺物包含層が堆積する沢状凹地の地形を確

認している。

過去に行われた発掘調査と今回の調査範囲から、本遺跡の中心部分については、ほぼ全面的な発掘調究が完了

しているものと判断される。今回の調査により、遺跡の北西部を除いた調脊区のほぼ全域で、グスク時代の集落

跡と考えられる遺構群が検出され、宜野湾市が調査を行った遺跡東南側と関連する遺構群が確認されたといえる。

出土遺物から推測される本遺跡の年代は、第3層以下では新石器時代後期後半（終末？）から概ねグスク時代

前半（註 3) となる11世紀末-14世紀にかけての時期と考えられる。ただ、新石器時代前W期（縄文後期相当）

の土器資料が、本遺跡の発掘調査に伴って数点得られている。しかし、僅かな出土量であり、当該期の遺跡の中

心は、本遺跡周辺の別の場所であると判断され、この時期のものと考えられる遺構も今回の調査では確認してい

ない。

また、調査範囲の北西部では、窪地状の地形が確認され、グスク時代から現代までの遺物が混在した遺物包含

層が堆積し、近世から現代にかけての溝状遺構とそれに伴う石積み遺構などが検出された。これらの遺構群の大

部分は、戦前・戦後から1955年に米軍が土地の強制接収を行うまで営まれた、伊佐浜集落での畑作や水田農耕に

関連するものと考えられる（註 4)。溝状遺構については、南北方向に走るものが数基確認されたが、宜野湾市

による1995年調査（註2)で検出された沢状凹地との関連性等は判然としない。また、同地点の客土中から、沖

縄戦で使用された米軍戦車の砲塔が出土している。

本遺跡の調査成果については、前章までに遺構・遺物等についての詳細を述べたが、本章では、今回の調査成

果を今一度整理し、本遺跡の遺構・遺物等について若干の考察を行いたい。

1 . 逍構について

遺構は、第 6層中・第 8層上面、および地山となる第 9層の上面から検出されている。ここでは、検出遺構の

主要な調査成果である第 8層上面と第 9層上面の遺構群について概要を述べ、若干の考察を試みる。以下、本遺

跡の時間的変遷を理解するために、まず最下層である第9層上面から検出された遺構群の概略について述べる。

第9層（地山）上面では、調査区の中央から東側にかけて多くのピット群やいくつかの炉跡が検出され、また
9本柱の掘立柱建物跡が 3棟、北西から南東にかけての方向を軸に並んでいたのが確認できた（第15図）。また、

調査区の中央部分で埋葬遺構が 4基点在し、調森区西側には南北方向を軸に並行する数甚の溝状遺構が検出され
た。

埋葬遺構は、土堀墓と木棺墓の可能性がある遺構が検出した。遺体の残存状況は良好とはいえなかったが、歯

骨の向きやその他の残存した骨の検出状況、および土坑の大きさなどから、遺体の埋葬姿勢はすべて仰臥屈葬で

あった可能性が高い。

木棺墓と考えられる 2基の頭位は南東を向く。その内、埋葬遺構2では、遺体が釘を用いない組み合わせ式の
木棺に納められていた可能性がある（第24図）。検出された人骨は、いずれも成人であるが性別については不明

である。北谷町・後兼久原遺跡（註 5)でも、木棺に遺体を納めた埋葬遺構が確認され、埋葬されていたのは成

人男性で、頭位は東を向いており、本遺跡で検出された埋葬遺構2基の特徴とほぼ共通している。
土堀墓については、埋葬遺構 1の遺体は成人女性で、頭位は北を向く。埋葬遺構4は埋葬する際に、遺体の頭
部顔面にグスク土器の破片を被せた可能性が高い。頭位は西を向いており、小柄だが成人女性であろうとのこと

である。頭位が西向きの例としては、北谷町・後兼久原遺跡（註 5)で検出された幼児人骨があるが、平面形が

楕円形の土坑内にうつ伏せの状態で確認され、遺体は石で覆われていたようである。

次に、ピット群の分布状況をみていくと、 800余のピット群が南東から北西方向にかけてみられた。炉跡や平

面プランが確認された掘立柱建物跡などの検出遺構は、すべてこのピット群の範囲内にある。主に、遺構の検出

状況から、遺構の性格や遺構相互の新旧関係等について考えてみることにする。

まず、 3棟確認された 9本柱構造をもつ掘立柱建物跡について述べる。建物跡を構成する柱穴遺構のいくつか

-133-



には、その上面に数基のピットや炉跡が重複したかたちで検出されたものがあり、これらは掘立柱建物が廃棄さ

れた後に構築された遺構であると考えられる。そのため、確認された 3棟の掘立柱建物跡が、本遺跡にかつて存

在した集落の存続期間の中でも、新しい方に位買付けられる遺構群であるとはいえないと考える。

これらの建物跡は、長辺が南西に面しており、その規模はいずれも 4mX3m程である（註6)。平面プラン

の四隅の柱穴は、プランを構成する他の柱穴に比べると、大きくて深いという特徴がある。また、柱穴痕から検

出した、当時の柱の一部であったと考えられる木炭サンプルの分析によると、樹種は広葉樹コナラ属アカガシ亜

属（ブナ科）に分類され（註 7)、そのサンプルの放射性炭素年代測定の結果から、 9世紀末-10世紀初頭にか

けての間に切り出された柱材であることが推定されている。

このような 9本柱構造の建物は、戦前まで沖縄に多く存在した高倉によくみられる建築構造である。ただ、そ

れらの高倉の建築技法としては、礎石の上に柱を立てるのが一般的であったようで（註 8)、本遺跡で確認され

た建物跡のような掘立柱構造のものとは、必ずしもすべての点で共通するものではない事は明らかである。これ

らの 9本柱の建物跡については、今後調査される同時期の遺跡の遺構配置状況との比較や、沖縄以外の固辺諸地
域に存在する伝統的な建物の構造にも共通するものがないか検討した上で、その機能的性格について推定すべき

であろうと考える。

また、多くのピット群検出からも窺えるように、かつてはいくつかの掘立柱建物が集落内に立ち並び、検出さ

れた炉跡などはそれに伴っていたと考えられる。そ・たー23グリッドで検出された炉跡2の周辺には、木炭破片

の集中がみられた。炉跡に近接して、細く短く深度の浅い溝（溝状遺構G:第19図）が検出され、溝の中からは

多くの木炭破片が得られている。残念ながら、遺構周辺から鍛冶関連遺物は検出できなかったが、この溝を伴う

炉跡遺構が鍛冶と関係する遺構である可能性も考えられる（註 9)。

調査区西側では、南北方向に走る溝状遺構を数基検出した（第27図）。そのうち、溝C南側の一部と溝D・Eは、
第8層上面検出の列状ピット群とともに平面検出されており、列状ピット群に伴う溝であった可能性がある。

本州の中世遺跡では、溝が集落周縁の区画になっている例がある（註10)。溝B・Cは、本遺跡全体の遺構配置

からみると集落の末端に位置していることから、集落の境界として溝が掘られていた可能性もある。

次に、第8層上面で検出された遺構群について述べる。第8層上面では、ピット群・炉跡・柵列状遺構・ 列状
ピット群などが検出された。調査区の東側では、中柱構造をもつ平地住居プランを構成していた柱穴と考えられ

るピット群や、炉跡などの人の居住に伴う遺構が検出されている。調査区西側には、堀棒による植栽痕と考えら

れる列状ピット群や、その周囲を巡る浅い溝が確認されている。東側の居住地と西側の耕作地と考えられる場所

との間には、南北に走る柵列状遺構があり、グスク時代前半の集落構成の一端を窺わせる調査成果となっている。

今回確認できた遺構群の中で注目されるのが、植栽痕（または、植穴痕）と考えられる列状ピット群である。

列状ピット群の検出範囲は約104m'(南東側・約llmX南西側・約9.5m) を測るが、北西側は後世の掘削によっ

て断ち切られているため、実際の耕作範囲は若干広がる可能性もある。

このような円形のピットが並列する遺構が確認されたグスク時代の遺跡は、現在のところ沖縄県全域で10余例

を数えるのみである（註11)。そのうち、今回のように列状ピット群がまとまったかたちで検出された調査事例

としては、名護市・宇茂佐古島遺跡（註12)、那覇市・識名シーマ御嶽遺跡（註13)などが知られている。また、

このような畑遺構と考えられる列状ピット群については、最近、韓国でも類似遺構を伴う遺跡が確認され、沖縄

との関連性が指摘されている（註14)。

今回の調査では、列状ピット群の土壌サンプルと、遺構の切り取り作業を行った植栽痕について理化学分析を

行った（附編2)。その結果、いずれの試料からもイネのプラント・オパールが検出され、その他にオオムギや

コムギなどの栽培種もわずかに認められた。

一方で、列状ピット内覆土及び遺構周辺土壌の堆積状況を知るために、遺構断面を切り取り、軟X線写真撮影

を行って、土壌構造の微細形態観察を試みた。その結果、明確な栽培植物の痕跡は認められなかったものの、ピ

ット内閃土及びその下層には、粒の大きさが 1-5 mm、大きいものでは1.5cm程となる、耕作地の土壌に認められ

るペッド（粒団）と称される土粒の集合体が確認された。また、覆土中にみられるイネのプラント・オパールは、

稲籾殻などを堆肥利用していた為に混在したものと考えるのが妥当であるとの見解を得た。

宇田津徹郎氏による土壊分析では（註15)、列状ピット内覆土の他に、遺構検出面直上層の第 7層（しー25グ

リッド ・EL=14.92mより採取）や、せー25グリッド溝B内覆土 (EL=14.56mより採取）から採取したブロック

サンプルについても、分析を行った。その結果、第 7層土や溝B内覆土から、列状ピット内覆土中よりも高い密
度のイネのプラント・オパールが検出され、これらの土壌が堆積した時期にイネの栽培が行われていた可能性が
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きわめて高いという 。

畑跡と考えられる列状ピット群での栽培作物については、各々のピットの大きさとその間隔から、稲作を行っ

たとは考えにくく、かつての隼落の周辺でイネが栽培されていた期間に並行、あるいはその後に、珪酸体を形成

しない作物（例えばイモなど）を栽培した畑跡である可能性が推定されるとしている。

いずれの分析結果からも、列状ピット群が畑遺構である可能性がかなり高いと考えられるが、そこでどのよう

な作物が栽培されていたのかについては確実な証拠を得ることができなかった。今後、類例遺跡のさらなる検証

が望まれる。

2. 遺物について

出土遺物は、グスク土器・ 類須恵器・白磁・ 青磁などが主である。その他には、後期土器・滑石製石鍋の破

片・石器・ 玉類・鉄製品などが得られている。

まず、 主要遺物である土器では、グスク土器が出土量の大半を占めるが、新石器時代後期後半の上器（註16)
も、土器総出土量の 1割程を占め、各層序から一定量出土している。
次に、年代の指標となる白磁と青磁については、 12世紀から14世紀にかけてのものが得られいる。白磁では12
世紀から14世紀にかけての玉縁口縁碗・ロ折碗・ロ禿碗が、青磁では12世紀から13世紀にかけての劃花文碗・鏑
蓮弁文碗・櫛描文1illなどが得られている。

また、類須恵器も比較的多く出土しており、器種は壷類を主として、白磁の玉縁口縁碗を模したと考えられる

玉縁口縁碗．鉢が得られている。壷類の口縁形態には、多様なバリエーションがみられる。壷類の個体数につい

ては、推定で約50個体分が出土している。

その他の出土遺物としては、中国の銭貨である「元祐通宝」（鋳造年1086年・北宋）が 1点得られており、本
遺跡の出土遺物からの年代観に合致する資料となっている。自然遺物（獣・魚骨類）では、 牛骨が比較的多く出

土している。グスク時代前半には、牛を用いた農耕技術がすでに定着していたことを推測させる。

3. まとめ

これまで述べてきたように、本遺跡の調査により、新石器時代後期後半からグスク時代前半にかけての時代相

に関する、いくつかの重要な成果を得ることができた。

調壺成果としては、 葬地・居住地・耕作地等の集落の構成要素となる遺構群が検出され、グスク時代でも、中

国との進貢貿易が始まる以前の梵落構造の一端を窺い知ることができた。

今後に残る課題として、出土遺物から得られる遺跡の年代観には、 11世紀末から14世紀の年代幅があるのに対
し、放射性炭素年代測定の結果は、第 6層=1090士40BP、第 8層遺構検出面 (El.r=14.613m)=1140土40BP、第
9層（そー22pit22内 ・El.r=15.500m)=1090土40BPで、 9世紀末-10世紀頃の年代が示されており（附編 2参照）、
両資料の示す年代に約200-300年の開きが生じている点があげられる。

出土遺物の中で 9-10世紀に位買付けられる可能性があるのは、在地の後期土器と搬人品である滑石製石鍋が
ある。方形状の耳（または、把手）を有する滑石製石鍋は、森田勉氏の編年では 9世紀末頃に出現し、 10・11世
紀に盛期を迎える（註17)。残念ながら、本遺跡で出土した滑石製石鍋はすべて小破片で、耳の部分が残ってい
ないため、石鍋の型式編年と照合することはできないが、方形状の耳を有する滑石製石鍋を模倣したグスク土器

は数点出土している。

なお、第 9層上面及び第 8層上面検出の各遺構群の解釈やセット関係などについて、さらなる検討の余地があ
るように惑じる。これらの問題を明らかにするためにも、類例遺跡の調杏事例の増加と、 当該期の諸研究の進展

が今後望まれる。

最後に、本遺跡の発掘調査、ならびに報告書作成に関わった多くの関係者の方々に、深く惑謝の意を表したい。
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＜註＞

註l 宜野湾市教育委員会 「宜野湾市文化財講査報告書第17梨 伊佐前原遺跡J1993年

註2 宜野湾市教育委員会「宜野湾市文化財調査報告書第28集 伊佐前原第一•第二遺跡J 1998年

註3 グスク時代を12-16世紀と捉える年代観から考えれば、 11世紀末-14世紀をグスク時代前半とするには、若干時間的輻が広いといえる。しか

し、文章表現上の便宜もあって、ここではとりあえず「グスク時代前半」と表記しておく。

註4 宜野湾市教育委員会 「宜野湾市史第一巻通史編」 1994年

註5 北谷町教育委員会 「後兼久原遺跡展J1997年10月30日

註6 北谷町後兼久原遺跡で確認された、 9本柱の掘立柱建物跡の規模は約2.5mX4.6mである。（出典：註5と同じ）

註7 広築樹プナ科コナラ属アカガシと同種ものとしては、現在、沖縄本島ではオキナワウラジロガシがあるが、本遺跡で得られた試料サンプルの

分析から明確な種の同定を行うことは困難であるとのパリノ・サーヴェイ社からの回答があった。

註8 野村孝文 「南西諸島の民家」相模書房 1961年

註9 本州中世の鋳造遺跡では、鋳造遺構の炉跡に溝が伴っている場合がある（飯村均「中世の製鉄・鋳造」「帝京大学山梨文化財研究所研究報告

第8集」帝京大学山梨文化財研究所 1997年）。

註10 鋤柄俊夫「中世地域社会における村落の考古学的研究」 「帝京大学山梨文化財研究所研究報告 第8梨J帝京大学山梨文化財研究所 1997年

註11 呉屋義勝「沖縄諸島の「はたけ」の検討にむけて」 「はたけの考古学」 H本考古学協会 2000年度鹿児島大会実行委員会（編） 2000年10月

註12 名護市史編さん委員会「宇茂佐古島遺跡」「名護市史 資料編4 考古資料集」1998年3月

註13 那覇市教育委員会 「識名シーマ御嶽遺跡J1997年3月

註14 エ楽善通「いま はたけの考古学に熱い視線が注がれている」 rはたけの考古学」日本考古学協会2000年度鹿児島大会実行委員会（編） 2000年
10月

註15 2000年7月、宮崎大学農学部の宇田津徹郎氏にお会いする機会があり、伊佐前原第一遺跡採取の土嬢試料サンプルの理化学分析について、ご

協力頂けることになった。今回、宇田津氏のご厚意により、試料の分析結果を本報告書に掲載することができた。記して惑謝申し上げる。

註16 新石器時代後w期に位阻付けられるフェンサ下層式士器については、グスク時代初期とする嵩元氏の見解がある（嵩元政秀「沖縄における原
始社会の終末期」 「南島史論 富村真演教授還暦記念論文集」琉球大学史学会 1972年）。

註17 森田勉「滑石製容器」「太宰府陶磁器研究 森田勉氏遺稿集」森田勉氏遺稿集・追悼集刊行会 1995年
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沖縄諸島新石器時代編年と伊佐前原第一遺跡の位置

時期
沖縄諸島編年

年代 時代
区分

晶宮氏 ， 
土器型式 • ： ぽ伊式藤区氏分 主要搬入遺物

主要遺跡
暫定編年：

113石器 1B石器
前10,000頃 時代 時代 淮 11フィッシャー遺跡

草創期 野国貝塚第IV群土器
I ------

早期 前 1期
ャプチ式士器

爪形文系
野国貝塚群

東原式土器
渡具地東原遺跡

前4,000頃 条痕文士器
室川下層式土器

条痕文系前期 前I1期 曾畑式土器 曾畑式土器（渡具知東原遺跡）

前3,000頃 神野A式土器
神野B式土器

［ 

面縄前庭［式土器←具志川［式土器
縄文 面縄前庭II式土器←具志川u式土器

隆帯文系
中期 前rn期 面縄前庭rn式土器←具志川rn式土器 古我地原貝塚

時代 面縄前庭1V式土器←神野C式土器

沖
面縄前庭V式土器←面縄前庭式土器 神野貝塚

前2,000頃 神野D式士器
縄 神野E式土器
新 伊波式土器 仲泊式士器 点刻文系 出水系土器 熱田原貝塚後期 石 前w期 荻棠式士器 市来式士器（浦添貝塚） 前原遺跡
器 大山式土器 室川貝塚

前1,000頃 時 室川式土器
I 代 室）II上層式土器 カヤウチバンタ式 肥厚
晩期 前V期 宇佐浜式士器 ロ縁系 黒川式併行 シヌグ棠遺跡

前300頃 仲原式土器 仲原式士器 明刀銭（城椒貝塚採集）

前期 後 1期 互栄里式土器 ---------------- 板付II式士器（真栄里貝塚）
渡具地木綿原遺跡

゜
I 阿波連浦貝塚 亀ノ甲類似土器（久里原貝塚）

弥生 第''I屈土器 入来式士器 具志堅貝塚

中期 後I1期 具志原式士器 ー・-・・・-・・・-・・・--
無文尖底 山ノロ式士器

嘉門貝塚

時代 宇堅貝塚

＇ 
浜屋原式土器 様式 板状鉄斧（宇堅貝塚）

後期 後m期 アカジャンガー式上器 .. --........ _. ・--・-- 平敷屋トウバル遺跡

後200頃 大当原式土器 免田式土器（具志原貝塚）
.............. -.......... .. 

印0頃
古墳時代～

後IV期
アカジャンガー式

くびれ 開元通宝
平安時代初頭 フェンサ下層式土器 ---------------

フェンサ下庖式 平底様式 本類須士疸産器須恵器（那崎原貝塚） 那崎原遺跡

I フェンサグスク------------
長崎産滑石製石鍋 伊佐前原第第一遺跡

平安時代～ 古
グスク グスク（系）士器 広底様式

中国産白磁至縁碗 8・9層
室町時代 琉

球
時代 青磁鏑蓮弁文碗

関しては高脅＂蔽氏の暫定祖年（高宮 1978,199 . _ 
1993)を加味し、新石器時代後期（弥生時代～ー安初頭併行期）は最近の土器編年（岸本ほか2000ほが）もあわせて付すかたちとした。

グスク時代以降の略年表および伊佐前原第一遺跡の位留

西暦年 l 日；寺代名1称沖繍 1 沖縄の様相 H本本土の様相

751年1飛鳥・奈良時f-1::I新石器時代1俯筵其ら、「阿児奈和品」に漂舒と伝わる．
後期後半 794年平安京遷都

股耕社会tJ>I開始。中国陶碗・カムィヤキ・滑石製石鍋等 1894年遣唐使の廃止

時代 1この頃より各他に城塞的大型グスクが現れるニ
平安時代～

グスク の舶載容器類が広く流通．

1192年源頼朝、鎌倉藉府開く

主要な還跡

那崎原遺跡

フェンサグスク
伊佐前原第一遺跡

第8・9層

13世紀頃 I鎌倉時代
1265-78 咸淳年IHLRlfii鑑が浦恭1こ極楽寺建立 1274・79年文永・弘安の役 1稲福遺跡

1372年
1390年頃

1427年1 室町時代

三山察度が明に入頁．
1H↓立 1宮古・八重山はじめて中山へ入貢。 11392年南北朝合一

時代 15世紀頃、沖縄への中国産陶磁器の流入ビークに。

1453年

1470年

尚巴志、沖縄本島を絃ー（第一尚氏時代の開始）。

志魯・布里の乱により首里城消失。

金丸、王位に就き第二尚氏が開始。

円党寺の建立(1494年竣工）。
守礼門の建立。

薩摩の琉球入り。翌年に尚寧王、徳川家点と謁見。

畠1=1 I 第二 ご靡；江匹嘉霊昆腐誓。鮮式陶法伝える。

1689年 江戸時代 尚氏 壷屋への窯場統合。
1709年 （後期） 首里城が失火により炎上。

引用文献

ペリー、那覇に来航し首里城を訪問（以後、5度来島）。
宮古貢納船台湾遭難事件（後の台湾出兵へ）。
琉球処分。

1467-77年応仁の乱

1573年室町幕府滅亡

1592年豊臣秀吉、朝鮮出兵
1603年家康、江戸幕府開く

1639年鎖国令

1853年黒船の浦賀来航

1868年明治維新

1894年日消戦争

1939~45年第二次世界大戦

1964年東京オリンピック開催

店宮廣衛1978「沖縄諸島における新石器時代の編年（試案）」『南島考古』第6号沖縄考古学会．
店宮廣衛1991「南島考古雑録（［）」『南品考古』第11号沖縄考古学会．
岸本祗彦・西銘章・宮城弘樹・安座問充2000「沖縄紺年後期の士器様相についてJ『琉球・東アジアの人と歴史ー商宮廣絣先生
古稀記念論集ー』同論集刊行会．
伊藉慎二1993r沖縄編年の現状と諸問題」『史学研究集録』第19号國皐院大學大学院日本史学専攻大学院会．
安里進1991「沖縄歴史研究の現状と課題」『歴史評論』
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今帰仁城跡

座喜味城跡

旧円党寺跡

湧田古窯

壷屋古窯

伊佐前原第一遺跡

北西部
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図版





図版1 遺跡遠景・調査中 (l)調査完了後(2)発見された戦車の砲塔(3)

す・せ-27層序〈東側より撮影〉 (4)発掘調査風景(5~8)
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図版2 パイプラインより東側完掘状況(1)9層ピット検出状況(2~5)柱痕完掘 (2)

遺物検出 (3)木炭破片検出 (4)ピット断面(5)6層焼土遣構(6)8層炉跡(7)9層炉跡3(8)
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図版3 埋葬遺構l・平面検出 (1)人骨検出 (2)埋葬遺構2・木棺？と上下歯骨検出 (3)完掘(4)
埋葬遺構3・平面検出〈天＝南〉 (5)上下歯骨検出〈天＝北〉 (6)埋葬遺構4・人骨検出 (7)完掘 (8)
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図版5 石列1-a(1)石列2(2)石列2下掘込遺構(3)石列4及び溝4(4) 
石列6-a(5)溝状遺構完掘状況(6)レンガ敷遺構(7)掘込2(8) 
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附編1

ナンバリング一覧

＊伊佐前原第一遺跡のナンバリングはすべて通番号で行った。ナンバリングの照合は次の

通り

例：実際のナンバリング「伊前00 0 1」→一覧の表記はナンバリング項目の「1」

＊一覧での !EL」は「エレベーション」で、単位はmである。
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＋ンヽヽ・
酒序 グリッド 出土地 EL 遺物

ナンIヽ'
居序 グリッド 出土地 EL 造物リンク・ リンク'

I 4荊 せ-2-1 83 2/i!i・上 そー20 緑蓋釉）沖磁無熙（水（急鈷須））沖施（
2 2屈 ・上 せー20 園質土器（鍋）ウシ
3 4図 そー ~4 8~ ！屈 つー27
4 2庖・上 せー18 中国染付（碗）育磁染付 85 11恩 しー27 関質上惑（漑J沖施（小

（皿）沖無（壺類） 碗）トウガタカワニナ、イ
5 2暦.,. せー20 白磁（碗.ill)イノシシ ソハマグリ
6 1層 しー19・20 青磁(IID.) 86 1局 そー26
7 3届 せー21 87 頂屈 たー27
8 1屈 し一19 沖施（皿）呑（ジーファー） 88 11,'l さー25， 5陪 すー25 89 9屑 さー27 溝状遺楳D
10 2崩 ・中 そー20 囚買壬器（鉢）沖施UlIU 90 2桧 • 上 せー20 因質土器（瓶1
II 6崩 せー23 91 けM つー27
12 1洒 そー26 92 ＂屑 すー27
13 2層 せー21 93 1庖 さー27 中国染付（碗）
14 ＂函 そー20 沖施（急須）ネズミ 94 rv陥 ちー27
15 2陪 そー20 カムィヤキ（小壺）沖無 95 I吊 そー26 沖施（火取か香炉．壺）

（碗．火炉） 96 9暦 しー26 渭状遠楕c
16 2届 ・上 せー19 97 不け1 しー26
17 5fii! しー24 98 9附 せ・-27 溝状道梧F
18 1屈 しー2~ 本土産磁器(1111) 99 9居 さー25 濯状迪構B
19 2陪・.I: たー20 陶質土惑（碗、蒸）沖施 100 2磨・上 すー19

（壺） 101 8厖 すー26 M列8
20 3犀 せー21 102 9朕 さー27 溝状迫構E
21 1屑 不明 103 8層 すー25 I列12
22 21,'4・ 上 ちー21 104 8~~ しー26 T列10
23 2 lrJ・I: せー 19 沖無（瓶） 105 9Kり しー26 溝状逍構c
24 I陪 L-20 106 8屈 すー26 R列9
25 撹乱 せー24 107 8庖 しー26 R万IJ14 
26 n•l · Jこ たー19 ヒナキンチャクガイ 108 II潜 しー27
27 3・4酒 そー19 lfi 1号埋土 淘質士器（蓋） 109 9展 さー27 溝状遺惰E
28 2附 すー20 f.lfftj-器（鍋） 110 8暦 すー26 M列7
29 ZA-1・ 上 せ―-20 沖施（碗lモノアフガイ Ill 9粕 しー26 淋状迫椙C
30 :lM そー24 112 8~ すー26 0列5
31 2眉・中 そー19 沖施（皿）沖無（拙鉢）ヤギ 113 8屑 すー26 T列9

Ill 8屈 しー27
32 2M・.l:. せ-20 115 8~ L ~27 
33 1/¥4 せーIg アカシマミナシ 116 不明 ちー23
34 2屈 しー22 117 R州 しー27 17 .585 グスク系上器~形・迄））
35 1/iil せー25 118 8M しー27
36 IJ屑 そ—·26 消4号埋土 沖施（碗） 119 1辰i さー26 青磁（碗・I-b) 
37 21c ・ 上． そーl9 120 I焙 すー27 沖孤（碗、筒状碗｝
38 2糾 すー25 121 9.W さー25 溝状迫摺B
39 1 kl そー26 122 m暦 すー27
~o 2陪 しー20 カムィヤキ（碗・ II)リュウ I 23 1恩 すー26 カムイヤキ（小壼・有文、

キュウツノマタ 小訟．壺類）
-II 5M せー26 124 頂活 しー27
12 2h'/・.I. そー20 沖無（瓶）チトセボフ 125 盛土 沖無（壺類）
13 2層・上 たー20 中国染H(碗）沖施（急 l26 盛土 カムイヤキ（小益）

須） 127 客J: すー27
H 4附 せー23 128 5附 しー26 青磁｛碗・fl-b) 
45 2浴・上 すー19 宥磁（碗・V-b)白磁（碗・ 129 撹乱 沖施（鍋）

ill)カムィヤキ（壺類）陶 !30 9府 さー27 濱状迫椙D ,•~s<踪 ·Ul -o)
質土器（碗、器種不明） I 31 不明 こ―-23

青磁染付（皿）沖施（瓶 132 9屑 しー27 溝状迫梢D
子）沖無（鉢、瓶）ヒメッキ 133 不明 つー27 沖施（火取か香炉）沖無

ガイ （壺頚）
16 3屈 ゼー20 131 II胴 せー26 惜4号埋士
47 l~ ・上 そー20 IJ3質土器（歪）ヤギ 135 8磨 しー27 17,585 カムィヤキ（小壺）
48 不明 すー25 136 撹乱 沖施（火取か香炉）
心 4/,,j ちー23 1~7 9附 さー27 湛状遥柄E
50 5/i1 せー25 9謁 IV栢 そー27
51 2柏 ・上 たーl!l 130 5駁 しー27
52 2層.J: せー19 沖施（益） 140 不明 しー27 カムイヤキ（鉢）凶質上器

53 客土 すー27 （鈴）
54 撹乱 ナー27 141 0庖 せー27
55 不明 しー26 カムイヤキ（鉢）店質土器 H2 5h•l すー26 カムイヤキ（壺類・ID-bl

〈火炉） 1・13 悦乱 L-27 白磁（皿・IV-cl
66 r屈 らー25 144 撹乱 せー26
67 8 ~ すー26 S列10 145 6歴 しー26 背磁（碗・IV)カムイヤキ
58 不明 沖無（揺~) （把手付壺、壺類）
60 客ナ すー27 沖無（揺外） 116 盛土 沖無（瓶）陶質ナ器（鍋）
61 l屑 つー26 マガキガイ~ クモガイ カンギク、ヌノメカワニ
62 1/i'I ちー 23 カムィヤキOE手付壺） ナ、サヤダカイモ、ウラ
63 51.>l こー27 キッキガイ、リュウキュウ
6・1 5/e'I さー25 マスオガイ
66 8附 すー26 P列］］ 147 [Jj哲 すー27 ヌノメガイ、ヤギ、イノシ
67 2 屈 • 上 せー19 沖施（碗）沖無（鉢）本土 シウマ

産陶器（昼） 118 客七
68 8層 すー26 R列9 149 I屈 ちー27 沖無（揉鋒）
69 l駁 てー22 沖施園） l50 4射 すー26
70 !IAII しー26 溝状迫椙C 151 盛土 白磁（碗・ I-b-i、II-
71 I 1(1 つー25 B-b) 
72 悦乱 すー27 サフサミナシガイモド 152 l層 ちー26

キチサラガイ 153 6屈 し-27
7J 8~ すー25 1列9 154 5柑 さー26
74 客t 155 5層 しー27 害磁（皿・ I-c)カムイヤ
-,o - 8射 せー26 1!1'115 キ（鉢）

76 客士 156 II届 すー27 本土産陶器（急術）
;; 客土 しー27 本土産磁器（小碗） 151 8/l'l しー25 イ・ウ列試掘

i8 2附 こー26 168 5屈 しー26
79 I附 つー26 159 布上 辻-27
80 1/fi 廿ー 18 160 I屑 つ ~24

81 撹乱 すー27 161 不明 せー27 沖施（急須）
82 Shり せー26 l'iill 162 8層 し—·27 

163 9屈 L-27 枯状演11.D
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161 5層 しー27 産地不明淘器A(並）滑 252 9屈 さー27 渓状逍捐D
石製品（鍋） 253 SM しー26

165 9層 さ•しー 26 消状逍構c 254 l,Ci I: 
166 5屈 さー27 255 6),6 さー26
167 5栖 さー25 256 5M しー27
168 不明 しー26 カムイヤキ（壺類・ I-b, 257 5阿 しー26

把手付壺、壺類） 258 8~'1 しー25
169 9屈 さー27 溝状選構E 259 5/11 しー27
170 6履 すー25 カムィヤキ（把手付壺、 260 2聞 こー27

壺類） 261 盛k
171 7"9 そー20 262 81'":I すー21
172 8届 ちー22 263 8M こー27
173 II1層 し-27 264 盛土
174 1培 つー27 265 6府 しー27
l 75 盛 K 266 !)~ 可 さー2i 構状逮11¥P.
176 I層 ちー27 267 9暦 さー27 浪tl:Jl'il/1,E 
177 盛土 268 •~j: 
178 4浴 すー26 行磁（碗・II-a、111-b)カ 269 I屈 らー26 沖無（瓶）

ムィヤキ（小ti) 270 8~ すー25 K·I.~ 引試拙
179 5層 すー25 村磁（皿・I-b)カムィヤ す・せ~25

キ（壺類） 271 8~\1 しー25 イ・ウ列拭趾
180 I層 らー27 272 91(,l さー27 沿状遺1111}
181 8昂 ら一23 カムイヤキ（小壼） 273 8厖 そー24
182 I層 つー26 育磁（碗）沖無('}(炉） 274 5崩 しー27
183 客土 しー27 沖無（瓶） 275 9/14 さー27 溝状迫括D
181 9射 さー27 溝状迎情E 276 6屈 しー26
185 6/i<j せー25 277 8屈 せー26
186 a層 せー26 278 9陪 しー26 溝状追梢C
187 8屈 しー22 Dot52 
188 2図 すー24 279 9屈 さー27 溝状迫構D
189 21/i ちー20 280 9屠 すー27 湘状迫構D カムイヤキ（壺類・ lll
190 ＂凶 つー24 281 9庖 せー25 浪状迫椙1う
191 5層 すー25 白磁（碗・ 11-D-u)カム Dot 116 

イヤキ園・有文） 282 9脳 さー25 溝状選摺B
IU? :1.t~ せー20 283 不IJI 1・-25 DoL7 I 
193 5屈 しー23 284 5屈 さー26
19•1 51d すー24 285 9暦 すー25 湛状遺構B
195 3M せー22 Dol91 
196 O~if せー25 286 8層 しー25 淋状追構A
197 4柑 そー24 287 9旭i すー25 溝状逍構B
198 6削 せー25 滑石製品（鍋） Dot62 
199 7/fl すー22 グスク系J::器（鍋形・③） 288 9陪 せー25 滴状迫柄B
200 7K1 すー20 289 9層 すー25 溝状迫柄B
201 2料・中 らー20 Dol69 
202 5M せー26 カムイヤキ（小盗） 290 ;,-1y1 こー27
203 5Xり せー25 291 8展 すー26 Q列7
201 7屑 すー20 292 盛土 因臼 I:器{j(炉）
205 4附 そー24 293 91,1 さー27 溝状追柄c
206 4h'I せー24 カムイヤ＊［小壺） 294 9庖 すー25 構状遺栖B
207 4層 すー21 Dot25 l 
208 4層 すー22 295 9暦 せー25 滞状迫構B
209 5k4 たー23 Doll 14 
210 5岡 ナー23 296 9層 イー25 澤状道惰B
211 4屑 1・-23 Dot85 
212 5培 すー25 白磁（碗・I-b-Ii)カム 297 9泌 しー27 溝状迫枯D

ィヤキ（小壺・I-a) 298 9庖 ナー25 溝状遺楕ll
213 7屑 しー21 Dot83 
214 7届 せー20 299 9荊 しー27 Dol61 
215 3屈 せー20 300 9層 しー26
216 5k'1 しー2~ グスク系」；器（碗・杯形l ao1 9/rl こー27 淳状迫柄D 14.950 
217 3屑 せー24 302 9/;4 さー27 溝状遣措c グスク系 l:盟(JllllBl
218 イ;IJ1 せー・23 303 9層 すー25 溝状逍梢B
219 5居 せー25 Dot92 
220 5層 すー25 滑石製品（鍋） 304 8屑 すー26 N列8
221 6射 せー25 305 BM しー26 滋状迫構A
222 3k<! すー22 306 撹乱 すー27
223 7~ せー22 307 9堵 すー25 溝状遺構13 14.50 I カムイヤキ（把手付空）
224 I kり そー24 Dol68 
225 7研 せー20 カムィヤ'I・(小他・打文） 308 9陪 すー25 溝状迫構B
2l6 l屈 ちー24 カムイヤキ（壺愁） 00186 
227 4層 しー23 309 9柄 しー26 溝状追栖c
228 3暦 そー23 310 8/M しー25 ア列3
229 、U屈 せー24 311 9層 さ・しー27 滞状逍構c
230 5層 しー25 脊白磁（蓋） 3 l2 9磨 せー25 f青状造構B
23[ 7磨 そー22 Dotl29 
232 6/rl せー25 313 9届 せー25 消状追構B
233 7層 す-22 Dot120 
234 6附 せー25 314 8附 すー26 K・L列拭掘
235 4廂 そー24 315 9府 せー26
236 IヽIP! すー25 カムイヤキ(mi類） 316 9削 しー26 清状迫II,C 
237 4層 すー24 317 9肪 さー2i 沿状迫~E
238 7M せ-20 318 9庖 すー25 消状迫構B
239 711! す―・20 Dot48 
240 3屈 せー23 319 6附 しー26
211 7/f! せー22 320 9厄 せー25 溝状逍構B
242 4層 そー24 Dot128 
243 3層 しー20 グスク系土器（禍形・①） 321 9駈 せー25 溝状追構B
2H S層 そー2-1 322 9M さー27 漠状逍捨c
2•15 3庖 すー23 323 9別 さー27 i紐泣栴C
246 5屈 すー22 324 9附 しー27 沿状避構D
247 2層 せー22 325 客 七 し～せー27 カムイヤキ（碗）
248 21"1 • J: ちー23 326 9層 さー27 fK状迅l,¥C
249 5庖 しー27 327 9~ さ・しー27 湛状遺構c
250 5屑 -r-21 3Z8 8魁 せー26 K•L列試掘
251 5厚i すー26 謳 IV焙 そー27
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リンゲ ！ンゲ
330 9陪 さー2; 溝状遺構C 14.355 カムイヤキ（壺類） 394 8n,l しー26 S列ll 

Dot21 395 9駁 さー27 溝状遺構c
331 9層 すー25 溝状遺柄B 396 不明 しー25

Dot51 397 8暦 すー25 L列I0 
332 9屠 しー26 溝状遺構c 398 9暦 さー25 溝状遺構B

Dot53 Dotl21 

333 9層 さー27 堪状遺構c 399 9涵 すー25 溝状遺構B
331 客上 た一・27 Dい56
335 9層 ナー25 溝状遺構B 400 9屈 しー26 溝状遺構c

Dot53 401 9X/I しー27 消状遺構D
336 II罹 イー27 402 9層 すー25 溝状逍構B
337 9層 すー25 溝状遺構B Dot6 l 

Dot75 403 8府 すー26 N列4
338 9層 しー26 溝状酒構c 401 8屈 すー26

Dot54 405 5附 さー2G
339 8庖 すー27 406 9M  せー25
340 9陪 すー25 溝状遺楕B 407 9層 せー25 溝状逍構13

Dot74 1)0198 
341 9層 すー25 溝状遺構B 408 8府 すー26 1, ・I今ダ,,訳皿

Dot67 109 9層 せー25 溝状遺構B
:i42 9層 しー27 Dol62 14.035 カムィヤキ（小壺・I-a) DoL108 
343 9層 すー25 溝状遣構B 410 8層 すー26 P列9

Dot95 411 9序 せー25 溝状遺構B
341 9層 せー26 Dotl26 
315 8層 すー26 K・L列試llil ・112 9筋 しー25 溝状迫構B
346 9層 しー26 溝状逍構c 113 9層 すー25 消状遺1丹B

Dot51 Dot73 
347 9層 しー27 Do,57 414 SA!i すー26 P列10 J.1.717 ~/磁（碗 · II -a)
348 9層 しー26 渭状遣格C 415 8.¥1り しー26 U列7

Dot56 416 8府 すー26 k列10

349 不明 417 9層 せー25 溝状逍構B
350 8展i しー26 憬状遺構A Doll 22 
351 8層 しー25 イ列4 418 9層 すー25 溝状迪構B
352 5屑 せー26 Dot94 
35:J 9層 さー27 溝状迪構c •119 9附 さー2; 浪状且構c

Dotl 6 420 9府 せー25 渚状遺楕B
354 9層 せー25 溝状遺構B Dotl25 

Doti I I 421 盛士
355 8層 せー26 422 客土 そー27 凶阿J:盟〇贔）煙管
356 8浙 すー26 R列7 423 l屈 そー27
357 9屈 さ • しー27 溝状迎構C 424 Ill陪 ちー27
358 9厖i さー27 滞状週構c 425 81,il しー26 滋状遺構A

Dotl3 426 111"1 そー25
359 9磨 せー25 溝状遺柄B 427 盛士

DoLIOO 428 劣上 ちー25
360 9層 しー26 溝状逍構c ・129 I);t, そー27

Dot55 430 l附 ちー26
361 9廣 さー27 溝状遺括E 431 II /M ちー25 滞4号埋士 沖施（碗）沖無（甕）

362 9層 さー27 溝状遺楕c 432 客t ちー25
Dot15 433 ! ~ そー27

363 8屈 すー26 Q列10 434 I層 ちー25 薙管

364 9附 すー25 滑状退構B 14.397 カムィヤキ（小壺） 135 客士 たー25 ナツメガイ、ウミギク科

365 9層 さー27 溝伏還11!C 不明、イタポガキ科不

DoL18 明、シロザル、キクザ

366 9層 さ・しー27 溝状遺栖c ル、マスオガイ、シレナ

367 9霰 さー27 1r. 状直構c シジミ、スダレハマグリ、

368 8届 しー25 オキシジミ

369 9屈 すー25 溝状遺構B 136 lM 不明
Dol252 437 9屑 さー27 溝状遺楕D ~, 絋（悩・n-a) 

370 9層 しー27 溝状追措D -138 揖乱 そー26
371 9陪 すー25 溝状遺構B 439 Il/vl つ ~25

Dot60 440 m層 たー25
372 9層 せー25 溝状遺柄B 4.41 Ill lf4 たー27

DotllO 442 5屈 し-25 白磁（碗.I -b-lll) 

373 9層 しー26 溝状週栖C 443 II屈 ち・つー26 消4号埋土 クワノミカニモリ

Do,59 444 [1l屈 ちー24
374 9層 しー27 Dol63 445 8庖 すー27
375 9旭 しー26 溝状遺構c 446 1層 不明 白磁（皿.I)中国染付

Dot58 （碗）沖施（皿）沖無（壺類）

376 11層 せー26 溝4号坪士 コシダカサザエ、リスガ

Doll 27 イ、ニワトリ、ウシ

377 9陪 せー25 溝状遺栖B 447 IV屈 そー27 沖無（瓶）

Dotl 04 44B II陪 ちー27
378 9磨 さ・しー27 溝状遺構c 119 9展 せー26 滞状武構c
379 9層 さー27 溝状遺構D 450 IV層 つー26 陶質士器（鍋）沖施（蓋）

380 9窟 すー25 消状遣楕B 中国染付（小llll)

Dot77 451 客ヒ た←・25 
381 9屑 しー26 溝状遺格C 452 不IJJ すー27
382 9層 しー25 淮状遺構B 453 11層 そー25 溝4号埋士 サフサミナシ、ユウカゲ

383 8層 すー25 K・L列試掘 ハマダリ

す·せ~26 454 II居 せー26 溝4号埋士 青磁(Jill)中国染付（碗）

38~ 8層 すー25 M列11 沖無(lIII)貝製品、チョウ

385 8屈 せー27 Y列 l センサザエ、カンギク

386 9展 すー25 溝状遺構B （蓋）マルタニシ、ツノテ

Dot72 ツレイシ、ニワトリ、ヤギ

387 9層 すー25 溝状造構B 455 II涵 つー26 湘4号埋士
Dot84 156 IJ府 た—·25 沿4号JJ[土 N• 地（碗亀ll!il

388 9層 せー25 溝状遺構B •l51 IV祐 せー27 虞6号地」こ
Dotl 30 158 1層 た一26 沖無（不明）ウマ

389 9屈 すー27 159 5R冑 しー27 汁磁t碗・a)
390 9層 せー25 溝状遺構B •160 撹乱 すー24 渇釉以器（壺）

Dot99 461 8屈 ナー27
391 9層 .:.-27 溝状遺構D 462 盛土 i'• 施（急須）メンガイ
392 9/14 しー26 溝状退1'-C ,:63 5屈 しー25
393 9榊 し—· 26 16 I m附 しー27
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歴序 グリッド 出土地 EL 遺物リンク' リンク・

465 m庖 らー27 アシロイモ、カワフガイ 553 5駈 しー27
466 9層 すー27 554 +IJI す・-25
467 II層 せー26 溝4号埋上 カムイヤキ（把手付症）沖 555 2附 • 上 そー22

無（円盤状製品）ウシ 556 るM せー21 カムイヤキ（小歪）
・168 IVh;i ち・つー26 溝6号埋ナ 557 5駈 すー23
469 11勝 たー26 沖無（甕） 558 5吊 そー24
170 m届 すー27 559 5層 せー22
HI 5厨 すー25 560 7附 そー20
472 n崩 つー26 溝4号埋土 イタヤガイ 561 客七 つ←・27 
473 u屑 らー24 サフサパプイフ 562 撹乱 たー26
474 不明 563 客上 せー27
475 IJ/ill たー25 溝石列5号 中国染付（碗）沖施（碗） 564 81(11 しー27
476 11沿 つー27 565 9114 こー27 溝状遺消E
177 田屈 せー27 566 9屈 さ・し-27 溝状迫楕C
478 li屈 しー27 567 客土 らー24
479 覆士 つー24 中国染付（小碗）沖施（急 568 51f! しー25 カムイヤキは戒類）

須、壺）中国系均器 569 9屈 せ—·25 溝状追楕B
180 .Ill居 ちー27 570 9庖 こ・さー27 溝状遺楕D
481 ＂庖 たー27 571 5屑 しー26
482 6h"l せー27 渇釉闊器（急須） 572 I lf.j つー27 mジーファー）
483 5隅 すー27 573 9吊 こ •さー 27 構状遺枯D
181 客七 ちー25 沖施（小型瓶）ハナビフ 574 9届 こー27 消状逍措D

ダカラ 675 SM しー27
485 田屑 すー27 宵磁（碗・ II-b) 576 8削 たー27
486 5層 不明 577 不IJIJ ら-27 沖施（壺）沖無（瓶）
・187 5/rl すー27 578 5庖 しー26 カムイヤキ（小磁）
488 不明 579 5屈 しー26 カムィヤキ（小壺）
189 客土 つ-24 580 5層 しー26 白磁（碗・ II-c)カムイヤ
490 II附 せー26 溝4号埋土 キ（小壺J
、191 5脳 すー26 581 不明 たー27
192 6/,.'l すー25 582 I k1 つー26 沖無（砥類）ニシキウズ
193 I層 ちー27 583 l ~ り そー25
494 1渭I しー26 584 51,¥l さー27
495 II洒 しー27 585 5M すー27
496 n 11'1 しー27 沖無（壺類） 586 不明 L-25 
497 5屑 すー27 587 5糾 さー27
498 5居 すー25 百磁（碗・Ill-b)カムィヤ 588 5層 しー26 ,.,, 磁（碗・II-ヽ,)

キ（把手付磁） 589 8屈 しー25 洪状遺楢A
499 客土 沖施（小碗、ずしがめ・ 590 5熙 すー25

角）ガラス 591 I I沿 た一25 カムイヤキ（壺類・有文・
500 m屑 ちー27 I -c)沖無（鉢）ヤナギシ
501 ［庖 さ～す一 産地不明掏磁器（揺鉢） ボリイモ

27・28 592 51'<1 しー26
502 5附 しー27 593 6屈 さー26 カムイヤキぽ！手付壺）
503 ll胴 すー27 溝4号埋土 カムィヤキ（把手付壺） 594 Ill涵 しー27
501 客t 595 6阻 こー27 カムイヤキ（小益）
505 5/i!I しー27 596 5~'1 さー25
506 8居 すー26 597 5暦 しー26
507 7層 ← 20 598 5庖 すー27
508 撹乱 しー27 599 客 I; せー27
509 5屈 すー27 青磁（碗•田一al 600 I屑 そー27
510 5凡i し一27 601 客土 そー25 スグカワニナ、オハグロ
.Ill 客士 -1・-21 

ガイ、ヨフバイモドキ、
512 m暦 しー27 ベニエガイ、リュウキュ
513 9厄i さー27 溝状辿構D ウサルポ九マガキ
SH 5溺 こー26 602 llI図 ちー26 中国染付（小杯）
515 II ~'l しー2; 603 ,f,191 たー27
516 5屑 すー27 ti01 5陪 すー27
517 tl/M さー26 605 Ill/fl し一・27
518 客 I: せー27 606 9恩 せー25 溝状追拷B 14.586 カムイヤキ（小丞::-II)
519 撹乱 607 if-Ill せー27
520 8展 しー26 滞状逍構A 608 m屑 しー27
521 8居 すー25 K・ し夕IJ臣し掘 609 111層 すー27 カムイヤキ（鉢）

すせー26 6]0 5培 すー26
522 9が9 こー27 淋状逍情E 611 m陪 ちー27 チョウセンサザエ（蓋）イ
523 6屑 しー26 モフデガイ
5?. I ""りj 612 5附 さー26
625 5屑 しー26 者磁(Jill・ I-a) 613 客上 すー27
626 不明 カムイヤキ（壺預・I-n) 61•1 女・ 1 せー27
527 I庖 ちー24 吾（ジーファー） 615 9層 こー27 消状逍1,io
528 不明 そー27 616 m陪 すー27
629 6岡 さー26 617 5沿 こ・さー27
530 ＂庖 せー26 溝4号埋土 618 9屋i さ・しー27 溝状迎情c
531 'f'r. (: せー27 619 6屈 しー27
532 sFA すー27 620 fりl
533 5屈 しー27 621 ）庖 しー26
534 5昂 こ・さー27 カムイヤキ（小壺、益頚） 622 7屈 すー27
535 撹乱 すー27 623 wm ちー27 l"llli(IDI・IV-b) 
ぶ36 5屈 し—-26 624 1/14 t.-27 
537 ［屡 つー25 キパアマガイ 625 5層 せー25
538 不明 す←・21 カムイヤキ（小壺｝ 626 8~ しー25 溝状氾li'iA
539 9層 さー27 溝状迎楼c 宵磁（碗・ill-a) 627 5駈 しー26
540 不明 しー27 628 8呂 たー27
54.l 9屈 さー27 溝状遺構D 629 UJ層 すー27
542 客 K すー27 沖施（急須） 630 5屑 しー27
543 8層 しー26 湛状迫!II,¥ カムイヤキ(,Jヽ涵） 631 不IJI カムイヤキぼ豆類）
544 9層 こー27 滑状辿構D カムィヤキ（壺類） 632 IV暦 そー26・27
545 客士 せー27 633 8頌 たー22
546 4層 そー24 634 不明
547 7厄i せー20 635 2囮 しー27
548 7洒 せー21 636 I唇 つー25
5•19 7層 そー20 637 m附 ちー24
550 ＂昔 しー21 638 6絲 しー27
551 71/, すー20 カムィヤキ（壺類） 639 m庖 しー27 沖施（瓶子）
652 7 >II しー20 640 8尼 しー26 措状遺栖A カムイヤキ（西類）
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tンハu
層序 グリッド 出士地 EL 逍物

リンク リンク‘

641 5附 さー26 117 W刑 せー27
642 6展 さー26 718 l11厄i ちー 26 沖無（壺類、不明9陶賞
643 段~L すー27 土器（火炉）本十産磁器

&-1-1 IV府 つー24 檎3牙埋土 （染付・筒碗）沖施（碗、

645 磁」ニ 袋物）

646 lM 不明 沖施（小碗）アフリカマイ 719 8函 ちー24

マイ 720 不明 ちー24

647 ,r渭l らー26 沖無僅狂且ご火炉） 721 不明
5,1s 1屈 さー25 722 不明 ちー24

649 III屈 たー26 陶質上器（火炉） 723 91(1/ ちー23 Pit2 
550 5~ らー 2 ~ 724 IV層 らー27 沖施（袋物）

651 II府 ちー27 725 ＂屁 すー27 溝4号埋士

652 IV ,¥'If らー26 溝6号埋士 カムィヤキ（小蚕） 726 11倍 ちー25 灌4号埋土

653 不明 し一ブイン 沖施（碗）クロフトマヤガ 727 殿乱
イ 728 I陪i たー24 沖無（瓶、壼類、不明）

654 II屈 せー26 溝4号埋上 729 111層 すー27

6ii5 -"f 1,i ら-2,1 730 w附 そー27

656 u料 せー26 /.1¥-4号埋十 7:ll II hサ たー26 キイロダカフ

657 匝乱 沖無（揺釦 732 W屈 ち・つー26 溝6号埋土 陶質士器（火炉）中国染

658 BM すー24 付（碗）沖施（碗、 Jill)沖無

659 5/i!1 しー26 は）サバダカラ

bbO 9刷 すー24 7:J3 l崩 不明 淘質土器（鍋）

66] w層 ちー26 溝6号埋土 734 7府 さー20

662 w恩 ち・つー26 溝6号埋土 沖施（蛮）沖無（壺類、円 735 7屈 せー23

盤状製品）ネジマガキガ 736 ＂沼 L-20 

イ 737 3陪 すー21

663 11暦 たー26 738 2陪 た←ー20

664 111111 すー27 73.9 3・-IM たー20 溝1号埋十

665 IA'! たー26 7-10 叫~ しー24 鉄錫

666 5屈 しー27 741 2冠 そー24

667 II附 た一26 742 7fl'J す―-21

668 9附 そー27 隅込3 7-13 7'"1 せ~ー 2 1 鉄製品

669 盛土 青磁（皿・I-c、川―a)カ 744 2A"!l・ト すー20

ムィヤキ(mi類・I-b、小 715 ;it, せー20

壺、壺類）沖底（碗） 746 7~1 しー21

670 Nl,ll ちー26 構6号埋十 青磁（碗J 747 4/i! せー20

671 5層 しー27 748 3/!1 そー23

672 不l月 そー26 749 2附 しー19

6i3 II層 たー25 沿4号埋土 750 3紺 せー20 N!t'l:C碗・ 11-b)
674 1層 1ヽ明 751 2/1,tl・ 上 せー21 イノシシ

675 u層 つー26 752 7~ すー21

676 ll層 たー25 溝4号埋十一 グスク系士照（鉢形・b) 75~ lfiil しー20

mジーファー）、シオボ 754 1凩＇ さー21

ラ、シュリマイマイ、パン 755 3・4暦 つー23 溝1号埋土

ダナマイマイ、オキナワ 756 71(,! せー20

ウスカワマイマイ、リュウ 757 7屈 せー20

キュウシラトリ 758 2層・上 せー21

677 不明 せー27 159 7M すー20

618 II妍 た一26 閃~+.器l火炉） i60 1糾 たー20

679 IV崩 ちー26 溝6サ埋土 沖施（火炉）沖無（火炉） 76! 2層・ r. そー21

680 II屈 たー25 溝4号埋土 囚l'iJ: 沿(f~)ムシエピ ． 762 不明 サー21

ホソスジイナミガイ 763 IM せー24 煙管

681 田阿 すー27 764 2恩i すー20

682 II展 た・ちー25 溝4号埋土 沖無（瓶） 765 5府 そー23

683 m層 ら一·2•l 766 7A'I すー20

684 J¥1/1<1 たー26 湘6号埋土． 沖歴（揺鉢） 767 2K4・I・ しー20

685 旧悟 ち-27 768 sm すー22 炉跡 グスク系七器は本形・b)

686 ［層 ち ~27 白磁（碗・ II-,¥-b) 769 3暦 しー21 カムィヤキ<i-tl

687 II慮 せー27 沖施C碗） 770 7,W しー21

688 IV h'l らー26 消6号埋I: 沖無（壺類） 771 5kり せー24 カムィヤキ（把手付壺）

689 n層 たー26 772 ?/Ill すー20

690 JIM 1::.-25 ウマ 773 3削 せー22

!i~l 'f'IJI せー27 オオジムシガイ 774 2糾 • 上 す·~25

692 IV楷 らー24 溝七列2号 775 7器 せー20

693 m屈 ちー26 中国染付（小碗）陶質土 776 3・4層 た一19 構1号埋土

器（瓶）沖施（小碗）カワニ 777 不叩 せ • そー26

ナ、カプラッキガイ 778 3庖 すー20

694 撹乱 ずー27 沖無（壺類） 779 4層 しー24

695 111崩 つー26 780 7府 し—-21 クロシュミセン

696 II射 たー26 淋4号埋土 781 SM す·~22

697 II唇 せー27 滑石製品（鍋） 782 211'1・ 上 せー18

698 I侶 T-27 783 7~1 すー22

699 ＂討 たー26 784 41,>J せー22

700 m語 っ—-25 785 ？駈 せー21

701 l粕 不明 青磁（盤）本土産陶器（ 786 3・4屑 そー19 湛1号埋上

甕）ウミニナ、イトマキボ 787 3附 せー22

ラ 788 7/liJ すー20

702 [V層 ちー24 横2号埋上 789 5層 そー24 グスク系土器（浅鉢形）

703 I層 ちー24 本 l: i'酎潟総(l/i)i'I•~祖（小 790 2屈 ・ ~- そー19

碗） 791 2層 たー21

704 I陪 ちー24 792 3層 すー20

705 m層 ちー24 青磁(Jill・I-a) 793 5庖 そー24

706 不明 すー21 グスク系士器（底部西 794 7滋 しー21

料・bl沖艇り＜炉） 795 2層・ヒ せー18

707 9層 さー27 溝状迫構D 796 2層・上 すー20 沖無（瓶）

708 m窮 せ—·27 沖Jifll(飯i) 797 2屈 しー20 滑石製品（転用品）

709 lll粕 -t!"-27 798 5柑 そー24

710 m厖 すー27 799 l層 せー20

7 ll II層 すー27 溝4号埋土 沖無（瓶） 800 4層 すー22

712 11歴 つー25 ヒメハフダカフ、エガイ、 801 引i~ しー2$ カムィヤキ（小壼・有文）

ハマグリ 802 7層 すー20

713 IV屈 らー26 m6号埋十 沖施（碗） 803 3層 すー22

714 m~ しー27 阻質七器(l!l:)沖施（瓶） 801 4陪i すー21

715 m陪 た一27 n磁（碗・I-c • fi) 805 2層・上 そー19 再磁（皿・lll-b)沖施（

716 m屈 ちー2,1 碗瓶1-)沖無（甕）
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806 7陪 すー20 892 8附 すー26 N列12
807 5層 せー24 カムィヤキ（壺類） 893 9屈 しー26 溝状遺搭c
808 2 栢• 上 せー19 吾（ジーファー） 894 9屈 せー25 溝状遺構B
809 7恩 せー20 895 9恩 しー26 償状追捐c
810 51.!i そー 2~ 896 8層 すー26 P列3
811 2層・上 さー19 宵銅製品 897 8妍 すー25 0列15
812 7/111 しー21 898 8射 しー26 オ列3
813 1府 さー20 899 8層 すー27
814 2屈 ·•I• そー19 900 5/ei さー26
815 5陪 すー24 901 8層 すー27 S列5
816 2陪・J: しー18 902 8層 すー26 Q列12
817 叫丙•上 た一19 903 6附 しー26
818 2崩・1: さー20 本．七産磁器漢） 904 5庖 すー27
819 3航 すー24 905 客i. た-27
820 4M せー22 906 9層 すー25 隣状遼楕n
821 2屈 .J: そー19 Dot54 
822 5節 そー24 907 J11陪 しー27
823 殷乱 たー23 908 4h'l しー27
824 4層 すー23 909 511! しーフイン カムイヤキ（小西）
825 5M せー24 後期系士器（有文・n) 910 II開 しー27
826 2屑 •上 しー19 巾田染付（小皿） 911 8~ しー26 V列12
827 8屈 すー22 Pitl カムイヤキ（把手付壺、 912 9房 せー26 渚状遥構c

小壺）グスク系土器（鉢 913 6恩 しー22 グスク系士器（鍋形・b-
形・b) ui) 

828 3屈 せー22 カムィヤキ（壺類） 914 8M しー25
829 2~ ・上 せー20 カムィヤキ（小益）グスク 915 4尼i しー24

系土器（鉢形・b) 916 8屈 ナー26
830 2k! • 上 せー18 アラスジケマンガイ 917 5h'l しー27
831 ·~ t.-25 918 2 焙• 土 すー26 沖無（壺類）褐釉（並）陶
832 7屈 さー20 グスク系土器（鍋形・b- 質土器（急須）本土産掬

ii) 器（壺）煙管、オトコエシ‘
833 1局 さー19 ヤギ．イノシシ ハマグリ
83•1 7~ そー20 919 4船 せー24 後期系土器（有文・b)
835 4M しー25 920 9層 しー26 溝状迪栢C
836 2層 ・」＊ せー18 921 9固 すー25 消状道捐B カムイヤキ（小壺）
837 3屈 せー22 922 7層 ちー23
838 3J.l すー22 923 6庖 さー27
839 3屈 すー22 92・1 91,-l --27 塙状遺楕D
840 2屑 • 上 そー19 沖施（カラカラ） 925 6栢 こー26
841 -1屈 L-26 926 不』＂ こー27
842 l附 さー20 927 8陪 せー26 H列1
843 1≫, すー26 928 7庖 せー20
844 2M・ 上 すー19 淘質土器（鍋） 929 ［層 ちー27
845 7訪 す 930 8崩 せー26 G列7
846 ak¥f すー21 931 8層 "t-25 1列9
847 3府 せー22 932 6厄i さー26 後期系土器（無文，a-
848 3屑 すー21 i) 
849 撹乱 しー24 933 客上 すー27
850 I附 そー26 934 8陪 1'-26 0列11
851 恨＆ せー24 935 91(1 しー27 漢状遺措D
852 7屑 すー21 936 9届 せー25 滞状追構B
853 2層・上 せー19 白磁（皿・ II)沖無（小空） 937 9居 せー25 溝状追楕B カムイヤキ（名~)

938 s~~ せー26 カムイヤキCi:t類）
851 54¥j そー2-1 939 ＂屈 ちー24 沖施（鉢、瓶子）瑠璃釉磁
855 2屈・上 せー19 陶質士器（西）沖施（碗、 器（瓶）ウズラガイ、ツキ

急須）瑠璃釉磁器（小杯） ガイ
856 3層 しー22 940 9庖 しー26 溝状逍構c
857 7層 しー22 941 5届 すー25 グスク系十i臥鉢形・b)
858 2屑 しー22 942 9屑 せー27 浪状遺構F
859 8~1 すー26 N列10 943 9層 すー27 溝:U:迅IT,D
860 8附 すー25 H列10 944 9~-1 すー27 溝状遺構D
861 9暦 せー25 溝状遺構1l 915 7屑 せ ー22

DotlOl 946 5附 そー2•1
862 9稲 すー25 溝状迫搭B 947 4層 せー25 グスク系土窓（鉢形・a-

Dot49 I) 
863 8居 しー26 u列 14 948 3層 すー20
861 9R-l こーZ7 沿状況t構D 949 5庖 せー24
865 II層 すー27 構 •l ·I;・坪土 950 引~ せー25
866 91/ii さー25 溝状遺ほB 951 8府 すー24
867 8刷 しー25 カダ/5 952 41rl せー25 カムイヤキ（壺類）
868 9陪 せー25 渚状遺柄B 953 6屈 しー25

Dotl05 954 7屈 すー19
869 8.¥-1 しー25 キ列3 955 4層 せー24
870 9屈 さー27 溝状道栖E 956 3屈 すー23
871 9屈 さー2; I角状i臼構E 957 3崩 せー23
872 8厖 すー26 M列1 958 SK, すー2-1
873 8附 せー26 F列2 959 7層 し—·22 カムイヤキl把手付釦
871 8筋 しー26 v列 10 960 3屈 せー21
875 9層 しー26 i~ 状遺楕c 961 4屑 す・-24
876 イ9明 962 2沿・ 1:-: そー24 囚質士器（火炉）
877 8屑 しー26 力列4 963 3屈 しー21
878 9M すー27 96•1 5/fl ・r-23 
879 9層 しー26 溝状遣措c 965 客十 そー25 沖無（播鉢）
880 9/cj しー26 溝状追i,;c 966 2焙 せ-22
881 8居 せー26 C列］ 967 3層 たー22
882 8附 すー26 Nり）5 968 9屈 しー25 浪状直1昂B 14.905 白磁（碗・II-B-a)
883 8問 すー26 I刃~JI 969 5朋 せー24 カムイヤキ（壺類・有文・
884 8屑 すー26 Q夕JJB I -c、小壺・ill-bl
885 8層 す・せー27 ,i; 詳土器 970 1層 つー21 掏質士器（鉢）沖施（小
886 9Ril .,,..-27 慎状追構D 壺）
RS'o' 9/tli しー25 淳状遥請B 971 1屈＇ つー25
888 9層 しー26 溝状遺構c 972 I庖 つー25
889 5暦 ナー27 973 7屈 すー20
890 9層 すー25 1肩状遣楕B グスク系土器（鍋形・a) 974 -I届 すー24
891 9府 さー27 m状遣楕D 975 4辰 1・-22 
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層序 グリッド 出土地 EL 遺物

ナンハ号
層序 グリッド 出七地 EL 遺物

リンク リンク＇

976 8屈 す-26 1(-1. 列訳掘 グスク系上器（浅鉢形） 1062 8層 すー24 Dot92 
977 J}ljj しー22- 1063 !JI/'! そー23 土坑1Doll clO 
978 撹乱 1064 9扁 たー22 PitlO Dotl24 

979 2層 ・上 たー2ヽI [065 9侶 すー21
980 5層 せー23 1066 9屈 L-22 Plt5 
981 3層 そー21 [067 8/i'l せー21 Pit7 

982 4層 せー23 1068 9屑 すー21 16.400 

983 5層 そー23 1069 8局 すー20 白磁（碗・II-C)

984 5屈 せー24 1070 Sil'l せー24
985 1層 つー25 1071 不明 ちー23

986 8屈 せ—· 22 ]072 8屈 たー2-1 Dot63 
987 7層 すー21 1073 8屈 すー24 Dot93 
988 I層 ちー26 1074 8屈 せー24 Dotl O 1 
989 7洞 せー22 1075 9屑 しー22 Pitl6 
990 5附 すー25 1076 9居 そー22 Dotl 27 
991 5層 せー21 1077 9附 t.,-2:1 15.230 カムイヤキ（壺類・I-b) 

992 5居 しー24 1078 9層 たー23 埋葬遺柄3

993 2屈 せー22 1079 ィCIJJ
994 I層 たー26 ポタン lOBO 9層 すー21 PitlO 

995 撹乱 そー27 白磁（袋物が） 1081 8層 ちー23 Dot84 

996 遠 すー23 1082 9而 たー23 土坑］

997 1層 つー23 沖無（壺類、規、鉢）本 108:1 9柑 そー24 Dotl29 

土産磁器（碗） l084 8桓 す―-22 炉跡 Dot3 16.245 

998 2層・ l: すー22 1085 9層 ちー22

999 5層 そー23 1086 8府 せ-2ヽI Pit31 
1000 5屈 そー23 1087 況乱 しー27
1001 7屈 そー22 [088 9屈 らー23 Pitl3 

1002 7層 すー21 1089 9層 すー22 Pit14 

1003 4屠 そー22 1090 ,, 必 たー24
l004 8層 さ～せー 1091 9屈 そー23 Pill 7 

22-24 1092 9崩 つー23 埋葬遺構4
1005 II附 しー27 1093 8月 ィ-If} 不詳±器

1006 4層 すー24 1094 T-IJI 
[007 9層 しー26 溝状遺構c カムィヤキ（小壺・有文） 1095 8層 すー24

1008 2層 そー22 1096 8~ せー22 l'itl・2 
1009 5層 そー23 1097 91.;i そー23 Pit28 

1010 客上 つー25 タケノコガイ 1098 8層 ちー23 Dot73 

1011 l洞 つー25 沖施（急須） 1099 8屈 せー24 Dotl 05 
1012 3屑 せー23 1100 81;1 せー24 Pit7 

1013 5層 せー24 1101 9/8 すー20 Plt4 
1014 5屈 すー25 ll02 2屈 せー25

ID 15 3層 すー20 1103 8屈 そー23
1016 客土 せー27 ll04 9附 r-21 J>it43 
lOl 7 5/l'! せー24 llOS 8陪 たー23
[018 I層 つー25 グスク系:le器（碗・杯形） 1106 5膀 た一24

ミカドミナシ 1107 撹it
1019 1層 せー25 汁施［碗J 1108 9位i ちー23

1020 5層 せー24 グスク系土器（鍋形・b- 1109 8屈 すー24
iv) 1110 ~A"i せー2J Pit21 

1021 I¥'庖 たー27 Ill! 9粕 つー23 吼辞道楢4
1022 6屈 せー26 1112 9層 しー24

1023 5崩 しー23 1113 9層 つ-23 埋葬遺構4
1021 4,_ij そー21 1114 8屈 たー22 Pitl3 Dot13 

1025 4層 そー24 1115 8屈 せー24 DoL104 

1026 l層 つー25 1116 9層 すー22 Pit5 
1027 客 卜 そ-25 1117 8/M せー2•1 Dotl 00 
l028 4庖 そー21 lll8 4屑 t:.-24 
l029 4層 すー23 lll9 8層 そー23 Doll 13 

1030 4附 しー23 l 120 9層 すー22 Pitl 8 
1031 4/i>I すー25 1121 9屈 そー22
l032 4層 せー23 1122 9廣 そー23 Pitl 1 

1033 5層 せー25 1123 8居 たー24 グスク系土器（鍋形 ·•l
1034 4屈 そー21 1L24 8附 たー2,1
1035 4屈 し一22 1125 81i'! たー22
1036 7層 すー20 1126 8層 ちー23 Dot77 

1037 、1層 せー 2ヽI 1127 8屈 せー21
1038 7K-l しー22 1128 8/il らー23 00183 
1039 1眉 しー20 1129 8屈 そー22

1040 3層 そー23 1130 9庖 ちー21 Plt2 

1041 1層 さー21 1131 9刷 せー21 Phl8 
1042 4屈 す 24 11J2 9層 ・I. 2:J l:坑1
[043 7層 せー21 1133 9屈 せー21 Pit2l 

10-14 4陪 すー24 1134 9屈 た一2 •1
l0 •15 Iヽ層 せー23 1135 91.i そー23 Plt28 
1046 7層 しー20 1136 8陪 ちー23 Dot80 

1047 5層 せー26 1137 8層 すー24
1048 3層 す-22 1138 8駁 せー2-1 Po,96 
1049 1層 せー25 コゲツノプエ、カワア 1139 8届 せー24 Dot96 

イ、イボヨフバイ、シロオ ll40 不明 すー25

ピトラフグダマキ、ヒメニ ll4J 9屈 つー23 埋葬遺構4

ッコウガイ．サラガイ 1142 9屈 たー22 Pit lO 
1050 5恩 すー22 1143 9層 せー24 Dot98 
1051 2屈 • 上 そー24 1144 不明 l..ー25 グスク系土器（壺・al
1052 9Pil さー25 l 115 8附 モー23 Pil 17 
1053 試掘 N0,3 寄磁（碗・V-a)褐釉慮 I 1-16 l¥1層 た一24 滑2昇埋土

器（壺）沖施（碗）中国染 1147 不明 ち―・23

付（皿） 11-18 9屈 せー21 Pit 13 

105'1 8厖 そー22 PitS 1149 9巌 たー23 哩群遺構3
1055 9眉 せー21 Pit4 1150 9陪 すー20

1056 9層 ちー23 1151 8屈 そー21 Pitl 

1057 9~ たー22 l'itl O Dot 125 I 152 9屈 せー22 埋将迫，！青I
1058 9層 せー21 Pit2 l 1153 9屈 せー22 Pitl8 
1059 9層 つー23 埋葬遺構4 1154 8屈 そー24

1060 9層 たー23 l/ll料道1,1¥3 ll&o 8阿 せー2-1 Plt3 
1061 8騎 す Dot99 
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ナンハ
陪序 グリッド 出上地 EL 遺物

f;m' 
陥序 グリッド 出士地 EL 遺物9ンク' リンゲ

1156 8焙 せー24 Pit16 1248 8)1§ すー22 Pit19 
11&7 9府 せー21 P,tlO 12•19 8屈 そ―・22 Pit JS 
1158 9層 そー23 七坑 IDoll 30 1250 不明 たー2-1
1159 9眉 せ~21 PitlO l25l 8屈 たー24
ll60 8/! せー24 1252 8扇 しー25
1161 8屈 たー24 Dot69 1253 IV洒 た一2-1 溝石列2号・
1162 8溺 すー24 1254 8駐i しー21
I 163 8~ たー23 Prt12 12的 8局 そー24
1164 8囮 ちー23 1256 5府 たー 2ヽI カムイヤキ（鉢）
I 165 8附 たー23 125i 不明 たー24 沖無（不明）
1166 810 ちー23 Plt3 1258 不明 しー25
l 167 9昂 せー22 Doll 1259 8/iil すー23
1168 911YJ たー24 1260 9M すー21 Dot87 
!169 9附 -t-22 埋葬遺構2 1261 5層 たー24
1170 9/rl しー21 ril27 1262 9"'1 せー20 Plt4 
1171 8附 そー22 Pit46 1263 91(~ ちー23
1172 8属 すー2-1 1264 9屈 たー24
1173 91/il そー23 l'itl 5 1265 8層 たー24
l l 74 8屈 ゼー24 1266 不明 しー25
1175 9/iil ，，―23 埋葬遺構4 120, Slfl ら一23
1176 5/M ちー22 1268 9屈 たー24
1177 8洞 ちー23 1269 8屈 しー25
I 178 8屑 せー24 Dotl08 1270 9層 たー24
I I 79 8層 せー21 Pit7 1271 2屑 たー24
1180 9/i4 た一24 [272 8厄i しー21
1181 8昂 -i--21 1273 8屈 そー2I Pit8 Dot57 
1182 8附 すー2-1 1274 9屈 たー2・1
1183 8図 ちー23 1275 8囮 ちー23
I 181 8/rJ す~22 炉跡 1276 8層 せー23
1185 8M すー22 Pitl5 1277 8枢i せー24 Dot9 
1186 8層 ちー23 Dot82 1278 8屑 そー23 Pit? 
I 18i 8用 すー22 グスク系t器位印fク・②） 1279 8屈 せー24 Dot5 
I 188 8附 すー21 グスク系j-器（底部資 1280 8瑶 そー2-1 Doll 9 

料・h) 1281 8居 せー2ヽI Dnt7 不詳土器
1189 8屑 たー24 1282 8庖 すー2.1 Dot25 
1190 9附 ちー23 1283 8栖 そー24 Dotl8 
1191 9層 そー22 Pit22 128•1 8M せー DotlO 
1192 9~'1 L-21 Pit37 1285 8屈 そー2-l Doti 5 
I 193 9屈 すー22 Pitl 1286 8恩 ちー23 Dol51 
l 19~ 8/i'i た一23 Pill 7 12~7 Bh~ せー20 DoL59 
1195 g,ri そー23 Pill 7 1288 8辰i そー23
ll!l6 8逼 そー22 1289 8/el すー23
I 19i IJ/i,l しー27 1290 8層 せー22
1198 Sk•l せー21 Pit7 1291 SJ.I! ら一・23 Dot50 
I 199 8囲 せー24 グスク系士器（鍋形・b- 1292 8吊 せー24 DoLl2 

iv) 1293 8炉 らー2J Dol44 
1200 8附 たー24 Dot66 l294 8厄i そー24 Dot 16 
1201 9r.il そ-2:l Pltl 1295 8層 すー24 Dot26 
1202 8屈 すー21 1296 9k4 たー23 Dot35 
1203 81,! そー22 P1t22 1~9, 9附 せー22 埋葬遺栖l
120•1 ＂府 た一24 沖施（鍋） 1298 8閉 たー23 1Jot34 
1205 BM すー21 1299 8/8 す一 Pit20 Dot3 
1206 8庖 せー24 Pit27 1300 9糾 すー22 P,tl 
1207 9脳 たー23 1301 9脳 すー20
1208 811-i せー2-t 1302 I屈 たー24
1209 5居 たー24 1303 8約 せー24 Pit? 
1210 8が1 せー21 PiL23 1304 8屈 せー24 Pit31 
1211 9h'1 せー22 Pit7 1305 吝上 すー2•1 Dot27 
I 212 9層 そー23 炉跡 1306 LR/i 不明
1213 9/ilj そー23 Pit4 1307 8刑 せー21
12H 9M すー21 PitlO 1306 8肘 たー23 Dot32 
1215 g附 せー21 Pit21 1309 8屑 たー23 Dotal 
1216 8厄 ちー23 Dot7 15,290 後期系士器（無文..ー 1310 8層 たー23 Dot53 

i) 13ll 8紺 そー2ヽI Dot22 
1217 9附 すー22 岬舵辺1112 1312 8附 らー23 Dot48 
1218 9層 そー23 Pitl4 1313 8庖 せー23
1219 9層 せー21 Pitl8 15.860 カムイヤキ（把手付壺） nH  8討 たー23 DoL33 
1220 5陪 たー24 1315 8駁 ちー23 Dot45 
1221 9厄 せー21 Pit2 l 1316 8暦 そー24 Dotl4 
1222 8屈 すー24 1317 8糾 らー23 Dot41 
1223 8居 せー21 Pit3 1318 8栢 すー2~ Pitl6 Dotl 
122'1 9崩 たー22 Phi! 1319 8/rl らー23 Do,54 
1225 8梧 せー24 カムイヤキ（壺類） 1320 8庖 たー23 Dot30 
l226 8居 らー23 1321 8屈 ちー23 Dot46 
1227 8/i;l L-23 1322 8約 ら一23 !)0139 
1228 9屑i せー21 Pitl8 1323 8栖 すー24 Ooし28
1229 9厖 そー23 十坑I 1324 8層 ちー23 Dot49 
1230 8屈 しー22 1325 9K~ すー22
1231 8屑 せー2] Pill 1326 8陪 た．ー2-1 Dot62 
1232 8展 そー24 1327 8庖 た一24 Dot64 
1233 9焙 すー22 1328 8附 せー23
1234 SM さー22 1329 8糾 らー23 Oot!!5 
!235 8陪 しー22 1330 8恩 しー22
1236 9層 そー23 rt,6 1331 9屈 せー21 Pit21 
1237 9層 せー22 Pill 7 I 332 9屋i せー21 Pit13 
1238 8附 せー24 Do< 109 1333 9M そー22 Pit! 8 
1239 8層 たー24 l)oc61 1334 8庖 せー24
1240 9局 すー21 Pitl9 1335 9駈 しー22 Pitl2 
1241 8屈 そー2,1 1336 8/l"l せ—·23 I汎3
1242 8層 せ-22 1337 客土
1243 9危 せー21 !'ILi 0 1338 8尼i ちー23 Dot56 
124 •1 91/4 すー22 P1tl 1339 8屑 そー24 Dot2ヽI
l245 9層 つ-23 坪葬逍構4 1340 8層 しー24
1246 8屈 ちー23 134 I 8屑 すー23
l 247 8層 せ-22 』 3•12 8附 ちー23 Dot81 
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庖序 グリッド 出土地 EL 遺物リンク' リンク・

1343 8層 せー24 Pitl2 1436 9涸 そー23 炉跡 D012
1344 8~ せ-20 1437 8層 せー22 P1tl Dot7 
I 345 7附 しー25 1438 9洛 そー23 炉跡 Doll
1346 9/i!i そー24 Pit13 1439 8届 せ~22 Pill DoL6 
1347 9屈 そ—·22 Pit30 1440 8層 せー22 Pf1I「)015 
[348 8層 せー24 Dot8 1411 8崩 せー22 Pill Dotl2 
1349 9屠 ちー23 飲製品 1442 8層 せー22 Pill Dot4 
1350 8陪 すー20 141~ 8恩 せー22 l'otl Doti I 
13al 9附 たー22 Dot126 l444 3廣 しー25
l352 8府 そー24 l445 8層 せー22 Pill Doll 0 
1353 8層 すー23 H46 l}M そー26
1354 不明 しー25 1447 2附 せー20
1355 8/1'1 すー22 炉跡 Dotl l448 21{;1・..L せー20
1356 811,l らー22 1149 5暦 せー25
l357 BliiJ せー24 Dot6 1450 泣;!;L す~ー25 沖屹［全・つまみ）

1358 8岡 ちー23 1451 4M そー24
1359 8磨 そー23 Doti 7 1152 3崩 せー24
1360 BAvj そー22 1153 7k,l せー21
1361 8崩 せー22 Pit3 1454 7用 しー20
1362 BM せー2,1 1455 8削 すー20
1363 3・4層 ちー22 ,~ 石列1号ーb 1456 4~'1 しー25
1364 9M ちー23 Pit6 I !67 屈&L しー26
1~65 9K1 せー21 Pltl3 1458 不明
l366 8/11! しー22 l459 9~'l せ―-22 埋葬迫栖1
1367 9府 すー21 Dot90 14.60 2,¥11 せー20
l 368 81.'1 すー24 1461 2¥11 そー24
1369 9層 せー22 埋葬遺梧1 1462 2崩 たー20 沖無（火炉）
1370 8層 ちー23 Dot40 1463 5屈 そー23
1371 8納 たー23 Dot38 1464 5/M せー・23
1372 8妍 ちー23 Dot47 1465 6屈 せー25
1373 8厨 ちー23 Dot42 1466 7屈 しー20
1374 9/;1 ちー23 1467 2肌.J_ すー18 沖施（版子．盃・つまみ）
1375 s ~,i せー23 Doll I 1468 5"-'4 せー22
1376 8附 ち~23 Dol74 1469 J層 そー26
1377 8~'1 らー23 Dot74 1'170 6附 せー25
llr/8 8紡 そー22 1471 6阿 せー25
1379 5Ril ちー23 1472 I ~ せー26 縄文系上器
1380 9J,.~ すー22 1173 5厖 すー24
1381 8翔i せー23 1474 4屑 しー25
1382 8肘 せー22 PIL2 1475 71/1 せー22 グスク系土器(fl.I形・④l
1383 8~ すー22 1476 l朋 しー25
1384 9肘 つ-23 埋葬迫拷4 1477 1附 せー25
1385 9.¥'I せー21 Pitl4 l478 7附 すー20
1386 8崩 すー22 1479 llt乱 せ
1387 BM たー22 1180 2A'i せー26
1388 9展 らー23 l48 I 31¥'!i たー22 白磁(_Illl・l¥'-c)カムィヤ
1389 9溺 つー23 埋葬選栢4 キ（把手付壺）
1390 8Jiil ちー22 滑石製品（転ffl品） 1482 4序 せー23
1391 8/M そー24 Dot21 1483 :JA>I たー23
1392 9M たー23 Dot37 1484 1梧 そー21
1393 9M すー22 埋葬迫楕2 1185 1廣 たー21
1394 8昴 たー23 Dot36 1486 4暦 そー24
1395 8附 そー22 1487 2/('り せー24
1396 8屈 そー23 PiL31 1488 3 le すー21
1397 8層 らー23 Dot 72 1489 7屡 しー21
1398 8層 せー21 カムイヤキ（壺類・有文・ 1190 7厄i ・t-22 

I -cl 1191 2柑・l: しー20
1399 8 ~ せー24 ll92 3屑 さー20
1400 8居 ちー23 DoL79 1493 2屈 たー20 沖無（水鉢）
l40 l 8屈 すー22 Pitl9 1491 7屑 す・-20
1402 7~! しー25 1495 2'-" そー20 沖無⑭本）
1403 8榊 らー23 Uot76 l496 2展・上 そー24
1404 8庖 せー21 Pit7 カムィヤキ（壺類・有文・ l497 撹乱 そー25

I -cl 1498 1/!4 そー26
1405 9M すー21 Dol87 1499 2洒・上 すー25 悶質士器（鍋）白磁（碗・
1406 9層 すー21 Dot89 ill)青白磁（碗）中国系曲
1407 9層 そー23 Pill6 器．ブタ
1108 9/i4 すー20 1500 8府 しー26 1r. 状辺f,',A
1409 8屑i すー21 l 501 5涵 しー26
1110 8K4 ちー23 1502 5府 しー26
1411 9滋 すー2l 1503 麻土
1412 8層 そー24 Dot20 1504 不明 せー26
l4 l3 9隠 ちー23 1505 I wJ さー25
MJ.I 〇屑 たー24 Doll 7 1506 11府 せ・-26 ,.,11が且l.
1415 9附 そー23 炉跡 0015 l507 8府 すー26 K・L列試掘
1416 9屑 そー22 1508 5屈 すー27
1417 9層 た一24 Dot9 1509 6荊 しー27 鉄製品
1418 9崩 た一・2ヽI D018 1510 5討 しー25
1119 8/i"l た．ー2,1 1511 8屑 しー25 溝状遺構A カムイヤキ（小函）
1420 9!rl そー23 炉恥:Uot6 1512 各土 たー25
1421 9屈 た一24 DollO 1513 8層 すー25 K・L列試掘
l422 9屈 たー24 Doll l す・せー26
1423 9/i'i た一24 Dotl6 1514 5届 しー26
1•124 〇界 たー2,1 00112 15]5 Ul府 しー27
1425 9厨 たー24 Dot15 1516 9序 こー27 溝状迫搭D
Jq26 9沼 そー23 炉跡 DoL3 I 51i 5層 さー26
1'127 9k!J そー23 炉琲 Dot•I 1518 盛土 グスク系土器（壺・外
I 428 9屑 た一24 Doし14 耳？）
1429 9層 そー23 炉跡 Dot7 1519 5陪 す~ー 25

1430 8爵 せー22 Pitl Dot9 ウシ 1520 9屈 せー25 溝状遺情B
1431 9柄 たー24 Dotl8 1521 [1J届 ちー27
1-132 9陪 たー24 Dot 13 1622 5屑 しー27
1433 8層 せー22 Pit! Doし13 1523 9屈 しー20 Pit3 7-b 
1434 8陪 せー22 Pit! Dot2 ウシ 1524 9暦 さー21 Pit5 カムイヤキ（小壺・fil-b)
1,135 8W. せー22 Pitl Dot3 ウシ 1525 9府 すー20 l'it6 
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1626 9居 さー20 Pit3 1610 9≫.i すー20 PitZI 
1527 91'1! すー19 Pit23 1616 9屈 L-20 Pill l 
1528 9庖 しー21 Pi,29 1617 911'l しー20 P1<37-b 
1529 31/il そー24 1618 9層 しー21 P119 
1530 8>.'1 すー25 1619 9駈 さー20 Pit! I 
1531 .I)吾 せー23 1620 9崩 さー20 Pitl2 
1532 撹乱 1621 9隋 せー20 Pit5 イノシシ
1633 •1'6) せー23 ,~22 9図 しー21 Pit23 
L534 3屈 しー22 1623 9屈 さー21 P,t6 
1535 6屈 すー24 162•1 9恩 さー21 Pit2 
1536 9屑 すー19 Pit21 l625 9庖 しー20 PitZ7 
153j 9附 すー20 Pit20 1626 4別 すー24 グスク系土器（鍋形①）
1538 3附 しー21 1627 9/!'I すー21 Plt5 
1539 9巌 しー20 Pit42 l628 9層 しー20 P1L49 
15・10 ヽlk>! せ—-21 1629 2屈 つー23 沖施（蓋）』....9kサ ナー20 Pitl8 1630 7M しー20
1512 9罰 しー20 Pi148 1631 9屑 しー20 Pit45 
1513 3削 すー24 ＂磁（皿 ・I-a.IV) 1632 gm すー19 Pit33 
[544 9Ai! しー21 Pit 1 O-a グスク系士器（底部怜 1633 9約 しー20 Pit48 

料・a) 1634 9屈 すー20 l'iLlO 
1645 5>.!/ せー21 肯白磁(Jill) 1635 9/d すー25 溝状遺措B
16・16 54~ すー23 径期系上齢('fi文・b) 1636 9屈 すー25 溝状遺情B カムイヤキ（把手付壺）不
1547 9附 すー20 PIL23 詳土器
1548 lri'i せー24 1637 8期 そー22 Pitl:l 
1549 9"7 しー21 Pit13 1638 9吊 しー26 溝状追楕c グスク系土器（底部資
1550 7紺 せー22 料・b)
1551 9M しー20 Pit4 1639 9層 しー25 溝状逍楕B
1552 イ；明 しー24 1640 m1..-1 ちー27
1553 9~l すー20 Pit I 9 16l I 8筋 そー21
1554 3駁 せー23 1612 SM すー25 k列13
1555 不明 さー24 1613 w附 そー27 構6号埋土
1556 2凶 たー2-1 ＂（ジ ーファー） 1641 9庖 すー25 溝状逍構B カムイヤキ（小壺）グスク
[557 4函 しー24 系土器（鉢形・a-ii)
1558 7屈 すー21 1645 9層 せー25 滑状逍措B
1559 9/111 しー21 rill 9 1616 8庖 ちー23
1560 9k4 しー20 Pit27 l617 8附 そー21
1561 9殆 すー19 Pill 5 グスク系土器（底部資 1648 Bk<! せー24 Pit26 

科・b) 1649 9層 すー27 後閉系 K器（底前只科・
1S62 5/vl そー21 a) 
1563 2た ちー22 [650 5層 たー24 カムィヤキ（小壺・II、III
l561 9M すー19 PiL38 -a) 
1565 9妍 しー21 I', <6 1651 8/M すー21 Pit30 
1566 91(1 しー21 PiL4 lfi52 SM せー21 Pit7 
1567 撹乱 すー25 グスク系土器（鉢形・a- 1653 9M そ-23 Pit21 

li)沖施（カラカラ） 1654 8屈 せー22 P1t6 
1568 撹乱 すー25 中国染付（皿）ヒレインコ 1655 9層 さー25 渚状遺搭B

ガイ 1656 9紺 しー25 情状遺構B
1569 視乱 そー24 1657 8層 そー22 Plt9 
15i0 SA-l せー21 グスク系上器（鉢形・b) 1658 8層 せー21 Pitl 
l57l 7削 さー21 1659 8妍 たー23 Pit23 
L572 3層 しー21 カムィヤキ（小壺） 1660 9屑 せー25 溝状政搭B グスク系土器［鍋形・①）
1573 5~ しー24 l661 8眉 すー24 カムイヤキ（壺類）
15i I 9~\f しー20 Pit39 1662 8M すー21 Pitl3 
1575 1/rf せー25 カムィヤキ（把手付壺、 1663 81rl せ-21 Pit? 

壺類） 1661 9層 せー25 潰状遣積B
IS'/6 91M すー19 Pit:JI 1665 りM すー26 沸状迫構c
1577 I討 ら一・23 Jfi6fi 9囮 せー26 溝状遺楕c
1578 3函 せー21 1667 9/!!I しー25 構状逍構Fl 15.003 グスク系土器（益・el
1579 9府 すー21 Pll9 1668 8層 せー22
[580 7陥 せー20 グスク系士器（鍋形・b- 1669 8厄i せー21

＂、碗・杯形） 1670 5M たー22
158】 3吊 すー21 後期系土器（無文・b) 1671 8廣 -t"-26 J列5 カムイヤキ（把手付叙）
1582 9},'j せー20 P1Ll 2 1672 9層 せー25 溝状遺構B
1認3 5崩 せー24 1673 9肘 すー21 Plt4 
1584 9層 すー21 Pitl l 1674 8/lil せー21 Pit7 
1585 9屈 すー19 Pit15 グスク系士器（壺・c) [675 8屈 そー22 Plt4 
1596 9~ しー20 Ph 16-b [676 9屈 しー25 溝状逍構B グスク系土器（鍋形・b-
1587 9屑 しー21 Pill 2 li) 
1588 9/¥<! しー20 P1129 1677 9駈 しー21 PitlO-n 後期系土器（無文・a-
!589 9吊 l.-20 Pit3 7-a i) 
1590 9屈 しー21 Plt6 1678 8層 たー23 Pit2 
1591 5層 せー22 1679 8層 せー24 Pit5 
1592 9~ しー20 Pit38 1680 8層 すー22 Pitl l 
1590 9射 すー20 l'it20 1681 8屑 せー21 ドii10 
1594 9層 しー19 l'it3 1682 3厨 さー21 肯白磁（碗）
l595 5層 ナー24 1683 9層 しー20 Plt8 
1596 ~M すー22 1684 9屈 さー20 P,t21 
1597 9培 さー20 Pitl6 1685 1M ・t-21 
1598 9層 しー20 Pit21 1686 1暦 しー21
1599 9焙 せー20 Pil4 1687 9忌 すー20 Pitl 1 
1600 .,-IJJ 1688 5層 しー24
1601 9屈 L-19 Pit8 1689 引什 せー22
1602 9巌 すー20 Piし10 1690 5層 しー24
1603 9層 せー20 P, し13 1691 8廂 せー21 Pit7 カムイヤキ（把手付壺）
1604 9彫 しー20 Plt5 16~2 8層 そー22
1605 9層 し一 L9 Pit2l 1693 8層 たー22 Pit4 
1606 9届 すー20 Pit22 1694 9吊 そー22 Pit34 
l607 9層 す-19 Pit29 1695 9層 せー20 Pit5 
1608 9K1l すー20 Ph-I 1696 3消 すー22
1609 3層 しー21 1697 7面 せー20
1610 9屑 し一19 Pll9 1698 2屈 • 上 らー21
1611 9料 しー21 Pit7 1699 7駒 せー21
[612 9層 t!-21 P[t4 1700 1層 そー24 !!I'管
1613 9層 せー20 Plt4 1701 9層 すー20 Pit22 
16H 9 K•i しー21 PiL-1 11oz 91i'l -r-26 浪状遺llfC カムイヤキ（把手付~)
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1703 8庖 せー22 Pit21 179] 9庖 すー25 溝状遺栴B
170-1 8屈 せー21 Dot50 
1705 2唇 せー27 凶質土器（火炉） 1792 6屈 しー27
1706 9陥 すー26 溝状迫楕C 13.913 グスク系七器（壺・b) 1,93 8屈 そー22 Pit7 
1707 8絹 せー21 1791 8騎 せー21 J>itl 
1708 9辰i せー21 Pit21 1795 BA'il すー24 Pill 9 
1709 8角 せー21 P1t3 1796 8~ すー22 炉跡
1710 g屈 せー25 溝状遺構B 179, 8~ り せー24 Plt8 
lill 8屈i しー22 Plt3 l 798 9/.A せー25 清状逍9昇B
1712 9培 すー26 溝状造楕c 口磁（碗・ I-b-i、1J 1799 9悩 しー25 溝状沼構Il

B-a) l800 8附 せー21 Pit27 
17 I 3 5陪 せー25 1801 9/(ij さー27 lfitl;il'.t梧D
1714 4屈 L-24 1802 9層 しー26 溝状迫椙C
1115 -1~ せー25 1803 9屈 せー25 消状選栖B 14.534 グスク系土器（底部資
l716 5届 た一22 Dotl24 料）
17li 71i'i -t-20 1804 5/cl L-25 
1718 8届 しー25 1/11状団猜A f,'磁(JIil・ I-c) 1805 8附 せー21
1719 9騎 し-20 Pit IO 1806 9思 すー26 溝状遺情C
l 720 7培 しー20 0Qt59 
1721 9/(!i すー19 Pit24 1807 9悟 せー25 沸状遺構Jj
1722 9附 しー20 Pit3 7-• Doll I 7 
li23 8悩 せー2l Pit7 1808 5~,j しー27
1721 9附 そー23 Pit7 1809 8f-,il しー25 溝状道猜A グスク系土器CJ1Il.形）
1725 9屈 すー25 湛状追構B カムイヤキ（小壼） 1810 BR:i せー21
1726 8隅 そー22 Pill 7 181 I 不朗 カムイヤキ（小壺）
1727 8荊 せー-21 Pit2 1812 5料 せー26
1128 8射 せー 2•1 Pit24 1813 9屑 すー25 溝状逍憬Fl
1729 9厨 しー25 溝状辿措B Dot52 
17~0 SIM しー2:1 Pitl 1814 9杓 すー27
1731 9彫 さー25 滑状迫惰B 1815 9届 しー27 滞伏迫構D
I 732 8冦 せー21 Pit7 Dot64 
1733 8射 せー22 Pit4 1816 SIP! せー22
1734 8刷 そー22 Pi,-12 1817 9層 せー25 構状遺椙n
1735 9廣 さー25 溝状迫捨B 14.256 カムィヤキ（把手付壺） Dotl 15 
1736 9M さー25 溝状迫構B 1818 5kl すー26
1737 8~ り ナー22 l'[t8 1819 9糾 しー26 9佐状泣猜c
1738 8屈 せー21 Pit27 1820 6辰 さー26
1739 8府 そー21 PitlO 1821 5屑 すー27
li-10 8屑 せ~ー 23 Pit~Dol•I 石器 l8l2 ~I{,! しー26
I 741 g)l/j せー27 溝状迫椿F 1823 9屈 せ・-25
17'12 8局 すー22 PiL9 1824 8屑 しー25 ア列3
1743 u1m ナー27 1825 8屈 すー22 Pit25 
171•1 8~1 しー2I 1826 8屈 不明 カムィヤキ（把手［寸壺）
1745 7/M しー22 カムイヤキ（壺類） 1827 6/ii1 しー26
17-16 II 1;4 せ~ー 26 titヽIサ1児土 1828 8k4 せー21 Pit3 
1747 8駁 そー22 f'it29 1829 8/i'I そー23 Pit4 
l 718 9A'l しー25 消状迫楕B カムイヤキ（壺類） 1830 8M たー24
1719 9附 すー26 消状追措c 1831 BK1 ち-23
1750 8囮 せー27 l832 9h;i そー23 Pil5 
1751 9)1'1 さー25 溝状迫構B 1833 IV刷 たー24 河石列2号
1752 9層 不明 1831 8/vl そー22 Pit20 
1753 8層 すー24 Pitl9 滑石製品（転用品） 1835 91£1 つー23 埋葬逍情4
175l I)屈 しー26 溝状迫f/1/C 1836 8祐 せー24 Pit20 
l 755 4JM すー24 1837 9屈 ちー22
1756 9附 すー20 Pit12 1838 8屈 そー22 Pit22 
1757 9A"i すー21 PiL23 1839 9~'1 1モー22 Pit34 
1758 9/M すー26 1840 sm せー24 i'i123 
1759 9M し一25 溝状逍栖R 背磁（碗・II-a) 1841 9屈 せー22 埋葬逍楕1
1760 9層 すー21 PitlO 1s,12 9附 すー21 炉跡
1761 9M さー25 溝状逍格B 1813 81;,l たー24 Dol68 
1762 9屈 I..ー21 Pit24 カムィヤキ（壺類・有文・ 1811 8函 らー2:J DoL78 

1-c) 1845 81;'1 しー22
1763 9層 さー27 溝状迎構c 13.889 カムイヤキ（碗・ I) 1846 9図 たー24

Dotl4 1847 9屈 せ•そー22 PiL7 
1764 9厨 せー25 浪状紺情II 1818 9屈 すー21 Pill I 
1765 8層 しー25 溝状迫惇A 1819 8屈 そー23
li66 9J/i すー19 Pit3 )850 9射 ..t・-22 炉跡
1767 7F;J せー20 1851 9屈 せー22 埋葬遺構l
1768 9屈 しー21 Plt27 1852 8屑 せー23 Plt6 
1769 81a せー22 1853 9屈 そー21 Pill 
1110 8岩 1,..-25 ア列5 1851 8崩 せー24 DoL103 
1771 5冦 しー25 グスク系士器（士錘状製 1855 9届 たー23 上坑l

品 1856 8活 そー23
1772 9~ しー20 Pit3 7-c 1857 SM そー2:~
1773 8図 せー23 Pitl 1858 8函 せー21 Pit23 
1774 9層 せー22 埋葬迫措1 1859 9屑 すー21 Pit44 
1775 盛士 悶賞士器（閤稽イ、明）プ 1860 8吊 たー24 Dot70 

夕 1861 ィ咽Ill! さー20
1776 9居 せー22 Plt3 1862 9厨 た一23 t坑 1
1777 9届 すー25 溝状迫構B 1863 8陪 ちー23

Dot90 186・1 SM たー24 D0167 
1778 5居 しー27 1865 9暦 すー21 炉跡
1779 8涌 せー22 Plt2 1866 9屈 そー23 t: 坑 l
1780 8暦 そー23 Pit7 [867 9冠 らー22 Plt6 
1781 8Wi せー22 l'itl 18邸 9屈 せー21 Pll3 
1782 II屑 せー26 1869 9屑 た一22 PiL20 
1783 8尼i しー22 Pitl 1870 9洒 た一23 埋葬遺構3
178•1 8崩 せー21 P」t7 1871 8/i>i せー24 DoL107 
1785 9屈 しー27 I~ 状遠lliD 1872 !JIiii せー24 Pit5 
1786 8屈 すt--21 Pitl5 1873 8層 せー23 P」t6
1787 9屈 すー27 溝状迫拷D 1874 8屑 せー21 Pit7 カムイヤキ（把手付壺）
1788 l培 たー26 1875 8崩 せー21 l'il23 
I 789 9居 せー25 溝状逍ぼB 1876 8居 ナー22 炉跡 Dol4

Dotl23 1877 9屎 そー23 Pit28 
I 790 9Jul しー26 9島状ぜj渭C 18,8 IIIJl'i たー24
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1879 8語 そー22 Pit3 1972 5屈 しー27
1880 BM たー23 Pil 17 1973 9層 すー25 溝状遺構B 11.393 グスク系士熙（鍋形・①）
1881 9陪 そー22 Pit5 Dot 123 Dot258 
1882 9~ すー22 埋葬遺構2 1974 9M こ •さー27 溝状辺情D
1883 9料 た一23 埋紺遺情3 1975 9陪 せー25 情状遺!1'B
188•1 9屈 そー23 Pitl6 1976 8陪 せー26 カムイヤキ（把手付症）
1886 9屈 寸-21 r113o l977 9層 ずー25 溝状遺柄B
1886 9削 せ-21 埋葬達摺I Dot254 
1887 818 そー23 Doll 10 1978 8射 すー26 カムイヤキere手付壺）
1888 9附 そー23 Pit4 1979 不明
1889 9屈 すー22 Pit21 l980 5雇 せー27
1890 9,1-l せー21 1981 6~ さー26
1891 8層 すー22 炉跡 Dotl 16.210 l982 5展 すー26
1892 9M そー23 土坑1 1983 9附 すー25 消状遺梢：ll
1893 8屈 すー24 Dot94 198<1 8培 せー26
189•1 9既 た-23 1985 5/w さー27
1895 8屑 たー24 Dot6l 1986 客土 しー27
1896 8灼 せー21 l'it7 カムィヤキ（把手付壺） 1987 9凩 さー26 Dot2 15.198 カムイヤキ（壺頚）
1897 9府 た一23 埋葬遺楕3 1988 5~ こー26
1898 9/cl そー23 Pit! 8 I 989 5附 しー26
1899 9射 すー22 l)~,7 1990 9~ すー25 湘状遣構B
1900 8函 せー24 Dot70 
1901 9/vl す Phi 1991 9居 せー25 隔状遺構B
1902 8附 しー21 Dotll9 
l903 9駁 たー23 迎葬遺播3 1992 9M さー27 溝状追括C
1904 9~\J たー23 1993 9吊 しー25 1/11状遺溝B
1905 81"1 せ—·22 Pit I 1994 9陪 しー25 溝状辻構B カムイヤキ（把手付壷、
l906 8刷 そー23 Pitl 7 壺類）
1907 9M -r-20 Pit2 1995 9k•! しー26 溝状迫搭c 産地不明陶器A(llii.)
1908 5kll たー23 1996 Il屑 せー26 溝4号埋七
1909 4A~ らー2•1 1997 9暦 せー25 消状逍構B
1910 9肘 すー21 Doll 09 
1911 8府 せー22 Pit3 1998 8居 せー26
1912 8~ すー22 炉跡 Dot3 1999 9H1 せー25 消状遺楕B
1913 51.'! すー27 2000 SM -. さー27
191'1 BM すー21 Pit30 2001 8/M すー26
1915 9屑 ちー23 Pi115 カムイヤキ（小壺） 2002 9M しー26 溝状逍携C
1916 8層 せー21 PitlO 2003 Bf! すー26
1917 8fl.'l すー23 Pill 200s Y/{1 せー25 滑状逍柄B カムイヤキ（小壺・有文）
1918 9潤 た一23 土坑1 2005 91.1 しー25 瀦状遺措B
1919 3 -~w らー22 溝石列 1 号— b 2006 8);,l L-25 
1920 8刷 せー24 2007 SM せー26
192 I 8崩 せー24 15.207 カムイヤキ（小壺・I-a) 2008 9/iij せー25 構状遥構B
1922 9用 た一23 埋葬逍柄3 2009 9J;1 しー25 溝状迫柄B
1923 9A¥f しー21 Pit 1 2010 !)}/,! さー27 溝状遺構c
1924 91'-l せー22 埋葬遺構2 2011 9栢 すー25 渭状遺構B グスク系士器（底部資
192ij 9屈 せー21 Pit ID グスク系土器（壺・a) 料・c)
1926 9厨 せー22 Pit7 2012 5厖 さー26
1927 8/il, らー23 2013 9厄 すー25 溝状遺柄B
1928 客t Dot253 
1929 8府 たー21 2014 6居 すー27
1930 9.¥i すー27 溝状逍柄D 2015 51/'l せー25
1931 8陪 せー21 Pltl 0 2016 8/(9 しー26
1932 9居 そ-23 Pit28 2017 9局 せー25 路状遺構B グスク系土器（壺・b)
1933 9~ せー21 Pit21 2018 9展 すー26 溝状迫搭c 白磁（碗・ II-B-a) 
193 I 8屈 せー21 2019 9M t.~25 溝状逍柄c
1935 9屈 そー23 土坑l 2020 不IJJ
1936 9/!'l すー21 炉恥 2021 9屈 しー26 溝状遺構c グスク系土器（鍋形・b-
1937 9届 そー22 Pit6 カムイヤキ（把手付壺） ,) 

19J8 9/...'7 せ—·2 1 埋郭造椙 I 2022 9陪 しー26 溝状追楕c
1939 9席 すー22 炉跡 2023 9庖 すー25 溝状遺構B 滑石混和土器（鍋.I -
19•10 9/(ii そー21 a) 
19・11 9/l'i すー20 Pit7 2024 9層 さー27 惰状迫楕E
1912 8厨 そー24 2025 8層 ナー25 J列10
1943 8屈 そー22 Pit 11 2026 8吊 しー25 工列］
19'1<1 8陪 そー22 PiL4 2027 8/fl すー26 N列2
1945 8培 せー2-1 P,t34 2028 8府 しー26 V列11
1916 9屑 せー21 埋弄迫搭］ 2029 9屑 しー26 横状遺構c
19-17 8栢 すー22 炉跡 DoL2 2030 9渚 しー26 濯状遺情C
1918 8廣 せー22 2031 l辰 つー26
1919 9A,1 たー23 土坑l 2032 9席 さー27 f/f/状遺構E
1950 8屑 すー22 炉跡 Dot2 16.160 2033 9屑 さー27 溝状遺構E
1951 9h'l せー22 埋葬遺構2 2034 9K'i しー26 湘状遺構c
1952 8庖 せー22 カムィヤキ（亜類・有文・ 2035 客士 -i・-2; 

I -c) 2036 I展 すー27
l953 8展 し一・21 2037 8尼i すー26 Q列5
1954 9屈 たー23 201~ 9扇 しー26 1.: 状潤1,ic
1955 9庖 すー20 2039 9層 さー27 潰状辺17,E
1956 9展 すー20 Pit26 2040 9層 さー27 溝状遺栖E
1957 9居 たー22 Pit20 2041 9席 さー27 溝状遺構E
19謡 8屈 すー2-l 20,12 111M ちー27
1959 9彫 せー21 Pit2J 2013 9騎 さー27 消状逍構E
1960 不明 たー24 2011 4洒 しー27
1961 9眉 つー23 且II杵辺111ヽI 2045 I wl つー25
1962 0陪 たー23 埋葬選柄3 2046 ·~ さー27 ヤギ
1963 9屈 そー23 Pit28 2047 Il脳 しー27
1964 9屈 たー23 埋葬造構3 15.440 グスク系土器（浅鉢形） 2048 不明 す~ー 25

I96S 9屈 た一23 上坑1 20~9 9岨 せ-26
1966 8昴 すー26 2050 不明 せー27
1967 5辰 しー26 205 I 8陪 せー26 II列4
1968 9屈 しー26 溝状遺構c 2052 5kり すー27 カムィ・トキ（小啜）
1969 9屈 ・J--25 溝状選柄B I 4,174 カムィヤキ（壺類） 2053 I陪 さー27

Dot250 2054 撹乱 すー27
l970 9厖 さー25 溝状遺柄B 2055 8器 すー26 M列9
1971 9附 しー25 沿状遭1/IIB 2056 客ーI: せー27
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ナンIヽ
届序 グリッド 出土地 EL 遺物りンク・ リンク'

20S7 8層 すー26 R列11 2144 9層 すー27 溝状遺格D
2058 8層 すー26 S列6 Dot32 
2059 9昂 しー26 溝状迫捐C 2115 9恩 さー25 溝状迫構B
2060 8崩 せー26 1列5 DoL43 
2061 8陥 す←26 N列13 2146 8窟 しー25 潜状遺楕A
2062 8屈 しー25・26 T!illLS Doll 
2063 8版 しー26 U列15 2Jol7 9訊 こー27 土坑1Dot32 
2064 9附 しー26 溝状遺構c 2118 9屑 こー27 土坑lDot3 
2065 9屈 しー27 i/11状遺111D 2149 9恩 すー27 溝状遺構D
2066 9/"1 さ・しー26 溝状迫1青C Dot28 
206, 客土 そー25 2150 9届 すー27 瀦状遺揖D
2068 8k"I$ すー25 1列9 Doll 1 
2069 8層 すー25 0列 1,1 2151 9艮i すー27 溝状遺構D
2070 9粕 さー27 溝状;n構E Dot31 
2071 9刷 さ~27 情状追栖E 2152 8居 しー25 溝状遺楕A
2072 9隅 しー26 潰状遺情c Dot2 
20,3 8層 す・せー26 lj列4 2153 9涸 すー27 滞状遺栖D
2074 8涌 しー26 Uグ1111 Dot25 
2075 9h'I さー27 溝状iJ'I椙E 2154 9居 せー25 溝状遺楕D
2076 9閲 こ •さー 27 携状遺捐D DotlO 
2077 8附 しー25 イ列6 2155 9屈 すー27 渭状遺構D
2078 81:1! L-26 T列11 Doll 2 
2079 8屑 しー26 U和）]J 2156 9/i>l せー25 溝状遺構B 滑石製品(jj¥)
2080 8肘 せー26 H列3 2157 9/晋 -~27 士坑1Dot2 8 
2081 8府 し一26 T列 1,1 2158 9暦 すー27 渚状遺椿D
2082 9屈 しー26 清状 il'.tl~C Dot23 
2083 8屑 せー26 G列7 2159 9附 こー27 土坑JDot6 
2084 8妍 すー26 P列8 2160 9府 こー27 土坑IDot29 
2085 9/l'l しー26 湛·~JJJ l~C 2161 9fli! さー26 溝状寇,~c
2086 9/M しー26 i杓状迅IMC 2162 9層 すー27 溝状遺構D
2087 9屈 すー27 渚状追椙D Dot20 
2088 IJ111 しー27 2163 9附 こー27 土坑1DoL42 
2089 8附 せー26 H列4 2161 9~ こー27 土坑IDot38 
2090 5屑 こ • さー27 2165 9庖 さー25 渭状適構B
l09I li..'I つー25 Dot•l 6 
2092 田附 ちー27 2】66 9屈 ニー27 土坑1Dotl 9 
2093 客土 しー27 プタ 2167 9層 こー27 士坑1Dot30 
2091 玄 I: つー2,1 プタ 2168 9屈 せー25 湘状遺楕B
2095 5f6 し一26 Oot3 
2096 5111 すー27 2169 9届 すー27 渚状遺楳D
2097 5眉 すー26 Dot29 
2098 5層 すー27 2170 9庖 さー25 溝状追構B
2099 覆土 つー24 Dot41 
2100 8附 しー25 2171 9M すー25 溝状遺楕B
210 I 9梧 すー27 渚状硝揖D 21n 9A'i こー27 t坑lDot9 
2102 6射 こー26 2173 9層 しー26 湘状遼格C
2103 5層 すー26 Dot4 
2104 5柏 すー25 カムィヤキ（小壺） 2174 9府 すー26 Dot9 
2105 8藩 しー25 イ・ウ列試掘 肯磁（碗.a -a) 2175 9府 こー27 土坑lDot41 
2106 ィ~IJI たー27 白磁(Jill・IV-a) 2176 9展 しー26 消状遺格C
2107 8展 たー22 Dotl 
2108 5屈 しー26 2177 9暦 せー25 溝状坦栴B
2109 SJ.ii さー26 Dotl 1 
2110 6層 しー26 2178 9hll せー25 溝状迫栖B
2111 不明 すー25 2 I 79 9磨 せー25 溝状遺構B
2ll 2 6屈 しー27 Dot6 
2113 5厚i しー26 2180 9附 しー25 溝状迅悟B 14.801 カムィヤキ滋類．）
2114 5層 しー27 2l8 l 9A'IJ こー27 土坑IDot24 
2115 9舟 すー27 1貨状辿ll!D 2182 8層 しー25 溝状遺構A
2116 9附 すー27 溝状遺揖D D-0t5 
2117 5朋 せー26 カムイヤキ（把手付壺） 2183 9射 こー27 土坑1Dot45 
2118 5A"i しー27 2184 9焙 しー27 溝状遺構D 11. 108 カムイヤキ（鉢）
2119 ＂屠 しー27 カムイヤキぽ毀酎 Dol3 
2120 9層 ニー27 七坑1 2185 9府 こー27 土坑lDot47 
2121 5附 -r--21 2186 9層 こー27 士坑1Dot39 
2122 9恩 しー27 灌状遺構D 2187 9脳 .:.-27 t坑IDotl6 
2123 客土 2188 9層 しー27 i倅状道楕〇
2124 9層 すー25 溝状遺楕B DoL2 
2125 9M すー25 溝状迫!11B 2189 9履 すー27 溝状遺構D
21 i6 9層 すー27 溝状遺栖D Dotl3 

DotlO 2190 9悩 しー26 溝状遺構c
2127 9庖 しー26 溝状過構c 11.3:Jo カムイヤキ（壺類） 2191 9附 すー25 溝状遺栖B

Dot2 2192 9庖 しー26 溝状遺楕C
2128 9屈 こー27 土坑lDot35 Dot3 
2129 9展 しー25 溝状迫措B 2193 9層 こー27 土坑 1Dot4 
2130 9/111 しー26 溝状遺梢C 2194 8~ しー25 消状遣構A
213 l 9層 しー26 溝状遺構c 14,439 産地不明陶器B(盗） Dot3 

Dot! 2195 9崩 さー26 湛状遺構c
2132 9屑 すー25 溝状遺構B 2196 !l"-1 こー27 土坑1Dotl l 
2133 9/eJ すー25 湛状迫溝B 2197 8唇 しー25 溝状遺柄A
2134 9層 すー27 溝状遺搭D Dot6 

Dot38 2198 9屑 --27 土坑1Dot49 
2135 9庖 すー27 清状遣楕D 2199 9Hil こー27 土坑1Dot23 

Dot7 2200 9洒 し一-26 惰状造摺C
2136 9層 すー25 消状遺楕B Dot2 
2137 9庖 すー27 溝状遺樗D 2201 9屈 --27 土坑lDot33 

Dot36 2202 9層 すー27 消状遺構〇
2138 9層 すー25 溝状遺MB 石器 Dot35 
2139 9層 しー25 漕状MIRB 2203 9尼 こー27 J:坑 IDotl 5 
2140 9焔 すー2-5 清状辺構B 220•1 9腐 こー27 ーヒ坑lDotl3 
2141 9層 すー27 溝状遺楕D 2205 9J;,l こー27 上坑IDot34 

Dotl4 2206 9陪 こー27 土坑JDot46 
2142 9庖 すー27 溝状迂構D ね07 9層 こー27 上坑1Doti 0 

Dot6 22Q8 9屈 こー27 上坑 ll)oし50
2113 9暦 ：：ー27 土坑lDot44 2209 9屑 せー25 情＇状灯椙B
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22 JO 9尼i すー27 府状遺構D 2278 1箔 た-27 カイコガイ、オイノカガミ
Dot26 ガイ

2211 9暦 さー25 溝状遺構B 2279 客土 つー24 囚質土器ひ木司
Dot45 2280 l屈 つー25

2212 8暦 しー25 渚状遺構A 2281 撹乱 た-27
Dot4 2282 I A'l たー27 フトコロガイ、ノシガイ

2213 919l こー27 土坑1Dot25 2283 不明 つー27
2214 9庖 さー25 溝状遺構B 2284 不明

Dot42 2285 客土 そー27 沖施（碗、大鉢、火取か
22 l5 9洒 こー27 上l)i:lDot36 香炉）沖無（揺鉢、瓶）
2216 9M こ-27 上坑IDot14 青銅製品
2217 ，，，， こー27 土坑1Dot2 l 2286 客土 つ-27 陶質士器（フ7イバン状）沖
2218 9屈 こー27 土坑1Dot3 7 施（小碗、鉢、胚、鍋、
2219 9層 せー25 構状遺碍n 壺）カニノテムシロガイ

Dot9 2287 11層 せー26 渚4号埋土 白磁（合子）中国染付（
2220 9層 すー27 清状違情D 13.994 育磁（碗・D-n) 碗）

Doし16 2288 11{1/ つー26 沖施（碗）沖煕（揉郭、不
2221 9!!'1 こー27 土坑lDot43 明）
2222 9屑 すー27 溝状迫構D 2289 客土 せー27 沖施（碗、壺、鉢、火取

Dot5 か香炉）沖無（鉢、揺鉢、
2223 9函 すー27 溝状遺構D 壼類）褐釉陶器（壺）

Dot4 木士産磁器（碗）トンボガ
2224 9府 こー27 土坑lDol 7 イ
2225 9庖 すー27 浪状遺構D 2290 3M せー22

Dot37 2291 客土 すー27 沖無（鉢）
22l6 9層 しー27 溝状遺構D 2292 客土 せー27

Dotl 2293 Sit'! そー22 白磁COO・fl-Cl
2227 9~ こー27 上坑1DoL22 2294 Sf! しー25
2228 9附 ニー27 土坑1Dot8 2295 5焙 そー24 カムイヤキ（小壼）
2229 9料 さー26 溝状遺構c 2296 3附 すー24
2230 9刷 さー25 溝状遺構B 2297 4K4 すー22

Dot40 2298 4屈 そー23
2231 9附 こ←27 士坑IDotl2 2299 2,,✓, ・J: す一 t8
2232 9~ こー27 士坑IDot5 2300 7/tl そー21 h磁f碗・ID)
2233 9層 すー27 冷状道楕D 2301 5層 すー24

Dot9 2302 9/i', しー19 Pill 7 
2231 9岩 すー27 溝状遺清D 2303 4崩 しー25

Dotl5 2304 5/M すー22
2235 り肘 こー27 土坑1Doll 8 2305 不明 せー23 カムイヤキ（鉢）
2236 9M こー27 土坑lDot48 2306 1¥/M そーか1 白虚（碗・ I・dl
2237 9吊 こー27 上坑1IJoL2 230, 3糾 tt-22 
2238 8層 しー25 溝状遺構A 2308 5形 せー25

Dot7 2309 5/.11 せー26
2239 9階 さー25 溝状遺構B 2310 4附 せー2-1 冑磁U!II.・fi)

Dot44 2311 7"1 せー22 カムイヤキ（把手付盗）
224.0 9h'I こー27 士坑IDot29 2312 ~Im しー25
2211 9屠 L-25 溝状遺構B 舌磁（碗・II-c)カムィヤ 2313 SM そー2..J

キ（把手付壺）グスク系 2314 5崩 たー23
土器（底部資料・a) 2315 5沼 そー23

22,12 91;,J しー26 消状遺楕C カムィヤキ（把手付壺） 2316 91'Jj しー19 Pill 6 
2243 9層 すー25 惰状遺構B 脊磁（碗・ II-c)後期系 2317 6居 せー26 背磁⑭前11)白磁(Jill・N

土器（底部資料・b) -a) 
2211 9巌 しー25 溝状遺構B 2318 OA'I せー25
2245 9附 しー26 濯状遺楕c カムイヤキ（壺類） 2319 SAり すー24
2246 D函 ちー26 グスク系士器（鍋形•①) 2320 4).>! せー24
22"7 I fl たー25 2321 3屈 しー25 白磁（碗・II-A-a、II-B
2248 客J: つー25 -cl 
2249 不明 し・す・せ 沖無（壺類） 2322 3Al! すー22

-27 2323 5厨 しー25 カムイヤキ（巫類・ I-c) 
2250 1附 ちー27 沖庇（小碗） Z324 9盾 すー21 Pit2 
2251 盛土 白磁（皿・ 11、III-a)カム 2325 5/1.~ そー23

イヤキ（壺類・ I-a)クダ 2326 3屑 すー24

ボラ 2327 4,1¥f すー23
2252 1屈 すー27 中国染付{Jilii) 2328 4/fl せー23 カムィヤキ（長頌壺）
2253 撹乱 たー27 2329 5屑 すー24
2254 m納 ちー27 2330 1/n せー21
2255 IV層 つー27 湘6号埋土 2331 9局 しー20 Pit40 
2256 I屈 ちー27 2332 9層 さー20 PitlO 
2257 ll層 すー27 2333 2恩・上 た一20
2258 5屑 すー27 カムイヤキ（小壺） 2334 ·• 屑 せー24
2259 5ぷ すー26 23J5 5附 せー23
2260 5層 すー26 カムイヤキ（把手付壺、 2336 2/w すー20

小壺） 邸37 3層 しー22
2261 5屈 すー27 カムイヤキ（嵌祖） 2338 •11{6 そ-22
2262 客土 らー24 2339 9層 さー20 Plll8 
2263 5層 すー26 2340 7層 せー20 カムイヤキ（小壺・有文）
2264 撹乱 すー27 陶質±帯（火炉がかま 2341 不りl せー25 白磁（碗， I-d) 

ど） 23,12 5屈 せー26
2265 5/!'l せー26 カムィヤキ（四類） 2343 7居 せー20 カムィヤキ(ill!類）
2266 I層 つー27 陶質士器（蓋）ホウシュノ 2311 5層 せー21

タマガイ 23'16 7府 すー20
2267 II層 しー27 カムィヤキ（壺類） 2346 3屈 せー22
2268 客土 そー25 2347 9庖 せー20 Pft2 
2269 l暦 ち-25 沖施（小碗） 2.348 7屈 L-20 
2270 I ~ ヽt ちー26 2349 3M すー20
227 J 裂土 しー27 白磁（皿・ill-a)沖施（瓶 2350 7陪 せー22 カムィヤキ（把手付壺）

子） 2351 不明 せー24
2272 盛土 コモンイモ？、ヒメジャ 2352 4層 たー22

コ 2353 ,l屈 しー24 ド，＇磁 (Ill・IU-a)
2273 客土 すー27 中国染付（合子・蓋）沖 2354 2層・下 ちー22

施（小碗｀鍋J 2355 4暦 そー23
227•1 客土 せー27 2356 3層 せー21
2275 I /iii ちー26 2357 4層 すー23 カムィヤキ（器種不明・
2276 Ill層 ちー27 I -b) 
2?.77 不り1 つ-27 2358 ., 脳 しー2 ~
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2359 9函 せーl9 Pit? ~445 9崩 すー19 Pitl 4 
2360 l崩 せー25 2416 3展 さー20
2361 31ti す-23 2417 9附 しー20 PiL41 
2362 4屑 すー24 2418 9附 しー21 Pitl 7 
2363 2屈・上 すー19 2449 l阿 そー24
2361 7屈 すー21 2450 4磨 しー24
2365 3屈 せー2↓I 2451 4屈 すー23
2366 5附 そ-2,↓ Z452 3怜i す―・24
2367 j駒 不明 2453 9屑 せー20 Pit! l 
2368 n1 しー20 2151 8屑 そー22
2369 9凶 しー2l Pit26 24.55 9h;l せー20 Piし］
2370 3M せー23 カムイヤキ（鉢） 2456 7紛 しー22
2371 7桝 しー20 カムイヤキ（小壺） 2457 9屑 せー21 Pit3 
2372 3A'l せー20 2458 5>.-1 そー21 グスク系士器（壺・a)
23,3 9,a しー21 Pill 1 2459 41r! そー21
2374 9刷 L-19 l'ill4 2,160 4居 たー23 カムイヤキ（小壺・m-a,
2375 9柑 せー20 Pit7 把手付壺）
2376 9層 さー20 Pit7 2461 7騎 しー21
2377 5府 すー23 2-162 5M そー23
2378 2唇・上 せー20 青磁0Jii・ll)カムィヤキ 2463 3屑 すー22

（小金・有文） 2464 4昂 たー23
2~79 7屈 さー20 白磁（碗・Il-ol 2~65 9屈 さー20 Pit27 
2380 3騎 しー24 2466 9屑 さー20 PiL22 
2381 5/!11 たー23 2167 4庖 たー23 カムイヤキ（症類）
2382 5M たー22 iiss 5/i,l たー22
Z38a 5附 せー21 2469 9糾 すー19 Pit! 2 
2384 5/M せー23 青磁（碗・IIl-b) 2470 4k•1 ちー23 カムィヤキ（小壷・I-al 
2385 3/f,I しー23 2471 11/1 らー23
2386 3W せー22 カムイヤキ（小直!) 2172 2/fl "'I' たー20
238i 4巌 そー24 青磁（碗・II-c)カムィヤ 2473 2/lll・中 つー22 苔（ジーファー）

キ（壺類・I-b、小壺・［ 2471 盛士
-c) 2475 8罰 せー24 Dotl3 

2388 4刷 そー22 2476 s;t, 不明
2389 3扇 しー24 2477 I~ 不明
2390 9射 しー20 l'it<l 2478 9M せ—·22 Pit7 
2391 4崩 しー25 青磁(Jlll・I-a) 2479 BM そー23 Pill 7 
2392 5屑 せー26 2180 9/W すー22 埋葬迫搭2
2393 1ヽ/l'i せー23 2481 8附 t.:.-23 Pitl 7 
2:l9-I 4洒 たー22 2482 Hlf/i せ―-21 Pit7 
2395 3屈 しー23 2183 9,'i/1 せー23
2396 7)(,l す-21 カムイヤキl小血．絆J 2484 5X'/ すー25 カムイヤキ（碗・I)
2397 5圏 しー23 l485 4州 たー 2ヽI
2398 I k4 ,f,明 本上産陶器（甕） 2486 8~ り そー23 Pit3 l 
2399 5屈 しー24 白磁（妬） 2487 8附 すー22 Pitl 9 
2400 7f1 すー21 2188 8~1 すー22 炉跡 カムィヤキ（把手付壼）
2101 3辰i そー21 2,1s9 n附 すー27
2402 7庖 せー22 カムィヤキ（壺頬・有文・ 2490 9凶 そー23 溝状迫構G

I -cl 2491 9/i'i そー22 縄文系士器
2103 7k『i せー22 カムイヤキ（壺類・有文） 2492 8~ そー23 グスク系土器（鍋形・@)
2404 S&'i せー23 2493 5府 す・-25
2405 5屈 しー23 2194 8府 不明
2406 6屈 せー25 白磁（碗・ 11-D-i)カム 2・!95 8/tll すー24 Pill 9 

イヤキ（把手付壺） Z496 9脳 せ-~21 PitlO 
2,197 8府 せー24

2!07 1居 不明 2498 8~ り せー24 Dot4 
2108 4枢i しー24 青磁（碗・ II-a)カムィヤ 2499 51.,ll らー23

キ（壺類）滑石製品（転用 2500 5附 しー25 後期系 J..:!'l( -(r" 文 ·•l
品） 2501 8附 そー24 Dotl 7 [5.245 グスク系土器（鍋形・①)

2・109 5局 しー2,l カムイヤキ（小壺・I・cl 2502 8恩 すー24 Pitl 9 滑石混和上器（鍋・ I-
2410 5窟 せー26 a) 
2411 3層 そー21 2503 8屈 ちー23 Dot55 
2~ 12 3・ヽ11i'l ちー22 浪 I↓}1111.1: 2504 9局 すー22 埋葬逍構2
2413 4/(,J しー23 2505 8層 せー21 Pit7 カムイヤキ（壺類・有父・
2414 2附・l. すー21 斉磁(Jill・ I-al I-cl 
2415 4溺 しー24 2506 8屑 しー27 青磁（胎）
2416 5層 た一23 2507 9附 そー23 Pit7 
2417 2~ · •1• らー22 2508 8Jf! せー24 Dol95 
2418 5丙 すー23 カムィヤキ（歪類） 2509 4,W たー24
2419 9居 すー19 PiL35 2510 8庖 せー24 Dot2 
2420 -1屈 たー21 2511 9/t.1 せー21 Pit2 
2421 51,l そー24 青磁（碗・ 11-b) 2512 8附 ちー22 カムイヤキ僅打頁l
2422 3/{ii せー23 2513 不明 たー25
2423 3届 たー23 青磁（皿・ II) 2514 8附 せー21 Pill 0 カムィヤキ（小壺）
2424 5)1'!! すー23 2515 81¥>1 せー211 Pitl I Doti 
2425 4唇 せー24 白磁（碗・N)青白磁（合 2516 8刷 すー21

-fl 2517 • I 屑 たー24
2,126 7屑 しー20 2618 8/a ちー23 Pit3 
2127 9培 すー20 Pitl2 2519 9展 せー21 Pit21 
2128 2胴 らー23 2520 1層 不明 イノシシ
2・129 7(~ しー20 2521 [J層 つ-26 湘4号埋士
2430 9函 せー20 Ph9 DoLZ 
2431 3屈 寸ー21 カムィヤキ（壺類） 2522 み男l
2432 6恩 せー25 白El:(婉・ U-B-ol 2523 6庖 すー20
2433 -1恩 せー23 2521 5/N そー24 ウシ
2•131 3屈 し一2•1 2525 4祈 すー23 カムィヤキ（ぷい
2135 4屑 すー23 青磁（碗•田—b) 2526 9吊 す←ー20 Plt8 
2436 2層・ト -,r--22 中田染付（小皿l 2527 6陪 せー25
Z・137 2屑 ・中 ちー22 瑠哨釉磁器（小If.) 2528 9沿 しー20 i>u3 7-c 
2438 9層 せー19 l'it9 2529 3膀 そー22
2439 3庖 そー23 2530 5居 そー24 カムィヤキ（把手付壺、
2410 5屈 すー22 カムイヤ＊（小壷 並類）
2111 9語 しー20 l'it.20 2531 7陪 せー20
2112 5展 せー21 2532 4評 そー23
21、13 3暦 そー22 2533 2屈・上 すー25 カムィヤキ（把手付壺、
2444 3屈 しー21 カムイヤキ（鉢） 小森）
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2034 7陪 す・-20 2620 5}f/ しー25 カムィヤキ（小並、壺類l
2535 9沼 すー 19 Pit35 2621 n活 つー25 溝4号埋土 13,526 沖無（甕）
2536 5厖i すー24 カムイヤキ（碗・U) Dot9 
2537 5屈 せー21 2622 8屑 すー20
2538 51-i, しー25 2623 不り1 しー27 白磁（碗・ II-CJ
2539 5刷 そー24 グスク系士器（浅鉢形） 2624 u屈 たー24 沖無（不明）
2010 5屑 せー22 2625 9稲 ちー25 掘込1
25,1 I 3屈 せー・20 2626 IV悟 ちー26 溝6号埋土 沖施（小碗、鍋）ホフガイ
25•12 9屈 しー21 Pill O-a 2627 6焙 しー27 肯磁（碗・I-a)カムィヤ
2543 2陪 せー25 カムィヤキ（小壺J キ（壺類）
25-11 5附 そー 2ヽI 2628 ィ可JI つ-25 認質土器（鉢）
2545 3府 ...--23 2629 5匁i しー26
2546 -l/i1 せ-23 青磁（碗・II-a)カムィヤ 2630 II層 ちー25 溝'4号埋土

キ（小益・ill-b) Dot26 
25-17 6~4 そー21 カムィヤキ（小並） 2631 u窮 つー26 溝4号埋土 ムカシタモト
2548 4M らー23 2632 6料 しー25 カムイヤキ［小並・（「文）
2649 H,・ 上 た一21 2633 5層 しー27 行磁（碗・Il-b)
2550 9M しー19 Pit4 2631 5屠 しー27
2551 918 しー20 Pit! 2635 5層 すー26 カムィヤキ（壺類・ I-b、
2552 8射 そー24 把手付敢．益類）
2553 3~'1 しー25 2636 ll層 ちー25 溝4号埋土 ヒレジャコ
25"・1 ., 厨 た一22 Dot27 
2555 Iヽ附 そー24 2637 II層 つー26 溝4号埋土 カイシアオリガイ．ヤギ
2556 2昂・上 しー21 2638 6層 さー26
2557 5附 せー21 2639 不明 ちー24
2558 3/tll しー21 2610 9紺 しー27 溝状迫稽D
2559 5射 そー23 2641 II屈 す-2;
2560 1簸 せー21 青磁（碗・ I-a、Jill.・ I- 2642 不明

bl 2643 II wl せー26 溝4号埋土 わ器
2561 9¥'l せー19 Plt8 2644 Il崩 すー27
2562 3/a しー22 2645 II届 ちー25 溝4号埋土
2563 3糾 しー21 Dotl3 
2564 3).1 そー23 2616 11層 ちー25 溝4号埋士
2565 7M そー22 カムイヤキ（小壺・有文） Dot20 
2566 9/rl さー20 Pn8 2647 IT層 ちー25 溝4号埋土
2567 7/M しー21 Dot21 
2568 9k-l ちー21 2648 rr層 ちー25 消4号埋土
2S69 3W, そー22 Dot22 
2570 7悩 そー22 カムィヤキ~手付壺） 2619 n洒 ちー25 淮4号埋士
2571 3~ せー:.!2 じoll5
2572 9附 すー19 l'it 15 グスク系士器（壺-c) 2650 11層 らー25 靡4サ埋土
2573 2m そー22 Dol 1 7 
2574 ! ~ すー24 カムィヤキ（小壺） ~651 IT層 つー26 溝4号埋土
2575 3層 せー23 白磁（碗・ I-d) DotS 
2576 11(4 しー24 ,'i・Sl.(碗・II・c) 2652 II廣 つー25 湘4号埋土
2577 7屈 すー22 Dot8 
2578 6/i-l しー25 265~ 11屈 つー26 溝4号埋土
2579 3屑 せー21 白礎（碗・III)カムィヤキ Dot6 

（小壺・有文・I-c) 2654 []函 ちー25 溝4号埋土
2580 3層 すー24 カムィヤキ（釣） Dot24 
2581 2~'if ・下 たー20 2655 II庖 ちー25 溝4号肥士
2582 4崩 しー24 Dotl9 
2583 4層 すー24 白磁（碗・I-d)カムィヤ 2656 ll屈 つー26 /~4 サ埋土

キ（小壺、碗 I) Oot7 
258・1 9附 し-20 Pill 6 ·• 2657 ＂層 ちー25 溝4-1;-埋士
2585 6/14 しー25 Dotl I 
2586 7層 さー21 2658 [I居 ちー25 溝4号埋土
2587 9函 しー21 Pit26 Dot25 
2588 5M しー25 2659 II焙 つー26 溝4号埋士 13.440 沖施（急須）
2589 n'.I しー20 Dot4 
2590 3約 せー21 2660 II層 らー25 淋4号埋士
2591 3層 しー23 Dot23 
2592 3~ そー21 2661 ]]屈 ちー25 溝4号埋土
2593 4階 そ-23 Dot12 
2591 2附 そー24 グスク系土器（浅鉢形） 2662 11層 ちー25 溝4号坦9士
2595 9層 そー23 後期系土器（底部資料・ Doti 8 

b) 2663 11層 ちー25 溝4号埋土
2596 4后 せー25 白磁（碗・I-a) Dotl4 
2597 9屈 さー21 Plt9 2664 9層 さー27 溝状迫構E
2598 9~ ・t--21 l'it5 2665 ＂屑 ちー25 渚4号埋土
2599 5層 せー21 Dotl6 
2600 7層 そー21 2666 9層 さー27 溝状迫括E
2601 7屈 せー20 2667 盛七
2602 7屈 L-20 グスク系七器（鍋形・n) 2668 9屈 せー25 溝状遺楕B
2603 6層 せー25 2669 51¥1/ すー27
2604 5囮 しー25 2670 6層 しー27
2605 7M し一?.0 2671 6{1 しー27 付磁(llJl・I-c) 
2606 11層 らー25 /~4 号埋 t 2672 11層 せー26 溝4号埋土
2607 不明 ちー24 2673 5層 さー25 ＂応（碗 ・n-a)
2608 5府 しー26 2671 5/f<f すー27
2609 IV厨 そー26 2fi75 5/M しー27
2610 6層 さー26 カムイヤキ（症類） 2676 5M し一25
2611 5屡 すー25 2677 II層 つー26 隔石列4号 沖無（不明）
2612 5節 しー25 カムイヤキ（把手付壺、 2678 II層 らー25 沸石列4号

長類壺）産地不明陶器 2679 n層 つー26 溝4号埋土
A(送） Dotl 

2613 II柄 ちー25 消4号埋土 中国染付（小碗）クロミナ 2680 ll屑 すー27 カムイヤキ（把手付壺）
シ 268 I 盛土 青磁（皿・ I-b)ミッカド

2614 I層 た一26 ヤクシマダカフ ポラ
2616 Tl/o'i つ-25 溝石列 HヽJ 2682 m層 たー25 肯磁（盤）青磁染付（盤）
2616 11層 ら一・25 中国染付（瓶）沖施（鉢）
2617 II層 ちー25 湘石列4号 沖施（小碗） 沖無（壺類、瓶）
2618 11届 つー26 溝4号埋土 2683 不明 せー27

Dot3 2邸 I lll屈 せー27 i7iJ息F引田磁器<tlllm
2619 llJlli ナー27 2685 m層 ちー2-t
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2686 I酒 千明 アサリ 2766 5柑 そー24
2687 IV滋 ちー26 fT,6号埋土 2767 2別•上 しー19 沖応｛何状碗、火炉）
2688 10恩 ちー26 中国染付（碗） 2768 憎乱 緑釉磁器（急須）
2689 n層 らー26 2769 3層 l-23 
2690 11層 つー26 溝石列4サ 本士産陶器l甕）沖施（ 2770 2/i'l・中 ちー20

皿） 2771 5籾 せー23
2691 m屈 たー27 中国染付(.Illl) 2772 7附 せー20
2692 Ill陪 ちー27 沖施（蓋） 2773 2&!・ 斗 つ ~22

2693 1庖 不明 陶質士悉（鉢）中m染付 277'1 2脳 ちー23
(1Ill)沖施（碗、鉢）沖無 2775 1居 しー18
（水鉢、壺類）マルアマ 2776 2層・上 ちー20
オプネ、コモンダカラ、 2777 2暦・中 ちー20
イボシマイモ、オオクチ 2778 2層・中 ちー21 沖施直）
キレガイ、マクガイ、ケイ 2779 2府・上 ちー24
トウガイ、シャゴダヤギ 2780 1庖 ちー23 カノコガイ、オニノツノガ

2694 IV屈 ちー26 渚6号埋土 沖施（皿、急須） イ
2695 〇展 たー25 溝4号埋士 2781 2~ - I- た一20 陶質土器（急須、火炉）
2696 不明 そ 25 煙符 沖施（火炉）沖無（甕、円
2697 w屑 たー26 場6号堀七 中国染｛、f(皿j 位：状製品l
2698 5屈 たー25 ~782 2陪・ド ちー22 沖施切フカヲ）ウシ
2699 II屈 らー25 2783 2.liil • .L たー21 沖無（壺類）
2700 不明 L-27 沖施（瓶） 2784 2/tl・ 上 ちー22 育磁（皿）イノシシ
2701 I届 つー27 2785 2層・中 ち-21 向質士煕（蓋）沖施（大
2702 U尼i つー25 溝4号埋士 鉢）沖無(00
2703 況乱 ちー25 2786 2層・上 たー22 沖無（鉢）ネジヒダカワニ
2704 4庖 すー27 ナ、リュウキュウナミノコ
2705 IV庖 ちー24 溝石列2号 白磁（碗・I-a)沖無( Z787 2 図 • 上 た-23

鉢、壺類）アラヌノメガイ 2788 2層・中 たー20 中国産磁器（黄釉・小

函）沖極9函．小翫）
2706 [I磨 ちー26 中国染付（素成碗、小 2789 2紡..,, らー22 沖施低取）

碗）ウシ 2790 2柄・ト しー19 沖施はり沖無（壺類）
2707 ＂附 らー25 渭4号哩土 2791 2暦・J.:. らー20
2708 ll]居 つー25 白磁CTlle 、皿• I)は質土 2792 ,r-111 そー2,1

器（火炉）中国染付（素成 2793 l暦 不明 中国染付（小碗）本土産
碗、甕）沖施（瓶子）沖無 陶器（甕）

9鉢） 2794 客土 すー27 沖施（碗、m
2709 1]雨 すー27 2795 撹乱 ちー24 陶質土器（火炉）沖無（
2710 n屈 た一・25 溝4号埋土 肱）
27 II 撹乱 すー27 2796 2層・ 上 ちー22 沖無（小鉢）リュウキュウ
2712 I展 すー27 アマガイ、イボウミニナ
2713 9屈 ら-26 掘込1 2797 11節 たー25 沖無（歪類）
2711 I層 ちー26 沖施（碗）沖無（福鉢、 2798 !1/r, つー26

壺類、火炉） 2799 u囮 せー2i
27]5 不111 2800 n附 らー25 構4号埋＋
2716 3附 たー24 2801 不り1 らー27
27 l 7 4屑 そー 23 2802 I'd つー25
2718 3・4展 たー20 湛1号埋十 2803 M附 つー27
2719 2 庖•上 たー23 2804 Ill附 つー26
2720 撹乱 たー21 沖施（瓶子） 2805 u恩 つ―-25 淋4号埋士 13.551 沖施（碗）
2721 7彫 せー20 白磁（碗・n-c> DollO 
2722 2/i:• • 上 すー21 2806 n層 らー25 1£4号埋土
2723 5)(,1 しー25 2807 m屑 せー27
2724 5屑 たー23 2808 Ill周 せー27
2725 3届 たー23 2809 不明
2726 5屑 しー25 2810 不明 たー24 カムィヤキ（小;,,:)
2727 2屈・上 せー20 2811 訂悩 せー27
2728 2陪・J.: すー23 2812 不If/ そー27
2729 11(,l たー24 2813 II駁 つー25 溝4号埋土 沖無（円盤状製品）
2730 5射 たー23 2814 I11層 つ-26 沖施（小碗）沖無（円盤状
2731 2層・上 すー19 沖価L碗） 製品）
2732 4展 ちー22 2815 II培 l.-27 
2733 3展 せ—·2 3 2816 不If) たー27
2734 2層・上 たー23 2817 田庖 つー26
2735 1屈 たー23 2818 不明 らー24
2736 4府 ちー23 2819 I II§ つー24
2737 2附.I: た一22 青磁(Illl) 2820 n層 すー27 溝4号埋土 クロチョウガイ
2738 3屑 すー21 2821 n屈 ちー27
2739 2焙・上 ちー23 2822 m防 ら一27
27l0 3層 せー22 2823 Ill府 しー27
271 I l庖 た．ー23 2821 1]暦 ちー25 沖無（稿鉢）
2742 4居 たー23 2825 rr厄i ちー25 浪石列4号 木七淮氏器血
2743 撹乱 らー23 中国染付（小碗） 2826 不明 沖施（火取）
274'1 2附・下 た一20 プタ 2827 m層 っー2S
2745 1厄i たー22 2828 [II納 そー27 沖無（釣）
2716 客土 ちー24 貝製品 2829 ＂妍 ちー25 清石万1]4-~

27H 2段 らー23 2830 3府 そー23
2718 2沿・ .L す~ー 18 沖雄（鉢） 2831 91¥i1 つー 2 ~

2149 2廂・上 しー18 2832 Iヽ屈 そー23
2750 2府・上 しー19 沈33 4庖 すー23
2751 ”届 しー20 2834 5居 せー21
2752 2局・上 ち~21 2835 7恩 すー21
2753 3暦 すー22 カムィヤキ（小壺） 2836 7k'l しー22
2754 II/:! すー18 2837 7屈 すー21
2755 3・4層 ちー22 渚1号埋土 2838 5暦 せー21
2756 3・4暦 ち—-22 溝1号埋土 沖施（小婉） 2839 」府 そー23
2757 2崩• 上 つー22 9 リヽセンボン 2840 3府 そー23
2758 2居・ ・ド たー20 沖無（水鉢）須恵器（小 2841 6殷 せー21

壺）ヤギ 2M2 5陪 そー21
2769 不 l~J せ •そー 26 2843 4附 しー23
2760 •I陥 ちー23 2811 5屑 そー23
2761 2屑 ちー19 2845 3屑 そー22
2762 不明 つー20 28•16 6履 そー21
2763 2/w・上 ちー24 沖迩（急須） 2847 9屑 しー20 Pit50-・o 
2764 2形・中 つー22 沖施（皿）
2765 2屈 た一22
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2848 2層・中 たー21 陶質土器（鉢）本土産磁 2931 9溺 し←26 溝状遺情C
器（染付・皿）沖無（円盤 Dot41 
状製品） 2932 9層 しー26 溝状遣構c

2849 3廂 そー21 Potl 5 
2850 9糾 しー20 Pit52 2933 9層 しー26 溝状遺構C
2851 2厄・中 たー21 Dot3 
2852 5培 すー24 2934 9陪 しー26 溝状追柑c
28.53 9陪 さー20 Pit27 Dot34 
蕊5,19屈 しー20 Pit21 2935 9層 しー26 溝状遺構c
2855 5層 すー24 Dot31 
2856 9附 さー20 Pit2 2936 9庖 しー26 渭状遺構c
2857 9崩 しー20 Pit! 2 Dotl 7 
2868 9沼 しー20 Pit50-c 2937 9溺 しー26 溝状迫構c
2859 9.hl! しー20 Pit3l Dotl8 
2860 9崩 しー21 Pit2 2938 9屠 しー26 溝状速拷c
2861 9悩 しー20 Pit SO-a Dot4 
2862 3・4柑 た~21 澤1号埋土 沖施（碗） 2939 9層 しー26 溝状遺構c
2863 9層 しー20 PitSO-b Dot45 
2864 9kl すー20 PitlO 2940 9層 しー26 溝状遺構c 14_334 不詳士器
2865 9屑 しー19 l'i1 I •1"1' ヒレジャコ Dot2 
2866 3/1'1 すー22 2911 9層 しー26 消状逍栖c
2867 1m せー22 Dot38 
2868 2階・上 そー22 中国染付（椅型碗）イノ 2942 9庖 しー26 溝状遺楕c

ンシ Dotl l 
2869 9ft'! しー20 Pit20 2943 9層 しー26 溝状遺柄c
2870 9M すー21 Pit3-b Dot42 
2871 9""1 しー20 Pit34 l941 9層 しー26 湛状遣構c
2872 9粕 すー20 P1110 Dot28 
28i3 n•1 さー::?O Pit22 2945 9層 し一26 f鼻状遺構C
2871 4附 し-24 Dot32 
2875 9/lli しー20 l'/t50-n 2946 9層 しー26 溝状遺構c
2876 9崩 しー20 Pit50 Dotl2 
2877 9A'1 Iすー19 Pitl 5 2947 9層 しー26 溝状辿構c
2878 7M しー22 Dot8 
2879 9『 さー21 Pill 2948 9屈 しー19 Pi1 l 8-• 
2880 tM すー24 2949 9層 すー19 Piし19
2881 8k:1 せー20 2950 9層 しー20 Pit50 
2882 2層・上 そー21 中国染付（碗）沖施(Oll、 2951 9層 しー26 溝状遺栖C

瓶子、鍋、小杯）ti(ジ一 Dot44 
フ了ー） 2952 9層 しー26 溝状迫構c

2883 9~'1 しー20 Pit50-c カムイヤキ（壷類） Dot6 
2884 9刷 しー20 Pi137 2953 9層 しー26 溝状遺積c
2885 n'1 しー 22 Dot35 
2886 5層 すー24 2951 9屈 しー26 溝状迎構c
2887 9M すー21 Pn3-n グスク系十器はい形，b) D0121 
2鈴8 llM ナー20 Pi16 2955 9層 しー26 溝状遺楕C
2889 2 層 • 上 そー20 Dol9 
2890 5所 せー22 2956 9層 しー26 溝状逍稽C
2891 9>:'1 すー20 Pill Dot49 
邸92 9M しー20 1•1151 2957 9層 しー26 溝状迫構c
2893 9層 すー21 Pit3-n Dot29 
289・1 9糾 さー20 Phi 7 2958 9層 しー26 湛状迫楕C
2895 9屈 しー19 Piし12 Dot37 
2896 2府・'" つー22 2959 9屑 しー26 溝状迫構c
2897 9屈 しー20 P,t50 Dot40 
2898 4培 せー25 2960 9R'i し-26 溝状迫情c
2899 客士 すー27 中国産雹盛（黄釉・碗） 2961 9層 しー26 溝状逍構c

沖施（碗、瓶）マダライ Dot26 
モ、イノシジ 2962 9層 しー26 溝状遺構c

2900 不明 つー27 Dot27 
2901 ＂刷 つー25 2963 9暦 しー26 溝状迫携C
2902 11展 しー27 カムィヤキ紐祖預・ I-al Dot30 
2903 II刑 つー2-1 沖施（碗） 2964 9層 しー26 濯状迫楕c
2~U1 m附 たー27 Dot36 
2905 ill梢 らー27 2965 9層 しー26 溝状逍構c
2906 撹乱 すー27 オオタカノハガイ？ Dotl 0 
2907 m陥 しー27 VI磁（碗 •111 -b) 2966 9層 しー26 溝状追楕c
2908 II府 たー25 溝4号埋土 沖無（壺類） Dol48 
2909 不明 ちー25 ハナムシロ、サメザフガ 2967 9膚 しー26 渭状遺構c

イ Dot16 
2910 IV~ つー24 沼3号埋士 白磁（皿・ I)沖施（カフ力 2968 9層 しー25 溝状遺構B

ラ）コオニコプシ Dot43 
2911 JV絣 つー26 flt6り・埋十 ホフダマシ 2969 9屑 しー26 溝状遺楕c
2912 Il層 ちー25 溝石列4号 中国染付（小皿）本土産 Dot46 

幽器（瓶） 2970 9層 しー26 溝状遺構c
2913 不明 せー27 カバミナシ Dot5 
29"1 橙!L すー27 2971 9層 し-26 濯状遠構C
2915 II楕 せー27 Dot7 
2916 8洒 しー20 2972 9屠 しー26 溝状逍措c
2917 8屠 しー20 Dotl 4 
2918 II屈 しー27 陶質土器（急須） 2973 9層 しー26 溝状遺情C
2919 I層 L-27 Dotl3 
2920 11層 しー27 後期系土器（無文・・一 2971 8層 しー26 K・L列試掘 D 

ii) Ol9 
2921 9屈 すー21 2975 9庖 さー27 溝状遠措c
2922 不明 せー27 Dot8 
2923 II ~1 つー24 アマオプネ 2976 9屡 さー27 消状遺楕c
2921 II屈 らー25 溝4号埋土 Dot2 
2925 I層 L-2i リュウキュウザルガイ、 8977 8層 すー25 K・L列試掘

プク す・せー26
2926 1賠 そー24 2978 9洒 さー27 溝状逍情C
2927 9必 すー20 i"it3 2979 8層 す・せー26 K・L列試掘
2928 不明 さー20 闘質土器（碗、鍋） Dot4 
2929 7屈 さー21 2980 8層 す・せー26 K・L夕IJ試掘
2930 9附 すー20 Pitt Dot3 
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298] 8庖 す・せー26 l<・L列試湿 D 3029 9層 しー25 浪状道構B
oll6 Dot68 

2982 8層 す・せー26 K・L列試掘 3030 9屑 しー25 渚状迫楕B
Dot8 Dot78 

2983 8層 す・せー26 K・Lダ1試掘 3031 9居 しー25 消状遺措B
Dotl 1 Doti I 

2984 8届 す・せー26 K・L夕rJ試掘 D 3032 9函 しー25 溝状遺捨ll
otl 3 Dot80 

2985 8恩 す・せー26 K・L列試掘 3033 9居 しー25 溝状逍構B
Dotl 2 Dot74 

2986 9屈 さー27 溝状遺楕C 3034 9庖 しー25 1髯状遺樗13
Doll Dot61 

2987 9洒 さー27 渾伏遺構c 3035 9届 しー25 溝状迫構B
Dot4 DoL49 

2988 8層 す・せー26 K・L列試掘 3036 9庖 しー25 溝状逍l/ti13
Doll Dot66 

2989 9屈 さー27 溝状迫構c 3037 9暦 しー25 滑状遺構B
Dot5 Dot29 

2990 9溶 さー27 溝状遺構c 3038 9届 しー25 溝状遺情B
Dot6 Dot67 

2991 不明 しー20 3039 9庖 しー25 構状四構B
2992 9/i!i さー27 溝状逍情c Dot82 

Doti I 3040 9庖 しー25 溝状遺楕l:l
2993 9陪 さー27 溝状迫構c Doti 9 

DotlO 3011 9展 しー25 澤状週構B
299•1 911i!/ さー27 溝状遣構c Dol58 

Doll 2 3042 9陪 しー25 渭状逍摺B
2995 9庖 さー27 溝状迫構c DoL73 

Dot9 3043 9屑i しー25 溝状選構B
2996 9陪 しー25 澤状遼構[l Dot39 

Dot51 304~ 9層 しー25 湛状迫構B
2997 9脈 しー25 消状逍構B flot47 

Dot22 3015 9庖 しー25 溝状辿枯B
2998 9庖 しー25 沿状遺柄B Dol2l 

Dot72 3046 9層 しー25 消状箔構H
l999 ~/ii!'i しー25 溝状迫f/liB Dot54 

Dot64 3047 9暦 しー25 溝状遺楢B
3000 9洒 しー25 消状遺構B DoL41 

Dot69 3048 9熙 しー25 溝状逍橘B
3001 9屡 しー2S 溝状俎栖B Dot92 

Dot7 3019 9居 しー25 溝状遺楕B
3002 9居 しー25 溝状遺構B Dot77 

Dot24 3050 9層 しー25 溝状逍柄B
3003 9厄 しー25 溝状遺構B Dot20 

Dot48 3051 9屈 しー25 滞状達i,;r:1 
3004 9屡 しー25 渚状逍措B Dot32 

Dot89 3052 9屈 しー25 溝状迫ほB
3005 9居 しー25 消状遺構B Pot63 

Dot33 3053 9層 しー25 溝状迫構B グスク系士器（壺・a)
3006 9庖 しー25 沸状選柄B Dotl5 

Dot45 3054 9居 しー25 溝状迫情B
3007 9届 しー25 灌状迫清B flo160 
3008 9陪 しー25 溝状迫格B 11.512 グスク系上器（鍋形・④） 3055 9磨 しー25 沸状逍情B

Dot85 Dot86 
3009 9層 しー25 溝状辿措B 3056 9培 さー20 Pit6 

Dot36 3057 9府 しー21 Pit28 
3010 9庖 しー25 溝状迎楕B 3058 21!:l・上 せー21

Dot31 3059 2Ril・上彎 ちー20 沖施（瓶子）貝製品
3011 9層 しー25 溝状遺構B 14.646 白磁（碗・U-C) 3060 6屑 せー25

DoL62 3061 9~"l すー19 Pit28 
3012 9屑 t.-25 滞状遺稽B 3062 9騎 さー19 Pit2 

Dot70 306~ 9駁 しー19 Pit31 
3013 9屑 しー25 溝状逍楕B 14.662 後期系士器（底部資科・ 3064 9厨 すー21 P, し11

Dot34 b) 3065 9屈 さー20 Pit! 3 
3014 9展 しー25 構状造情u 3066 9/M せー19 Pill I 

Dot53 3067 9附 すー19 Plt27 
3015 9層 しー25 涸状逍格B 3068 9層 しー20 Pit42 

Dot57 3069 fl ~>! し-19 l'itl 0 
3016 9屡 しー25 溝状逍枯B 14,921 青磁僑u.田-b) 3070 9層 すー20 Pit? 

Dot6 3071 9屑 しー20 Pit43 
3017 9層 1.,,~2s 堺状逍楕13 3072 9届 し一19 Pitl 9 

Dotl4 3073 9層 しー20 Pitl6 
3018 9層 しー25 溝状遺栴B 3071 9陪 さー21 Pitl 

Dotl8 3075 9'6;1 L← 21 PiL21 
3019 9屑 しー25 1倅状道情B 3076 9阿 しー21 Pitl O-b 

Dot65 3077 9fivl すー20 l'h22 
3020 9暦 しー25 消状逍構B 3078 9/(/4 せー 19 Pitl9 

Dol75 3079 9A'I す~ー20 Pit9 
3021 9居 しー25 溝状遺情B 3080 9屈 さー21 Pit8 

DotlO 3081 9M しー21 1'113 
3022 9悩 しー25 消状追格B 3082 8刷 しー24

Dot25 3083 5k1 す―・25
3023 9圏 し~25 溝状遺梧B 3084 9111/ せー19 Pito 

Dot91 3085 9洞 さー20 Pit26 
3024 9序 しー25 溝状遠楕B 3086 2k-l・ 上 そ-21

Dot44 3087 9崩 ・,-20 Pill l 
3025 9層 しー25 溝状選情B 3088 ＂惰 せー24

Dot35 3089 9層 L-21 Pit5 
3026 9恩 しー25 溝状遺楕H 3090 4恩 せー23 n阪（碗・IV)

Dot55 3091 3附 そー2-1
3027 9屋 しー25 溝状遺栖B 3092 9粕 さー19 PiL4 

Do¥50 3093 IV屈 つー24 浪2号埋土
3028 9層 しー25 溝状逍摺B 309•1 lM しー2.l 瓜質十器儘）

Dot56 3095 9岩 しー20 Pit37 カムイヤキ（小壺）

3096 ？屈 L-21 
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3097 9尼i せ~ー 19 Pitl6 3188 4層 そー23
30Y8 91!'! さー20 Pit5 3180 3凩 しー22
3099 9厄i せー20 Pit6 3190 2附 せー22
3100 5層 すー24 3191 2Ji!J すー24
3101 3屈 さー21 3192 2/M すー21
3102 9屈 すー19 Pit15 3193 3・4層 つー23 溝1号埋ナ
3103 不明 しー27 319•1 •I/Ill そー24
3101 2層・上 すー20 グスク系士器（底部没 3195 3削 ナー21

料・c) 3196 7癌 すー21 百磁（皿・I-a) 
3105 3・4厄 たー20 麻1号埋土 沖燕（揺体） 3197 3府 しー23
3106 9崩 しー20 Pit26 '.1198 3/i>I しー21
3107 9/(, さー20 Plt4 3199 3M そー23 カムイヤキ（壺類）
3108 9M しー21 Pitl4 3200 祝乱 しー22
3109 9層 しー20 Pit24 320 I 9届 しー21 Pit30 
3110 7~1] すー21 :J202 3/rl そー22
3111 9給 しー20 Pitl 6-a 3203 3/rl そ-22
3112 3層 すー23 3204 3M せー22
3113 5屑 すー25 320S JV凶 つー24 滞2号埋土
3114 ol層 すー22 3206 3駁 そー22
3115 71.'il し一:.!I 3207 71,J しー21
3116 9陪 さー20 Pit! 3208 7X'l しー21
3117 21,'l しー22 中国染付（筒型碗） 3209 4荊 そー23
3! 18 9附 しー20 Pit3l 3210 4附 しー22
3119 9廠 しー20 Pit9 321 I 31"' しー21
3 I 20 5層 せー25 後期系士器（底部搾料・ 3212 3~ り せー22

叫 32 [3 I k-J たー22
3121 9屑 すー21 Pitl 1 321-1 3屈 そー22
3122 9Jc,l ナー19 Pit37 3215 2/iii すー23
3123 9~ 芍 し一 19 Pit26 3216 5附 そー22
3121 9料 さ・しー 19 灌状逍構H 3217 ヽI~'4 しー24
3125 9層 L-20 Pit3 カムィヤキ（小壺） 32[8 2射 そー22 カムィヤキ佳j.J
3126 2屈・中 ちー21 3219 2M せー22
312, 91M しー20 Pit47 3220 3,l'l そー22
Jl28 1屈 しー22 3221 3吊 すー21
312り !i射 しー21 Pitl O-n 322と 4層 しー22
3130 91,>1 しー20 Pit30 カムイヤキ（小嵌） 3223 5M そー2-1
3131 9附 L-21 Pitl8 3224 3屑 すー21
3132 9団 ・J--20 l'it5 3225 bl& ちー22
3133 9層 さー20 Pit24 3226 1柑 不り1
31 :J4 9層 さー19 Pit3 3227 1暦 たー21
3135 9層 すー21 Plt6 3228 3駁 しー22
3136 9賠 すー21 Plt8 3229 5層 しー22
3137 ~M すー25 3230 5層 すー25 青白磁（蓋）カムィヤキ
3138 91iil す-19 Pit30 9把手付壺）
3139 2/<'l たー23 3231 2/M すー2•1
3140 5屈 そー22 3232 2問・上 すー21
3141 5培 せ-25 後期系土器（底部衰料・ 3233 5展 そー23

a) 3234 5/i!i そー23
31-12 9粕 しー21 Pit31 3235 31,il しー24
3143 211'! ・.I-. せー21 3236 3吊 そー24
3H•I Iヽ附 しー25 3237 7庖 そー20
31 •15 2/M・ 上 そー21 ヤキイモ 3238 2¥'l・le しー22 青白磁（袋物）煙管
3116 1辰i らー24 本土産磁器（小碗）沖施 3239 3M そー21

（カラカラ） 3240 7A'1 -i--21 カムイヤキ（把手付壺）
314; 9庖 すー 19 Pitl6 3211 4粕 すー23
3148 9層 すー19 Pit32 3242 4庖 しー24
3149 1111'1 さー20 /'i,2 32•13 i~1 そ-i2
3150 9層 すー20 Pit24 3244 4培 しー22
3l5 l 7層 すー22 グスク系七器（鉢形・b) 3215 5陪 L-23 
3152 9屈 しー20 Pit32 3216 4屈 そー22
3153 7ful さー20 32・17 3序 しー24
3151 9層 しー21 Pit! l 3248 3庖 すー23
3155 9尼i しー20 Pit22 3249 3暦 すー21
3156 9踊 さー20 Pit7 3250 IV層 らー24 溝2号埋土 沖無（鉢）
3157 gx;i しー21 l>it2 3251 3R1! しー21
3158 9屑 せー19 Pill 2 3252 3居 すー21
3159 9届 しー21 Pil24 3253 3府 ・r-2-1 
3160 9怜 さー20 Pit20 325•! 3M しー22
3161 2層・上 ちー22 3255 2居・上 しー21 カムィヤキ（鉢J
3162 7附 すー21 3256 3厨 しー22
316:1 5悩 せー21 32a, 5約 す-25
3164 7陪 しー21 3258 5尿 そー24
3165 5恩 せー21 ~259 ~k,l しー24
3166 9.IM しー21 Pr121 3260 3層 そー2?.
3167 1層 せー22 3261 5屈 せー21 カムイヤキ（小壺）グスク
3168 91¥'ii さー20 Pit2 l 系七器(IIII.形）
3169 7屈 せー21 3262 小明 すー25
3170 5~§ しー25 3263 3/gl そー21
3171 I Ii しー24 3264 3層 しー24
3172 9府 しー20 Pit4 3265 3恩 しー22
3173 9附 さー20 Pitl2 3266 2崩 ちー22
31i•I 7屈 さー20 3267 ~Wi しー22
3175 9柑 すー20 Pltl2 3268 3附 ナー2,t
3176 9抱i すー19 Pitl5 3269 "層 しー23
3177 9庖 しー20 Pit3 7-o 3270 不明 そー21
3178 4附 すー26 3271 4屑 そー22
3179 I¥'廂 ちー24 溝2号埋土 オく土産淘器（碗） 3272 不明 すー25 カムイヤキ（益類）
3180 2/t'I そー22 3273 ,, 層 しー22
3181 2暦 しー24 駒質七器（急須） 3274 5層 そー2.J
3182 5層 しー22 3275 4屈 しー24
3183 1暦 しー22 3276 U習 しー24 沖施（急須）
318•1 3屈 しー2.1 32?1 5N§ すー25
3185 3附 しー22 3278 4暦 すー26
3186 3局 たー23 3279 -II@ そー23
3187 3紅i そー22 3280 3層 し―-22
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3281 2/lil・ 上 せー22 337-1 9層 すー25 溝状遺楕B
3282 3屈 さー21 Doti 94 

3283 gm L..-19 Pitl4 3375 7滋 しー22
3284 3層 しー23 3376 8層 こ～ぜ一 Dot56 
3285 9層 せー20 Pit3 25-27 

3286 4層 ちー23 3377 3屈 しー24

3287 31;4 さー21 3378 2層•上 たー21 カムィヤキ（亜類）中国系

3288 4脳 そー23 陶器、ヒショウラクガイ、

3289 711',} しー22 キヌカツギイモ

3290 1≫1 すー21 3379 2層 らー22 カムィヤキ（小壺）沖無

3291 5陪 そー21 （甕）

3292 9附 しー20 Pitl 6-a 3380 2層・上 たー21 中国染付（小碗）沖施(

3293 g屈 しー19 Pitl 4-e 碗l沖無9函）
3294 2/fl そー22 緑釉磁器（急須） 3381 2居・上 そー20 カムィヤキ（壺類）沖無

3295 4陥 せー22 （碗）陶質土器（火炉）

3296 IV屈 たー24 溝2号埋土 中国染付（碗） 2382 2層・中 たー21
3297 5潜 せー25 3383 2廣 • 上 そー21 カムィヤキ（鉢）

3298 3庖 そー22 3384 1箪 そー20 沖無（甕）

3299 2妍 そー21 3385 9層 しー20 Pit37-c 

3300 9~ し一20 l'iし13 3386 9M しー 19 Pi114 

:J301 9層 しー20 Pit50-b ,387 91c しー20 PitSO-n 

3302 9屈 さー20 Pit2 3388 不明 つー20

3303 2厨 つー21 3389 9層 せー25 溝状遺構B
3304 9K1 しー20 Pit3 Doし139

3305 3附 すー23 3390 9層 せー25 溝状遺構B 14.355 石器

3306 9附 しー20 Pit52 Dotl38 

3307 9層 し-20 PIL50 3391 9層 せー25 溝状遺構B
3308 9屑 さー20 Pit4 Dot209 

3309 4眉 たー22 3392 8層 こ～せー Doll 9 

3310 9溺 しー20 Pit50-c 25-27 

3311 8料 せー21 3393 9暦 すー25 構状遺楕n
3312 9函 しー19 Pit4 Dot202 

3313 5屈 せー25 グスク系士器（鍋形・③） 3394 9層 つー23 埋葬逍構4

3314 9R刃 すー20 Pitl Pot! 
3315 4~\l せー23 3395 9層 ナー29 溝状迪構B
3316 9給 しー20 Pit50-a Dotl 5 7 

3317 lllll らー2l 3396 8層 こ～せー Dot39 1・1.512 カムィヤキ（壺類・有文）

3318 l恥 せー23 25-27 

3319 2/iil すー22 3397 9屑 しー25 溝状逍構B
3320 9屈 し一19 l'iL 15 Dot2 l 7 

3321 9~、1 し—·2 0 Pit5D-c 3398 8厨 せー26
3322 ZJ!il・中 つー23 トリ 3399 8層 こ～せし― Dot46 

3323 2~ り・上 たー22 25-27 

332•1 9/2! す l'it23 3400 9恩 すー25 溝状遺構B
3325 n'<! ・下 たー21 3401 8層 こ～せー DoL24 

3326 9惑 すー20 Pill 25-27 

332i 3屑 すー23 3402 9層 すー25 渭状逍構B
3328 2朕 • 上 ちー21 Dot203 

3329 4府 せー23 0403 8層 ご～せー Dot61 

3330 7屈 しー21 カムイヤキ（壺類） 25-27 

3331 91/1 ずー19 Ph26 3404 8屈 こ～せー Dot40 

3332 9昂 しー20 Pit50 25-27 

3333 9府 しー20 P,t50 3405 9函 すー25 溝状遺構B
3334 2庖・ 1: つ―-20 Dotl43 

3335 2拍..l: i"-22 3406 8層 こ～せー Dot38 

3336 2層 ちー23 25-27 

3337 4層 つ~21 3407 8居 こ～せー Doll5 

3338 I悩 ちー23 25-27 

3339 2刑・I; たー22 3408 8層 こ～せー— Dot20 

3340 2 層• 上 つー22 沖施（カラカラ）ホシキヌ 25-27 

夕 3409 9層 不明 Dot2 l 6 
33,11 9~ り すー2I f'i,7 3410 9居 しー25 溝状迫楕B
3342 3位 せー22 Dot22 9 

3343 IM 不明 341 I 8層 こ～せー Dot33 

33い 9脳 しー20 l'ltl 6-a 25-27 

3345 3 · •1 層 たー21 i伶1号埋十 神施t碗．小碗］ 3412 9愕 しー25 溝状遺構B
3346 9層 しー20 Pil50 DoL204 

33'17 5府 た―-22 3113 9層 そー23 溝状退．梼G

33~8 2/p'i・ 上 つ―-23 3414 9層 しー25 渭状遺楕B
3349 2屈・上 たー21 Dot241 

3350 9層 しー20 PiL50 3415 9層 しー25 溝状遺構B
3351 8附 せ•—· 20 Dot223 
3352 9圏 さー21 PitlO 3116 9厨 しー25 溝状遺構B
3353 9層 しー20 Pit4-h Dot238 

3354 9屑 しー20 Pit.61 3417 8層 こ～せー Dot6 [4,677 カムィヤキ（小壺、壺類）

3355 叫11・上 ちー24 25-27 

3356 2層・上 た一24 3418 9層 しー25 溝状遣構B
3357 I ~ しー21 Dot2 l 5 

3358 3怜 しー23 3419 8層 こ～せー Dot55 

3359 ↓ヽ屈 た一・22 25-27 

3360 9層 さー20 Pit! 9 3420 9層 すー25 溝状遺構B
3361 2府・上 たー21 沖施（カフカフ） Dotl65 

3362 9屈 L-20 Pit34 3~21 8層 こ～せー Doll 1 

3363 2層・中 た一21 25-27 

3364 撹乱 しー25 3422 9層 すー25 溝状遺構B
3365 3層 そー28 Dotl67 

3366 3吊 すー24 後期系上器（有文・b) 3123 8層 こ～せー Dotl4 

3367 2層 たー21 沖施(Jill) 25-27 

3368 5彫 せー23 3424 9層 つー23 埋葬遺稽4 D 

3369 不lfl ちー20 ot6 

3370 2屈i・上 そー23 3425 9層 しー25 溝状遺構B
3371 2屈 ちー23 Dot208 

3372 3屈 すー22 3426 8層 こ～せー Dot42 

3373 3岡 せー22 25-27 
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ナンハ
陪序 グリッド 出土地 EL 遺物

ナン9ヽ＇
層序 グリッド 出土地 EL 遺物リンク・ リンp'

3,121 9屑 せー25 溝状遺構B 3175 9陪 せ~ー 2S 溝状遺構B
Dotl 86 Dotl 91 

3428 9層 せ~25 溝状遺構B 3476 9層 せー25 溝状遺橘1l
Dotl85 Dotl 92 

3429 9屈 しー25 構状遠楕B 3477 9屠 せー25 溝状遺構B
DoL246 Dot 18 7 

3430 9層 しー25 消状遺構B 3478 9層 そー23 漬状這楕G
Dot23 l 3479 9層 しー25 溝状遺構B

3431 9層 せ~25 溝状遺楕B Dot224 
Dotl 88 3480 9層 すー25 溝状遺構R

3432 9層 つー23 埋葬遺構4 D Dotl 61 
otll 3481 8層 せ E列3

3433 9層 しー25 溝状遺構B 14.826 3482 9磨 しー25 溝状遺構B
Dot24 7 Dot220 

3434 9屠 すー25 清状遺楕B 3483 9屈 すー25 溝状遺構B
Doll 76 Doll 75 

3435 9層 しー25 溝状遺構B 3484 8層 こ～せー Dot49 
DoL235 25-27 

3436 8層 こ～せー Dotl6 3485 8層 こ～せー Dotl2 
25-27 25-27 

3437 8層 こ～せー bot34 3486 9艮 つー23 埋葬遺楕4 D 
25-27 ol 7 

3438 8層 こ～せー Dot36 3487 9層 しー25 溝状遺栴B
25-27 Dot240 

3439 9厖i しー25 溝状遺楢B 14.824 グスク系土器（鍋形・③） 3488 9層 せー25 清状遺構B
Dot245 Dot l 74 

3440 9層 しー25 l贅状迫構B 3489 9層 しー25 溝状遺惰B
D01226 Dot207 

3441 5層 しー26 3490 9居 すー25 溝状遺構B
3442 8屑 こ～せー Dot25 Dotl68 

25-27 3491 9層 すー25 潰状遺格B
3443 9層 しー25 溝状遺構B Dotl 79 

Dot230 3492 9層 しー25 漬状遺栖B
3444 9層 せー25 溝状遺梢B Dot225 

Doll 89 3493 9屈 せー25 滞状遺構B I』1.303 税石
3445 8層 こ～せー Dot32 :J494 81日 すー26 R列11

25-27 3495 9層 すー25 溝状遺構B
3116 9厩 つー23 埋葬逍柄4 D Dotl66 

ot5 ~496 8/[,I せー26 G列1
3447 9恩 すー25 溝状遺構B 3497 不りl

Dotl 77 3498 8庖 こ～サー Dot69 14.678 青磁（皿）
3448 9層 すー25 溝状遺構B 25-27 

Dotl59 3499 9層 すー25 溝状遺構B
J-119 9層 せー25 溝状遺構B 14.183 グスク系士器（鍋形・b- Dotl55 

Dotl93 ii) 3500 9庖 しー25 溝状追構B
3450 9層 しー25 溝：・状遼楕B 14,917 グスク系土器(Jfil形） 3501 9庖 すー25 消状遵構B

Dot237 Dotl 44 
3451 9層 しー25 渭状遺楕B 3502 8層 こ～せー Dot54 

Dot234 25-27 
3452 9層 しー25 溝状造楕B 3503 9層 すー25 溝状遺栖B

Dot206 Doti 46 
3453 9層 しー25 渚状遺構B 3501 8層 こ～せー Dot3 

Dot239 25-27 
3454 8層 こ～せー Dot63 3505 9層 すー25 淋状遺構B

25-27 DoU51 
3•155 8層 こ～せー Dot5 3506 9屈 すー25 溝状遺構B

25-27 Dotl58 
3456 9層 せー25 溝状遣構B 3507 9層 すー25 溝状逍構B

Dot47 Dotl45 
3457 9層 すー25 溝状遺構B 14.510 カムィヤキ（壺類・有文・ 3508 9眉 すー25 溝状遺構B

Dotl42 I -c) Doti 52 
3458 9層 しー25 溝状遺構B 14.B•ll グスク系土器（底部資 3509 8層 こ～せ- Doll3 

Doし236 料・a) 25-27 
3459 9層 しー25 溝状遺構B 3510 9層 せー25 溝状遺拷B

Dot233 Doll83 
3460 9層 すー25 溝状遺楕B 3511 9層 しー25 溝状遺構D

Dotl 41 Dot244 
3461 9居 しー25 溝状遺構B 3512 9階 しー25 溝状遺構B

DotZ 19 Dot222 
3462 9層 つー23 埋葬遺構4 D 3513 9層 すー25 溝状遺楕B

ot8 Dotl56 
3463 8居 こ～せー Dot4 3514 8層 こ～せー Dot43 

25-27 25-27 
3464 9層 しー25 偉状道楕B 3515 8層 こ～せー Dot23 

Dot218 25-27 
3465 8層 こ～せー Dotl 8 3516 8暦 こ～せー Dot53 

25-27 25-27 
3166 8層 こ～せー Dot52 3517 9層 せー25 溝状遺構B

25-27 Dotl 80 
3467 9層 せー25 溝状遺構B 3518 9届 すー25 溝状遺楕B

Dotl81 Doti 78 
3468 9層 せー25 溝状遺構B 3519 8暦 こ～せー Dot30 

Dotl 73 25-27 
3469 9庖 しー25 滞状遺楕B 3520 8層 こ～せ- Dot50 

Dot205 25-27 
3470 8陥 こ～せー Dot48 3521 9届 しー25 溝状遺構B

25-27 Dot243 
3471 9層 すー25 溝状迫構B 3522 8層 こ～せー Dot31 

Dotl63 25-27 
3472 9屋i せー25 溝状遺構B 3523 8層 こ～せー Dot9 

Dotl82 25-27 
3473 8暦 こ～せー Dot45 3524 9雇 すー25 溝状遺構B 14.456 玉（ガフス）

25-27 Doll 96 
3474 9層 せー25 溝状遺構B 3525 8居 こ～せー Dot27 

Dotl90 25-27 
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リング

3526 9層 せー2i; 溝状遺構B
Dot184 

3527 9層 すー25 溝状遺楕B
Dotl 69 

3528 8層 こ～せー Dot58 
25-27 

3529 9層 しー25 溝状遺構B
Dot228 

3530 9層 すー25 溝状遺構B
Doll 62 

3531 9層 すー25 溝状遺構B

Dotl64 

3532 8層 ご～せー Dot47 
25-27 

3533 8層 こ～せー Dotl 7 14.181 カムィヤキ（把手付壺）
25-27 

3534 9屈 しー25 溝状遠摺ll
Dol22 l 

3535 8層 こ～せー Dot44 
25-27 

3536 9層 しー25 淋状遺構B
Dot232 

3537 8層 こ～せー Dot51 

25-27 

3538 8層 こ～せ- Dot37 
25-27 

3539 8屑 こ～せー Dot2 

25-27 
3540 9層 すー25 溝状遺構B

Dotl60 

3541 9層 すー25 溝が違構B
Doll 4 7 

3542 9層 ずー25 溝状遺構B
D01154 

3543 9層 しー25 溝状選構B
Dot242 

3544 9層 しー2~ 溝状遺構B 14.833 グスク系土器（底部資
Dot227 料・o)

3545 9層 すー25 溝状遺構B

Dotl50 
3516 9府 すー25 溝状達構ll

D01148 
3547 8層 こ～せー Dot35 

25-27 

3548 9層 すー25 溝状遺構B
Dotl49 

3549 9層 すー ~5 溝状遺構B
Dotl 53 

3550 8層 こ～せ~ Dot41 
Z5-27 

:15S1 8妍 すー27 S列 1
3552 8層 すー27 T列2

3553 8屈i すー26 ［列7 カムィヤキ（把手付壺）

3554 9筋 不明
355"5 8~ すー25 L列3

3556 8瘤 せー26 D列4

3557 8層 すー25 N列15

3558 flM しー26 S列16

3559 9層 すー25 溝状遺構B
Dotl95 

3560 9層 しー25 渚状遺構B
Dot248 

3561 9層 せー25 溝状遺構B 14.392 白磁（碗・I-c-i) 
3562 9層 すー22 埋葬適構2

3563 8斯 しー26 R列13
3563 [I層 つー25

3564 9層 せー25 溝状遺構B

3565 9閉 すー25 溝状迫構B
3566 8層 しー25 溝状迫111A
3567 9層 すー25 溝状遺構B
3568 9駁 つー23 梗祁遺構4
3569 9恩 つー23 坪祁遺li',4
3570 9層 つー23 埋葬逍構4 グスク系土器（鍋形・b-

ii) 

3571 9陪 つー23 理葬逍稽4 グスク系七器（鍋形・b-
ii) 

3572 9函 つー23 埋葬遺構4

3573 9層 つー23 埋葬遺構4 グスク系土器（鍋形・b-

ll) 

3574 9層 つ-23 埋葬遺構4
3575 8層 こ～せー

25-27 
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附編2 伊佐前原第一遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

宜野湾市に所在する伊佐前原第一遺跡は、琉球石灰岩で構成される段丘と海岸低地との間に広がる緩傾斜地上

に位置している。今回の発掘調査により、グスク時代から近現代にいたるまでの人間活動の痕跡が確認された。

なかでもグスク時代の遺構・遺物の検出・出土例は比較的豊富な内容を持ち、居住・耕作・埋葬といった当時の

生活の様相を伝える資料が得られている。本報告では、これらの資料からより多くの情報を得ることおよびその

検証を目的として、自然科学の手法を応用した分析を行う。具体的には、発掘調査所見に従って以下の課題と試
料が設定された。

1)堆積層および遺構の年代について

伊佐前原第一遺跡における調査区の層序は、上位よ り1層から 9層まで設定されている。1層は米軍による造
成土、 2層は米軍による上地接収以前の旧表上であり、 3層以下がグスク時代の土層となっている。そのうち 3
層-5層はグスク土器の小片を含む包含層、 6層および7層はグスク土器や青磁、白磁、類須恵器などの包含層
である。 8層は 7層と同様の遺物包含層であるが、同時に炉跡や列状ピット群などの遺構が検出されている。 9
層は、調査区内では地山と称されているが、埋葬遺構や掘立柱跡などが検出されている。

各層から出土した遺物より、本遺跡のグスク時代は12-13世紀頃の年代が主体になっていると考えられている。
ここでは、 9屠を検出面とする柱跡および溝状遺構、 8層を検出面とする応26遺構、さらに 6層の各遺構から炭
化材の出土が認められたことから、これらを試料として放射性炭素年代を行い、考占遺物以外の年代資料を得る

とともに各層位の年代差の有無についても検討する。

2)埋葬遺構の検証

グスク時代の遺構検出面で最も下位から検出された Iすー22グリッド」の埋葬遺構2は、木棺の痕跡が確認さ
れ、人骨も出土した。本報告では、木棺の痕跡から実際に木材に由来する物質あるいは成分の検出を試みるとと

もに覆土の微細構造からも木棺の存在を検証する。方法としては、覆土中の腐植含鼠と腐植の形態を調べ、木棺

の朽ちた影響を探る。また、朽ちた木棺の細片を検出するために花粉分析方法を応用し、分析処理後の残濱中に

木材由来の組織片が認められるか確認する。この際、花粉化石が検出されれば、当時の木棺内の状況および周囲

の植生に関する情報とする。さらに木棺の痕跡が認められた部分のブロック状試料について軟X線写真による土

嬢の微細形態の解析を行い、木棺の物理的な痕跡を探る。

また、埋葬遺構の埋葬部分からは骨が出土しているものの副葬品が全く出土しなかったことから、覆土におけ

る腐植含量、リン酸・カルシウムの成分分析を行い、埋葬状況を確認する。

3)植栽痕の検証

グスク時代の遺構検出面では、総数370余の列状ピット群が検出されている。ピットはほぼ円形を呈し、等間隔で列
をなしている。列は北西ー南東方位が22列、北東ー南西方位が7列あり、ピットとピットの間隔は約10cm、現地でのピ
ットの大きさの一例としては直径約28cm、深さ約12cmを測るとされている。これまでの検出例などから、これらは農耕
遺構と考えられ、植栽痕とも称されている。現時点では、何をどのように植えたのかは明らかにされておらず、その具

体的な性格の解明が待たれている。ここでは、植栽痕の土壌成分、植物珪酸体組成、微細遺物の産状を明らかにするこ

とと軟X線写真による土壊微細形態の観察を行い、植栽痕の性格に係わる情報を見出す。なお、土壌成分の分析につい

ては、植栽痕が有機物による痕跡であることを確認するために有機炭素、全窒素、全リン酸含量を求め、施肥による蓑

分富化の検証を目的として可給態リン酸の含量を分析する。

4)周辺植生および柱材の用材選択について

先の放射性炭素年代測定の試料とした炭化材は、同時に当時の周辺植生に由来する可能性がある。したがって、その

樹種を同定することにより、当時の植生に関する資料を得ることができる。また、選択された試料の中には掘立建物の

柱穴跡から出土した炭化材があることから、これについては柱に用いられた可能性についても検討する。
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表 1 試料一覧

試料 試料の 遺構の
分析方法（点数）

番号 質
グリッド 遺構名

性格
採取位置 採取層位 備考 分析目的

14C P土 PO 微

Nol 炭化材 そー22 No22Pit 掘立柱 柱痕中央
9層

年代推定・用材選択 1 跡 （検出面）

Na2 炭化材 こー26溝状遺構B 不明 木片集中 9層
年代推定・周辺植生 1 

（検出面）

No3 土壌 すー22埋葬遺構2埋葬遺構 埋葬遺構 9啓
プロックサンプルNa4 木棺の確認 I I 1 

木棺部分 （検出面）

N叫 土壌 すー22埋葬遺構2埋葬遺構 埋葬遺構内 9層
プロックサンプルNa2 埋葬状況の確認 I 

（検出面）

植栽痕全断面試科（軟X
植栽痕およ 8層 線写呉撮影用）1点、

Na5 土壌 しー26 R-13P1t 植栽痕 び周囲土壌 （検出面） 土壌薄片観察用試料3点、 植栽痕の検証 6 6 1 
切り取り 土壌分析・植物珪酸休分

析用試科12点

Na6A 炭化材 せー22 5a層 6層 層序の年代 l 

Na6B 炭化材 すー26 Na26遺構 8層
フォイル包み5点 年代推定・周辺植生 1 

（検出面）

合計 4 1 8 6 1 

凡例 14C: 放射性炭素年代測定 P: 花粉分析およぴ微細有機物分析 土：土壌理化学分析 PO:植物珪酸体分析 微：微細遺物検出同定
軟x:軟X線写真搬影解析 薄：土壌薄片作製観察 材：炭化材樹種同定

1. 試料

上述した各課題に対する試料として、発掘調査者側により試

料Nol-6までの試料が提供された。詳細を表 1に示す。

試料Nal-6のうち、試料Na3および4は、約8cm角の立方体を

呈したブロックサンプルであり、試料Na5は植栽痕とその周囲の

土嬢を含めた約 70 cm角の立方体を呈したブロックサンプルで

ある。

8 -----

軟x材

I 

l 

I 

I 

1 

1 

2 4 

二」
I I 

10cm 

試料No5については、植栽痕の縦断面の観察を目的として、厚

さ約 1cmほどの板状のブロックを整形し、軟X線写真撮影用試

料とした。また、その際に整形した断面を観察して植栽痕と地

山と思われる部分の分層を行った。図 1にその状況を示す。こ

の分層に基づいた試料NaS-1-12を採取し、これを土壌理化学分

析および植物珪酸体分析用の試料とした。分析に供した試料は、

植栽痕内と考えられる試料廊5-9-12と植栽痕下底の粗粒部と考

えられる試料NoS-5および地山とされる試料NaS-7の6点を選択し

た。さらに整形の際に生じた土のうち、植栽痕内と考えられる

部分の土を回収し、微細遺物洗い出し用の試料とした。

巳暗色部分 亡粗粒部分

ビコゃゃ砂質部分 工土器片

図1 植栽痕試料（試料No5)の分析試料

採取位置（図中の番号）

2. 分析方法

(1)放射性炭素年代測定

測定は、（株）地球科学研究所を通じて、アメリカ合衆国ベータ社 (BETAANAL汀ICINC.)の協力を得た。放射

性炭素の半減期として5,568年を使用してある。

測定結果は、測定値と補正年代値を示した。測定値は試料の14C/12C比から、現在 (AD1950年）から何年前か

を計算した年代 (BP)である。補正年代は、試料の炭素安定同位対比 (13C/12C) を測定して試料の炭素の同

位体分別を知り、 14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で、算出した年代である。また、 a13Cは試料の測定
14C/12C比を補正するための13C/12C比である。
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(2)花粉および微細有機物分析
しべつ

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、飾別、重液（臭化亜鉛：比重2.3)による有機物の分離、フ
ッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸9: 濃硫酸 1の混合液）処理の順に物理・化学的処理
を施して花粉および微細有機物を濃集する。残演をグリセリンで封入してプレパラートを作成し、光学顕微鏡下
でプレパラート全面を走査し、出現する花粉や微細有機物について同定・ 計数する。

(3)土壌理化学分析

腐植含量および有機炭素はチューリン法、腐植酸の形態分析はMelanieIndex (M I) (本名・山本， 1992)、リン
酸含量は硝酸・過塩素酸分解ーバナドモリブデン酸比色法、カルシウム含量は硝酸・過塩素酸分解ー原子吸光光
度法（土壌標準分析・測定法委員会， 1986)、全窒素は硫酸分解ー水蒸気蒸留法、可給態リン酸はトルオーグ法
（土壌養分測定法委員会， 1981)でそれぞれ行った。以下に各項目について説明する。
＜腐植含量・有機炭素量＞

土壊中に蓄積される腐植物質の給源は動植物の遺体、根、微生物などである。したがって、地表面が安定で、
植生が長く維持されると表層には多くの腐植物質が集積することになる。一方、遺跡で検出される遺構などの覆
土は、人為的な影響も含めて異地性のものが多く、表層から下層へ腐植物質が漸減する現象が必ずしも当てはま
らない。しかし、腐植物質の多い覆土の出現が特徴的な場合、そこには給源物質として動植物遺体の存在が指摘
されることもある。分析処理過程は以下の通りである。

粉砕土試料0.100-0.500gを100ml三角フラスコに正確に秤りとり、 0.4Nクロム酸・硫酸混液10mlを正確に加え、
約200℃の砂浴上で正確に 5分間煮沸する。冷却後、 0.2%フェニルアントラニ）レ酸液を指示薬に0.2N硫酸第一鉄
アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの有機炭素量 (0rg-C 乾
土％）を求める。これに1.724を乗じて腐植含星(%)を算出する。
< Melanie Index (M I) > 
Melanie Index (M I)は腐植物質にとって最も特徴的な波長域における 2波長の比で、 Pg(P型腐植酸に認め
られる緑色の特殊な吸収をもつ色素）によるスロープが急峻に現れる450nmと520nmの吸光度比を求める方法であ
る。我が国の代表的な火山灰土壌についてMIを測定した結果、 1.70を境にそれ以下がA型腐植酸、それ以上が
P型腐植酸に分類され、腐植化度の高いA型と腐植化度の低いP型が明瞭に判別される。また数多くの分析結果
から、 MI~l.7の場合は凡且腐植酸、 1.7< MI~2.0の場合は B 型腐植酸、 2.0<M Iの場合はP,Rp型腐植酸と本
名・山本 (1992)では推定している。分析処理過程を以下に述べる。

風乾細土試料約l.Ogを50ml容遠心管に入れ、分注器で0.5%NaOH溶液約25mlを加えた。遠心管に蓋をしてテー
プで密封し、室温で1時間振とうする。振とう終了後、 0.1%高分子凝集剤溶液 1-2滴を加え、よく振り混ぜた
後、 4,000rpm、15分間の遠心分離で抽出腐植溶液を得る。得られた抽出腐植溶液の約 1mlを試験管にとり、 0.1%
NaOH溶液20mlを分注器で加える (NaOHの濃度は約0.1%となる）。この溶液について、分光光度計により450、
520nmの吸光度を測定する。 450nmの吸光度が 1を越える場合には、さらに0.1%NaOH溶液で希釈して測定した
（測定は抽出後、 3時間以内）。結果の表示は、 MI=K450/Ks20で示した。
くリン酸、カルシウム含量＞

土壌中におけるリン酸の天然賦存量は、いくつかの報告事例があるが (Bowen,1983;Bolt・Bruggenwert,1980; 川
崎ほか， 1991;天野ほか， 1991)、これらの事例から推定される天然賦存量の上限は約3.0杓Osmg/g程度である。ま
た、人為的な影響（化学肥料の施用など）を受けた黒ボク土の既耕地では5.5P20smg/g(川崎ほか， 1991) と言う
報告例があり、当社におけるこれまでの分析調査事例では骨片などの痕跡が認められる土壌では6.0均Osmg/gを越
える場合が多い。 一方、カルシウムの天然賦存量は普通 1-50Ca0mg/g (藤貫， 1979) といわれ、含量幅がリン酸
よりも大きい。以下に処理過程を述べる。

風乾細土試料2.00gをケルダール分解フラスコに秤量し、はじめに硝酸 (HN03)約5mlを加えて加熱分解する。
放冷後、過塩素酸 (HCI04)約10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容して、ろ過する。
ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸（灼Os)濃度を測定する。別に
ろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によりカルシウム (CaO)濃度を測定す
る。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量 (P2低mg/g) とカルシウム含量
(CaOmg/g)を求める。

く全窒素 (T-N)> 
風乾細土試料1.00gをケルダール分解フラズコに秤り、分解剤約3.0gと硫酸10mlを加え加熱分解する。分解後、
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蒸留水約30mlを加え放冷した後、分解液全量を供試し水蒸気蒸留法によって窒素を定量する。この定量値と加熱

減量法で求めた水分鼠から乾土あたりの全窒索含量 (T-N乾土％）を求めた。

く可給態リン酸＞

風乾細土l.OOgを300ml二角フラスコに秤りとり、 0.002N硫酸溶液 (pH3)200mlを加え、室温で 1時間振とうし

た後、ろ過する。ろ液一定凪を試験管に採り、混合発色試薬を加えて分光光度計によりリン酸濃度を定量する。

この定量値と加熱減量法で求めた水分量から乾上あたりの可給態リン酸量 (P2伽mg/lOOg)を求める。

(4)植物珪酸体分析

湿重 5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W,250KHz, 1分間）、沈定法、重液分

離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・猥集する。

これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプ

レパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（薬身と薬鞘）の葉部短細胞に由来した植

物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼

ぶ）を、近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表と植物珪酸体組成図として示す。植物珪酸体組成は、短細胞珪酸

体が短細胞珪酸体総数、機動細胞珪酸体が機動細胞珪酸体総数をそれぞれ基数として百分率で算出した。また、

試料中に見られた組織片についても＋記号で表示した。

(5)微細遺物検出同定

試料No.5からは 1Kgを秤量した。数％の水酸化ナトリウム水溶液に一昼夜浸して試料を泥化させたあと、 0.5mm

の師を通して泥分を洗い流し、残油を隼めた。残演を定温で乾燥させたあと、その中から同定可能な微細遺物を

抽出・同定する。

(6)堆積物微細形態解析（軟X線写真撮影）

試料No.3埋葬遺構木棺部分から採取された柱状試料を厚さ 1cmの板状に成形して軟X線写真の撮影を行った。

また、試料No.5は植栽痕全体を厚さ 1cmの板状に成形し、軟X線写真の撮影を行った。この際、試料が大きかった

ため部分的に撮影を行い、各部分の写真を合成して観察に使用した。また、試料No.5軟X線撮影試料は、図 lに示

した土壌分析試料採取後に調整したものである。そのため採取試料分の厚さ分だけズレがあり調整後の断面の層

序区分は図 lとは異なるものになっている。なお、軟X線写真の撮影は、（株）東都文化財研究所、釜石文化財保

存処理センターの協力を得た。撮影後の写真の撮影は、パーソナルコンピュータに取り込み、画像処理を行いな

がら、特徴的な構造の解析を行った。

(7)炭化材樹種同定

木口（横断面） ．柾目（放射断面） ・板目（接線浙面）の 3断面の割晰面を作製し、実体顕微鏡および走杏型

電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。なお、試料No.6Bには複数の炭化材が認められた

ので、便宜的に番号を付して同定を行った。

3. 結果

(1)放射性炭索年代測定

結果を表 2に示す。 9層から 6層までの出土層位をもつ 4点間の試料の測定年代幅は比較的狭く、測定値で

1,090-l,140BP、補正年代値で1,060-1,090BPの間に含まれる。

(2)花粉および微細有機物分析

埋葬遺構2の試料No.3からは、花粉および微細有機物は全く検出されなかった。

(3)土壌理化学分析

a)埋葬遺構2試料No.3(木棺部分）の腐植含量

分析結果を表3に示す。腐植含量は、 0.54%と極めて低く、またMIも1.92とB型腐植酸の特徴を示した。これ

らの結果からは、本土壌中に木棺成分の残留は見出せない。

b)試料No.4(埋葬部分）の腐植含星、リン酸含鼠、カルシウム含鼠

分析結果を表 3に示す。試料の土性はHC(重埴土）に区分され、極めて粘質な土壊であることから、土壌のも

つ潜在的な成分保持力は高いことが予想される。一方、土色については10YR5/4とにぶい黄褐色を呈することから、

腐食物質の量は低いことが推察される。
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表 2 放射性炭索年代測定結果

遺構の
測定結果

試料名 試料の質 グリッド 遺構名
性格
採取位置 採取層位 時代観

測定値(BP) a 14C 
(%0) 

炭化材（アカガ 9層 12世紀
No. I 
シ亜属） そー22 No22Pit 堀立柱後 柱痕中央 （検出面） 前後 1090士40 -26.5 

炭化材（ヤシ
溝状遺構B不明 木片集中

9層 12世紀
No. 2 

類）
こー26

（検出面） 前後 1140士40 -28.0 

No.6A 
炭化材（シイノ

せー22 5 a層 6層 12世紀 1090士40 -26.7 キ属近似種）

Na6B 
炭化材（ヤシ

すー26Na26遺構 8層
12世紀 1140士40 -28.7 類） （検出面）

＊：測定値：現在 (1950年AD) より何年前 (BP)かを計算した年代。半減期として5568年を用いた。
補正年代：試料の炭索安定同位対比 (13C/12C)を測定して試料の炭素同位体分別を知り、 14C/12Cの

測定値に補正値を加えた上で算出した年代

補正年代

1070士40

1090土40

1060土40

1080土40

Code No 

Beta-
148678 

Beta-
148679 

Beta-
148680 

Beta-
148681 

分析結果では腐植含量はやはり0.71%と低い傾向が認められ、リン酸、カルシウム含量についてもそれぞれ

2.09杓05mg/g、2.42Ca0mg/gと低い値であることが示された。これらの値は、明らかに天然賦存量を下回る傾向に

あることから、遺体成分の痕跡は認められないものと判断される。

C)試料No.5(植栽痕）の分析結果

分析結果を表 4に示す。有機炭素含量は試料中で最も黒色味の強い試料NQ5-9で0.63%であるほかは0.30-0.49%、

全窄素については全体で0.05-0.07%、可給態リン酸については10.8-18.2mg/100gと全リン酸含量を除いた各成

分含量が極めて低い傾向にあることが明らかとされた。

したがって有機炭素の結果からは、暗色部である試料No.5-9において他の試料と比べてやや腐植物質が多い傾向

は認められるものの、他の部分については、地山として捉えられる試料No.5-7と顕著な差異は認められないことか

ら、有機物の痕跡を見出すことはできない。

全リン酸含量においては全体的に石灰岩土壌の特徴を反映し、リン酸の含有量が全体的に高い傾向にあるが、

その中でも植栽痕内と考えられる試料No.5-10、11、12においてやや高い傾向が認められた。この結果が植栽に関

わるものか、単に覆土の差異を指摘するものか、本結果のみでは判断できない。 一方、可給態リン酸については

全体的に含量が低い傾向にあることから、仮に施肥が行われていたとしても、本結果からその確証を得ることは

難しい。

表3 埋葬造構2採取試料の土壊理化学分析結果

, 年 I I I I 
番号

グリッド 遺構名 土性 土色 腐植含量（％） Ml 均Os(mg/ g) I CaO (mg/ g) 

No.3 Iすー22I埋葬迫構 2 I H C I 10YR4/3 Iにぶい黄褐 0.54 1.92 

No.4 Iすー22I埋葬遺構2I HC I 10YR5/4 Iにぶい黄褐Io.n I - I 2.09 
注.(1)土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修， 1967)による。
(2)土性：土嬢調在ハンドブック（ペドロジスト懇談会編.1984)の野外土性による。

HC (勇埴土：粘土45-100%、シルト 0-55%、砂0-55%)

表 4 植栽痕試料 （試料No.5)の土壌理化学分析結果

試料番号 採取層準 土性 土色 有機炭索（％） 全窒素（％） 全リン酸(mg/g)

5 HC  10YR5/3 にぶい黄褐 0.30 0.05 

7 HC  10YR5/3 にぶい黄褐 0.32 0.05 

No5 
， HC  10YR4/3 にぶい黄褐 0.63 0.06 

10 HC  lOY郎 /3 にぶい黄褐 0.49 0.07 

11 HC 10YR5/4 にぶい黄褐 0.40 0.06 

12 HC 10YR5/3 にぶい黄褐 0.31 0.05 

注 (1)土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省股林水産技術会譲監修， 1967)による。
(2)土性：土壌調杏ハンドブック（ペドロジスト懇談会編， 1984)の野外土性による。

HC (頂埴土：粘土45-100%、シルト0-55%、砂0-55%)
(3)採取陪準：図 l参照
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2.96 

2.84 

2.98 

3.56 

3.27 

3.03 

2.42 

可給態）ン酸
(mg/lOOg) 

12.9 

10.8 

12.5 

18.2 

12.7 

12.6 



(4)植物珪酸体分析

結果を表 5・図 2に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、試料No.5-9を除いて、検出個数が少な

い。また、概して保存状態が悪く、表面に多数の小孔（溶食混）が認められる。

地山の試料No.5-7ではタケ亜科などがわずかに認められるに過ぎない。植栽痕下底の可能性のある試料No.5-5では

栽培植物であるイネ属の短細胞珪酸体がわずかに認められる。

植栽痕内と考えられる試料No.5-12・11・10・9ではタケ亜科やイネ属などが検出され、特に試料No.5-9でイネ属の

検出個数が多い。また、この中には稲籾殻に形成されるイネ属穎珪酸体も認められる。この他、オオムギやコム

ギなどムギ類の分類群を含むオオムギ族もわずかに認められる。

(5)微細遺物検出同定

分析の結果、残試料のほとんどは岩片と泥化しきれなかった土塊で、同定可能な微細遺物は検出されなかった。

有機物は現在のものと思われる細根が微量検出されたほか、 1mm程度の微細な炭化物が 1-2個認められたにす

ぎない。

表 5 植栽痕試料（試料No.5)

種 類

の植物珪酸体分析結果

~ 採取層準

イネ科槃部短細胞珪酸休

イネ族イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科オオムギ族 2 

イチゴツナギ亜科 10 2 

不明キビ型 7 26 13 17 

不明ヒゲシバ型 14 1 1 6 
不明ダンチク型 22 2 1 4 - ------------------
イネ科菓身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

不明

合計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総計

組織片

イネ属穎珪酸体

採取層準；図 l参照
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図2 植栽痕試料（試料~b5) の植物珪酸体組成
出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科菓身機動細胞珪酸体の総数を

碁数として百分率で算出した。なお、 Oは1%未満の種類、＋はイネ科葉部
短細胞珪酸体で200個未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体で100個未満の試料で

検出された種類を示す。また、組織片の産状を検出個数により＋記号で示す。

(6)堆積物微細形態解析（軟X線写真撮影観察）

a)埋葬遺構 2試料No.3(木棺部分） ：図版3

試料中央部分には垂直方向に帯状に暗色部分が認められる。この暗色部分から左側はシルトを主体とする堆積

物、右側が砂質シルトからなり土質に変化が認められる。これらの堆積物の構造は、大小の集合体（ペッド）か

ら構成されている。ペッドの大きさは暗色部分でやや小さくなる。また、試料全体に細かな植物根が密に人る。

b)試料No.5(植栽痕） ：図版 4

植栽痕が構築されている堆積物はいずれも石灰岩の風化土壌であるマージからなり、若干の層相の違いから 4

層に区分される。最下位より層準Aまでの層は微粒砂・シルトからなる。これら粒子の分級状況は良く揃ってい

る。分離した粒団はほとんど認められない。また、部分的にマンガンと見られる黒色物が沈着している。また、

植栽痕底部と接する部分では構造が壊れており亜角塊状に分離している。この成因としては、 1)植栽痕より続
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く、植物根による擾乱、 2)植栽痕遺構構築時の遺構底面の整形、などの可能性が考えられる。層準A-Bは細
じょうらん

粒砂混じり微粒砂 ・シルトからなる。擾乱作用が及んでおり、分級状態はあまり揃っていない。本層上部では分

離した粒団が部分的に認められる。この粒団は植栽痕側方から連続しているようにも見えることから、植栽痕機

能時に形成されたものの可能性がある。層準B-Cの堆積物は微粒砂・ シルトからなり、分級状況は良く揃って

いる。分離した粒団はほとんど認められない。上位から連続する縦方向の植物根が認められる。層準c-最上位
じょうらん

の堆積物は微粒砂・シルトからなる。比較的揃った分級状況を呈するが、上部は擾乱により乱れている。上位よ

りのびる縦・横方向の植物根が認められる。

植栽痕覆土は、大きく 4層に確認される。ここでは便宜的に上位より、埋土1、埋土2、埋土3、埋士4と呼

ぶ。最下位の埋土4は、細礫～粗粒砂大の石灰岩岩片が混じる細粒砂・シルトからなる。下部ではペッド（粒団）

が強度に発達しており、 1 -2 mm程度の粒団が集合体となって、さらに大きな径 5mm前後程度、最大1.5cm程度の

塊状粒団を形成している。各粒団は孔隙によりほぼ囲まれており、部分的に接するだけである。配向性はランダ

ムであり、粒団の間を縫うように植物根が認められる。このような構造は畑作土で認められる粒団構造に類似す

る。この粒団構造は中部から上部では部分的に不明瞭となり、崩れている状況が窺える。本来存在した発達する

粒団が経年変化の過程で上位から崩れてきていることを示している可能性がある。

埋土3はシルト・微粒砂の占める割合が高くなり、細粒化している。分級はあまり揃っていない。粒団構造は

埋土 1のように発達せず、分離した粒団は部分的に認められるにすぎない。本来存在した粒団が経年変化の過程

で崩れてきていることを示している可能性がある。また、植物根が密に配置する。特に本層準では比較的太い植

物根（植物遺体の可能性もある）が目立つようになる。

埋土 2は埋土 3同様シルト・微粒砂からなるが岩片等の混入が目立つ。細かな植物根と太い横方向の植物根

（植物遺体の可能性もある）が多くなる。また、分離した粒団は少なく、下部のように発達せず、くずれている状

況が窺える。また、層準によっては細礫が水平方向に連続して配列する構造が認められる。このような構造は、

遺構機能時に土壌を掘り返し、埋め戻しといった一連の行程で生じたものの可能性がある。

埋土 lは植栽痕覆土最上部の暗色部分に相当する。堆積物は埋土2・3と類似し、微粒砂～シルトからなるが

岩片が多く混人する。粒団構造が顕著に発達する。粒団の形状は基本的には埋土4下部で認められたものと同様

である。この粒団の間を縫うように細かな植物根が密に配置する。

(7)炭化材樹種同定

樹種同定結果を表 6に示す。試料No.6B-1は、道管が認められることから広葉樹材であるが、保存状態が悪く種

類の同定には至らなかった。また、試料No.6B-5は組織を観察することができず、不明とした。その他の試料は、

広葉樹2種類（コナラ属アカガシ亜属 ・シイノキ属近似種）とヤシ類に同定された。各種類の主な解剖学的特徴

を以下に記す。

・コナラ属アカガシ亜属 (Quercussubgen. Cyclobalanopsis) ブナ科

放射孔材で、管壁屏は中庸～厚く、横断面では楕円形、 単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を有し、 壁

孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-15細胞高のものと複合放射組織とがある。

・シイノキ属近似種 (cf. Castanopsis) プナ科

試料には年輪界が認められない。実体顕微鏡による観察では、やや大型の道管が配列した後、緩やかに管径を

減じて、火炎状に配列する様子が確認できた。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

表6 炭化材樹種同定結果

試科
グリッド 遺構名 層位 採取位置 時代観 樹種

番号

Nol そー22 No22P1t 下部 柱痕中央 12世紀前後 コナラ属アカガシ亜属

蜘2 溝状迫構B 木炭集中 12世紀前後 ヤシ類

Nu6A せー22 5a層 6層 12世紀 シイノキ属近似類

1 広葉樹

2 ヤシ類

No6B すー26 No26遺構面 8層 12世紀 3 ヤシ類

4 ヤシ類

5 不明

注 ：No.6Bには複数の種類が認められたため便宜的に番号を付して同定した。
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単列、 1 ~20細胞高。

以上の特徴から、落葉性のコナラ節、クリ、常緑性のシイノキ属のいずれかと考えられる。現在の沖縄には、

シイノキ属は生育しているが、コナラ節とクリは自生していない。このことから、シイノキ属の可能性が高く、

シイノキ屈近似種とした。

・ヤシ類

維管束が基本組織中に散在する不在中心柱を持つ。

現生標本との比較では、ヤシ類に近いが、タコノキ属（タコノキ・アダン）等他にも似た組織を有する種類が

あり、種類の同定には至らなかった。

4. 考察

(1)堆積層および遺構の年代について

年代測定の行われた 4点の炭化材は、放射性炭素年代測定の誤差幅を考慮すれば、同時期のものであるといっ

てよい。すなわち、 4点の試料は、同時期に生息していた樹木に由来する炭化材である。樹種同定結果によれば、

これらの試料の中で樹齢が数百年を超える可能性のある樹木は、試料No1のアカガシ亜属と試料No.6Aのシイノキ

属近似種であるが、そのうちの試料Nolは、柱材に使用された可能性のあることから、樹齢数百年の材であった可

能性は低い。試料No.2と6Bはいずれもヤシ類であり、これらはおそらく長くても樹齢数十年程度の樹木であると

考えられる。

以上のことから、試料No.6Aは不明であるが、測定年代はいずれも切り出された年代を示唆している可能性が高

く、 4点の試料の木材が切り出された年代についても同時性が高い。補正年代値からみて、約1050年前頃 (9世

紀末~10世紀初頭頃）に切り出されたことが推定される。また、このような同時性の高い炭化物を包含すること

から、各試料が採取された各遺構は互いに同時性が高く、またそれらの検出層位を含む9層上面から 6層に至る

までの層位については、かなり短期間での形成が考えられる。これは、包含層の形成に人為が関わっている可能

性のあることも示唆される。

一方、測定年代と遺物から推定されている時代観とでは、各層・遺構がおよそ12世紀頃とされていることから、

200~300年程度の開きが認められることになる。過去から現在まで大気中の14C磯度が一定とする前提の基に計

算されている放射性炭素年代は、様々な記録から確かめられている年代（いわゆる暦年代）とは一致しないこと

は周知のことである。しかし、そのずれは、いくつかの測定例をみると最大でも100~200年程度であり、今回の

ような200~300年に及ぶずれを暦年代との違いだけで説明することは難しい。また、放射性炭素年代測定の試料

が炭化材の場合には、 一つの材における樹齢分の年代の違いが誤差の説明に用いられることが多いが、これは前

述した樹種の理山から、今回の試料No.2・No.6Bには当てはまらない。現時点では、遺物から推定される時代観との

差を説明することができないが、古材などが利用されていたとすれば、今回の結果は矛盾するものではなくなる。

後述するように植栽痕が栽培施設として利用されていた可能性が高いこと、沖縄県内で農耕が確実視されるのが

12~13世紀頃であることから、遺物が示す年代よりも若干古い遺構が存在する可能性を安易に想定することもで

きない。今回の測定結果は、本遺跡および本地域の人間活動の年代観を検討する上で重要であり、発掘調査成果

および周辺遺跡の惜報を含めて総合的に評価する必要がある。

(2)埋葬遺構の検証

今回の土壌理化学分析では、木棺部分についても埋葬部分についても、その痕跡を明瞭に示すような結果を得

ることができなかった。分析は元素や微化石など微小な痕跡を検出しようと試みたものであるが、遺跡の立地と

埋葬遺構が構築されている土壊層の特性および気候等を考慮すれば、微小な痕跡は土壌中には残りにくかったと

考えられる。ここであげた遺跡の立地とは段丘崖下の緩傾斜地という地形であり、土壌層の特性とは土壌深が浅

く下位に琉球石灰岩があることで雨水等の浸透水が石灰岩の割れ目から流失し易いという性質（渡嘉敷， 1993)

であり、気候は高温多雨という性質である。これら全てが、土嬢中の微小物の分解と流失を促進させる条件とな

っている。

このように土壌成分では木棺の有無等に関する情報は得られなかったが、軟X線写真による微細構造の観察で

は、試料のほぼ中央の垂直方向に幅 1cm程度の暗色の帯が確認された（図版3)。この帯部分の構造はその回りの

構造と比較して、集合体（ペッド）の大きさが小さい傾向が認められた。このような違いが直接木棺構築材に起

因するものと断定することはできないが、発掘調査時に木棺が存在すると考えられていた部分に相当することを

考慮すると、その可能性は高いといえる。また、この暗色の帯周囲の土壌は大・小の集合体からなり、その配向
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性はランダムであった。後世の擾乱作用の影響もあるが、人為的に埋め戻された土壌の構造として捉えることも

可能である。

(3)植栽痕の検証

植栽痕覆土の腐植含量は、植栽痕が掘り込まれている堆梢物の値と比較して大差ないが、若千籾土の方が高い

傾向にあった。このことは何らかの有機物の富化が植栽痕内にあったことを示している可能性がある。今回のよ

うに腐植含量が碁本的に低い土譲は、沖縄本島における気候的な条件から腐植の分解と流失が比較的早いことを

示唆している。また、今回得られたリン酸含鼠は、これまでの島尻マージの分析例（渡嘉敷， 1993) と比べても

特に高いということはなく、一般的な特性であるといえる。

以上の分析結果に対して、植物珪酸体分析では、植栽痕覆土においてやや特異な状況が見て取れる。いずれの

試料についても稲籾殻や稲藁が混在していた可能性が示唆される。このような産状の原因としては、 1)覆土中に

稲藁やイネ籾殻などを堆肥として利用した可能性と、 2)植栽痕の覆土に利用された土壌が水田等の稲作地の土壌

を利用している可能性、 3)植栽痕内で稲作が行われていた可能性が考えられる。

植栽痕の軟X線観察では特徴的な構造が認められた。植栽痕覆土は、構造および粒径の違いなどから上位より

埋土1-埋土4の4層に区分された。埋土 1・4は粒団が著しく発達していた。このような粒団構造は人為的な
撹乱を強く受けた、畑作土のような良くこなされた土壊の特徴に類似するものである。したがって、本遺構は人

為的な擾乱が及ぶ、農耕施設であった可能性が高い。土壌構造を見る限り畑作土壌の可能性が高い。植物根の形

状は縦方向・横方向に密に配樅していることから、イネ属などが栽培されていた可能性は低いと判断される。上

記したように覆土中に取り込まれているイネ属の植物体は堆肥として利用されていたと考えるのが妥当である。

今回の粒団構造の発達する層準は植栽痕覆土の最下部と最上部であった。その間の埋土2と3については本来
粒団が形成されていた可能性もあるが、構造的には異なっていた。特に横方向の太い植物根（植物体）の存在は、

本遺構の利用状況を考える上で興昧深い結果である。この植物体がイネ属など堆肥に由来するものだとすれば耕

作土への堆肥は耕土中部に施していたことになる。また、これらの層準には遺構外に土壌を掘り返し、埋め戻し

ている可能性を示唆する構造も認められている。

このように微細形態的観察からは遺構の性格を検討する多くの情報が得られた。ただし、これらの傾向が検出

されている植栽痕全てに普遍的な傾向なのかは今後の課題としたい。

(4)周辺植生および柱材の用材選択について

炭化材にはアカガシ亜属、シイノキ属近似種、ヤシ類が認められた。このうち、アカガシ亜属は柱痕中央から

の出土であり、柱材の一部が炭化・残存した可能性がある。アカガシ亜属の木材は、比較的強度が高いことから、

柱材としての利用が可能と考えられる。実際に、柱材や住居構築材等にも多数確認されている（島地・伊東，

1988; 伊東， 1990)。これらの結果から、本遺跡においてもアカガシ亜属が柱材として利用されていた可能性があ

る。

その他の木材については、用途などの詳細は不明である。このうち、シイノキ属近似種（シイノキ属と考えら

れる）は、スダジイ （オキナワジイ）が沖縄の常緑広葉樹林の主構成種である。また、ヤシ類では、ヤシ科のビ

ロウやタコノキ科のアダンが沖縄本島に生育している。本遺跡で行われた調査結果では、シイノキ属とともに常

緑広薬樹林を構成するタブノキ属の炭化材が確認されている（パリノ・サーヴェイ株式会社， 1998)。これらの結

果から、碁本的には現在と同様の常緑広築樹を主とした植生が見られたと考えられる。
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図版1 植物珪酸体
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1. イネ属短細胞珪酸体 (No.5-9)

2. イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体 (No.5-9)

3. イネ属機動細胞珪酸体 (No.5-9)

4. イネ属穎珪酸体 (No.5-9)

5. プレパラート内の状況写真 (No.5-10)

6. プレパラート内の状況写真 (No.5-13)
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1. コナラ属アカガシ亜属 (No.1) a : 木口， b:柾目， c:板目 一200um: a 3 ， 
2. シイノキ属近似種 (No.6A) a: 木口， b:柾目， c:板目 一200μm:b,c 
3. ヤシ類 (No.6B-2) 横断面
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図版3 軟X線写真 (1)

2cm ＿ 
埋葬遺構2 試料No.3埋葬遺構木棺部分

植物根

す棺の痕跡？

ペッド

試料中央部には垂直方向に暗色の構造が認められる（網掛け部分）

全体に縦方向・横方向の細かな植物根が密に入る
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図版4 軟X線写真 (2)

亘戸］

植物根

ベッド

試料No.5 植栽痕 10cm 
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附編2ー用語解説

放射性炭素年代測定(radiocarbondating) 

放射性炭素14Cは、大気中では時・所にかかわらず濃度が一定である。しかしいったん樹木や貝殻、有機物の
中に固定されると時間の経過とともに14C漂度が減衰していく。この現象を利用して炭素を含んだ物質の絶対年
代測定を行うのが放射性炭素年代測定である。

リン酸(phosphoricacid) H3 P O 4 

リン脂質は微生物界・植物界・動物界などに広く分布し、生物の生体膜を構成する重要成分である。

カルシウム(calcium)Ca 

骨・歯などの主成分である。そのため、カルシウムの含量を調べることによって動物やヒトの遺体痕跡の立証

につながる。

軟X線写真撮影(softX-rays radiography) 

透過力の弱いX線で行う写真撮影。有機物などを確認するために有効である。

窒素・ リン酸(nitrogen・phosphoricacid) 

窒素・リン酸はともに肥料に不可欠な成分である。窒素はたんばく質として細胞の原形質を形成し、植物の薬

の育成に役立つ。リン酸は、リンが細胞膜の成分であり、根の育成に役立つ。

重液(heavysolution) 

混合物の分離選別に用いられる比重の大きい液。

フッ化水泰酸(hydrofluoricacid) 

多くの無機および有機化合物を溶かす。

クロム酸混液(chromicacid mixture) 

有機物を酸化する。 60-70℃に熱したものが効果的である。

砂浴(sandbath) 

薄い鉄板でつくった皿に砂を入れ、これに目的物を埋めて下から加熱する方式。徐々に加熱して簡単に高温を

得たいときに用いる。

フェニルアントラニル酸液(phenylanthranilic acid solution) 

定量に用いられる液。

指示薬(indicator)

滴定における当量点の判定に用いられる。溶液の化学的性質を指示する試薬の総称。

滴定(titration)

濃度が既にわかっている溶液を用いて溶液中の物質濃度を決定する容量分析法。

高分子凝集剤(polymercoagulant) 

粒子を中和・集合させる高分子量の薬品。高分子物質を介して粒子が接着される。

遠心分離(sentrifugalseparation) 

遠心力を利用して液体中あるいは気体中に浮遊する液滴あるいは個体粒子を分離する操作。
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吸光度(absorbance)

光学密度ともいう。試料物質に対する入射光の強さと透過光の強さから求められる。光を吸収する物質の油度

に比例する凪。

硝酸(nitt・icacid)HN03 

リンなどの非金属を酸化して溶かす。

加熱分解(superheatingdecomposition) 

試料である化合物を加熱して2種類以上のより簡単な4勿質に変化させる。

原子吸光分析(atomicabso1-ption analysis) 

試料を原子化させ、光を通過させて波長を選別し、目的元素による吸光股を測定する。これより試料中の元索

の濃度を求めることができる。

水蒸気蒸留法(steamdistillation) 

比較的沸点の高い、水と溶け合わない有機化合物の蒸留に用いられ、滉合物を各成分ごとに分離する操作であ

る。

く参考文献＞

•渡辺義一 r学校理科葉品の利用と管理J 黎明書房 1974 

・ 「化学辞典（普及版）」森北出版 1999 

文責 ：背山奈緒（奈良大学大学院）
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附編3 伊佐前原古墓群（追補報告）

『喜友名泉石畳道・喜友名山川原丘陵古墓群・伊佐前原古墓群一宜野湾北中城線（伊佐～普天間）道路改築事
業に伴う緊急発掘調査報告書 (II)-』 （沖縄県文化財調査報告書第137集・沖縄県教育委員会・ 2000年）の巻
末でもふれたが、本報告書作成のための資料整理作業を行っているときに、その遺物収納コンテナから、前記の
報告書で報告した伊佐前原古墓群の出上遺物が紛れ込んで出てきた。これは、隣接する伊佐前原第一遺跡と伊佐
前原古墓群の調査が同時並行で実施されたために起きたわけで、現地調査の段階で、出土遺物の保存管理の徹底
ができなかったことに起因する。その後、当埋蔵文化財センターでは、現地調査における出土品等の保存管理体
制の見直しを行い、今後、このような事態が起こらないように発掘調査業務に当たることを調査員各自が再確認
した。このような経緯で、本報告書において、上述の未報告出土遺物の写真を一括で掲載することになった。し
かし、あくまで付編であることから、本書の項数等の都合により、ここで取り上げた遺物の詳細な分析や計測の
記録の掲載ができない。ここに記してお詫びします。

伊佐前原古墓出土遺物一覧表

図版 遺物
遺物 種類 部位 法量 備考 出士地番号 番号

1 沖縄産無釉陶器 亜ギ 口縁部 口径 12.0 1号墓墓庭大型堀内

2 沖縄産無釉陶器 すり鉢 口縁部 口径21.0 1号墓屋根上 表土

3 ジーファー 残存長 12.6 1号墓 墓庭外前面 表土中

4 陶質土器 亜-,±-：？ 口縁部 1号墓墓庭表土

5 白磁 碗 口縁部 玉縁 1号墓墓庭 表土

6 白磁 小碗 口縁部 1号墓墓庭表土

7 本土産磁器 小杯 口縁部 口径4.6底径2.0器高2.0
見込みに色絵

1号墓墓庭表土の痕跡あり

8 本土産磁器 小碗 底部 底径 3.6 銅版刷り 1号墓屋根上 表土， 銭貨 寛永通賓 直径2.9 1号墓墓庭 岩盤直上

10 金属製品
図

不明 上径2.3下径4.1器高 1.1 1号墓墓庭 表土

11 人骨 1号墓 墓内 2号石棺内
版

上顎・ 左12 人骨 歯骨 歯冠幅 10.2歯冠厚6.8 第 2小臼歯 1号墓墓内 2号石棺内1 
人骨 図版なし 1号墓墓内 2号石棺内

13 沖縄産施釉陶器 壷類 底部 2号墓 屋根上周辺表土

14 染付 小碗 底部 底径3.2 2号墓屋根上周辺表土

15 円盤状製品 直径4.5厚さ 1.3
沖縄産

2号墓屋根上周辺表土無釉陶器

16 煙管 雁首 火皿外径 1.4全長3.5
沖縄産

2号墓 屋根上造成土（茶褐色混け土）無釉陶器

17 銭貨 寛永通賓 直径2.3 2号墓墓庭 表土

18 銭貨 寛永通賓 匝径2.5 2号墓 墓庭岩盤直上

銭貨 寛永通賓 匝径2.2 図版なし 2号墓墓庭 岩盤直上

銭貨 寛永通賓 直径2.3 図版なし 2号墓 墓庭表土

19 石器 長さ 10.1原さ 5.6輻 5.1 2号墓屋根上周辺表土

※法量の単位:cm、歯骨のみmmで表示。
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